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〝サトゥーです。昔は耐火建築が発達していなかったせいで、都市火災が多かったようです。日本では「マッチ一本火事の元」という警句が有名でしたが、マッチのない異世界では──。〟






「配給を受け取りに来た子は三列になって並びなさい！」

　そう元気よく叫んだのは、不吉とされる紫色の髪を金色のカツラで隠した幼女アリサだ。

　迷宮都市セリビーラの西探索者ギルド近くの広場には、オレ達が事前告知した炊き出しに、予想以上の人数が集まっていた。

　想定していたターゲットである日雇い仕事にあぶれた欠食児童達や老人達の他ほかに、食うのもままならない駆け出し探索者の少年少女達も集まっているようだ。

「ならんで、ならんで～？」

　そんな人々の間をちょこまかと駆け回って整列を補助するのは、白いショートヘアに猫耳猫尻しつ尾ぽをした猫耳族の幼女タマだ。

「割り込みはダメなのです！　ちゃんと後ろに並ぶのですよ！」

　不正を見つけて注意しているのは、茶色いボブカットに犬耳犬尻尾をした犬耳族の幼女ポチだ。

「お腹なかを空すかせた幼生体達よ、最後尾はここだと告げます」

　某同人誌即売会の行列のように、「最後尾」と書かれた立て札を持っているのは、長い金髪をポニーテールにしたホムンクルスのナナだ。

　今日は鎧よろい姿ではなく涼しげなサマードレスを着ているので、ガードの甘い胸元や脇わきが少し心配になる。

「ご主人様、調理班の準備が完了いたしました。配給可能です」

　凛り々りしい眼まな差ざしでそう告げるのは、首元や手首に橙とう鱗りん族の特徴であるオレンジ色の鱗うろこを持つリザだ。

　最近は戦闘面での活躍著しいリザだが、こうして普段着にエプロンをしている姿も、なかなか新妻感があって似合っている。

　そもそも、オレやルルに料理の手て解ほどきをしてくれたのは彼女だしね。

「担当分の調理が終わったので、私も給仕班に回りますね」

　輝くようなキラキラした笑顔でそう言ったのは、アイドルも裸足はだしで逃げ出すような超絶美び貌ぼうのルルだ。

　振り返る時に、よく手入れされた黒髪がシャンプーのＣＭみたいに綺き麗れいに翻った。

　まったく、こんな傾城級の美少女が不美人に見えるなんて、この世界の人族達の美醜基準は罪深い。

「準備万端」

　白い割かつ烹ぽう着ぎにマスク、三さん角かく巾きんという給食当番の小学生みたいなファッションで気合いを入れるのはエルフのミーアだ。

　彼女は淡い青緑色の長い髪をツインテールに結わえ、エルフの特徴である少し尖とがった耳がその間から覗のぞいている。

　ミーアの左右には屋敷で雇っているメイド幼女達がミーアと同じスタイルで待機していた。

　メイド長であるミテルナさんは、メイド幼女達を後ろから見守りながら、調理班でスープの火の番をしているようだ。

「それじゃ、始めますか──」

　開会の挨あい拶さつをするのも面倒だし、簡素に「これより炊き出しを開始する」と拡声スキルの助けを借りて広場に集まった人達に告知する。

　歓声を上げた人達が、順番に食事を受け取っていく。

　葉っぱを折った器に入った団子と椰や子しの実を二つに割ったような容器に入ったスープだ。

　どちらの容器も、迷宮都市内では使い捨てにできるような安値で売られていた。

　この辺には椰子の木なんて生えていないのに、どこから供給されているのか少し気になる。

「うわっ、おいしそ～」

「スープも良い匂においだね」

「あの黒っぽいのは何かな？」

「ダンゴもあう！」

　順番を待つ子供達が、期待に満ちた顔で言葉を交わす。

　ちなみに、配給した団子は芋と豆、スープの具は乾燥蛸たこの小片とワカメ、という質素な感じにしてある。

　初めはもっとマシなメニューを考えていたのだが、アリサとミテルナさんから待ったが掛かったのでこんな感じになった。

　なんでも、これ以上豪華だと、自分で食事を賄える人間まで来て、軽食屋台を生なり業わいにしている人達の迷惑になるからだそうだ。

　同じ理由から配給開始時間を、早朝の出勤時間からずらしてある。

「そこ！　止まらずに、もう少し離れてから食べなさい！」

　配はい膳ぜんされた食事を早速食べ始めた子達に、アリサの注意が飛ぶ。

「美お味いしいね」

「うん、お芋が苦くない」

「豆も痺しびれないよ」

　ハグハグと食べる子供達が、そんな言葉を交わす。

　迷宮都市の低所得層の味方である芋と豆は、「跳ね芋ホツピング・ポテト」と「歩き豆ウオーキング・ビーンズ」という植物系の魔物の死し骸がいなので、普通に調理したモノを食べると強烈な苦みやえぐみがあり、特に赤黒い筋を食べると軽度の麻ま痺ひ状態になる油断ならないモノなのだ。

　今回は麻痺の元になる箇所を丁寧な下処理でえぐり取り、細切れになった芋や豆を潰つぶして団子状にして獣油で揚げたモノだ。

「あちち」

「スープも美味しいね」

「うん！　黒緑色のが逃げるけど美味しいよ」

「この白いのがクニュクニュしてて好き」

　ワカメと蛸のスープも受けたようだ。

　この蛸は普通に迷宮都市で流通していた迷宮蛸を使った。

　本当なら、砂糖航路を旅していた時に大量にゲットして使い道に困っていた蛸型海魔オクトパス・クラーケンの乾燥ブロックを使いたかったのだが、ヘタに鑑定されて出所を疑われても面倒なので控えた。

　その内、謎なぞの商人アキンドーに扮ふんして、迷宮都市の商会に蛸型海魔や大怪魚トヴケゼェーラの肉を売却して、オレが使っても問題ないようにしたい。

　なお、ワカメも砂糖航路で手に入れた品だが、こちらはごくごく普通の品だ。

　──ん？

　視線を感じて周囲を見回すと、炊き出しをしている広場の向こうに、全身緑色の出で立ちの通称緑貴族ことポプテマ相談役がいるのを見つけた。

　何か気にくわない事でもあるのか、いつもの柔和な笑顔ではなく不機嫌そうな顔で炊き出しを眺めている。

「──旦だん那な様」

　緑貴族に声を掛けるか迷っていると、静かに歩み寄ってきたメイド長のミテルナさんが、オレの耳元に囁ささやきかけて、人垣の向こうの通りに止まった豪ごう奢しやな馬車を指し示す。

　さっきの緑貴族がいた場所の丁度反対側だ。

　馬車の窓が開いて、ふっくらした顔の太守夫人がこちらを見てにこりと笑う。

　この炊き出しの許可をくれた上に後援までしてくれた太守夫人に微ほほ笑えみ返し、感謝を込めた貴族の礼を取る。

　今でこそこうして友好的な関係だが、危うく迷宮都市の貴族達の頂点に君臨する彼女と敵対してしまうところだった。

　それもこれも、オレを目の敵にしていたソーケルという青年貴族のせいだったのだが、その彼も魔人薬という禁止薬物の密造を暴かれて既に失脚している。

　まあ、その情報を調べて密告したのはオレだけどさ。

　そんな厄介ごとも既に決着し、オレが観光を楽しむための懸案事項だった迷宮都市の浮浪児問題も、私立養護院建設許可と炊き出し開催許可を得て改善へと向かっている。

　仲間達のレベル上げもそれなりに順調だし、オレも趣味の工作や開発に邁まい進しんできそうな感じになってきた。

　そんな迷宮都市での出来事を回想しながら顔を上げると、太守夫人の乗る馬車は既に発進していた。

　どうやら、どこかに出かけるついでに様子を見に寄ってくれたようだ。

「──いない？」

　オレは去りゆく馬車から視線を戻すと、緑貴族の姿はそこになかった。

　マップに映る光点から、彼が下町の方へ歩き去った事が判わかる。

　貴族は移動に馬車を使う事が基本なのだが、彼はフットワークが軽いらしく、わりと徒歩でウロウロとしているようだ。

　──まあ、いいか。

　よく分からない彼の行動は少し気になるけど、迷宮都市の貴族、迷宮方面軍、探索者ギルドの三つのトップと親しくなった今では、そうそう困った事にならないはずだ。

「満腹」

「美味しかった」

「うん、しゃーわせ」

　食べ終わった子供達が満足そうに呟つぶやく。

　育ち盛りの子供達が満腹するような量はないはずだが、普段からまともな食事をしていなかった子が多いようなので、胃が縮んでいるのかもしれない。

　スープの器を逆さにして雫しずくが落ちてくるのを待つ子や空の器を名残惜しそうに舐なめる子もいる。

「やっぱり、一日一食だけじゃなくて──」

「ダメよ、ご主人様」

　一日三食と言いかけたオレの言葉を、アリサが窘たしなめるような口調で遮る。

「過剰な援助は人を腐らせるわ」

　無償で与えられた人達はそれを最初は感謝するものの、その内それを当たり前の権利だと考えるようになり、やがて不満を訴え始める、とアリサが言う。

　そこまで酷ひどくないと思うが、養護院ができたらお腹を減らす子達もいなくなるだろうし、老人や貧乏な駆け出し探索者達は──その内、気が向いたら何か考えよう。

　御節介が過ぎるのも、オレのキャラじゃないしね。

「ゴミはゴミ箱に捨てるようにと告げます」

　食べ終わった食器類を地面に投げ捨てた子達がナナに叱しかられている。

　注意されても無視する者達もいたが、リザに睨にらまれて再度命じられると、渋々と従っていた。

　元の世界では当たり前だった「ゴミはゴミ箱へ」という言葉さえも、異世界では浸透していないようだ。

「おっと、そろそろ食べ終わった子達が増えてきたわね」

　そんな様子を見ていたアリサが、よっこらしょ、と昭和なかけ声を上げて座っていた空き箱の上に登る。

「食べ終わった子達！　ヒマなら奉仕活動に参加しなさい！　ちゃんと頑張った子にはちょっとしたオヤツをご褒美に用意してあるわよ！」

　拡声の魔法道具マジツク・アイテムを持ったアリサが、子供達に呼び掛ける。

　ただ食事を与えるだけでなく、手伝いをさせて働く練習をさせるのだとアリサが言っていた。

「ほーし？」

「何するの？」

「お仕事？」

　子供達が興味津々に集まってくる。

「仕事じゃないわ。善意のボランティア──と言っても分かんないか」

　アリサが腕を組んで少し思案する。

「そうね……ご飯のお礼に、広場の清掃や周辺の道路や側溝のゴミ拾いなんかをするのよ」

　子供達がよく分からないような顔をしていたが、ボランティアに参加する気の子供達は多い。

　老人達は遠巻きにしているが、半数くらいは残ったようだ。

　探索者風の少年少女はほとんど迷宮前広場の方に歩いて行った。

「現金なモノね」

「別にいいさ」

　そんなに人数はいらないしね。

　奉仕活動に集まってくる子達を眺めながら、オレは一つ伸びをする。

　やっぱり、平穏はいいね──。





◆






「──にゅ？」

　オレの近くにちょこんと座っていたタマが、耳をピクリと震わせて周囲を見回した。

　その横では目を閉じたポチが、訝いぶかしげな表情でクンクンと風の臭においを嗅かぎ始める。

　二人の様子が気になったので、レーダーに視線を移すと下町の人達が大勢移動しているのが分かった。

「ざわざわしてる～？」

「何かの燃える臭いなのです」

　タマとポチが広場の片側、少し急斜面になった柵さくのところに駆けていく。

　急斜面の向こう、この広場よりも少し低い位置にある下町の奥の方から、黒い煙が上がり始めているのが見えた。

「うわっ、火事？」

「ミーアちゃん、消火の魔法は使える？」

「むぅ、遠い」

　ここからだと二〇〇メートルは離れているから、ミーアの魔法では届かないだろう。

「ちょっと様子を見てくるよ」

「ご主人様、お供します」

　リザがロングスカートをたくし上げ、健康的な素足を晒さらしている。

　他ほかの子達もリザと一緒に手伝う気満々だ。

　今日はいつもの装備を着ていないけど、アリサの火魔法による「耐火付与エンチヤント・レジスト・フアイア」とオレの「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法があれば大丈夫だろう。

　念のため、全員に口元を覆うための濡ぬれた布を持たせる。

「よし、行くぞ！」

　オレ達はミテルナさんに後を任せて駆け出す。

　僅わずかな間に、下町から昇る黒煙は急速に範囲を拡大している。

　自然火災にしては広がるのが速すぎる──何者かによる放火かもしれない。

「ショートカットするぞ！」

　オレはミーアとアリサを両りよう脇わきに抱え、遠回りになる道路を使わずに急斜面を跳ねるように駆け下りた。

「たりほ～」
















「らりほ～なのです！」

「二人とも、話していると舌を嚙かみますよ」

　普段からアクロバティックな戦闘をする前衛陣は会話する余裕さえあるが、オレに抱えられたアリサとミーアにそんな余裕はないようだ。

　軽やかなステップでナナと並んで急斜面を下るルルは、「きゃーきゃー」と可か愛わいい悲鳴を上げていて、わりと楽しんでいる感じがする。

　エルフの里で護身術を学んだ時のトレーニングとレベルアップで身体能力が上がったお陰だろう。

「マスター、黒煙が移動していると告げます」

「ご主人様！　燃えるスライムの暴走が火事の原因よ」

　ナナの報告を、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を無詠唱で使っていたアリサが調べてくれた。

　マップ情報によると、レベル一ひと桁けたのオイル・スライムが三〇匹ほど暴走しているらしい。

　その数が次々と減っていく。

　オレの術理魔法「誘導矢リモート・アロー」で殲せん滅めつしようかと考えていたが、それは必要なさそうだ。

　マップ情報で見たオイル・スライム達の体Ｈ力Ｐゲージが凄すごい勢いで減少している。

　たぶん、継続的な火のダメージを受け続けているのだろう。

　何匹か生き残っているオイル・スライムの内の一匹が、この少し先にいるようなので、仲間達に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法を掛けてやる。

　同時にアリサも「耐火付与エンチヤント・レジスト・フアイア」の魔法を全員に掛けていた。

　下町から逃げてくる人達を避よけながら薄汚れた路地を駆け抜けると、燃える炎の塊が視界に入った。

　レベル一桁にしては結構大きい。成牛くらいある。

　リザに退治を指示しようとする寸前に、黒い影がオイル・スライムとオレ達の間に割り込んだ。

「──ドゾン、バスター！」

　熊くまみたいなヒゲ面の探索者が近くのボロ屋の上から飛び降りて、黒煙を上げながら移動するオイル・スライムに巨大な戦鎚ウオー・ハンマーを叩たたき付けた。

　豪快に振り下ろされた戦鎚は軽々とオイル・スライムを穿うがち、その体を爆発四散させた。

「あ、バカッ」

「うわぁああああ、水！　水だ、水！」

　黄褐色をしたオイル・スライムの残ざん骸がいが飛び散り、周囲の家屋に張り付いて燃え移る。

　この辺りの家は乾燥させた植物を屋根にしているので、一気に燃え広がった。

　日干しレンガの壁も漆しつ喰くい部分が可燃性なのか、少しずつ火が移っている。

　この惨事の原因になった探索者が火まみれになって地面を転がっているが、そっちのケアは彼の仲間達がやるだろう。

「ミーア、消火用の水魔法の詠唱を頼む」

「ん、■■　散水ウオータリング」

　ミーアが詠唱の短い精霊魔法で、周囲に水みず飛沫しぶきをまき散らす。

　油による火災で水を撒まくのが悪手なのは知っているが、オイル・スライムの油はスライムの組織に染みこんでいて広がらないようなので大丈夫のはずだ。

　ミーアの魔法だけじゃ消火しきれないので、オレは常時使用している術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」を黒煙昇る空に伸ばす。

　これは目に見える手ではなく、魔法的なサイコキネシスといったモノなのだが、オレの手の延長のようにも使えるので、そこを始点にストレージから水を取り出す。

　ついでに出した直後の水を「理力の手マジツク・ハンド」で散らし、霧状の雨で火災範囲を覆う。





＞称号「火消し」を得た。

＞称号「スプリンクラー」を得た。






　視界の隅のログウィンドウに称号が追加されていた。

　前者はともかく、後者は何か違う気がする。

「すげー！」

「魔法使いの幼女すげー」

「うちの大将と交換したいくらいだねぇ」

　さっきの探索者の仲間達が口々にミーアを褒める。

「むぅ、サトゥー」

　ミーアが恥ずかしそうに、オレの腰に抱きついて顔を隠した。

「火はもうすぐ消えるけど、火に巻かれて大おお火傷やけどをした人達もいそうだね」

「次は救助活動？」

「ああ、単独は危ないから、ポチとリザ、タマとナナのペアで救助活動をしてくれ、アリサ達はここに残って救助班が連れて来る人達の治療だ」

　オレはそう告げて、火傷に効く水増し魔法薬が入った袋をストレージから格納鞄ガレージ・バッグ経由で取り出して、アリサに手渡す。

「ご主人様は？」

「もちろん、オレも救助班さ」

　アリサの問いにそう答えて、白煙と靄もやの立ち込める路地へと足を踏み出した。

「悲鳴、なのです！」

「行きますよ、ポチ」

「はいなのです」

　タマとポチが火の残る家に突入していく。

「あそこ～？」

「先導を依頼すると告げます」

「あいあいさ～」

　続いてタマとナナも、別の家屋の方へと飛び込んでいった。

　──ふむ、大丈夫そうだ。

　危なかったらサポートに回ろうと思ったが、アリサの「耐火付与エンチヤント・レジスト・フアイア」は服もきちんと守ってくれるようで、まったく危なげなく救助活動を行っていた。

　どうやら心配する必要はなさそうだ。

「リザ！　ここは任せた！」

「承知！」

　オレは大きな声でリザに声を掛けると、頼もしい叫びで快諾してくれた。

　──さて、と。

　オレはマップを開いて確認する。

　まだオイル・スライムが生きて火災を広げている場所が二箇所ほどあった。

　片方は赤鉄証の腕利き探索者達が囲んでいるようだし、もう一箇所の方をオレが始末しよう。

　オレは「遠見クレアボヤンス」と「理力の手マジツク・ハンド」で逃げ遅れた人達の脱出をサポートしつつ、先に進む。

　──凄い煙だ。

　空気を吸い込むと息が詰まるので、ストレージから直接肺に酸素を供給しながら進む。

　この辺りは遺体ばかりで、生存者はいない。

　レーダーに映る光点は最後のオイル・スライムだけ──いや、その下、地下室のような場所に生存者が五人ほどいる。

　どの生存者も大火傷の瀕ひん死し状態で、体力ゲージを見る限り、いつ死亡してもおかしくない。

　オレは自重を捨て、縮地で目的地まで一気に接近する。

　レンガ造りの家に張り付いていたスライムを氷魔法の「氷結フリーズ・ウオーター」で始末した。核が珍しい桃色だったが、そんな事を気にしているヒマはない。

　余計な事は後回しにして、そのまま炎と黒煙が残る屋内へと飛び込んだ。

　──地下への階段が潰つぶれている。

　オレは小さく舌打ちしたあと、指先に伸ばした魔刃で床に穴を空ける。

　途端にバックファイアのような爆音と同時に炎が吹き上がった。

　僅かに怯ひるむ心を押し殺し、オレはその中へと飛び込む。

「助けに来たぞ！」

　その声に応える者はいない。

　炎と黒煙の地下室に視線を巡らせる。

　──いたっ。

　瓦が礫れきの向こう。

　人が燃えている。

　煙を吸い込んで倒れたのか、折り重なるように倒れる人影は、誰だれ一人身じろぎさえしない。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で全員を捕まえ、「帰還転移リターン」の魔法でこの場から全員を連れて脱出した。





◆






「うわわわわっ、驚かせやがるな小僧！　です」

　転移先の「蔦つたの館やかた」で、口の悪い家妖よう精せいレリリルが尻しり餅もちをついていた。

　転移した東あずま屋やに居合わせたらしい。

　オレはレリリルを放置したまま素早くメニューを操作し、中級水魔法の「治癒：水アクア・ヒール」を実行する。

　視界内にＡＲ表示される全員の体力ゲージが全回復したのを確認して、ほっと一息吐ついた。

「怪け我が人にんだ。救護準備を頼む」

「わわわっ、タ、タイヘンじゃねぇですか！」

　レリリルが慌てて屋敷の中へと駆け込んでいく。

　さっきは急いでいたのでよく見ていなかったが、ＡＲ表示によると五人全員が女性で、「主あるじのいない奴隷」となっていた。

　恐らく、彼女達の主はあの火災で亡くなったのだろう。

　仲間達を心配させないように、オレは空間魔法の「遠話テレフオン」で連絡を取り、重傷者を連れて蔦の館に来ている事を伝えておいた。

「煤すすで真っ黒だ」

　オレは煤で汚れた五人を生活魔法で綺き麗れいにする。

　燃えて消し炭寸前だった服が、洗浄の勢いに負けて地面に散った。

「こ、小僧！　神聖なる賢者様の館で何してやがるですか！」

　後ろから、裸体を晒す娘達を見たレリリルが誤解して癇かん癪しやくを起こす声が聞こえてくる。

「盛るなら、どっか余よ所そでやりやがれです！」

「不可抗力だよ──」

　レリリルにそう答える途中で、オレは言葉に詰まった。

　五人の内三人は完治しているのに、灰色髪と赤毛の娘の火傷が治っていない。

　中級の治癒魔法なら、火傷くらい完治するはずなのに──そう不思議に思いつつもう一度治癒魔法を実行する。

「治らない？」

「古傷は魔法じゃ治らねぇですよ？」

　レリリルの言葉に納得しかけたが、それにしては火傷の範囲が広い。

　一人目の灰色の髪をしたティファリーザという娘が特に酷ひどく、膝ひざから上の下半身と右上半身が炭化寸前の重度の火傷で、右側頭部から右肩に掛けてもなかなか痛々しい。

　二人目の赤毛のネルという娘はティファリーザよりはマシだが、下半身の火傷は彼女と同じくらいの重傷だ。

　また、炭化寸前のそれらの火傷の他ほかにも、体中に火が燃え移ったように小さな火傷が点々と存在していた。

　もし、これらの火傷が古傷だったのなら、今回の火事の前に亡くなっていたはずだ。

「なんだか、火傷娘の様子がおかしいでやがります」

　娘達を見ていたレリリルがそう呟つぶやく。

　ＡＲ表示される二人の体力ゲージが、再び減少を始めていた。

「魔法薬なら──」

　火傷用の中級魔法薬をストレージから取りだして、二人の患部に振りかける。

　これは火傷に効く氷結花の粉を混ぜた特製の魔法薬だ。

「変化なしだぞ、です」

　レリリルの言う通り、魔法薬はまったく効果がなかった。

　──おかしい。

　オーユゴック公爵領のプタの街で、放火魔貴族に焼かれた人達の火傷は、氷結花の粉を混ぜた水増し魔法薬で完治していた。

　それより効果が高いはずの魔法薬で、治らない意味が分からない。

　ＡＲ表示の状態を確認したが、「火傷：重度」とあるだけで、変な病気や呪のろい状態というわけでもないようだった。

「──小僧」

　レリリルが珍しく真剣な顔を向けてきた。

「勘違いするな、でやがります！」

　レリリルが腰に手を当てて叱しかりつけてくる。

「賢者トラザユーヤ様だって、全すべての者の病や傷を治せたわけじゃない、です。それを私の半分も生きていない小僧ごときが思い上がるな、でやがります！」

　──賢者！　そうだ、ここは賢者の館じゃないか！

「レリリル！　地下の研究設備を使うぞ！」

「治せない者はいて当──」

　オレはそう宣言して、二人の娘の患部に触れないように「理力の手マジツク・ハンド」で優しく持ち上げて駆け出す。

　レリリルが何か教示してくれていたが、後だ。

「小僧！　話はまだ終わって──」

「地上の三人を頼む」

　飛び跳ねて怒るレリリルに声を掛け、地下室へのゲートを開いて飛び込んだ。




「ここの設備なら、何か摑つかめるかも」

　地下研究室に着いたオレは、素早く培養槽の制御装置を起動し、薬液を充じゆう塡てんする。

「げっ、一つ分にも足りないか……」

　大急ぎで検索すると、ストレージ内にあるトラザユーヤ氏の蔵書にレシピがあった。

　材料は──大丈夫だ。足りる。

　オレは機材に魔力が充塡される間に、ストレージから出したエルフの錬成装置と材料で薬液を調合していく。

「こ、小僧？」

　時間効率だけを最優先し、多くの材料や魔力を無駄にしながら、短時間で火傷の治療に最適な薬液を完成させる。

「でたらめな速さでやがります。あんな作り方で本当に調合できるわけが──」

　いつの間にか研究室に来ていたレリリルが何か言っていたが、特に耳を貸さずに作業に全力を注いだ。

　完成した薬液で二つの培養槽を満たし、二人をそれぞれの培養槽に浸つける。

　呼吸可能な液体が肺に入る時に苦く悶もんの表情を浮かべたが、二人とも目覚める様子はない。

「とりあえず、スキャンを実行、と」

　オレは操作を終えて一息入れる。

　しばらくすると、制御装置の表示パネルに状態が表示された。

「──正常？」

　いや、違う。

　正確には「治癒必要範囲なし」と表示されていた。

　オレはマップを開いて、この二人に共通し、地上の三人と異なる項目を探してみる。

「あった」

　この二人にだけ、罪科の欄に「反逆」というのがある。

　反逆の項目をタップし、詳細を確認すると「罰」という項目が見付かった。

「烙らく印いん、永続？」

　培養槽に浮かぶ二人を見ると、背中に掌てのひらサイズの焼き印が押されていた。

　ＡＲ表示によると、「反逆印」という烙印らしい。

　手持ちの資料を検索すると、公都で入手した古い資料にあった。

「マジか……」

　反逆印を魔法薬や魔法で癒いやして消されないために、都市核シテイ・コアの力で永続的に烙印を治癒できないようにしてあるらしい。

　今回の火傷やけどが治らなかったのも、この効果の副作用のようだ。

「さてと、どうするか」

　オレは思案する。

　治さないという選択肢はない。

　彼女達がどんな罪を犯して反逆者の烙印を押されたのか不明だが、それと火傷を放置して死なせるのとは別問題だ。

　彼女達には火傷を治した上で、犯罪奴隷として罪を償って貰もらえばいい。

　それに、オレには若い娘さんが重度の火傷で苦しみ続けるのを見るような趣味はないからね。

「──ん？」

　オレはもう一度、ティファリーザの背に押された烙印を見直す。

　背中一面が焼けただれているのに、烙印はくっきりと見える。

　もう一度資料を見ると、烙印は周りの皮膚を焼いて消そうとしても、輪郭の部分だけが自動で癒えるらしい。

　皮膚を剝はいでも、新しく再生した皮膚に烙印が浮かび上がるそうだ。

「徹底している」

　オレはそう呟きながら、顎あごに手を当てて考える。

　現代日本なら、火傷した皮膚を剝がして健常な皮膚を移植するはずだ。

　異世界では魔法や魔法薬で治す。

　でも、この火傷は治せない。

　皮膚を移植しても、烙印は復活する。

「だめか──いや、違う」

　そうだ。

　烙印は復活する。

　つまり、烙印以外の場所は「火傷のない皮膚のまま」という事だ。

　オレが治したいのは火傷であって、烙印の除去じゃない。

「ナイフで生皮を剝ぐのはいやだな……」

「な、なにをとち狂ってやがりますか！」

　猟奇的な発言をしたせいか、レリリルが青い顔で引いている。

「しないってば」

　オレはそう告げて、ストレージ内にあるエルフ達の資料を複数のキーワードで検索する。

　ホムンクルス──魔法的な人工生命体を培養できるなら、皮膚の張り替えや再生くらいは簡単にできそうだからね。

　大量にヒットしてきたリストに目を走らせる。

　ホムンクルスやフレッシュゴーレムの製法──違う。

　変装マスク──興味はあるが次。

　生体義手──近い。

　臓器培養、皮膚培養、皮膚再生──。

「──あった」

　オレは数千年前のエルフが書いた記述を読み進める。

　これなら、なんとかなりそうだ。

「ちょっと荒っぽいけど我慢してくれよ」

　培養槽の中に浮かぶ少女達にそう呟き、機材を壊さないギリギリの速さで、手順をこなしていく。

　──麻酔投入。

「マップの３Ｄ表示をこんな風に使うとは思わなかったよ」

　マップを３Ｄスキャナのように使って少女達の体形をトレースし、制御装置に設定していく。

　丁寧に、正確に、そして迅速に──よし、実行！

「あわわわ、小僧！　小娘達が血ち塗まみれでやがりますよ！　機材を使えないならすぐに緊急停止しやがれです」

「触るなレリリル！」

　慌てて強制停止装置を押そうとしたレリリルを「威圧」スキルで動きを封じる。

「これでいいんだ」

　オレはそう呟きながら、少女達に視線を走らせる。

　培養槽の機能で火傷で爛ただれた皮膚を溶かして、健常な組織を露出させたために出血したのだ。

　麻酔が十分じゃなかったのか、二人が苦しそうな顔をしている。

「もうちょっとだ。もう少し我慢してくれよ」

　麻酔を追加しながら、オレはそう呟く。

　魔法欄から精密操作向けの「理力の糸マジツク・ストリング」の魔法を選び、少女達の血管を塞ふさいで、血が薬液内に拡散しないようにする。

　制御装置の表示だと、ネルの方は中級魔法薬で治せそうだが、ティファリーザの方は少なくとも上級魔法薬がないと右目の機能異常が回復しそうにない。

　オレはストレージの目録を確認する。

　──あった！

　ストレージのキープフォルダに入っていた下級エリクサーを取り出す。

　最初にセリビーラの迷宮に入った時に「狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウム」の宝箱で見つけた品だ。

　仲間達に万が一があった時のために取っておきたかったんだが……。

　わずかな逡しゆん巡じゆんがオレの心を乱す。

「ここで使わない方が皆に怒られそうだ」

　オレは意を決して、ティファリーザの培養槽の薬液投入筒に下級エリクサーを流し込む。

　万能薬もある事だし、仲間達のための薬は次に迷宮に入るまでに用意すればいいだろう。

　続けてネルの方にも、中級体力回復薬をセットする。

　あとは制御装置の設定を操作して、新しい皮膚が形成されるまで毛細血管を押さえている「理力の糸マジツク・ストリング」を維持するだけだ。

　オレはほっと一息吐きながら、レリリルに声を掛ける。

「レリリル、上の子達はどうしてる？」

「サトゥー様のお言いつけ通り、三人とも客間に運んで、『眠りの砂スリーピング・サンド』の魔法で眠らせてあります」

　──様？

　なんだか、レリリルがおかしい。

　もしかして、威圧スキルを使ったから、かな？

「どうしたんだ、レリリル？」

「サトゥー様！　私わたくしが間違っておりました！」

　レリリルがキラキラした目でオレを見上げる。

「やはり、ハイエルフ様の目に狂いはなかったのです！　お祖じ父い様さまが語っておられた賢者様の逸話もかくやという見事な機材操作！　それにあり得ないほどの速さの錬金術！」

　熱に浮かされたような顔で、レリリルがぐいぐいとオレに詰め寄ってくる。

「これからは心を入れ替えてお仕えいたしますので、どうか今までの私の無礼をお許し下さいませ」

　語り終わったレリリルが熱い眼まな差ざしで、息を止めてオレの言葉を待つ。

「ああ、分かった──許す」

　暑くるしい視線に疲れを覚えながら、そう口にする。

「やったー！」

　レリリルが子供のように飛び跳ねて喜んだ後、そんな自分に気付いて「し、失礼いたしました」と恥ずかしそうに詫わびていた。

　ちょっと暑くるしいけど、一々突っかかられるよりはよっぽどマシだし、気にしない事にしよう。

　ちらりとログを見ると、色々と称号を得ていた。





＞称号「火災救助員」を得た。

＞称号「医師」を得た。

＞称号「外科医」を得た。

＞称号「無免許医」を得た。






　この世界に医師という職業や医師免許があるのか甚だ疑問だが、称号付与システムの謎なぞさ加減といい加減さは今更なので、口に出して突っ込むのは控えた。
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「さてと──」

　ティファリーザ達の治療方法を探す時に興味を引かれた資料を、アイテムボックスから取り出す。

　オレは「並列思考」スキルの助けを借りて、ティファリーザ達の様子を注視しつつ、資料に視線を走らせる。

　一番気になっていたのは「生体義手」だ。

　屋敷の警備を頼んでいるカジロ氏の義足に使えるかもしれない。

「元の身体からだよりも反応が悪いのか──」

　無情にも、資料にはそう書かれてあった。

　公都の歌姫シリルトーアが、エルフ製の生体義手を使いながらも、得意としていた楽器を諦あきらめた理由はこれのせいだろう。

　適当な棒を継ぎ足したような今よりはマシになると思うが、侍として復帰させるには弱い。

　この技術はキープ枠に保留しておくだけにしよう。

　続いて、「変装マスク」の資料を読む。

「サトゥー様、サトゥー様」

　資料を読んでいると、レリリルがオレの袖そでをチョイチョイと引っ張って注意を引いてきた。

「あの娘、髪が伸びてやがりませんか？」

　レリリルの言う通り、無毛だった右側頭部に綺き麗れいな銀色の髪が生えている。ボブカットくらいの長さだ。

　確か灰色だったはず、と思って左側を見ると銀髪の途中から真っ白な髪になっていた。

　どうやら、ストレスで若白髪になっていたらしい。

　それが汚れて灰色に見えたのだろう。

　また、既に治療は終盤に達しており、ティファリーザの筋肉繊維の見えていた顔も綺麗に再生し、今ではクール系アイドルとして大人気になりそうな美び貌ぼうになっている。

　さすがにルルほどの超絶美貌ではないが、ルルの横に並んでも見劣りしないくらいの美少女と言えるだろう。

「左右がアンバランスだし、整えてやろう」

　オレはストレージから取り出したハサミを消毒し、再収納後に「理力の糸マジツク・ストリング」を基点に培養槽内で取り出して、左側の髪を右側に合わせてカットしてやる。

　培養槽内に髪を散らすわけにもいかないので、切った白髪をストレージへ収納した。

　オレは視線を隣の水槽に移す。

「ネルは普通だ」

　赤毛のネルという地味な娘の方は、ティファリーザのように髪が伸びている、という事はない。

　ごく普通のショートヘアのままだ。

　たぶん、投入した薬液の違いだろう。

　エルフ達のレシピの中には毛生え薬もあったし、わざわざ違いを研究するほどでもないかな？




　そして、数分後──。

「あ！　終わりましたですよ！」

　培養槽の制御装置が「完了」を表示した事を、レリリルが元気よく指を差して教えてくれた。

「ふむ、なかなか完かん璧ぺきだ」

　火傷やけどの痕こん跡せきも残っていない二人の身体を確認した後、二人を培養槽から出して布で身体を覆う。

　背中の烙らく印いんは復活していたが、それは仕方ない。

「しばらく虚脱感や倦けん怠たい感が残るはずだから、二、三日寝かせておいてやってくれ」

「はい、サトゥー様！　このレリリルにお任せ下さい！」

　後の事をレリリルに任せて仲間達の所に戻ることにした。

　彼女達の内一人は鑑定アナライズスキルを持っていたので、彼女達の前ではオレの事をクロと呼ぶように、レリリルに言い含めておく。

　ここしばらく、サトゥーの行く先々にナナシが出没しているので、たまには違う偽名にしておこうと思ったのだ。



















　それにしても、火の付いたオイル・スライムの暴走が、過失なのか故意なのか気になる。

　捜査をする衛兵は太守の部下だろうし、原因が分かったら教えて貰えるように太守夫人にお願いしておこう。

　オレの脳裏に、下町へ行く緑貴族の姿が過よぎった。

　──さすがにないな。

　上級貴族の彼が下町を焼き払うメリットが思いつかない。

　貧民嫌いの貴族なら分かるが、彼にはそういった志向はないようだしね。

　オレは迷走する思考を振り払い、自分の屋敷へと帰還転移リターンした。







　お茶会





〝サトゥーです。コンビニスイーツが高品質化したお陰で、気軽にケーキが食べられるようになりましたが、子供の頃ころはケーキといえば誕生日くらいのモノでした。もっとも、今では自分で作るのですが──。〟






「この先か──」

　屋敷に帰還後、留守番の侍達──カジロ氏とアヤゥメ嬢に見付からないように屋敷を出て、仲間達と別れた場所へと戻ってきた。

　マップによると、すぐ近くの井戸前の広場が、怪け我が人にん達の救護場所になっているようだ。

　仲間達を示す光点はそこにある。

「ご主人様～」

「おかえりなさいなのです！」

　火事場で救助活動をしたせいで、出迎えてくれたタマとポチは煤すすや泥で汚れている。

　屋敷に帰ったら、すぐにお風ふ呂ろを沸かさないとね。

「お疲れ様、重傷の人達は置いてきたの？」

「ああ、数日寝かせておけば治るはずだ」

　アリサの小声の問いに、同じ音量で答える。

「ご主人様、申し訳ありません。お預かりしていた魔法薬は全すべて消費してしまいました」

「構わないさ、元々、そのために渡してあったんだし」

　重々しいリザの報告に、軽い口調で問題ないと言って慰める。

「マスター、戦闘用の支給品も消耗したと告げます」

　そう無表情で告げるナナの後ろには、見知らぬ子供達の姿があった。

　子供達は半裸で、ぼろ切れのような服は燃えた痕跡がある。

　たぶん、大火傷で半死半生だったこの子達を助けるために、ナナは持っていた中級魔法薬を使ってしまったのだろう。

「いいさ、それでこの子達が助かったんだろう？」

「イエス・マスター」

　オレがそう告げると、ナナの後ろの子達がホッとしたように吐息を漏らす。

　子供達の中には女の子もいるみたいなので、ストレージからロングＴシャツの予備を格納鞄ガレージ・バッグ経由で取り出して与えておく。

　とりあえず、重傷者や火災の継続している場所もないみたいだし、ここを引き上げよう。

　新品のＴシャツを喜ぶ子達に手を振って踵きびすを返す。

　そんなオレ達の前に、ちんぴら風の男が姿を現した。

「貴族の若様、高価な魔法薬を惜しげもなく与えたってのはあんたか？」

　ちんぴら男の後ろには、何人もの強こわ面もての男達がいる。

「何者です」

　暴力的な雰囲気をまき散らした男達を警戒したリザが、オレの前に出て誰すい何かする。

「おおっと、待ちな姐ねえさん。俺はこの辺りを纏まとめてる泥どろ蠍さそりのスコピってぇケチな男だ。ウチの連中や面倒見ている界かい隈わいの奴やつらが世話になったって聞いて、礼を言いに出向いただけさ」

　男は両りよう掌てのひらをリザに見せるポーズで、敵意はないと告げる。

　リザが一歩横に退のくと、男は「感謝する」と言って頭を下げた。

「それはご丁寧にありがとう。私はサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と言う。君の礼を受けよう」

「俺達は貧乏だから金はねぇが、何か人手が必要なら声を掛けてくれ。人様に大っぴらに言えないような物が入り用になったら相談に乗るぜ」

　そんな用事はないと思うが、人手を集める時は彼に声を掛けてみてもいいかもしれない。

　オレは泥蠍のスコピに別れを告げ、ミテルナさん達のいる炊き出し広場へと戻った。





◆






「ずいぶん綺麗に掃除してあるね」

「はい、あの子達が頑張ってくれました」

　この広場全体の掃除だけでなく、後片付けの手伝いまでしてくれたようだ。

　炊き出しに集まっていた子供達が、期待に満ちた目をこちらに向けている。

「ご主人様」

　アリサの軽い肘ひじ打うちと視線で思い出した。

　──オヤツだ。

　オレは炊き出しの荷物の中から堅焼きビスケットと干し肉の袋を取り出す。

「アリサ、オヤツを配るから子供達を集めて」

「ほーい」

　アリサが他ほかの子達と一緒に子供達を集めて回る。

「お手伝いありがとう」

　オレはそう言いながら、子供達にオヤツを配る。

「わー、お肉だ！」

「すごい！　この干し肉良い匂においがするよ！」

「ホントだ！　塩辛くないし、酸っぱくもない！」

「こっちの硬いパンも良い匂いがする」

　子供達の普段の食生活が気になる発言が多いが、どの子も飛び跳ねて喜んでいる。

　中にはお手伝いもせずにオヤツを貰もらおうとするチャッカリ者もいたようだが、真ま面じ目めに働いた子供達が排除していた。

　うん、不正はダメ。

　でも、しょんぼりする子達がかわいそうだったので、「次のお手伝いは宜よろしくね」と言って余った堅焼きビスケットを少しだけ分けてあげた。

　ちゃんと働いた子とは明確な差を付けてあるので、きっと次からは一緒にボランティア活動をしてくれる事だろう。

「──ご主人様」

「なんだい？」

　アリサがオレの脇わきをツンツンと突つつくので、視線を下げると小さくメイド幼女を指し示していた。

　その先ではメイド幼女達がオヤツを食べる子供達を、指を咥くわえて見つめる姿がある。

　タマとポチもメイド幼女達と並んで羨うらやましそうにしていた。

　二人も小腹が空すいたらしい。

「ミテルナ、いいかな？」

　オレは手元に堅焼きビスケットを出して、視線でメイド幼女達に配っていいか問う。

　彼女は少しだけ思案した後に、首肯してくれた。

「皆もよく頑張ったから、ご褒美だよ」

　オレはそう言って、堅焼きビスケットを子供達に配る。

「わーい！」

「良い匂い」

「えへへ～、美お味いしそ」

「がりごり～？」

「堅焼きビスケットさんはとっても硬くて強いのです」

　思ったよりも好評だ。

　獣娘達ほど顎あごが強くないメイド幼女達も、リスのようにカシカシとひたむきにビスケットを囓かじっている。

「はい、アリサも」

「へ？」

　自分も貰えると思っていなかったアリサが驚いた顔をする。

「──ありがと」

　アリサはちょっとだけ躊躇ためらったあと、嬉うれしそうな顔でビスケットを口に入れた。

「ねぇねぇ、ご主人様。肝油ドロップの作り方は知ってる？」

「肝油ドロップ？」

　子供達を眺めていると、堅焼きビスケットを飴あめのように舐なめていたアリサが、そんな事を尋ねてきた。

「ほら、幼稚園なんかで、オヤツに出るグミみたいに柔らかいヤツよ」

　なんとなく記憶に残っている。

　肝油というからには、何かの肝臓の油を使うのだろう。

　ダメ元で手持ちの資料を検索してみると、なんとヒットする資料があった。

　公都の闇やみオークションで手に入れた日本語のメモ帳に、簡単なレシピがある。

　レシピの横にメモされた覚え書きには、ビタミンＡやビタミンＤのサプリメントのようなモノだと書いてあった。

「アリサ、手持ちの資料にあったぞ」

「ほ、本当？」

　自分で聞いてきたくせに、アリサが驚いている。

　ちょっと手間だし、このレシピ通り作ったら凄すごく魚臭い感じになりそうだ。

「ちょっと改良しないといけないから、すぐ明日あしたからとはいかないけどね」

「十分よ。肌荒れしている子達や骨が弱そうな子が多かったから、なんとかしてあげたかったの」

　アリサが肝油ドロップをリクエストした理由を教えてくれた。

　本当にアリサは面倒見がいい。将来は良いお母さんになりそうだね。

「旦だん那な様、撤収を始めたいのですが宜しいでしょうか？」

「ああ、頼む」

　ビスケットを食べ終わっていたメイド幼女達が、メイド長のミテルナさんの指示でチャカチャカと動いて炊き出し用具を荷車に積み込む。

　この荷車は昨日の内にミテルナさんに手配して貰ったモノだ。

　色々と代わりにやってくれるので、助かっている。

「ミテルナ、屋敷のメイドを、もう少し増やそうか？」

　メイド幼女達の教育に、屋敷の仕事、それにこういった雑用まで一手に引き受けさせるのは大変だろう。

　そう思って、帰りの道中で尋ねてみた。

　サスペンションのない荷馬車はお尻しりが痛くなるので、御者役のルル以外は全員徒歩だ。

「いえ、ご主人様の負担を増やすわけには──」

「ご主人様は額面通り受け取るから、必要なら素直に要求した方がいいわよ」

　最初は大丈夫だと言っていたミテルナさんだったが、アリサにそう言われてしばし黙考する。

　この国は人件費が安いし、使うのが追いつかないくらい資金がどんどん増えている状況なので、雇い人を増やすのはなんの問題もない。

「もし可能なら、あの子達よりもう少し年とし嵩かさの、できれば調理のできる人材が欲しいです」

「それなら、ロジーとアニーはどうでしょう？」

　御者台のルルからそんな意見が出た。

「誰だれだい？」

「いつも炊き出しの時に率先して手伝ってくれている子達です」

　マップで検索し、通りを歩く二人を空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認する。

　どちらもルルと同い年で、色黒で瘦やせ過ぎの黒髪娘と朴ぼく訥とつそうな顔の茶髪少女の二人だ。

　この二人にはなんとなく見覚えがある。

「屋敷に越してきた当日に、野菜の皮むきや洗い物を手伝ってくれていた子達か？」

「はい、そうです」

　自分から率先して手伝ってくれる子は好感が持てる。

「どうだいミテルナ？」

「ルルお嬢様がそう仰おつしやるのであれば、その子達で──」

「いや、ミテルナの部下になるんだから、君の意見を優先したい」

　オレがそう言うと、なぜかミテルナさんが驚いていたが、ロジーとアニーという二人と面接してから決めたいという事だったので、それを了承した。

　館やかたに到着した後、二人が合格した時のために、メイド服を用意しておいた。

　二人のはロングスカートのミテルナさんと違い、ルルと同じ膝ひざ丈たけのメイド服だ。

　なお、メイド幼女達は普通のワンピースに地味なエプロンで、ミテルナさんが一人前だと認めた時にちゃんとしたメイド服を与えるという事になっている。

「ご主人様はそろそろお茶会だっけ？」

「そうだね、そろそろ行かないと遅れそうだ」

　メニュー上にＡＲ表示されている現在時刻を確認する。

「ルル、悪いけど太守の城まで送ってくれないか？」

「はい、お土産のお菓子も丁度焼き上がったところです」

　厨ちゆう房ぼうで太守のお茶会に持ち込むカステラ各種や蜜みつ菓子を作っていたルルが、オレのお願いを快諾してくれた。

「それじゃ、ミテルナさんの手が空いたら、一緒にロジーとアニーの雇用に行ってくるわ」

「ああ、頼んだよ」

　アリサに首肯した後、宮殿のような太守の城へと向かった。
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「「「いらっしゃいませ、ペンドラゴン士爵様」」」

　太守の城の主エントランスに横付けされた馬車から降りたオレを、大勢の使用人達が笑顔で出迎えてくれた。

　初回は出入り商人が利用する駐車場で降りて、裏口から無愛想な使用人に案内された事を思うと信じられないほどの待遇アップだろう。

「行ってくるよ、ルル」

「はい、ご主人様」

　笑顔のルルに見送られて、使用人達が頭を下げる玄関へ足を踏み出す。

「ご案内いたします」

「ああ、宜しく頼む」

　洋風美人の侍女に案内されて、オレは高そうな絨じゆう毯たんが敷かれた廊下を進み、太守夫人達が待つお茶会の会場へと向かった。

　彼女の耳元には珊さん瑚ごのイヤリングが誇らしげに揺れている。

　ＡＲ表示される情報からすると、前回オレが太守夫人に贈った品々の内の一つだった。

　たぶん、太守夫人が使用人達に下賜したのだろう。

　珊瑚細工を買った国では銅貨一枚だったイヤリングも、沿岸に珊瑚礁のないシガ王国では価値が跳ね上がって、銀貨数枚から金貨数枚が相場になるとスキルが教えてくれた。

「こちらでございます」

　愛想の良い侍女が扉を開くと、予想以上に多い貴族女性達が迎えてくれた。男性もいるが少数だ。

　どの女性達も豪華なドレスと煌きらびやかな宝飾品で、その身を飾っている。

　青系の宝石が人気のようで、サファイアや青い色を帯びた「天てん涙るいの雫しずく」が多い。

　ホストである太守夫人は、首が痛くなりそうな巨大なサファイアの首飾りと大粒の「天涙の雫」が煌めくイヤリングや指輪を身に着けている。

「いらっしゃい、ペンドラゴン士爵」

「本日はお招きに与あずかり恐悦至極に存じます」

　いつもよりドレスアップした丸顔の太守夫人に、大げさな貴族の礼を取る。

「サトゥー殿！　久方ぶりなのじゃ！」

　明るい声と共に駆け寄ってきたのは、異国情緒溢あふれるドレスを着た小国の王女であるミーティア姫だった。

　彼女は「久方ぶり」と言っていたが、彼女を迷賊の魔の手から救ったのは数日前の話だ。

「こんにちはミーティア様」

　オレはミーティア王女に挨あい拶さつし、彼女の後ろに付いてきていた美少女にも会釈する。

「ペ、ペンドラゴン士爵様！　せ、先日は危地を助けて頂いたのに、碌ろくなお礼もできず失礼をいたしました」

「いえいえ、私は大した事はしていませんよ」

　そうオレに言うのは、デュケリ准男爵家のメリーアン嬢だった。

　まだ中学生くらいの彼女が凜り々りしい感じのドレスを着ているのを見ると、背伸びしたい思春期の少女らしさが出ていて実に微ほほ笑えましい。

「そんな事はありません！」

　メリーアン嬢が声を張り上げて、オレの言葉を否定した。

「あの時、戦蟷螂ウオー・マンテイスを追い払った攻撃は崖がけの上からでした！　士爵様が助けて下さったのでしょう？」

　そういえば、そんな事をした気もする。

「あれはたまたまですよ。その前にゲリッツ様がメリーアン殿を庇かばっておられたからこそ間に合ったのです。お礼を言うなら、私ではなくゲリッツ様に仰って下さい」

「──あのゲリッツが、私を？」

　あの時は、ぽっちゃり顔の太守三男ゲリッツ君が、美少女──メリーアン嬢を庇って逃げ遅れたのを見て、礫つぶてで戦蟷螂ウオー・マンテイスを追い払っただけなんだよね。

　ゲリッツ君はメリーアン嬢の事が大事みたいだし、余計なフラグは折るに限る。

　子供達の恋の鞘さや当あてに交ざるつもりはないんだ。

「メリーアン、まだ皆様に士爵様のご紹介も終わっていないのに失礼ですよ」

「あ、ごめんなさい、お母様」

　姉妹と言っても通じそうな若い母親だ。

　もう三〇歳代なのに、薄幸の少女といった風情がある。

　前に検索した情報だと、メリーアン嬢の兄にあたる病弱な跡取り息子がいたはずだ。

「謝るなら、私ではなく士爵様とレーテル様に、ね」

　母親に促されてメリーアン嬢がオレと太守夫人に謝る。

　デュケリ准男爵夫人は太守夫人を名前呼びするくらい仲が良いようだ。

「行きましょう、ペンドラゴン卿」

　太守夫人と一緒に一段高いホールの中心に歩み出ると、お茶会に集まった貴婦人達の視線が集まる。

「皆様に紹介いたします。こちらの若者が我が家の大切なお客様、ペンドラゴン士爵よ」

　太守夫人が「我が家の大切なお客様」という所を強調しながら、オレを紹介してくれる。

「ムーノ男爵領では魔族の操るゴブリンの大軍から領地を救い、オーユゴック公爵領では幾度も下級魔族を退治してみせ、ついにはサガ帝国の勇者様と共に、ルモォーク王国に住み着いた黒竜を退けた英傑なの」

　──情報早っ。

　太守夫人じゃなくて、緑貴族ことポプテマ相談役が調べたのかもしれないけど、僅わずか数日でよくここまで調べたものだ。

　貴婦人達が「魔族を？」「竜を退けたって、竜退者？」「あんな若い子が？」なんて囁ささやくのを、オレの「聞き耳」スキルが拾ってくる。

「そして砂糖航路では海上を漂流していた私の息子、レイリーの命も救って下さったのよ」

　太守夫人がそう言うと、貴婦人達の多くが「レイリー様は大丈夫なのかしら？」「私が看病を」なんて声がちらほらと聞こえてきた。

　レイリー氏はなかなか貴婦人達に人気があるようだ。

　ちなみに、彼は迷宮都市で一泊すると、すぐに王都に向けて出発していた。

　本人が言っていたとおり、母親の太守夫人に王都で「天涙の雫」を高額で捌さばくための紹介状を書いて貰もらいに寄っただけだったようだ。

「迷宮都市には探索者になりにいらして、僅かな間に一流探索者の証あかしである赤鉄証を得られたの。そして、先日も迷宮の奥で不ふ逞ていの輩やからから、ミーティア殿下や息子達の危機を救って下さったのよ」

　太守夫人がそう言って、この場でオレに貴婦人の礼を取った。

　既に彼女からお礼の言葉を貰っているので、これは他の貴婦人達へのパフォーマンスなのだろう。

「ご紹介に与あずかりました、ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　オレは彼女に答礼し、お茶会に集まる貴婦人達に、いつもの名乗りで挨拶をした。

　本当なら太守夫人の言葉が大げさだと主張したいところだが、すぐに否定すると彼女の顔を潰つぶす事になるので、訂正は個別に会話する時にしようと思う。

　そして、挨拶が終わるタイミングで、ワゴンを押した執事達やメイド達が入室してくる。

　ワゴンの上にはオレがお土産として持ち込んだお菓子──プレーンなカステラや糖衣カステラのような和風なモノだけでなく、生クリームやドライフルーツでトッピングした洋風のアレンジ・カステラの数々が載っていた。

　初めは普通のカステラだけを持ってくるつもりだったのだが、珍しくルルがオーブンの火力調整を失敗して、ザラメ部分が予定より僅かに焦げてしまったのでアレンジしてみたのだ。

　もっとも、それは怪け我がの功名だったようで──。

「まあ、これがカステイラですの？」

「王都で食べたパンケーキよりも美お味いしいですわね」

「この白いのがとても美味しいわ」

「こっちの橙だいだい色いろのドライフルーツが凄すごく美味しいわ、何の果物なのかしら？」

「お母様、もう少し食べたいです」

　──普通のカステラよりも、迷宮都市の貴婦人達に受けていた。

「あらあら、皆様、ペンドラゴン卿のお菓子に夢中ですわね」

「気に入って頂けたようで一安心しております」

　美食に慣れているはずの貴婦人達が、一心不乱に自分の作ったお菓子を食べてくれる姿は、なかなかいいね。スキルのお陰と分かっていても自尊心が擽くすぐられる。

　そして、オレ以上に得意そうなのが、太守夫人だ。カステラの第一人者を自称するくらい、鼻高々になっている。

　ある程度、場が落ち着いたところで、オレは各テーブルに挨拶周りを行った。

　多くは好意的で、カステラを称賛する声に隠して、それとなく太守夫人と仲良くなった理由を確認してくる。

　中には敵意の棘とげを会話に混ぜてくる者もいたが、そういった貴婦人達はオレが悪事を暴いて失脚させたイケメン貴族のソーケルに好意を抱いていた人達のようだった。

　もっとも、後で他ほかの貴婦人達に聞いた話では、実家や嫁ぎ先がソーケルから利益を受けていたり、ソーケルに投資していたりしていた人達で、色恋話はほとんどないらしい。

　変な逆恨みをされない内に、適当なお土産持参で和解しておこうと思う。

　どの人も下級貴族みたいなので、太守夫人にお願いすれば一発だと思うけど、上から押さえつけるよりは仲良くなった方がいいしね。




「ペンドラゴン卿は下々の者に施しをされているそうね」

　あるテーブルでは今日始めたばかりの炊き出しの件が話題に出た。

「はい、少しでも飢える者が減り、迷宮都市の労働力になればと思いまして」

「まあ──慈悲で始められたのではないの？」

「慈悲ももちろんありますが、飢えるあまり働く事もできないのでは、シガ王国の役に立ちませんから」

　少し偽悪的な言い方になってしまったが、あまり慈悲深さをアピールすると寄付を求めて人々が群がってきそうなんだよね。

「そういえば貧民達の住む場所で、火事があったそうですわね」

　貴婦人の一人がそんな話題を振ってきた。

「まあ怖い」

「私の屋敷からも黒い煙が見えましたもの」

「魔物に分類されるオイル・スライムを、都市内で飼育しようとしていた者達が原因という話ですわ」

　へー、そうだったのか──って、半日も経たっていないのに情報が早すぎないか？

　黒煙が見えて気になって調べただけかもしれないけどさ。

「よくご存じですね」

「私の夫が衛兵達の統轄をしておりますの──」

　なんでも、「違法に市内でオイル・スライムを飼育しようとしている者がいる」という情報を先に摑つかんでいて、今日明日にでも場所を特定して摘発する予定だったそうだ。

　炊き出しの時に見掛けた緑貴族は、その確認のために下町に足を運んでいたのかもしれない。

「我が家の使用人にも見に行かせたのだけれど、赤鉄の探索者達が倒した桃色のスライムが再生して襲ってきたそうよ」

「まあ怖い。スライムというのはそんな性質があるのね」

　──再生？

「たぶん、核を狙ねらわずに倒したのでしょう」

「核？」

「はい、スライムの弱点です。そこさえ潰せば、自壊してただの液体のようになってしまうのです」

　オレはセーリュー市の迷宮探索中にリザから聞いたスライムの蘊うん蓄ちくを語る。

　もしかしたら、再生能力を持つスライムがいるのかもしれないけど、セリビーラの迷宮の上層にいるオイル・スライムにはそんな種族固有能力はないから、間違っていないだろう。




「サトゥー殿、こっちに来てたもれ」

　貴婦人達への挨拶も終わる頃ころ、ブンブンと手を振るミーティア王女に招かれて、子供達が集まるテーブルへと向かった。

　ここにはミーティア王女の他に、先ほどのデュケリ准男爵家のメリーアン嬢、さらに太守三男のゲリッツ君や彼の友人達など迷宮で救出したメンバーが集まっている。

　太守夫人の娘である三女のゴーナ嬢や四女のシーナ嬢とは初見のはずだ。

「ここに座るのじゃ！」

「では、失礼して──」

　ソファーに一人分のスペースを空けてポンポンと叩たたくミーティア王女の隣に座る。

　反対側の隣は太守三女のゴーナ嬢と四女のシーナ嬢で、対面がゲリッツ君という配置だ。

　かつて、四女のシーナ嬢は「ゴブリン病：慢性」「瘴しよう気き中毒：慢性」という状態になっていたが、今では後者が「瘴気中毒：軽度」に変わっていた。

　恐らく、ミーティア王女の「浄化の息い吹ぶき」による治療が効いているのだろう。

　オレの手持ちの資料によると、「ゴブリン病」はビタミン不足による生活習慣病のようなので、ストレージ内にある「万能薬」ではなく食生活の改善を薦めるべきだろう。

「ペンドラゴン士爵、先日は私共の危地を救って下さり感謝の言葉もありません」

　ゲリッツ君の隣に座る如才なさそうなイケメン少年がそう言って、最上級の貴公子の礼を取ると、ゲリッツ君を始めとした他の子達も次々にお礼の言葉を口にした。

　普通なら、上級貴族の子弟である彼らが、最下級貴族のオレにここまでする必要はない。せいぜい「助勢を感謝する」と労ねぎらいの言葉一つくらいで十分だ。

　親達に言い含められた可能性もあるが、ここは「彼らの親が立派な教育をしていた」と好意的に受け止めておこう。

「今日のお菓子はあなたが持ってきたのよね？」

「はい、そうです」

　お菓子を食べ終わった母親似の三女ゴーナ嬢が、給仕の娘にお代わりを要求した後、少し偉そうに尋ねてきた。

「なかなか美味しかったわ──」

　ゴーナ嬢が口元の汚れを拭ふいてくれる侍女さんを押し退のけながら、言葉を続ける。

「──だから、料理人を差し出しなさい」

「と言いますと？」

「もう！　鈍いわね！　我が家で召し抱えてあげると言っているの！」

　この子は何を言い出すのやら。

「申し訳ありませんが、そのご希望にはお応こたえできません」

「どうしてよ？」

「今日のカステラは私が焼いたものですから」

　半分はルルだけど、正直に言うとややこしいことになりそうだったので、そう告げた。

「う、噓うそを──」

「ゴーナ様」

　後ろで見守っていたゴーナ嬢の侍女さんが、すすっと近寄って彼女の耳元で「奇跡の料理人」「母上様のお言いつけ」といった言葉を囁く。

「──失言をお詫わびするわ。先ほどの言葉は聞き流してくれると、嬉うれしい」

　なんとなく青ざめた表情のゴーナ嬢が気になるが、お目付役の侍女さんに言われた事が原因だろうから、素直に首肯しておいた。

　彼女の妹の方は食べるのが遅いのか、まだ半分程しか食べていない。

　それでも、ひたむきにカステラを見つめてフォークを運んでいるので、気に入ってくれているのは間違いなさそうだ。小動物のようでなかなか可か愛わいい。

「ペンドラゴン卿きよう、今日は自慢の剣は持ってきておらぬのか？」

　ゲリッツ君がオレの腰を見て尋ねてきた。

「はい──」

　お茶会に武具を持ち込むのは無粋だと続けようと思ったのだが、彼やその仲間達がソファーのサイドテーブルに自分達の剣を置いていたので、その言葉を吞のみ込んだ。

「ミーティア様から、士爵様のミスリル剣はとても美しいと聞いていたので、一度見せて頂きたかったのに……」

　メリーアン嬢が残念そうに呟つぶやく。

　他の少年達も残念そうだ。

「次のお茶会の時には、必ず」

　オレはそう空手形を切って、沈んだ様子の少年少女達を慰める。

　その流れで、少年少女達に乞こわれて迷宮での探索話をする事となった。

「区画の主エリア・マスターはそんなに大きいのですか！」

「た、倒したのですか?!」

「レベル三〇程度では、その眷けん属ぞく相手でも蹴け散ちらされてしまいますよ」

　オレは真実を交えつつ、今までに複数の「区画の主」を倒した事実を隠す。

「いつかは私も『区画の主』を倒し、『階層の主フロア・マスター』をも打ち倒す英雄達の仲間入りをしてみたい」

　ゲリッツ君がそんな夢を語る。

「違うよ、ゲリッツ。してみたい、じゃなくて、するんだ」

「僕達にはムリだよ～」

「うるさいぞ、ルラム！　俺達の気持ちに水を差すな！」

　思春期の少年達特有の未来を夢見る気持ちが眩まぶしい。

　彼らは爵位の継承順位が低いため、探索者として身を立てることを希望しているようだ。

　その割に身体からだを鍛えている様子がなく、魔法使いらしきスキルを持つのも一人だけしかいないのが気になるけどさ。

　その時、入り口の方のテーブルから、黄色い悲鳴が響いた。




「──ジェリル様よ！」

「今日は煌きらびやかな鎧よろいではないのね」

「少しお瘦やせになったのではないかしら？」

　お茶会の会場に現れたのは赤鉄の探索者ジェリル准男爵だった。

「遅れて申し訳ございません、アシネン侯爵夫人」

　彼は太守夫人を家名の方で呼んでいるらしい。

「構いませんわ。『区画の主』の討伐は順調かしら？」

「はい、侯爵夫人の後援のお陰で、昨晩無事に討伐に成功いたしました」

　──え？　前に彼らが討伐を準備している姿を見掛けたのは、一週間以上前だぞ？

　もっとも、そんな疑問を抱いたのはオレだけのようで──。

「もう？　さすがは『赤竜の咆ほう哮こう』だわ」

「一月も掛けずに倒すなんて素晴らしいわね」

「ジェリル様のお顔が傷付かずに済んで良かったわ」

　──なんて会話が、貴婦人達の間で繰り広げられていた。

「さすがはジェリル殿じゃ。サトゥー殿、一緒に祝福に行こうぞ」

　オレはミーティア王女に手を引かれて、貴婦人達の人垣へと足を向ける。

　幸い、太守夫人が「ペンドラゴン卿もこちらにいらっしゃい」と声を掛けてくれたので、人垣を搔かき分わけて痴漢扱いされずに済んだ。

「やあ、君か──もう、侯爵夫人のお茶会に招かれているなんて凄すごいね」

　ジェリル氏はオレを覚えていてくれたようで、自分の隣を空けて招いてくれた。

「ジェリル殿、今日はミスリル剣を持ってきておらぬのかや？」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ミーティア様。私の腕が足りないばかりに『区画の主』との戦いで折ってしまいました」

　ミーティア王女の問いに、ジェリル氏が自じ嘲ちよう気味に答える。

「なんと！　ジェリル殿の腕でも折れてしまうとは！　『区画の主』というのは強固な甲殻に身を守られておるのじゃなあ」

「ええ、強靭なミスリル合金製の戦鎚ウオーハンマーでも貫けぬほどです」

　レベル五〇の甲虫なら、それくらい硬くても不思議じゃない。

　それに上位の魔物は体表の上に魔法的なバリアーを幾重にも張るから、見た目よりも硬い印象がある。

「じゃが、次は『区画の主』よりも強い『階層の主』に挑むのであろう？　換えの武器は間に合うのかや？」

「伝つ手てを頼って探していますが、そうそう名剣に出会えるはずも──」

　言葉の途中でジェリル氏の視線がオレに留まる。

　──妖よう精せい剣はダメだよ？

　そんな内心の声が届いたわけもないと思うが、彼は小さく首を振って視線を太守夫人に向けた。

「侯爵夫人、剣の入手をお手伝い頂けないでしょうか？」

「ええ、もちろんですとも──エマが王都の武器商人達と交流があったはずだから、ミスリル剣か魔剣が手に入らないか相談してみるわ」

　彼女の言うエマとはエマ・リットン伯爵夫人の事で、王都の門閥貴族に顔が利く人だと以前聞いた事がある。

「サトゥー殿、ラヴナに貸してくれておる炎の魔剣を、ジェリル殿に貸すのはいかんのかや？」

　ミーティア王女が小声で問い掛けてきた。

　そういえば巌いわおの騎士ことラヴナ殿に、使い道のない試作魔剣を貸したままだったっけ。

　あれは第三世代型魔剣の試作品だから、安易にプレゼントできないんだよね。

「──炎の魔剣？　ぜ、ぜひ見せて頂きたい！」

　ひそひそ会話だったのに、地獄耳のジェリル氏が凄い勢いで食い付いてきた。

「良いかの？」

　オレが首肯すると、ミーティア王女が壁際に控えていた巌の騎士を呼ぶ。

　ミーティア王女が事情を話すと布に巻いてあった剣をオレに差し出してきた。

「ペンドラゴン卿、返すのが遅れて済まなかった」

「佩はい剣けんがなくても大丈夫なのですか？」

「普通の鉄剣だが、これでもそれなりに由緒正しい家宝なのだ」

　巌の騎士が腰の後ろに下げていた片手剣をオレの前に翳かざす。

　彼女の体格のせいで短剣のような物だと誤解していた。

「歴史を感じる素晴らしい剣ですね」

「うむ、少々短いが四〇〇年ほど前の亜人戦争のおりに、当時の──」

　家宝の剣の来歴には興味があるが、ちょっと間が悪い。

　さっきから、ジェリル氏が布の巻かれた魔剣を、食い入るように見つめているのだ。

「ラヴナ、後にせよ」

「はっ、これは失礼いたしました」

　ミーティア王女の言葉に、巌の騎士が口を閉じて一歩下がった。

　そんな巌の騎士に「次の機会に是非聞かせて下さい」とフォローしておく。

「──どうぞ、ご覧下さい」

　オレはそう言って布を解いて、ジェリル氏に剣を差し出す。

「青銅製か……」

　魔剣を抜いたジェリル氏が少し落胆した表情を見せる。

　ミスリルでコーティングしていないから、今一つ切れ味や物理攻撃力が低いんだよね。

「見た目に騙だまされず、魔力を流してみるがいい」

　そんなジェリル氏に、巌の騎士が助言する。

「魔力？　──こ、これは！」

　ジェリル氏が魔力を通すと、魔剣を薄い光の刃やいばが覆い、その上に炎が吹き上がった。

「きゃあぁああ」

「剣から炎が！」

　周りの女性達から驚きの悲鳴が上がる。

「──なんという、魔力伝達性の高さだ」

　ジェリル氏はそんな女性達の声が聞こえないほど、炎の魔剣に魅入られているようだ。

　うわごとのような彼の呟きと共に、魔剣に激しく光る魔刃が現れる。

「魔刃がこれほど容易たやすく出せるとは……」

「気付いておられるか？」

「ああ、身体に力が漲みなぎってくる」

　巌の騎士の言葉にジェリル氏が首肯する。

　この魔剣には身体強化や鋭刃、所持者への活力付与を兼ねたスタミナ回復なんかの機能もあるからね。

「古代フルー帝国時代の魔剣とはこれほど凄いモノだったとは！」

　爽さわやかなイケメン風のジェリル氏が、熱血系の主人公のように熱い想おもいをほとばしらせる。

　素体に使った迷宮産の青銅剣は、確かにフルー帝国時代のモノだけど、中身はオレお手製の試作品なのだ──とはさすがに口にできない。

「ペンドラゴン卿！　この魔剣を譲ってくれないか？　君が望むだけの対価を用意してみせる。だから──」

「申し訳ありませんが、この剣は譲れません」

　空気を読まなくて悪いが、この剣は秘密テクノロジーの塊だから他人に売る気はないのだ。

「そこを曲げて頼む！」

　ジェリル氏は諦あきらめる気はないらしい。

　──困った。

「ペンドラゴン卿、ならば『階層の主』討伐の間だけ貸すのはどうじゃ？」

　平行線の会話を見かねたミーティア王女が、そんな折衷案をだしてくれた。

「そうですね、それなら構いません。いかがですか、ジェリル殿？」

「だ、だが、『階層の主』との戦いは過酷だ。最前線で戦う以上、この魔剣を無事に返せる保証はない」

　別に折れても溶けてなくなっても構わない。

　誰だれかに輪切りにされて、性能の秘密を調べられるのが困るだけなのだ。

「構いません。剣とはそういうモノです」

「君はこの剣が大切ではないのか？」

「大切です。少なくとも金銭で売買する気がない程度には」

「ならば、なぜ？」

　オレの価値観が理解できなくて、ジェリル氏が困惑している。

　少しだけ詐術スキルの助けを借りて、それっぽく装飾してみよう。

「剣が戦いで壊れるのは、その剣の運命です。使い手が未熟というならともかく、ジェリル殿ほどの達人が折ってしまうのならば、剣も文句はありますまい。ぜひ、存分に戦って、その剣の真価を発揮してあげて下さい」

「ペンドラゴン卿、貴殿の剣に対する美学、このジェリル、心に刻みました。あなたがこの剣を誇れるほどの戦いをご覧にいれましょう」

　──は？

「私達の『階層の主』討伐にぜひ参加して頂きたい」

「おお！　凄いのじゃ！」

　ジェリル氏の素すっ頓とん狂きような提案に、ミーティア王女を始めとした女性達が歓声を上げる。

「本来ならば『区画の主』戦に参加していないパーティーを途中参加させる事はないのですが、今回は『赤竜の咆哮』の臨時メンバーとして招かせて頂きましょう」

　いやいや、そんな大盤振る舞いみたいな顔で提案されても困る。

　特等席で観戦できるのは楽しそうだけど、「階層の主」との戦いで誰かが死にそうになったら、正体バレの危険を冒してでも助力してしまいそうだ。

　遠くで誰かが戦死する分には「大変な激戦だったんだね」という感想だけで済むけど、さすがに目の前で死にそうな人を見捨てられるほどドライにはなれない。

　キラキラした目で見上げてくるミーティア王女には悪いけど、この提案は断ろう。

「とても魅力的なお話ですが、そんな特別扱いで討伐隊の結束にヒビを入れるのは望みません。討伐後に、お話を聞かせて頂ければ十分です」

「そ、そうか……」

　どうやら、自分の話をオレが断ると思っていなかったようで、ジェリル氏が拍子抜けした顔で答える。

「前払いと言ってはなんですが、『区画の主』を討伐した時のお話を聞かせて頂けますか？」

「ああ、そんな事で良ければ、喜んで──」

　オレがそう水を向けると、ジェリル氏が「区画の主」討伐の準備話から順番に話してくれた。

「素敵なお声」

「まるで、戦いの場にいるように情景が浮かんでくるのじゃ」

　ジェリル氏は朗読の素養があるらしく、巧みな情景描写や心理描写を交える事で、聞き手の臨場感を盛り上げてくれる。

　なんでも、空を飛ぶ「区画の主」の翁硬甲虫エルダー・ハード・ビートルを倒すために、翅はねを広げるスペースがない罠わなの通路におびき出し、装甲の薄い腹の部分が攻撃できるように、通路の床を土魔法で傾けたそうだ。

　主以外の魔物を少しずつ削っている間に、土魔法使いを中心とした別動班がそういった工事を進めていたらしい。

　ゲームではまずあり得ない攻略法だし、とっても地味だが、無策に正面から突っ込んで被害を増やすよりはよっぽどいいと思う。

「甲虫退治に、そんな方法があったのか！」

「わらわは土魔法使いを見直したのじゃ」

　ジェリル氏の語りが上う手まいお陰か、ゲリッツ君やミーティア王女も大満足のようだ。

　こうして、後半はジェリル氏の独演会となったが、楽しいお茶会も無事終わり、オレは太守夫人に招かれて、太守一家の私的な居間へと場所を移した。




「疲れたかしら？」

「いえ、とても楽しい時間を過ごさせて頂きました」

「そう、楽しんでくれたのなら良かったわ」

　この場にいるのは、オレと太守夫人、それからデュケリ准男爵夫人を始めとする数人の貴婦人達だ。

　太守は緑貴族を連れて、火事の現場を視察しに行っているらしい。

　マップ情報によると、太守は同性愛者向けの高級娼しよう館かんにいるが、きっと気のせいだろう。

「まあ、ジェラートですわ」

「今日は葡ぶ萄どうのジェラートですのね」

　運ばれてきた氷菓子に、貴婦人達が頰ほおを緩める。

　最近は少し暑いから嬉うれしい。

　太守夫人に勧められて一口食べると、涼やかな冷気と上品な甘味が口の中で溶ける。

「こういう暑い日は氷菓に限りますね」

　オレはそう言ってから、微妙に自己否定なのに気付いた。

　今度はアイスクリームでもお土産に持ってこよう。

「うふふ、ペンドラゴン卿きようはジェラートもさほど珍しくないのね」

　太守夫人が少し残念そうに微ほほ笑えむ。

　その微笑みに、セーリュー市で魔法兵のゼナさんと食べた麦芽水みず飴あめを思い出した。

　我ながら成長していない。ここは大げさに驚くべきシーンだったようだ。

「ペンドラゴン士爵のお屋敷にも冷凍の魔法装置がございますの？」

「さすがは『奇跡の料理人』ですわね」

　迷宮都市の貴族達でも、冷蔵はともかく冷凍の魔法装置を持つ者は少ないそうだ。

　高価な氷こおり石いしの消耗が激しいからだろう。

　我が家の場合は、オレの「氷結フリーズ・ウオーター」の魔法で氷を作り出して消耗を押さえているので、少し事情が異なるのだ。

「ところで、福祉事業の方は順調かしら？」

「はい、炊き出しにも沢山の人達が集まってくれましたし、私立養護院の方も改築工事が始まりました。近々、院長候補と面接する予定です」

　オレは心配してくれる太守夫人に、進しん捗ちよくなどを報告する。

「そう……手が足りなければ使用人を派遣しようと思っていたのだけれど、必要なかったようね」

　太守夫人が少し残念そうだ。

　即日で許可を出してくれた上に、炊き出し場所の確保まで代行してくれただけで十分だ。さすがに、これ以上何かを頼むのは、甘え過ぎな気がするんだよね。

　今は芋や豆の素材を、オレや仲間達が採取に行っているが、あれを外注アウトソーシングできれば、後は我が家のメイド達や近所の主婦層をパートタイマーで雇えば賄えると思う。

　そうすれば、オレ達も以前のように、迷宮探索などを好きにできるような状況に戻ってくれるだろう。

「もう、十分過ぎるくらい援助頂いていますから」

「何かあったらすぐに頼りなさい」

「ありがとうございます」

　頼もしい支援者に頭を下げる。

　そんな感じで、しばし太守夫人や彼女の親友達と交流を深めてから、オレは暇いとま乞ごいをさせて貰もらった。

　オレは侍女さんに案内されて、ルルが待つ部屋へと向かう。

「ご主人様！」

　ルルと一緒にいた太守夫人の家のメイドさん達が会釈してくれる。

「すぐに馬車の用意をいたします」

「ああ、ありがとう。彼女達に挨あい拶さつしたら帰ろうか」

「はい！」

　ルルの表情からして、メイドさん達と仲良くして貰っていたようだ。

「士爵様、この度は素敵なお菓子をありがとうございます」

「とても、美お味いしかったです！」

「蜂はち蜜みつがキラキラしてて食べるのが勿もつ体たいなかったです」

　メイドさん達が笑顔で感想を述べる。

　ルルが出発前に作っていた蜜菓子は、メイドさん達に配るためのものだ。

　公都でもそうだったけど、使用人ネットワークはなかなか侮れないので、先行投資のつもりで砂糖と蜂蜜をたっぷり使った贅ぜい沢たくな蜜菓子を奮発しておいた。

　カステラにしなかったのは、主従に差をつけるべきというアリサの助言に従ったからだ。

「喜んでくれて良かった。これからも我が家のメイド達と仲良くしてくれると嬉しい」

「はい、お任せ下さい！」

　次に来る時も美味しいお菓子を欠かさないようにしよう。

　オレは見送ってくれるメイドさん達に手を振って、太守の館やかたを後にした。







　平和な日常





〝サトゥーです。アルバイトや会社勤めで被雇用者の経験はありますが、自分で人を雇った経験はありませんでした。少数なら意外となんとかなりますが、人が増えてくるとなかなか大変です。〟






「ロジーです」

「アニーです」

「二人合わせてロジアニで～す」

　緊張気味に自己紹介する新人メイドの二人に、昭和な茶々を入れたのはアリサだ。

「ちょ、ちょっとアリサ！」

「アリサちゃん、酷ひどい！」

「なはは、ごめんごめん、ちょっと場を和ませようと──」

　涙目で怒る二人の手前、アリサの頭にコツンと拳こぶしを落として鉄てつ拳けん制裁のまねごとをする。

「ぐはっあああ」

　大げさに痛がるアリサをスルーして、二人に「アリサがごめんね」と謝っておく。

「いえ、そんな。若様に謝って頂かなくても」

「恐れ多いです」

「全くです。二人とも立場を弁わきまえなさい」

　恐縮する二人に、ミテルナさんの拳げん骨こつが落ちた。

「アリサ様の事はアリサ様あるいはアリサお嬢様、士爵様の事は旦だん那な様とお呼びしなさい」

「「はい、ミテルナさん」」

　そう答える二人に更に拳骨が落ちる。

「私の事はメイド長です。いいですね？」

「「はい、メイド長！」」

　ミテルナさんはなかなかスパルタな教え方をする人のようだ。

　戸口から顔を覗のぞかせたメイド幼女達が、心配そうにロジーとアニーを見ている。

「それじゃ、改めて宜よろしくね」

「はい！　ルルちゃん──じゃなくて、ルル様に教わって美味しい料理を作ります！」

「私もルル様に負けない料理人になってみせます！」

　オレの軽い挨拶に、熱い言葉が返ってくる。

「うん、美味しい料理を楽しみにしているよ。ルル、この子達の事、宜しくね」

「はい、ご主人様」

　丸投げみたいで悪いが、ルルも楽しそうに引き受けてくれた。





◆






「今日は昼から何をしていたんだい？」

　夕飯を食べながら、そんな事を尋ねてみた。

「しゅぎょ～？」

「空き地で素振りと石避よけをしていたのです」

　オレの問い掛けにタマとポチが、フォークや尻しつ尾ぽをぶんぶん振りながら答えてくれる。

「ご安心下さい、ご主人様。魔刃や瞬動などのレアスキルは秘匿しております」

　リザが行儀の悪い二人を軽く叱しかり、そう補足した。

　ふと視線を戻すと、二人が褒めて欲しそうな顔でこちらを見るので、「偉いぞ」と褒めておく。

「明日あしたも頑張るのです！」

「あい！」

　二人は気合い十分な感じだが、修行ばかりではなく、たまには遊びに行かせてやりたい。

「わたしはロジアニを雇いに行った後、養護院の子達の制服をデザインしてたの」

　アリサが充実した表情で「半ズボンよ」と告げた。

　──いや、そんな一仕事やりきったような顔で言われても、困る。

「私はミーアと一緒に養護院設置用の楽器選択に行ったと告げます」

「ん、ハープと木琴」

「ピアノはなかったのかい？」

　養護院というか幼稚園や小学校にはピアノやオルガンが似合うよね。

「むぅ？」

　オレの問いにミーアが首を傾かしげた。

「こっちにはピアノなんてないんじゃないかしら？」

　アリサが言うように、オレの手持ちの資料にもピアノなんてない。

　そういえば公都でお茶会行脚した時にも、ピアノ系の楽器を見たことがなかったっけ。

　──あれ？

　なぜか、オルガンにはヒットした。

　しかも、パイプオルガンだ。

　前に公都の闇やみオークションで手に入れたメモ帳に書いてある。

　もっとも、大ざっぱな仕組みだけで詳細な設計図ではない。

　残念ながら、この情報だけで作り上げるのは不可能のようだ。

　どうせなら普通のピアノの作り方を書いておいて欲しかったよ。

「へー、ルルは太守城のメイド達と仲良くなったの？」

「うん、みんなとってもいい人達だったのよ」

　アリサと会話する時は、いつも丁寧なルルも姉妹らしい気安い感じになる。

「どんな衣装だったの？」

「普通のワンピースにエプロンかしら？」

「ここでもメイド服を啓けい蒙もうしないといけないわ！　ねぇ、ご主人様もそう思うでしょ？」

　ルルの言葉に、アリサがギラリと瞳ひとみを輝かせた。

「そうだね、アリサ」

「ついでに、ブラやパンツにも新しい流行を広めてみせるわ」

「ほどほどにね」

　アリサが文化ハザードを巻き起こさないように、軽く窘たしなめておく。

　確かに、こちらの色気のない下着類よりも、現代日本風の方が好みだけどさ。





◆






「──職員は私の一存で決めても宜しいのですか？」

「ええ、構いません」

　翌日、朝の炊き出しを終えたオレは、屋敷の応接間でミテルナさんが紹介してくれた老婦人と面会していた。

　彼女は新設する私立養護院の院長候補として面接に来ていたのだ。

　会話してみたところ、落ち着きのある教養深い人で、亜人奴隷であるタマやポチを見ても態度を変えない人種差別意識がない人のようだったので、そのまま採用を決定した。

　今は私立養護院の職員採用を彼女に丸投げしたところだ。

「責任重大ですね」

「そこまで気負わなくても大丈夫ですよ」

　プレッシャーが負担そうな院長に、笑顔でフォローする。

「ですが、職員の採用権に加えて、運営費の決裁権まで与えられているなんて──」

「ご安心下さい。帳簿を義務化して、会計監査は付けますし、年に何回か視察も行います」

　同席していたアリサが、敏腕秘書のように付け加えた。

　秘書のコスプレのつもりなのか、いつの間にかチェーン付きの三角メガネを掛け、バインダーに挟まったファイルを抱えている。

「監査に視察ですか？」

「ええ、わたしの故郷ではごく普通に行われていました」

　院長が微妙に不愉快そうだ。

「誤解なさらないで下さい。不正や虐待を疑うから行うのではありません」

「では、何のために？」

「わたし達は院長を信頼しています」

　キリリとした顔で、アリサが先に念を押す。

「ですが、院長を知らない外の人達はそうではありません。ですから、養護院では不正も虐待も行われていないという事を、養護院の外にいる人に知らしめるためにするのです」

「そうでしたのね」

　言い方を変えただけで、やる事は同じなのだが、院長はアリサの言葉に納得してくれたようだ。

「では、養護院の工事が終わるまでの間に、正規の職員を数名と下働きの者を何人か探しておきます」

「ええ、お願いします」

　オレは彼女に支度金を手渡し、面会を終了した。

　帰る前に私立養護院の工事現場に連れて行き、大工の棟とう梁りようとも引き合わせたので、今後の工事の打ち合わせについても、概おおむね彼女に任せられそうだ。





◆






「今日は子供達の人数が少なかったわね」

　院長を採用した翌日、朝の炊き出しを終えて帰宅した後に、アリサがそんな事を言い出した。

「やっぱり、アレのせいだろう」

「ご主人様もそう思う？」

　なぜか、今日の炊き出しに緑貴族が手伝いに来たのだ。

　実際にはスタッフエリアに立ってニコニコとしているだけで何もしていなかったのだが、彼を見た子供達が嫌悪の表情を浮かべて踵きびすを返す姿があった。

　きっと、緑貴族の怪しい笑みと化粧が怖いのだろう。

「ご主人様はあの方と仲が宜しいのですか？」

「いや、むしろ遠ざけたいくらいかな？」

　ルルの問いにそう答える。

「それなら、追い払っちゃってよ」

「アリサに賛同すると告げます。あの個体が存在すると幼生体達が萎い縮しゆくして、可か愛わいさポイントが減少すると報告します」

　ナナまで排除派らしい。

「分かった、なんとかするよ」

　さすがに貴族の階級が違うので、邪険に追い払う事はできない。

　それに、どういう思惑があっての行動なのか、少し気になるんだよね。

「二日後に太守夫人のお茶会があるから、その時に仲介をお願いしてみるよ」

　オレがそう言うと、アリサとナナも納得の顔を見せてくれた。

　そうだ──。

「アリサとナナにお願いなんだけど、いいかな？」

「夜よ伽とぎ？」

「違う」

　幼女とそういう事をする趣味はない。

「近所の奥様達に声を掛けて、炊き出しの短期アルバイトを募集してきて欲しいんだ」

「おっけー！」

「イエス・マスター」

　一応、緑貴族は「人手不足」を理由に手伝いに来ていたから、その理由を先に潰つぶしておこうと思ったのだ。

「何人くらい雇えばいい？」

「そうだね。予算は一人一回銅貨三枚までで、五人──いや、あのスタッフ用の場所から溢あふれるくらい雇って良いよ」

「ほーい、それなら一五人も雇えば良いわね」

　アリサがそう言ってナナを連れて、屋敷を出て行った。

「用事ある？」

「そうだね──」

　ミーアの問いに少し思案する。

「タマとポチを連れて屋敷の周りを探検してきてくれるかな？」

「ん」

　獣娘達は放置すると訓練を始めてしまうので、ミーアの護衛という体で遊びに行かせる事にした。

「リザとルルは市場にお使いを頼む」

「承知いたしました」

「何を買いにいけばいいんでしょう？」

「なるべく色んな種類の葉野菜や根菜を頼む。ついでに相場も調べてきてくれると嬉うれしい」

　主に養護院の食事や炊き出しのための情報収集だ。

　リザに銀貨数枚分の小銭が入った小袋を手渡す。

「少しくらいなら、買い食いしてきていいよ」

「え、でも──」

「味の研究のためだよ。料理人を目指すなら、地元の味付けを知らないとね」

　そんな適当な言葉で、遠慮するルルの背中を押してやる。

　理由付けがないと、ルルとリザの二人は遠慮してお金を使わないからね。

　たまには買い食いやショッピングで英気を養って欲しい。

「そうそう、野菜料理だけじゃなくて、肉料理も調べておいてくれよ」

「はい、承知いたしました」

　リザがマジメな顔で頷うなずく。

　心持ちいつもより声のトーンが高く、橙だいだい色いろの鱗うろこに包まれた尻尾がピタピタと床板に打ち付けられていたのは気付かなかった事にしよう。

　楽しそうな二人が出かけるのを見送り、オレは蔦つたの館やかたに転移するために書斎に向かった。
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「レリリル、皆の様子はどうだい？」

　火事で瀕ひん死しの重傷を負った娘達の様子を見に「蔦の館」へとやってきた。

「まだ、寝かせていますです」

「まだ寝ているのか？」

　レリリルに案内された部屋では、五人の娘達が未いまだに「睡眠」状態だった。

「はい、家魔法の『眠りの砂スリーピング・サンド』は外部から起こされないと眠ったままです」

　まるでお伽とぎ噺ばなしにでも出てきそうな魔法だ。

「起こしますですか？」

「いや、その前に用事を済ませるよ」

　オレはレリリルを伴って地下研究所に向かう。

　クロの変装用のマスクを作るためだ。

　もちろん、マスクと言っても仮面ではない。

　せっかく仮面の勇者ナナシと違う偽名を名乗っているのに、同じような仮面で顔を隠しては意味がないので、ティファリーザ達を治療する時に見つけた「変装マスク」を作ろうと思ったのだ。

「レリリル、培養槽に薬液をいれてくれ」

「はいです！」

　レリリルがキビキビ動いて準備してくれる内に、ストレージ内の資料通りに機材を設定していく。

「サトゥー様、何をお作りになろうとされているのか、お伺いしても宜よろしいですか？」

　機材を操作していると、レリリルが妙に丁寧な口調で尋ねてきた。

「変装用の生体マスクだよ」

　よく怪盗モノで出てくるようなベリベリ剝はがせる変装マスクだ。

　エルフ達のレシピの中には、そのものズバリな「変装仮面デイスガイズ・マスク」という魔法道具マジツク・アイテムもあったのだが、作るのが面倒そうな上に、オレなら光魔法の「幻覚」で同じ事ができるので、今回は簡単なこちらを選んだ。

　こういうベタな変装にも、ちょっとロマンを感じるんだよね。

　今日はクロ用の顔と、ナナシの仮面の下に付ける贋にせ物ものの顔を作ろうと思う。後者はナナシの正体がオレじゃないかと疑う人がいた時に、それとなく下の顔が違うと思わせるためだ。

「サトゥー様、培養槽に変化です」

　培養槽の中に、変装マスクのベースとなる白い膜ができてきたのをレリリルが教えてくれたので、そちらに集中する。

「ふむ、３ＤＣＧを作る時の顔テクスチャみたいで作りにくい……」

　愚痴を呟つぶやく途中で、必ずしも平面で作る必要がないことに気付いた。

　オレは余力のある「理力の糸マジツク・ストリング」を操作して、マスクを実際の顔の形に変えて立体成形していく。

「ナナシの下の顔は、女性顔が良いかな？」

　脳裏に仲間達や知人の顔が思い浮かんだが、さすがに実在の人物の顔をベースに使うのはまずい。

　同じ顔の人がいたら、その人に迷惑が掛かるからね。

　絶対にこちらにいない人の顔がいいだろう。

　オレはナナシの顔を、元の世界の知り合い──それも、見なくても思い出せるような、よく見知った顔を選ぶ。

「──ちょっと美化しすぎたかもしれない」

　幼おさな馴な染じみの顔を使ってみたんだが、たぶんオリジナルよりも三割くらい可愛くなってしまった。

　ナナシの下の顔はこんなので、いいだろう。

「クロは男性顔にしよう」

　せっかくだし、顔付きはオレを連想させないような男臭い感じがいいかな？

　ハリウッドのアクションスターを思い出しながら、二つ目のマスクを成形していく。

『キーマンには特徴を付けろ！』

　元の世界で、よくディレクター兼プランナーのメタボ氏がデザイナー達に言っていたフレーズが思い浮かんだ。

　そのキャラを表す時に、一発で連想できる特徴を付けると記憶に残りやすいそうだ。

「特徴か──」

　ベタだが、目立つ頰ほお傷きずや左右の瞳ひとみの色を変えるくらいでいいだろう。

「あとは眉まゆや髪を見掛けない色にしておくかな？」

　そんな事を呟きながら作った変装マスクはなかなかのできで、映画の特殊メイク並みの違和感の無さだ。

　ついでに散髪したティファリーザの髪を流用して、白髪カツラも着けてみた。

　色ガラスのコンタクトは赤と青で、昭和の３Ｄメガネを彷ほう彿ふつとさせる。

「ふむ、特徴的だ」

　装着してみるとなかなか良い。

　さらに顔の上半分を隠す仮面を用意し、頰傷の半分が覗のぞく感じにしておいた。

　最初から全部見せるよりも、チラチラと見える部分がサトゥーとは違う印象を持たせてあるので、より一層仮面の下の顔がオレ以外の誰だれかだと見た人が想像してくれるはずだ。

　ただ、全身を鏡に映してみると、何か違和感がある。

「この国の人族とは少し造形が違うのですね？」

「ああ、オレの故郷にいた人の顔なんだ」

　レリリルに答えながら、違和感の原因を探る。

「肩幅と背丈が足りない、かな？」

　男としては華きや奢しやなオレの身体からだと外国人タレント顔がマッチしない。

　肩パッド付きの服と一五センチメートルくらいの上げ底の靴で誤ご魔ま化かそう。

　この顔と髪を「クロ」の標準スタイルに決めた。

　クロの時の性格や話し方は、この外国人タレントがやっていた映画の暗殺者キャラの口調がいいだろう。傲ごう岸がん不ふ遜そんな感じのぶっきらぼうなキャラだったはずだ。

　思ったよりも地味だけど、その辺は後でコスプレ好きのアリサに指導して貰もらうとしよう。

　ログを見ると、いつの間にかスキルや称号を得ていた。





＞「変装」スキルを得た。

＞称号「怪人」を得た。

＞称号「変装の名人」を得た。






　この「変装」スキルは今更感があるが、たぶん今回の変装マスクで要件を満たしたのだろう。

　多用しそうなので、スキルポイントを最大まで割り振って有効化アクテイベートしておく。
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「レリリル頼む」

　クロの姿が準備できたところで、「蔦の館」に来た本来の目的である「火事で瀕死の重傷を負った娘達」の様子を見に向かった。

「了解です。■　〈覚かく醒せい〉」

　レリリルに言って解除して貰うと、娘達がすぐに目を覚ます。

「こ、ここは？」

「どこ？」

「確か──火っ」

　起きた娘達がペタペタと顔を触ったり、服を捲まくって肌を確認したりする。

　最初から大おお火傷やけどを負っていた赤毛のネルという娘と銀髪美少女のティファリーザは、ぼうっと天井を見つめるだけで、身体を確認しようともしない。

　こっちの二人は、人生を諦あきらめきったような死んだ魚の目をしている。

「目が、見える？」

　やがて、呆ぼう然ぜんとした顔のティファリーザが、自分の右目に手をやった。

　どんよりしていた瞳に輝きが戻る。

「どういう事？」

「鏡で見ろ」

　オレが彼女の前に手鏡を差し出すと、一瞬厭いやな顔をした後に、鏡に映る自分の姿に目を見開いて驚いた。

　ペタペタと自分の髪や顔を触った後、凄すごい勢いで布団を撥はね上げて、服を脱ぎ捨てる。

　──美しい。

　超絶美び貌ぼうのルルを見慣れているオレでも、思わず見とれてしまうくらい綺き麗れいな裸体だ。

　オレにはボルエナンの森にアーゼさんという思い人がいるから大丈夫だが、アーゼさんに出会う前に知り合っていて、ティファリーザがもう少し歳としを重ねていたなら、うっかり惚ほれてしまっていたかもしれない。

「ティファさん？」

　視界に入ったティファリーザを驚きの目で見ていた赤毛のネルの前に、新しい手鏡を差し出してやる。

「ま、ままままま、まさか！　あの大火傷が治ったっすか？」

　ネルは珍しい下っ端口調のようだ。

　彼女の驚きを表すように、髪の毛の一部がピョコンと撥ねた。

　いわゆるアホ毛と呼ばれるモノだが、彼女には不思議なほど似合っている。

「うぉおおおおお、あたしの身体も治ってるっす！」

　服を脱ぎ捨てたネルが、自分の肌を見て驚きの声を上げた。

　──だから、なぜ全部脱ぐ。

　真っ裸になったネルが足を開いて火傷の確認をしだしたので、後ろを向いて視線を逸そらす。

　だが、そちらでも裸のティファリーザが身体の点検をしていた。

　どちらを向いても肌色がいっぱいなので、オレは彼女達が落ち着くまで室外で待つ事にする。




「──そろそろ落ち着け、でやがります」

　しばらくして、室内からレリリルの大声が聞こえた。

　たぶん、待つのに飽きたのだろう。

「お前達を貴重な薬で治療して下さったクロ様を、いつまでもお待たせするなんて何様のつもりだ！　でやがります」

　彼女達の前ではオレの事をクロと呼ぶように言った事を、ちゃんと覚えていたようだ。

　レリリルが呼びに来るのを待ってから室内に戻る。

　──えっ？

　なぜか、全員が床に平伏して待っていた。

「「「クロ様、ありがとうございます」」」

　どうやら、レリリルにオレが治療した事を聞いたようだ。

「身体に不調はないか？」

　オレの問いに、娘達は顔を上げて首肯する。

「お前達の主人は死んだようだ。帰る場所があるなら送ってやる」

　オレの言葉に、娘達は顔を見合わせるばかりで答えない。

　この国では奴隷も財産の一部だから親族に相続権があるのかもしれないけど、九死に一生を得た彼女達が自由になってもバチはあたらないと思う。

　もちろん、彼女達の相続を主張する人達がいたら、オレが代わりに現金で支払うけどさ。

「どうした？」

　自分の服やベッドを触って何かを確認していた彼女達が、無言でお互いに視線を交わす。

「あ、あたしは鑑定アナライズスキルがあります。ご主人様のお役に立ってみせますから、ご主人様の下に置いて下さい」

「あ、あたしは裁縫スキルしかありませんけど、な、なんでもしますからご主人様の奴隷にして下さい」

「私は字が書けます！　計算もできますから、ご主人様にお仕えさせて下さい」

　一人が意を決してベッドから下りて床に平伏し、そう叫ぶと、残りの二人も同じように平伏してオレの奴隷にして欲しいと訴えてきた。

「好待遇を摑つかもうと必死でやがりますね」

　軽けい蔑べつしたようなレリリルの言葉で、彼女達の意図が分かった。

　彼女達の境遇には同情するし、平民への身分回復に協力する気はあるけど、オレには奴隷なんて必要ない。

「「「お、お願いします！」」」

「我に奴隷など不要だ」

　オレがそういうと三人が表情を凍らせて項うな垂だれる。

「そっちの二人は訴えないでやがりますか？」

「別に奴隷でも奴隷じゃなくても、身体を元に戻してくれたクロ様に恩返しはするっすよ」

　今のネルの発言や火傷が治ったと確認した時の過剰な反応からして、今回の火事以前にも火傷を負っていたようだ。

「顔や身体には自信がないんで、夜のご奉仕で満足させる自信はないっすけど、あたしは生活魔法が使えるっす！　絶対に役に立ってみせるっすよ！」

　確かに生活魔法は便利だ。

　ネルはレベルが一ひと桁けたなので魔力量も少なそうだけど、わざわざ奴隷にならなくても余裕で糊こ口こうをしのげるはずだ。

「私もです。レッセウ伯爵領のお城で書記官をしていました。スキルは『紋章学』と『命名』しかないのでお役に立ちませんが、書類整理や経理書類ならお任せ下さい。他ほかの人の三倍働いてみせます」

　ティファリーザがワーカーホリック的な事を言い出した。

　それよりも──「命名」スキルか。

　丁度良い、彼女に少し協力して貰おう。

「ティファリーザと言ったか？　お前には少しばかり用がある。後でレリリルに呼びに行かせるので、我が私室に来い」

「は、はい」

　ティファリーザが緊張気味に首肯する。

　ネルが不満そうに「やっぱり顔っすか？」と呟つぶやいていた。

　残念ながら、それはハズレだ。オレの目的はティファリーザの「命名」スキルで、色々な偽名を付けて貰う事なのだから。

「しばらく、この屋敷においてやる。職に就く当てがないなら、後で希望をレリリルに言っておけ、伝つ手ての限り探してやる」

　追い出した後に、身を持ち崩されても寝覚めが悪いしね。

　再就職の面倒くらい見るさ。

「クロ様、それは待って欲しいっす」

　片手を挙げたネルがそんな事を言い出した。

「あたしとティファさんは犯罪奴隷だから、王様の恩赦でもない限り解放されないっす。クロ様に見放されたら、たぶん炭鉱で朝から晩まで鉱山奴隷の相手をさせられちゃうっすよ」

　ネルが涙目で訴える。

　ティファリーザも顔色が蒼そう白はくだ。

「犯罪奴隷なんて、何をしやがりやがったです？」

　レリリルが二人に問う。

「ちょっと手癖の悪い領主様を拒否しただけっすよ」

「風ふ呂ろ場ばに乱入してきたり、薬を盛って寝込みを襲ったり、嫌がる女性に無理やり行為を強要するのは、『ちょっと』とは言いません」

　ネルとティファリーザの話を纏まとめると、レッセウ伯爵のセクハラ行為を拒否したら、反逆扱いで背中に烙らく印いんを押されて奴隷に落とされたらしい。

「焼き印を押すついでに、あたしやティファさんの身体を焼く変態っすからね」

　ネルが他ひ人と事ごとのように言う。

　自分を拒絶しただけで、少女達の身体を焼く領主に、封建社会の闇やみを感じる。

　それがまかり通るようなレッセウ伯爵領には、近寄らないようにしよう。

「酷ひどい目に遭ったようだな……」

　ティファリーザの身体中にあった火傷の痕あとを思い出しながら、同情の言葉を呟く。

　こういう時に気の利いた言葉の一つも出てこない自分の語ご彙いが恨めしい。

「いえ、私の身体に火傷が多かったのは元からです。私の澄まし顔が気に入らないと、幼い頃に義母に焼かれました」

　オレの視線に気付いたティファリーザが、冷たい瞳ひとみで訂正する。

　どうやら、ティファリーザは幸薄い娘のようだ。

「そうか。これからは今までの不幸の分も幸せになれ」

　オレが修復した彼女の美貌なら、求婚者は引きも切らないだろうから、彼女に相応ふさわしい良い相手が見付かるはずだ。

「──はい」

　小さく呟くティファリーザの髪を撫なで、オレは部屋を出る。

　すぐに別室で命名スキルを使って貰おうと思っていたんだが、厭な過去を思い出して気落ちしている彼女をこき使う気になれなくて、夜中に出直すことにした。

　とりあえず、彼女達の相続権を持つ者がいないか、下町の顔役にでも尋ねてみよう。

　もしいるようなら、彼女達を合法的に解放するために、買い取り交渉をしないといけないからね。

「しばらく、あの子達の事を頼んだよ」

「はい、クロ様」

　オレはレリリルにそう頼み、クロの姿で下町に向かう。
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　──さて、顔役なんてどうやって探そうかな？

　下町に来たはいいけど、ノープラン過ぎたかもしれない。

「よう、白髪の兄ちゃん、見ない顔だな。ここに何の用だ？」

　絡んできたチンピラに見覚えがある。

　前に下町で火事があった時に、この辺りのとりまとめをしていると言っていた男だ。

「泥どろ蠍さそりのスコピと言ったか？　貴様に聞きたい事がある」

「──あん？　気安く呼び捨てにしてんじゃねぇ！　テメェなんざ知らねぇよ」

　しまった、こいつと知り合ったのはサトゥーの姿の時だったっけ。

　オレは懐から金貨数枚の入った小袋を取り出して、スコピに投げ渡す。

「大金だな……用件はなんだ？」

「情報が欲しい」

「情報だと？」

「そうだ。人を探している」

　オレはティファリーザ達から聞いた彼女達の前主人について尋ねた。

「──そいつなら死んだよ」

「ヤツの親族に心当たりはないか？」

「借金取りか？」

「いや、その逆だ。ヤツに借りがあった。親族がいるなら、そいつに金を渡したい」

　ヘタに親族を庇かばって隠されたら困るのでそう言ってみた。

「ヤツには家族どころか愛人や友人もいなかったはずだ」

「そうか──」

　相続者がいないなら、もうここに用はない。

　立ち去ろうとしたところで、スコピが気になる言葉を続けた。

「それに、もし居ても絶対に出てきやしねぇよ」

「どういう事だ？」

「この間の火元がアイツだったからさ」

　これはまた意外な話が出てきた。

「ヤツは奴隷商人だったはずだが？」

「正確には何でも屋さ──いや、金に目が眩くらんだ大おお馬ば鹿か野郎だ」

　スコピが言うには、大馬鹿野郎君は新しい事業として生ゴミでオイル・スライムを育てようと計画して、誤って失火させてしまったそうだ。

　目の付け所はなかなかいいが、耐火性の低い家屋が密集する下町でやるのは、ちょっとばかり危機管理が足りていない。

「ヤツの弔い金だ。余った金は焼け出された奴やつらに配ってやれ」

　金貨を五〇枚ほど入れた袋をアイテムボックスから取り出して、スコピに投げ渡す。

　オレが大馬鹿野郎君の代わりに金を出す必要はないのだが、なんとなく奴の資産である奴隷達を掠かすめ取ったような気分になったので、彼女達の相場に相応しい金額を渡した。

　単なる自己満足のためなので、スコピが平等に金を分配するかまでは確認する気はない。

　袋の中を覗のぞき込んだスコピがヒューと口笛を吹く。

「さらばだ」

　オレはそう告げて、その場から立ち去った。





◆






「今日はいっぱいいっぱい探検したのです！」

「絵も描かいた～？」

　夕飯の肉じゃがを食べながら、タマ、ポチ、ミーアの三人から家の近くの細い路地を探検した話を聞く。

　タマは探索した場所の観光マップみたいな地図を描いていた。

　前に見た時よりも上達しており、プロ顔負けの上う手まさだ。

「よくできてるね。すごいぞ、タマ」

「にへへ～？」

　頭を撫でられて相好を崩すタマを見て、対抗意識を刺激されたポチが椅い子すに掛けてあった自分の妖よう精せい鞄かばんをごそごそと探り出した。

「これと、これと、これもお土産なのです」

　ポチは妖精鞄から取り出した変な形のドングリや綺き麗れいな石を取り出してテーブルに並べる。

「ポチ、食事中です。お土産を渡すのは食後になさい」

「……はいなのです」

　リザが優しく注意すると、ポチは萎しおれつつも素直にお土産を鞄に戻した。

「ごはんは大事なのです」

「ういうい～」

　ポチとタマの二人が愛用のスプーンとフォークを構えて、肉じゃがに取りかかる。

　ロジーとアニーに教えるためだったのか、色々な味の肉じゃがの鉢が「これでもか！」と並べられている。

　こんにゃく以外は迷宮都市産の素材で作ったそうだ。

　お隣の牧場から買ったセリビーラ牛のスジ肉をたっぷりと使ったらしく、肉好きの獣娘達も納得のボリュームだ。

「美お味いし」

　獣娘達が肉じゃがの肉を食べ尽くした後のジャガイモや人にん参じん、コンニャクを、ミーアが美味しそうにパクパクと食べる。

　今日はタマやポチと一緒に探検していたせいか、いつもより食欲が旺おう盛せいだ。

「ミーアも楽しんできたかい？」

「ん、演奏会」

「お池の傍そばでミーアが曲を弾いていたら、お爺じいちゃんお婆ばあちゃんが一杯集まってきたのです」

「オヤツ貰もらった～？」

　マップを確認すると、農地の近くに小さな溜ため池いけがあったので、そこの事だろう。

　探検ついでに、地元の人達と仲良くしてきたようだ。

「ルル達は何か珍しいモノが買えた？」

「はい！」

　ルルが輝くような笑顔で頷うなずく。

「デザートに使ってみました」

　食後のデザートは刻んだ干しぶどうのようなモノがトッピングされたヨーグルトだった。

「デーツね」

　一口食べるなり、アリサが干しぶどうのようなモノの正体を見抜いた。

「『でーつ』っていうの？　お店の人はナツメヤシって呼んでいたわよ？」

「どっちでも正しいのよ。デーツはナツメヤシの実の事だから」

　ちょっと酸っぱいヨーグルトにデーツの甘みが良く合う。たぶん、そのまま食べても美味しいし、酒の肴さかなにも良さそうだ。

　このデーツは値段が高いわりに、すぐに探索者達に買われてしまう幻の食品らしい。

　しかも、納品しているのが迷宮都市の西にある砂漠の向こうから行商に来る「砂漠の民」との事で、何ヶ月かに一度しか店頭に並ばないそうだ。

　デザートを堪たん能のうした後、ルル達の戦利品を確認しに厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「珍しい野菜も何種類かありました」

　白細ニンジンや紫色のレンコンなんかを買ってきたとルルが言う。

「他ほかにもニンニクの芽やニラを使った野菜炒いためを作っている店が多くありました」

「お肉料理が多かったですよね」

　続いて肉類を見せて貰う。

「結構種類が多いね」

「これでも、在庫にある肉は買っていないんですよ？」

　ルルがちょっと呆あきれ顔がおで告げる。

　迷宮都市は肉類が多彩らしい。

「サトゥー、瘴しよう気き」

「──本当だ」

　袖そでを引っ張ったミーアの言葉通り、ルルとリザが買ってきた肉には瘴気がこびり付いていた。

　前に露店で見掛けた軽食もそうだったし、迷宮都市の肉屋さんは瘴気を除去していないみたいだ。

「え？　もしかして、危ないお肉だったんですか？」

「申し訳ございません、ご主人様。試食して美味なモノを厳選したつもりが、そのような危ないモノだったとはっ」

「これくらいなら大丈夫だよ」

　焦るルルと謝罪するリザを慌てて止める。

「長期間食べていたら悪影響が出るかもしれないけど、よっぽど身体からだの弱い人か病人じゃなければ食べても大丈夫だよ」

　迷宮都市の人達に瘴気中毒が多い理由は、魔物肉の瘴気除去をしていないせいかもね。

　次のお茶会の時にでも、太守夫人に相談してみよう。

「ショーキがあると美味しいのです？」

「そなの～？」

　首を傾かしげたポチの呟つぶやきに、タマがリザを見上げて尋ねた。

「それは分かりませんが、この肉はどれも美味しかったですよ？」

　リザが当惑気味に答える。

　──ふむ、味については考えた事がなかったかもしれない。

「ちょっと実験してみよう」

　オレは手早く五種類ほどの肉を小さく二切れずつカットして、半分を聖碑でピンポイントに瘴気を除去し、加熱用魔法道具で焼き上げる。

　炭火で焼いた方が美う味まいが準備が面倒なので、お手軽に済ませた。

「良い匂におい～？」

「やっぱり肉はステキなのです」

　夕食でお腹なかいっぱい食べたはずのタマとポチが、肉の焼ける香りに涎よだれを垂らしそうになっていた。

　二人には後で瘴気除去後の肉をあげよう。

「待って！　なのです」

　オレが肉を口に運ぼうとしたところで、ポチがオレの手を止めた。

　そんなに食べたかったのかな？

「毒味～？」

「安全確認はポチ達の仕事なのです」

　タマとポチがそう主張する。

　別に毒じゃないんだが、まあ、いいか。

「では、毒味を頼む」

「あい～」

「はいなのです」

　タマとポチが満面の笑みで、肉をパクリと食べる。

　咀そ嚼しやくする度にポチの尻しつ尾ぽがリズミカルに踊り、タマの尻尾も感動の波が伝わるのが見えた。

　毒味という事をすっかり忘れて幸せそうな顔の二人を見守っていると、視線に気付いたポチがコホンと咳せき払ばらいをして「ち、違うのですよ？」と首を傾げて言い訳をしていた。

「さて、二人の尊い犠牲のお陰で安全も確認できたし、皆で味見してみよう」

　オレはそう言って、人数分の肉を焼く。

　瘴気については後から聖碑で消せばいいだろう。消化前なら問題ないはずだ。

　さて、味の方だが──。

「どっちも変わらない気がするね」

「そうですか？　瘴気のある方が少し硬いですし、苦みというかえぐみのようなモノを感じます」

　オレには違いが分からなかったのだが、料理人を志すルルには判別できたようだ。

「苦いけど、ぱわふる～？」

「ちょっと硬いけど、力が湧わいてくる気がするのです」

「私には苦みは分かりませんが、ポチが言うように少し身体の奥から力が湧くような気がします」

　獣娘達にも個人差があるようだ。

「う～ん、確かにステが微増してるわね」

　それを聞いたアリサが、自分のステータスを確認してそう呟いた。

「そうなのか？」

「うん、火魔法やスキルの身体強化に比べたら誤差みたいなモンだけどさ」

　味も変わらないし、微増なら危険を冒してまで食べる必要はないね。

　公都でクジラの唐揚げ祭りをした時に、アリサが摂取後一定の間だけ筋力ＳＴＲ値や耐久ＶＩＴ値などの値が一割ほど上昇していたって言っていたっけ。

　能力向上っていう意味なら、クジラ料理を食べた方が良さそうだ。

　残りの肉は全すべて聖碑で瘴気を消してから冷蔵庫に収納し、明日あしたの夕飯の材料にする事にした。

　もちろん、瘴気まみれの肉を食べた皆には、聖碑の青い光を浴びさせてある。




「アリサ、アルバイトの方は雇えたかい？」

　リビングで寛くつろいでいたミーアやナナと合流後、アリサに人材募集についての報告を聞く。

「ええ、沢山雇えたわ。一人銅貨二枚で一七人よ」

　予定より人数が多いが問題ない。

「お隣さんが声かけととりまとめをしてくれるらしいから、その人だけ大銅貨一枚ね」

「ああ、分かった」

　纏まとめてくれる人がいるのは心強い。

「マスター」

　トコトコトコと歩み寄ってきたナナが質問してきた。

「婦人達から幼生体生産の話を聞きました」

　なかなか不穏な感じがする。

「裸で同どう衾きんするとできると情報を──」

「させるかー！」

「ん、阻止」

　服の裾すそに両手を掛けたナナの腕を、アリサとミーアが電光石火の早業で捕まえた。

　二人の鉄壁コンビの活躍で、ナナの可か愛わいいお臍へそが覗いたくらいで、彼女の腕が止まる。

「妨害の理由を問います」

「結婚前はダメなの！　破廉恥よ？　ナナはサトゥーと結婚していないから、子供を作っちゃダメ。分かった？　分かったわよね？　だから、誘惑はダメよ？　絶対なの！」

　焦った様子のミーアが、珍しく長文でナナを叱しかっている。

「マスターは私の子供が欲しくないですか？　と問います」

　ナナがいつもの無表情に、微妙な色気を滲にじませながら問い掛けてきた。

　なかなか答えにくい質問だ。

　子作りの対象には全く考えていないが、そんな事をストレートに言ったら、いくらナナでも傷付きそうだから、言い方を考えないとね。

「わたしが先！　あとルルのがもっと先！」

「ア、アリサったら……」

「むう、婚約者。両親公認」

　アリサが混ぜっ返し、ルルが頰ほおを染め、目を三角にしたミーアがアリサに対抗する。

「タマも～？」

「ポチも！　なのです」

　そこにタマとポチも参加したが、たぶんこの二人はよく分かっていない。

　せっかくだし、この流れでうやむやにしよう。

「ナナ、そんなに焦らなくても、しばらくしたら養護院に大勢の子供達が来るよ」

「マスター！　しばらく、とは何日ですか、と問います！」

　ナナが食い付いてきた。

「養護院の建物完成まで一小月──一〇日くらいだから、子供達を収容するのはその数日後くらいからかな？」

　オレの言葉にナナが無言でショックを受けた顔になる。

　どうやら、彼女の予想よりも長かったようだ。

「待ってればすぐさ」

「イエス・マスター」

　微妙にしょんぼりとするナナの肩をポンポンと叩たたき、皆にお風ふ呂ろに入ってくるように告げる。

「あら？　ご主人様は？」

「オレはもうちょっと用事があるから、生活魔法で済ませるよ」

「え～」

　アリサにそう言って、オレは書斎へと向かった。





◆






「ふう、思ったよりも、遅い時間になってしまった」

　再びクロの姿で「蔦つたの館やかた」に舞い戻ったオレは、「蔦の館」に用意して貰った私室兼研究室に向かう。

　途中で見掛けたレリリルに言って、ティファリーザを呼び出して貰った。

「おや？」

　なぜか、フットライト以外の部屋の照明が点つかない。

　しかし天窓から差し込む満月の明かりや暗視スキルがあるので視界は良好だ。

　でも、部屋に呼んだティファリーザが怖がるだろうから、「魔灯マナ・ライト」の魔法でも使おうとメニューの魔法欄を開く。

「……クロ様」

　メニュー操作を中断し、お淑しとやかなノックをして入ってきたティファリーザに視線を向ける。

「後で呼ぶと言っていたのに、遅くなって悪かった──」

　──えっ？

　なぜか、ティファリーザはスケスケのネグリジェのような扇情的な衣装だ。

　おまけに下着も身につけていないらしい。

　彼女の後ろで閉まる扉の向こうから、「ティファさん、ガンバっす！」というネルの応援が聞こえてきた。

　どうやら、オレの言い方が悪くて誤解させてしまったようだ。

　──パサリと軽い音がする。

　オレが自己嫌悪に頭を悩ませている内に、事態は進行していた。

　ティファリーザの足下には彼女が着ていたスケスケの服が落ちており、天窓から差し込む月明かりが美しい彼女の肢体に神秘的な魅力を付与する。

　少し俯うつむいた横顔を、ソバージュ気味にウェーブした髪が隠す。

　──おっと、いかん。

　一瞬だけだが、彼女に見とれてしまった。

「着ろ──」

　オレはアイテムボックスから取り出した無骨な外がい套とうをティファリーザに被かぶせる。

　彼女が着込むのを待って術理魔法の「魔灯マナ・ライト」を使う。

「──我の言い方が悪かったようだ。お前を呼んだのは情事を強要するためではない」

　そういうのが必要な時は、娼しよう館かんで本職のお姉さん達にお願いするさ。
















「で、では何を？」

「お前のスキルに用がある」

　赤い顔をしたティファリーザの問いにそう答える。

　答え方が不ま味ずかったのか、ティファリーザの顔から表情が抜け落ちた。

　──なんとなく、彼女の乙女心を傷つけてしまった気がするが、その辺りのフォローは赤毛のネルか彼女の未来の恋人に任せようと思う。

「ティファリーザ、我に新しい名前を付けろ」

「はい、どのようなお名前をお付けしますか？」

　感情の読めない静せい謐ひつな眼まな差ざしで聞いてくる彼女に、適当な地球の偉人の名前を挙げていく。

「クロ様、名前を幾つも付けても最後の名前以外は意味がないのですが、それでも構いませんか？」

「ああ、構わない」

　ティファリーザはコクリと頷うなずくと、落ち着いた静かな声で命名の呪じゆ文もんを唱える。

「■■　命名ネーム・オーダー。『トリスメギストス』」

　これは公都で配った光ひかり石いし装飾品の作者として流布した名前で、元の世界の有名な錬金術士の名前だったはずだ。

　命名を終えたティファリーザが、怪け訝げんな顔で首を傾げている。

「ご主人さま、申し訳ありません。先ほどの命名は失敗したかもしれません」

　困り顔で告げる彼女の言葉を確かめるために、メニューを開く。

　確かに、交流欄の名前はクロのままだ。念のため、交流欄やステータス欄の名前の選択肢を確認すると、「トリスメギストス」の名前がちゃんと増えていた。

「私も噂うわさでしか聞いた事がなかったのですが、力のある者に名付けられた名前は、後から上書きできない場合があるのです」

　そんな事を知らないティファリーザが、命名が失敗する条件を教えてくれた。

　クロの名前を付けたのが、黒竜ヘイロンだから普通は上書きできないという事なのだろう。

「失敗しても構わないから、次の名前を命名しろ」

「は、はい、そう仰おつしやるのであれば……」

　若干不服そうなニュアンスが言葉に乗ったが、すぐに淡々とした調子に戻って機械的に命名を続けてくれた。

　三つ目くらいの名前を「命名」したところで、ティファリーザが魔力切れを訴えたので、術理魔法の「魔力譲渡マナ・トランスフアー」で補充しながら、最終的に一〇種類ほどの名前を付けさせた。

　もちろん、「アリストテレス」や「ヘパイストス」などのメジャーな名前だけでなく、商人や鍛か冶じ屋やを日本語発音にした「アキンドー」や「カジャ」といった使い捨てにするようなモノも交ぜてある。

「感謝する」

「い、いえ、少しでもお役に立てたのなら幸いです」

　そう健けな気げな返事をしながらも、ティファリーザはへろへろな感じだ。

「疲れたか」

「い、いえ、まだまだ平気です」

　命名と魔力補充を繰り返したからね。

　オレは他言無用と言い含めてから、ティファリーザに部屋で休めと送り返す。

「テ、ティファさん、もう終わりっすか？」

　外には赤毛のネルが待っていたようで、ティファリーザを気遣う声が聞こえてきた。

　光点の数からして、他ほかの娘達も一緒のようだ。

「そんなにフラフラなんて、どんなプレイっすか？」

　勘違いしたネルが、そう問う叫びが聞こえてくる。

　こんな短時間でそういう行為が終わるわけないだろう？

　ネルの言葉に少し呆あきれながらも、わざわざ友人のために暗い廊下で待っていた彼女に少しほっこりとした。

　もっとも、そんな気持ちはすぐに消し飛ぶことになる。

「次はあたしの番っす！」

　そう言って半裸で飛び込んできたネルを、扉の所でクルリと一八〇度反転させて部屋の外へと返す。

「──え？　放置プレイっすか?!　そんな高度なのは初心者なので、ちょっと」

　そんなネルの声が聞こえてきたが、軽くスルーして奥の転移鏡の方に向かう。

「「「クロ様、一人でご不満なら、あたし達四人で！」」」

　ネルを始めとした四人の娘達が、ノックもせずに部屋に飛び込んできた。

　思わず頭を抱えたくなったが、クロのイメージに合わないのでなんとか耐える。

　──そうだ。

「ティファリーザにも言ったが、お前達に情事を強要するつもりはない」

「いや、あたしは自分から望んで──」

「それよりも、お前達に尋ねたい事がある」

　余計な事を言おうとしたネルの言葉を、素早く遮る。

「とりあえず、着替えてから居間に集合しろ」

「「「……は、はい」」」

　微妙に不服そうな四人を下がらせて、オレは居間へと向かった。

　しばらくして居間に集合した娘達から、出火時の話を聞かせて貰もらう。

「あたし達が地下室で餌えさやりをしている時に、急にオイル・スライムが暴れ出したんです」

「いつもは大人しいのに、あの時はもの凄すごく波打って桶おけから脱走したの」

　計算娘と裁縫娘がそう話す。

　地下室から脱走したオイル・スライムが階上で引火して、彼女達は地下に閉じ込められたらしい。

「クロ様！」

　ネルがオレの名を呼んで立ち上がる。

「二人が逃げてくるちょっと前に、桃色の変なスライムを見たっす！」

「ああ、ネルが騒いでたあの時ね」

　赤毛のネルの言葉に、鑑定娘が首肯する。

　そういえば、彼女達を助けた建物にいたスライムの核がピンク色だったっけ。

　彼女達の話によると、本来オイル・スライムは黄土色らしい。

「誰だれか怪しい人物や怪しい行動をする者はいなかったか？」

　オレの言葉に娘達が顔を見合わせる。

「あそこに来るのはみんな怪しい奴やつらばっかりっす」

　ネルの言葉に他の娘達も納得顔で頷く。

「怪しいか分かりませんが──」

　ティファリーザがおずおずと口を開いた。

「全身緑装束の中年男性が、たまに主人の下を訪れていたようです」

「ザマスザマスって変な語尾の人っすね」

　これはまた意外な人物が──いや、あまり意外でもないか。

　サスペンス番組だったら、確実にミスリード用に用意されてそうな人物だけどさ。

「そいつは何をしに来ていたか分かるか？」

　オレの質問に、娘達が再び顔を見合わせた。

　いつも何をするわけでなく、ニコニコと前主人とたわいもない話をして帰っていたそうだ。

　それだけ聞くと、前主人と友人と思ってしまいそうだが、ティファリーザ達の見解では友人とはとても思えない感じだったらしい。

「あの火事の日も来たのか？」

「いいえ、あの日は一度も──」

「見ました」

　鑑定娘の言葉を、ティファリーザが遮った。

「主人の下を訪れてはいませんが、建物の近くを歩いているのを窓から見掛けました」

「それはいつ頃ごろの話だ？」

「ネルが桃色のスライムを見たと騒ぐ少し前です」

　ティファリーザを始めとした娘達の言葉を、時系列順に整理する。

・緑貴族は度々訪れて、彼女達の主人と会っていた。

・ティファリーザが緑貴族を見掛けた直後に、ネルがピンク色のスライムを発見。

・いつもは大人しいオイル・スライムが暴れて脱走する。

・オイル・スライムに何かの火が移って、大火事が発生。

　──といった感じだ。

　オレの当たらない推理なら、「緑貴族がオイル・スライムの嫌うピンク色スライムをけしかけて、オイル・スライムの暴走を誘発して火事を起こした」となるのだが……さすがにないだろう。

　緑貴族が大火事を起こす意味が分からないし、わざわざ彼が直接手を下さなくても、配下にやらせる方が簡単だ。

　オレが推理ドラマの主人公なら、火事の現場で見掛けた話をして理由を尋ねてみるんだろうけど、無駄に厄介事に首を突っ込む趣味はない。

　機会があったらかまかけの一つもしてみようとは思うけど、残念ながらオレの好奇心が満たされる以上のメリットがないんだよね。

　やっぱり、基本は「君子危うきに近寄らず」だよね。





◆






「──だ、大盛況ザマス」

　主婦パワーのお陰か、はたまた脂肪力溢あふれる体積のお陰か、緑貴族は炊き出し場のスタッフ区画に入れずにボソリと呟つぶやいていた。

「おはようございます、ポプテマ様」

「ペンドラゴン卿きよう、おはようザマス」

　オレは彼の背後に回り込み、笑顔で挨あい拶さつをする。

「これから火事の現場を視察に行くのですが、ポプテマ様もご一緒にいかがですか？」

「炊き出しは放置して良いザマスか？」

「ええ、これだけ人数がいれば、貴族の私が手伝うまでもないでしょう」

　オレは言外に緑貴族の手伝いも不要だと告げて、自分自身を生いけ贄にえに彼をこの場から引き剝はがす策を実行した。

　これで子供達も気兼ねなく来られるはずだ。

「思ったよりも復興が早いですね」

　可燃性の漆しつ喰くい部分が燃えたせいで崩れた家も多かったが、半数以上の家は原形を留とどめているようだ。

　真っ黒になって働く人達の邪魔にならないように、オレ達は通りを歩く。

　オレや緑貴族の服装を見た人達が、時折眉まゆを顰ひそめたり、地面に唾つばを吐いたりしていたが、緑貴族はそれを咎とがめるどころか、終始楽しそうにニコニコと見守っていた。

　彼の表情は相変わらずチグハグで真意が読めない。

「──屋根が焼けたままの家は多いようザマス」

　緑貴族の言うように、家々の屋根は九割方ないままだ。

　屋根にする草を乾燥させるのに、時間が掛かるせいだろう。

　迷宮都市はあまり雨が降らないが、風向きによっては西方の山脈を越えて大砂漠の砂が飛んでくるので、屋根がなくても良いわけではないのだ。

　そんな感じで視察している途中で、緑貴族が足を止めて焼け残った建物を見上げる。

「この辺りは崩れている家が多いザマスが、ここは無事のようザマス」

　そこはティファリーザ達を助けた建物だ。

「ポプテマ様のお知り合いの家ですか？」

「そんな訳ないザマス。こんなところに知り合いなんていないザマス」

　なんとなく話を振ってみたが、即座に否定された。

　とぼけている様子はないが、元々太守夫人のアシネン侯爵家の諜ちよう報ほう機関で長年勤めていた人物だから、オレに悟らせないくらいは余裕だろう。

　ヘタに食い下がって、藪やぶ蛇へびになるのも嫌だし、追及はこの辺にしておこう。

　オレは司法機関の人間でも正義の味方でもないんだしね。

　アリサから炊き出しや奉仕活動が終了したと「遠話テレフオン」が入ったところで、オレは視察という名の緑貴族排除行動を終了し、炊き出しの広場へと踵きびすを返す。

「もう終わりザマスか？」

「ええ、十分視察は行いましたから」

「なら、私も太守公館に戻るザマス」

　オレはその場で緑貴族と別れ、肩の荷が下りた気分で通りを進む。

「薄まっていたのも、だいぶ濃くなってきたザマス。やっぱり桃色のプニ玉は良いものザマス」

　後ろから聞こえた緑貴族の独り言に振り返ったが、彼の姿は下町の人達に紛れて見えなくなっていた。

　今一つ意味の分からない独り言だったが、なぜかオレの心に凝しこりのように引っかかったのだ。





◆






「さて、今日のお仕事は終了。後は自由時間だ」

　オレは仲間達にそう宣言して、遊びに行くように促す。

　炊き出し道具はミテルナさん達が運んでいったので、特に用事は残っていない。

「タマとポチは今日も探検かい？」

「あい～？」

「今日はポチも地図を描かくのです」

　昨日のタマに対抗してか、ポチが妖よう精せい鞄かばんからお絵かき帳を取り出して宣言した。

「これだと描きにくそうだね。小さな画板を持っていくといい」

　オレは格納鞄ガレージ・バッグ経由でストレージから取り出した二枚の板に、「万能工具マルチプル・ツール」の魔法で穴を空け、紙を固定する金具と首から下げるための紐ひもを取り付けて、ポチとタマ用の画板を作ってやった。

「わ～い」

「ありがとなのです！」

「感謝～？」

　画板を受け取ったタマとポチが小躍りして喜ぶ。

「勝負なのです！」

「タマ、負けない～？」

　ポチとタマが画板を片手に走って行く。

　どちらが素敵な地図を描くか勝負するようだ。

「何か困った事があったら大声で呼ぶんだよ！」

「あ～い」

「はいなのです！」

　オレがそう声を掛けると、二人が首だけ振り向いて返事をし、大きく手を振りながら走っていった。

「私はロジーとアニーに料理を教えるので、お屋敷に帰ります」

「ん、演奏会」

　ルルは屋敷に、ミーアは昨日の池の畔ほとりで老人達相手の演奏会をするようだ。

「リザは？　今日も市場調査かい？」

「いえ、無駄遣いは──」

「無駄遣いじゃないよ。迷宮都市でどんな物が売れているか調べるのは大切だからね」

　オレはそう言って、リザに銀貨数枚分の貨幣が入った小袋を手渡す。

　彼女の働きなら、小遣いに金貨数枚くらい渡してもいいのだが、金貨だと気後れするようなので、買い物に慣れるまでは銀貨以下の貨幣を渡すようにしている。

　リザを送り出し、最後にナナとアリサが残った。

「マスター、飴あめが欲しいと告げます」

　ナナの珍しいリクエストに飴玉を取り出して渡す。

「一つではなく、沢山欲しいと嘆願します」

「沢山？」

「幼生体にチヤホヤされるには甘い物で釣るのが一番だとアリサから情報提供を受けました」

　ちらりとアリサに視線を向けると、サイレントで詫わびのポーズを取っていた。

　反省はしているようだし、今回はお仕置きなしで良いだろう。

「前に蟻あり蜜みつとウギ砂糖で作った飴が沢山残っているから、持って行きなさい」

「マスター、感謝します」

　百粒ほどの飴が入った袋を持ったナナが、意気揚々とギルドの方に歩いて行く。

「いいの？　高価な飴を配らせて？」

「どっちの材料も大量に余っているからいいよ」

　以前ならそれなりに貴重だったけど、砂糖の一大産地である魔導王国ララギに伝つ手てができた今では、それほど後生大事に保管するようなものではない。

　魔導王国ララギまでは空間魔法の「帰還転移リターン」を連続使用すればすぐに行けるし、上質な砂糖も産地で買えば、シガ王国の一〇分の一程度の値段になるのだ。

　さて、オレは何をしようかな？

　選択肢は沢山あるけど、やっぱり魔物素材の工作がいいかな？

「ご主人様、デートしましょ！」

　オレの腕に抱きついたアリサが、猫のように頰ほおをスリスリと擦こすりつける。

　断られるとは思っていない無防備な顔だ。

　──しかたない。工作は深夜にでも楽しもう。

「なら、迷宮都市の魔法道具でも見て回ろうか？」

「おっけー！　それなら、ロジーから掘り出し物を売ってる横町を教えて貰もらったから、そこにしましょう！」

　ハイテンションのアリサに連れられて、中堅探索者が闊かつ歩ぽする曲がりくねった路地を行く。




「へー、雑然とした感じがいいね」

　いわゆる「ウナギの寝床」と呼ばれるような、間口が狭く奥行きのある店が並んでいた。

「でしょー、掘り出し物も多いらしいから、期待してるわよ」

　アリサが自分の目を指差してニヤリと笑う。

　たぶん、オレの鑑定アナライズスキルで掘り出し物を見つけろと言いたいのだろう。

　ちょっと反則な気もするけど、ちょっとくらいならいいよね。

「ねぇねぇ、この指輪なんて凄すごそうじゃない？」

　アリサがゴテゴテと装飾された真しん鍮ちゆうの指輪を持ち上げてオレに見せた。

　白い不透明な石に剛力のルーンが刻んである。

「そいつぁ、指に嵌はめているだけで武器の威力が上がる魔法の指輪だ！　いつもは金貨一二〇枚で売ってるんだが──」

　高っ。

　いくらなんでも、一つのルーンが刻まれただけの真鍮の指輪に、そんな価値はない。

　どんなにぼったくっても金貨数枚が良いところだろう。

　相場スキルだと、銀貨一枚から六枚の範囲になっていた。

「──将来有望そうな若様との出会いを記念して、今日は特別に金貨一五枚にしてやるよ」

「筋力ＳＴＲ値プラス三ってとこね」

　いつの間にか指輪を嵌めていたアリサが、指輪を外しながらポソリと呟いた。

　そんなに微妙な値なら、クジラの唐揚げを食べながら戦った方が効果が高い。

「銀貨三枚までなら考えるよ」

「ちっ、魔法の指輪の価値も知らない小僧は帰れ！」

　客にならないと判断されたのか、塩を撒まきそうな剣幕でオレ達を店から追い出す。

　次の店には真っ黒な刃やいばの曲刀が置かれてあった。

「あの剣、強そう！」

　アリサが剣に向けて伸ばした手を、摑つかんで止める。

「ダメだよ、アリサ」

「ほへ？　何か危ないの？」

「ああ、呪のろわれている」

　どんな呪いかまでは分からないが、瘴しよう気き視しの視界には、曲刀に纏まとわり付いて怪しげに蠢うごめく瘴気が見えたのだ。

　他ほかにも傘立てのような場所に幾本ものボロボロの剣が立てられており、木箱には迷宮蟻メイズ・アントの牙きばを使った中古の蟻牙鎚つちや鉤かぎ爪づめ短剣が捨て値で売られている。

「あんまり興味を引かれるのはないわね」

「そうだな」

　その隣は中古の防具屋らしい。

「くさっ」

「これはちょっとダメだね」

「この臭においを嗅かいだら、年季の入った剣道着が可か愛わいく思えるわ」

　ワイバーンの皮を使った硬革鎧ハード・レザー・アーマーはそれなりの性能を有していたが、以前の所有者の体臭が凄くて近寄るだけで吐き気がするほどだった。

「偽エリクサーに、バカみたいに高い粗悪魔法薬……玉ぎよく石せき混こん淆こうどころか、ほとんど石ばっかりじゃない」

　憤慨するアリサに、通りの途中の店で買ったベリア水を渡す。

「あら？　意外にさっぱりしてて美お味いしい」

「アロエジュースを薄めた感じかな？」

　これで冷えていたらもっと美味しいけど、冷蔵庫が一般的ではない異世界では贅ぜい沢たくというものだろう。

　オレはこっそりとストレージから取り出したキューブアイスを自分とアリサのカップに投入した。

「ありがと」

「どういたしまして」

　小声で礼を言うアリサに、こちらも小声で返す。

　冷えて美味しさが増したベリア水で喉のどを潤しながら周囲の店舗を見回す。

「おっ、掘り出し物だ」

「え？　どれどれ？」

　オレの呟つぶやきを耳聡ざとく拾ったアリサが、目を輝かせて尋ねてきた。

「これだよ」

「このさびさびの大剣が？」

「ああ、見た目は錆さびた真鍮の大剣だけど──魔剣だよ」

　最後の一言だけはアリサの耳元で囁ささやいた。

「ちょっと手に取ってもいいかな？」

「ああ、構わんが、手が汚れても文句はなしにしてくれよ、若様」

　店主の許可が得られたので、錆びた大剣を持ち上げて魔力を流してみる。

「魔力の伝達経路が破断しているみたいだから、そのままだと使えない、かな？」

　強引に魔力を流して掃除したら、経路が復活しそうな気もするけど、そのまま大剣が内側から破裂する可能性もあるので自重した。

「店主、この剣は幾らだい？」

「金貨三枚だ。言っておくが、それは黄金じゃなく真鍮だぞ。あと地金にするのも金がかかるからな」

　ここの店主はなかなか親切だ。

　ちなみに、相場は銀貨三枚から金貨一〇枚なので、金貨三枚というのは値引き後の適正価格だと思う。

　これだけ重そうだと真鍮の地金だけでも金貨五枚くらいになりそうだが、鋳つぶして使えるように処理するのはそれなりに掛かるので、ここで錆びた姿を晒さらしているのだろう。

「金貨二枚になんない？」

　アリサの値切りに、店主が視線をオレに向けて確認してきた。

　オレに心を読む力はないが、その値段で買う気があるか確認してきたのだろう。

　懐のサイフから、金貨を二枚取り出してみせる。

「売った！」

　オレの手から金貨をひったくるようにして受け取った店主が、錆びた大剣をボロ布に包んで手渡してくれた。

　もしかしたら、彼は金貨二枚でふっかけたつもりだったのかもしれない。

「また、買いに来るよ」

「おお！　歓迎するぜ！」

　にこやかな店主に笑顔を返し、オレ達はマジメな顔つきで店を出た。

　オレ達は笑いを堪こらえながら、通りを曲がり、細い路地でアリサと顔を見合わせて爆笑した。

「あー、おかし。絶対あの主人、ご主人様をカモだと思い込んでいたわよ」

「いいじゃないか、お互いに儲もうけたんだからさ」

　店主は錆びた大剣を金貨二枚で売れて大満足、オレ達は魔剣を金貨二枚で買えて大満足のＷＩＮ‐ＷＩＮの関係と言えるだろう。

　錆さび落としは「蔦つたの館やかた」の設備ですぐにできるし、魔力経路を復活させるだけなら専用の空間魔法を作って、アリサに使って貰えばすぐに修復できるはずだ。

　ログを見ると「目利き」や「古物商」という称号を得ていた。

「はあ、おかしかった」

「それじゃ次の店を見に行こうか──」

　オレがそうアリサに提案した時だ──。




「ご主人様ぁああああああああああ！」




　オレに助けを求める微かすかな声を、聞き耳スキルが拾ってきた。

　今の声はポチだ。

「ご主人様、どうしたの？」

　アリサの問い掛けに、片手を翳かざして口を閉ざさせる。

　オレは耳を澄ませ、その傍らでマップを操作して、ポチの現在位置を表示する。

　見つけた。

　ポチは火事を免れた下町の一角にいる。

「アリサ、ポチがピンチだ。手近な店に入って待っていてくれ」

「う、うん、分かった」

　オレの言葉にアリサが首肯する。

　周囲に人がいないのを確認しつつ、物陰に身体からだを滑り込ませた。

　素早く黒い外がい套とうを身に纏まとい、外套の陰でクロの姿に変身する。

「──ポチは困って──助けて──」

　続けて聞こえた声に、オレは足のバネを全開にして空高く跳び上がり、ポチのいる方向を目指して閃せん駆くを発動した。




　──今行くぞ、ポチ！







　ペンドラゴン養護院





〝サトゥーです。虐待やＤＶは周りが気付いてあげないと表に出ないと聞いた事があります。現代日本のように福祉のある国でも陰に隠れてしまうのでしょう。もし、それが異世界なら──。〟






「──いた！」

　跳び上がってから一秒も経たたずに、ポチのいる場所の上空へと辿たどり着ついた。

　外壁塔の陰で薄暗いが、ポチは無事だ。

　ポチの前に長い棒を持った男が二人いるが、どちらも棒を腕に抱えて掌てのひらで両耳を塞ふさいでいる。

　懸念していた、悪漢に絡まれて一触即発のピンチというような状況ではなさそうだ。

　オレは少し離れた無人の路地へと閃せん駆くで着地し、「隠おん形ぎよう」スキルと「密偵」スキルを使って縮地でその場から移動する。

　人影のない場所で、早着替えスキルの助けを借りてサトゥーの姿に戻った。

「ご主人様ぁあああああああ！」

　空に向かって全力で叫ぶポチの前に、瞬動にならないように注意して駆け寄る。

「どうしたポチ」

「ご主人様！」

　オレの姿を認めたポチが瞳ひとみを輝かせる。

「こいつらに苛いじめられたのか？」

「違うのです！　この人達はおまわりさんなのです」

　よく見ると、少し着崩しているが、迷宮都市セリビーラの衛兵達の服装だ。

「おい、どこから現れやガ──」

　荒々しい声でオレの襟首を摑もうと腕を伸ばした衛兵を、もう一人の衛兵が棒でボコリと殴った。

　軽く殴ったようにも見えたが、結構痛かったようで、殴られた方の衛兵が頭を押さえて涙と悲鳴を堪えている。

「すみません、ペンドラゴン士爵様。同僚が失礼な事を」

「いや、こちらこそ失礼」

　どうやら、殴った方の衛兵はオレの事を知っていて、同僚が貴族に対して暴言を吐こうとしたのを阻止したようだ。

　少々乱暴だが、同僚を思っての行為だろう。

「ご主人様、こっちに早くなのです。小っちゃい子達が死んじゃうのです！」

　ポチがオレの手を引いて薄暗い物陰に引っ張っていこうとする。

　どうやら、物陰にポチより小さい子達が何人かいるようだ。

「──何しやがる」

「それは俺の台詞せりふだ。相手が誰だれかも判わかってないのか？」

　後ろで衛兵達が内輪で揉もめていたが、どうでも良さそうな感じなので取り合わずに子供達の傍そばに行く。

　オレの姿を見た子供の一人が僅わずかに口を動かしていたが、声を出したり身体を動かしたりする元気も残っていないようだ。

　その内の二人ほどは足を骨折しており、患部が赤黒く変色して小虫が集たかっていた。

　ＡＲ表示によると、子供達の状態が「骨折」「飢餓：重度」「脱水症状」となっている。

「この子達を助けてあげて欲しいのです」

「大丈夫、ちゃんと助けるよ」

　心配そうなポチを安心させるように、力強く頷うなずいてやる。

　オレはまず魔法欄から生活魔法の「害虫避けバグ・ワイパー」を使って小虫を追い払う。

「うわわっ、む、虫がっ」

　後ろで衛兵が騒ぐ声が聞こえた。

　どうやら、少し離れた場所からこちらを窺うかがっているようだ。

　体力回復薬を飲ませる前に栄養剤を飲ませようと、格納鞄ガレージ・バッグから薬瓶を取り出す。

　レーダーの光点が動いて衛兵が寄ってきたのが分かった。

「士爵様、何を？　安楽死は、一応、国法で禁止されていますので」

「違うよ。ただの栄養補給の魔法薬さ」

　衛兵の一人は忠告に来てくれたようだ。

　オレが一口飲んで見せると、「失礼しました」と告げて後ろに下がった。

「さて、飲んでくれよ」

　オレは小声で呟いて、子供達に一口ずつ栄養剤を含ませて、順番に水を飲ませていく。

　大丈夫そうなので、今度は水増し魔法薬を飲ませて体力を回復させた。

「動いたのです！」

「ああ、あとの世話はミテルナに任せよう。この子達は連れて行くけど、何か手続きはいるかい？」

　オレは衛兵に問い掛ける。

「いえ、私共の方で上司に報告しておきますので、そのまま連れて行って下さって問題ありません。宜よろしければ、私共がお手伝いしましょうか？」

　なかなか親切だ。

　たぶん、太守夫人が衛兵達か、その上司に言い含めておいてくれていたのだろう。

「いや、それには及ばない」

　オレは大通りの方から駆けてくるリザとタマを見ながら、そう衛兵達に告げた。

　二人もポチの叫びを聞いて心配して捜していたのだろう。

「ポチ～」

「タマ！　リザも一緒なのです！」

「ポチ、怪け我がはしていませんか？」

　ポチの無事を心配する二人が鎮まるまで待つ間に、「遠話テレフオン」の魔法でアリサに状況を説明する。

「──というわけでポチが見つけた死にそうな子供達を保護したんだ」

『えー、大変じゃない！　私も適当な路地裏から、先に転移で帰るわ』

「悪いな、アリサ」

『いいって事よ！　埋め合わせは物理的なのでよろ～』

　なんとなくウィンクするアリサが目に見えるようだ。

　その後、獣娘達と手分けして、子供達を屋敷へと連れ帰った。
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「ナナまで、子供を拾ってきたの？」

「幼生体保護は必ひつ須すだと告げます」

　屋敷の前まで戻ると、先に戻っていたアリサと話すナナの姿があった。

　ナナは沢山の小さな子供達を連れている。

「ただいま」

「お帰りなさい、ご主人様──その子達ね」

　アリサがオレ達の抱える子供達の傍に寄り、心配そうに覗のぞき込む。

「早く早く、ベッドの用意はできてるから、早く寝かせてあげましょう」

　アリサがオレ達を屋敷に急せかす。

「あの人」

「うん、一緒だった」

「──幼生体？」

　後ろを振り返ると、ナナと一緒にいた子達がどこかに走っていく姿があった。

　何があったか知らないが、子供は気まぐれだし、私立養護院の稼働はもう少し先だから、その時に改めて集めればいいだろう。

　とりあえず、保護した子供達を屋敷に連れて行き、客間のベッドに寝かせてやる。

「それにしても、酷ひどい怪我ね」

　子供達の骨折痕あとや変形した手足を見たアリサが眉まゆを顰ひそめる。

「ああ、ちょっと人に見せられない治療をするから、誰も入れないようにしてくれ」

「承知いたしました」

　オレは獣娘達に扉の番をして貰もらい、子供達の手足の歪ゆがみに丹念な魔力治癒を施す。

　前に、この屋敷の厩きゆう舎しやで行き倒れていた子達──屋敷のメイド幼女達にも施した事がある。

　──そういえば。

　あの子達もこの子達と同じような怪我をしていた。

　一体誰が幼い子供達に、ここまで容赦ない暴力を揮ふるったんだろう？

　そんな事を考えるうちに、オレの魔力治癒で子供達の手足が健常な形状へ変形し終わった。

「すっごいわね──魔法？」

「いや、『魔力治癒』っていうスキルだよ」

　アリサの質問に答える。

「ふーん、わたしも取ってみようかな──げげっ」

　アリサがそう呟つぶやいた後、絶句した。

　なんでも、普通の魔法スキルより遥はるかに必要ポイントが大きかったらしい。

「単体スキルとしては異例なくらい大きいわ。ご主人様ってば、そんな趣味スキルばかり取ってたら、そのうち後悔するわよ？」

「ありがとう、忠告は肝に銘じるよ」

　心配してくれるアリサには悪いが、オレはどのスキルを取るのも一ポイントしか必要ないから大丈夫だ。

　もちろん、無駄遣いをする気はないけどさ。




「緑色の服を着た男が？」

　オレは保護した子供達の世話をミテルナさんに頼み、メイド幼女達の内、助けた時に足を骨折していた子に、その理由を尋ねてみた。

「うん、道の端っこで寝てたら、変な男の人が踏んでいったの」

　どうやら、緑貴族ことポプテマ相談役は陰で浮浪児達の虐待をしていたようだ。

「あたしも、『緑色』に蹴けられた」

「『ザマス』、嫌い」

　他ほかのメイド幼女達からも同じような発言が追加される。

　緑色やザマスというのは、子供達の間での緑貴族の俗称らしい。

「マスター、虐待者に死を！」

　ナナが無表情のまま拳こぶしを握りしめて気炎を上げる。

「いじめ、ダメ～？」

「そうなのです！　小さい子を苛めちゃダメなのです！」

　タマとポチもプンスカ怒っている。

　昔の自分達に重ね合わせているわけではなく、純粋にそう思っている感じだ。

「ご主人様、その人は高位貴族ではないのですか？　子供達のためにご主人様が不利益を被る必要はないと私は思います」

「そうね、リザさんの言う事ももっともだわ」

　正義感の強いアリサが、珍しく事なかれ主義な言葉に同意した。

「でも、手に入れた力は、弱者を守るために使ってナンボなのよ！」

　アリサがキリリとした表情で宣言し、子供達がそんなアリサを称賛の眼まな差ざしで見て、小さな手でパチパチと拍手をする。

　──ああ、それでこそアリサだ。

「マスター！」

　苦笑するオレに、ナナがぐいっと身を寄せて訴えてきた。

「分かった。なんとかするよ」

　だから、オッパイを押し付けてくるのは止やめなさい。

　とりあえず、明日あしたの午後に太守夫人のお茶会に呼ばれているから、それに参加するついでに、緑貴族に真偽を確かめて、事実なら釘くぎを刺してこようと思う。

　最下級貴族のオレの言葉を、高位貴族の一員である彼が聞き入れてくれるとは思えないから、太守夫人のご威光を借りる事になると思うけど、被かぶれる虎とらの威は出し惜しみせずに被ろうと思う。

　もちろん、その前に緑貴族の欲するモノを交換条件に出せないか探る気だけどさ。





◆






　そして、その日の深夜──。

「信じたくありませんでしたが、噂うわさは事実でしたか」

　オレは路地で寝る子供を踏もうと足を振り上げた緑貴族に、後ろから声を掛けた。

　今日は噂の真偽を確かめるだけのつもりだったのが、子供達を見捨てることができずに思わず行動してしまった。

「ペンドラゴン卿きようは気配を消すのが上う手まいザマスね」

　彼のスキル構成では、スキルレベル最大の隠おん形ぎよう系スキルを駆使していたオレを察知できたはずもないのに、暗くら闇やみから姿を見せたオレに気付いても驚いた様子がない。

「──なっ」

　オレの目の前で、緑貴族が予備動作も気負いもなく子供の足を踏み抜いた。

　ポキリと乾いた音と子供の絶叫が上がる。

「何をする！」

　オレは緑貴族を突き飛ばし、骨折した子供の骨を接いで無理やり魔法薬を飲ませる。

　その子の傍で寝ていた子供達が絶叫で目を覚まし、蜘く蛛もの子を散らすように暗がりの向こうに逃げていく。

「それはこっちの台詞せりふザマス。いきなり突き飛ばすなんて、紳士失格ザマスよ？」
















　緑貴族が罪悪感の欠片かけらもない声で抗議してくる。

　──何を言っているんだ、こいつは？

「眠っている子供の足の骨を踏み砕いておいて、何も感じないのか？」

　思わず素で抗議したオレに、緑貴族が笑みを向ける。

「私は夜の散歩をしていただけザマス。その道中に落ちていたゴミを踏んづけてしまったのは偶然ザマスよ。路上にゴミを捨てる方が悪いザマス」

　オレの腕の中で震える子供を見た緑貴族が、愉悦に満ちた笑みを浮かべる。

　その笑顔を見た瞬間、まるで人の姿をしたバケモノを見てしまったような気味の悪さを感じた。

　一いち縷るの望みを託して彼の詳細ステータスをＡＲ表示で確認したが、残念な事に魔族に憑ひよう依いされているようすはない。

　信じがたいが、これが彼の素の状態らしい。

「恐怖、憎悪、自分の理解できないモノへの畏おそれ、実に美味ザマス」

　緑貴族が月を見上げて嗤わらう。

　ヤツの言葉に、セーリュー市の迷宮を作った下級魔族の台詞を思い出した。

「まるで魔族みたいな言い方だな」

「今度は人を魔族呼ばわりザマスか？　ペンドラゴン卿はもう少し貴族としての教育を受けた方が良いザマス」

　緑貴族が若輩者を窘たしなめる年配者のような口調で言う。

　確かに今のは失言だ。

　自分より遥はるかに上位の貴族に対して、これ以上ない罵ば倒とうと言えるだろう。

　名誉貴族の爵位を剝はく奪だつされても文句は言えない。

「まあ、いいザマス。今日は良い月夜ザマス。まさに散歩日和ザマスね」

「ポプテマ殿──」

　凶行を続けようとする緑貴族を呼び止める。

「ペンドラゴン卿も一緒に散歩するザマスか？」

「ええ、お供しましょう」

　オレは骨折の治った子供を路地の向こうに逃がし、緑貴族の散歩に同行した。

　もちろん、凶行前に子供達を緑貴族の進路から逃がすためだ。

　それはなかなかに大変だった。

「あっちから嘆きと恐怖を感じるザマス」と言っては急に進路を変えて、彼の体形では通れなそうな細い路地に入り込み、「やっぱり、戻るザマス」と言って戻るふりをしながら、フェイントで塀の上を歩いていったりする。

　そのたびに、オレは彼の先回りをして子供達を移動させ、時にはマップと「理力の手マジツク・ハンド」を駆使して子供達を屋根の上に隠してやりすごした。

　どうも、緑貴族はそんなオレの慌てる様を楽しんでいた節がある。

　だからといって途中で投げ出すわけにもいかない。

　緑貴族の散歩は明け方まで続き、オレは最後までそれに付き合った。

「ペンドラゴン卿の困惑や焦燥もなかなか美味だったザマス」

　最後にそう嗤って緑貴族は自分の館やかたへと帰っていった。

　今回はなんとかなったが、あんな所業に毎晩付き合っていられない。

「しかたない、虎の威を借りに行こう」

　オレは予定を早め、先触れもなしに太守の屋敷へと足を向けた。

　悪いけど、今朝の炊き出しは仲間達やミテルナさんに頼むとしよう。
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「ペンドラゴン卿、どうしたのかしら？　お茶会は午後からよ？」

　アポイントもなしに訪れたオレを太守夫人はにこやかに迎えてくれた。

　オレは突然の訪問を詫わび、昨夜の件を太守夫人に相談する。

　その答えは──。

「ポプテマにも困ったモノね」

　──なんて軽い言葉だった。

　貴族にとって平民以下の浮浪児達の事など、そんな言葉で終わる程度の事らしい。

「慈善家のペンドラゴン卿には言いにくいのだけれど、貴族が平民を害しても彼らが訴えなければ罰せられる事はないの。そして、市民権を持たない浮浪児達は訴える事さえできないわ」

　オレを抱き寄せた太守夫人が、子供を諭すような口調で言う。

「私からポプテマに『凶行を止めろ』とは言ってあげるけど、それでポプテマが本当に凶行を止める保証はないわ」

　子供をあやすようにオレの髪を撫なでながら、太守夫人が続ける。

「いいえ、ポプテマは止めないでしょう」

　確信を持った口調だ。

「あなたが望むなら、彼を迷宮都市の外に放逐するくらいならできるわよ？」

「いいえ、それでは──」

「──なんの解決にもならない、わね」

　オレの言葉を太守夫人が遮った。

　彼女の瞳ひとみがオレを見つめる。

「一つ方法があるのだけれど、あなたはその事に気付かないのかしら？」

　教師のような口調で、太守夫人が言う。

　──方法？

　そんなモノがあったら、朝早くから頼ってきたりはしない。

　緑貴族を暗殺するなんていうのは論外だ。

「あなたは既に知っているはずだけど？」

　答えを言わずに太守夫人が丸い顔に笑みを浮かべた。

　──オレが既に知っている？

　太守夫人の謎なぞかけに応こたえるため、オレは彼女の発した言葉を思い返しながら、昨日の事を振り返ってみた。

「──あっ」

「気付いたようね」

　満足そうな太守夫人にお礼とお茶会欠席を告げ、オレは屋敷へと駆け戻った。
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「皆、聞いて欲しい！」

　オレは仲間達だけじゃなく、ミテルナさん達メイドや屋敷の警備を担当するサガ帝国の侍ペアも集め、昨夜の緑貴族の凶行や子供達を助けたい旨を告げる。

「作戦はあるんでしょうね？」

「もちろんだ」

　アリサの言葉に力強く首肯する。

「路上にいるから緑貴族に踏まれる。市民権を持つ保護者がいないから訴える事もできない」

　太守夫人はそう言っていた。

「ならば、路上に寝かさなければいい。そして、貴族であるオレが保護者になればいい」

　今思えばシンプルな話だ。

　元々、迷宮都市の浮浪児達を全すべて養護院に収容しようと考えていたんだから、それが少し早まるだけだ。

「これより、『浮浪児招集大作戦』を行う！」

　スローガンは「虐待される児童をゼロに！」だ。

「あいあいさ～」

「らじゃなのです！」

「承知いたしました。私達は子供達の回収に向かいます」

「マスター、私もリザ達に同行すると告げます」

　獣娘達とナナが最初にそう宣言し、オレの許可を得て外に駆けていった。

「わたしとミーアも回収班に向かうわ」

「ん、行動」

「それじゃ、私はミテルナさんと集まった子供達のための食事の準備と着替えを用意します」

　アリサ、ミーア、ルルもすぐに行動を始める。

「買い出しは私とカジロ様にお任せ下さい」

「馬車を借りるぞ。アヤゥメ、操車役くらいは任せろ」

　侍ペアがそう言って荷馬車で出かけていった。

　窓の外で、アリサが空き地で仕事を待っていた子供達に声を掛けているのが見える。

　どうやら、人海戦術でいくらしい。

　オレはメイド幼女達に手伝って貰もらって、養護院建設予定地の庭に沢山のテントを立てていく。

　路上で寝るのと大差ない環境だが、敷地内で寝ている子達を踏んで昨日のような言い訳をするわけにはいくまい。
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「──ふむ」

　思ったよりも集まりが悪い。

　もうすぐ昼なのに、まだ三〇人もいない。

　アリサ達が雇用した子供達を含めても五〇人ほどだ。

「ルル、ここは任せる。オレも勧誘に行ってくるよ」

「ご主人様、私もご一緒します」

　調理補助はロジーとアニーがいるし、給仕や雑用はメイド幼女達がいる。

　ここはミテルナさんに任せておけば大丈夫だろう。

「分かった。一緒に行こう」

　オレはルルと一緒に徒歩で街に向かう。

「なんだか、避けられてませんか？」

「ルルもそう思うか？」

　なぜか、路肩に座る子供達がオレ達を見ると、そそくさと人ひと混ごみに紛れていなくなってしまうのだ。

　炊き出しで少しくらい好感度が上がっているかと思ったが、むしろ下がっている感じだ。

「マスター……」

　西ギルド前では、ナナが無表情のまましょんぼりとした雰囲気で立っていた。

　周りには妙な空白空間がある。

「首尾はどうだい？」

「幼生体に避けられると告げます」

　ふむ、ナナもか。

「私はどこかおかしいですか？　と問います」

「いや、どこもおかしくないよ」

　不安そうなナナにそう答える。

　たぶんだけど、原因はオレ達の外にある気がする。

「ご主人様～？」

　タマの声に振り返ると、獣娘達が人混みの向こうから現れた。

「なんだか、とってもとっても変なのです！」

　ポチが深刻そうな様子で訴える姿が可か愛わいい。

　オレは内容を聞くために、リザに視線を移して先を促す。

「タマやポチと一緒に、子供達を養護院に勧誘して回っていたのですが──」

「子供達に逃げられちゃうのです」

「なぞ～？」

　リザの言葉の途中で、タマとポチが「解せぬ」とばかりに眉まゆを輪っかのように顰ひそめて首を傾かしげる。

「私の顔を怖がって逃げるのなら分かるのですが……」

「それはないよ」

　オレがそう訂正すると、リザが少し顔を赤らめた。

　敵対した悪人がリザを怖がるのはありえるけど、子供達が怖がるなんてありえない。

「それで、勧誘して回って、どうなったんだい？」

「はい、初めは好感触なのですが、私達を見て厭いやな顔をした子が耳打ちすると、全員が大慌てで逃げ出してしまいました」

「蜘く蛛もの子～？」

「塀の向こうや壁の隙すき間まからどっかいっちゃうのです」

　その反応はオレ達を見た子供達と同じだ。

「なんて囁ささやいたか分かるか？」

「みどり～？」

「ザマスって言っていたのです」

　ザマスと言えば、緑貴族ことポプテマの代名詞だ。

　理由は分からないが、子供達は緑貴族を理由にオレ達から逃げたのだろう。

　──オレがポプテマと同じ貴族階級だからだろうか？

「あー、いたいた！　ご主人様！」

　最初に連れて行った幼女達を引き連れたアリサが、人混みの向こうで大きく手を振っている。

　オレ達はアリサと合流すべく、ギルド前から移動した。

「そっちも同じみたいね」

「アリサ達もか？」

「ええ、散々よ」

　肩を竦すくめたアリサが嘆息する。

「何が理由か分かるか？」

「ええ、それを伝えようと思って、お屋敷に戻るところだったのよ」

　さすがアリサ、仕事が早い。

「子供達にあることないこと吹き込んでいるヤツらがいるみたいなのよ」

　アリサの集めてきた噂うわさは──。

「若い貴族とザマスは仲が良い」

「緑貴族と若い貴族は拷問好きの変態だ」

「若い貴族が施しをするのは、バカな生いけ贄にえのガキ共を集めるためだ」

　──といった根も葉もないモノだった。

　だいたい、オレと緑貴族がいつ仲良しになったって言うんだ。

　さて、どうしたものか──。

「とりあえず、噂をばらまいているヤツらを締め上げるか？」

「ダメよ。直接噂を広めているのは、当の子供達だもん」

「なら、その子達に誰だれから聞いたか──」

「それも聞き出そうとしたけど、『ご主人様やポプテマに殺されるから言わない』の一点張りでさ」

　それは困った。

　子供達に手荒なまねもできないし、子供達の意志に反して養護院に強制連行しても、夜中にでも養護院を脱走して、そこを緑貴族に襲われたら意味がない。

　頭を悩ますオレ達に、声を掛ける者がいた。

「よう、そこの貴族様、何かお困りかい？」

　うさんくさそうな声に振り返ると、見覚えのあるちんぴら男が立っていた。

　昨日、クロの姿で会った「泥どろ蠍さそりのスコピ」という下町の顔役の男だ。

「スコピだったか？」

「覚えてくれていて良かったぜ」

　スコピは斜に構えた顔で肩を竦めて笑う。

「あんたに情報がある」

　オレが情報料として差し出した銀貨を、スコピが掌てのひらで押し返す。

「今日のはタダだ。この間の礼だと思ってくれ」

　なるほど、これで貸し借りなしという事のようだ。

「分かった。それで情報って？」

「何の目的か知らねぇが、『砂すな鼠ねずみ』や『ドブ蛙がえる』の連中が、ガキ共にあんたの悪口を吹ふい聴ちようして回っているみたいだ」

　スコピの言う悪口とは、概おおむねアリサが集めてきた噂と一致した。

「どうして、そんな事を？」

「言ったろ、『何の目的か知らねぇ』って。『砂鼠』や『ドブ蛙』の連中の事だから、誰かに小銭を摑つかまされてやってるだけだろうけど、誰が命じたかまでは追えなかった」

　オレの脳裏に緑貴族が浮かんだ。

　ソーケルがいなくなった今、迷宮都市でオレに嫌がらせをするような人物は他ほかに心当たりがない。

「スコピ、君に頼みがあるんだが、聞いてくれるかな？」

「ああ、アンタには借りがあるからな」

　オレは彼に金を渡し「砂鼠」や「ドブ蛙」の買収を頼んだ。

　ついでに、他の組織も動員して、オレと緑貴族が仲が良いというのは誤解で、オレの養護院で緑貴族から守ってくれると広めて貰うことにした。

　せっかくなので、子供達の間での緑貴族の悪名を利用させて貰おうと思う。

　一応、広める時に、「緑貴族」や「ポプテマ」ではなく、「緑色」という隠語を使って貰った。

　後で足を掬すくわれないように、少しだけ配慮しておいたのだ。
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「集まったもんだな」

　その日の夕方には迷宮都市中の浮浪児達が集結していた。

　スコピ達に頼んだ情報操作が効果的だったのか、日が傾き始めた頃ころから、加速度的に子供達が集まる速度が上がった。

　入り口で躊ちゆう躇ちよしていた子供達も、ルル達が用意した夕飯の香りに引かれて門を潜くぐっていた。

　結局、養護院の庭だけでは足りず、隣の空き地にもテントを増やして、魔法による即席の塀で囲ってある。

　塀は西ギルドで暇そうにしていた土魔法使いの探索者に有料でやって貰った。

　薄く脆もろそうな壁だったが、探索者が帰った後にオレが土魔法でこっそり補強しておいたので、大砲の直撃でも耐えられるはずだ。

　これなら、緑貴族の散歩を阻止するくらいはできるだろう。

「ふい～、けっこう苦労したのよ」

　お疲れモードのアリサが、オレの膝ひざにしなだれかかりながら苦労話を聞かせてくれた。

「むぅ、ぎるてぃ」

「ちょっとくらいいいじゃない。たまにはゴシュジニウムの補充も必要なのよ」

　ミーアの「ぎるてぃ」宣言も、今日のアリサには通じないようだ。

　ゴシュジニウムという謎なぞ物質に心当たりはないが、たまには甘えさせてやろう。

「それで、どんな苦労だったんだ？」

「ザマスの仲間の貴族の所には行かないって言い張る子達がいてさー」

「仲間って？」

「ほら、前にザマスが炊き出しブース内にいたし、次の日に炊き出し広場からザマスを追い払うために、ご主人様が下町の視察に誘い出してくれたじゃない？」

　ああ、そう言えばそんな事もあった。

「広場で見てた子も多かったし、ご主人様とザマスが仲間だって思い込んでた子が結構いたのよ」

　そういった自分の目で見た子達は、スコピによる情報操作を受けても、頑かたくなに養護院へ来るのを拒んでいたそうだ。

　今考えると、緑貴族のあの行動も、今回の件への伏線に思えてしまう。

　さすがに、自分でも陰謀論過ぎると思うけどさ。

「でも、そんな子達を、よく連れて来られたね」

「あたしじゃなくて、あの子達が説得したのよ」

　アリサの視線の先には、養護院の子供達と談笑するメイド幼女達の姿があった。

「死にかけていた自分達を高価な薬を使って治して、その後もメイドとして働かせてくれているって必死に訴えたのが功を奏したみたい」

「なら、あの子達にもご褒美をあげないとね」

「それなら、ハンバーグを作ってあげてよ」

「ハンバーグ？」

「うん、タマとポチの話を聞いて食べたがっていたから」

「それくらいお安いご用だよ」

　せっかくだし、養護院スタート記念に、子供達全員に振る舞うとしよう。

　さすがに今日は胃が弱っている子が多いだろうから、その辺りの様子見をしてからだね。

「それで、何を作っているの？」

「ああ、名札の試作品だよ」

　養護院の子だって分かるように作ってみた。

　名札の材料には金剛魚の鱗うろこを選んだ。

　大きさも手頃で、大量にあるし、なにより頑丈で傷が付きにくい。

　この鱗の表側に園児の名前とペンドラゴン養護院のマーク、裏側に「招福」「健康」「家内安全」の三つのルーンを刻んである。

　魔法道具マジツク・アイテムというほどの効果はないが、園児達の健康と幸せを願って作ってみた。

　金剛魚の鱗はそれなりに高価だが、三種のルーンを刻めるだけの素材で手頃なのが、これしかなかったのだ。

　外側を白い塗料で塗ってあるので、そうそう気付かれる事はないと思う。

　ちょっと園児の数が多いけど、朝までには名札を揃そろえてみせる。

　子供達がよく眠れるようにとミーアが奏でる子守唄うたを聞きながら、困った来客がないかレーダーを眺めて夜を過ごした。





＞称号「保護者」を得た。

＞称号「幼子の守護者」を得た。
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〝サトゥーです。「一難去ってまた一難」な洋画のハプニングモノが大好きです。はらはらドキドキは楽しいですが、できればそれは物語だけにして欲しいものです。現実は平和が一番ですよ。〟






「世は全すべてこともなし」

　夜明けの空に昇っていくコーヒーの湯気を眺めながら呟つぶやく。

　緑貴族やその手下の乱入を警戒して徹夜したのだが、オレの警戒を嘲あざ笑わらうかのように平穏無事な夜だった。

　このコーヒーを淹いれてくれたルルも、ミテルナさん達と一緒に今日の炊き出しと、養護院に保護した子供達の朝食の準備を始めている。

「さて、オレも手伝いたいところだけど──」

　残念ながら、今の厨ちゆう房ぼうの広さだと入りきらない。

　オレは飲み終わったカップをストレージに収納し、「蔦つたの館やかた」の厨房を借りるべく、クロの姿に変身して「帰還転移リターン」を実行する。

「おはようございますです、クロ様」

「おはよう、レリリル」

　さすがは家妖よう精せいブラウニー。

　かなりの早朝にも拘かかわらず、もうピシッと着替えて朝食の準備を始めていたようだ。

「レリリル、悪いけど厨房を使わせて貰もらえないか？」

「何かお入り用なら、私にお任せ下さい！」

　レリリルが自分の平たい胸を拳こぶしで叩たたく。

「料理というか、コーンフレークを作ろうと思っているだけなんだ」

　オレはストレージから「歩玉蜀黍ウオーキング・コーン」という巨大トウモロコシ型の魔物の実コーンを取り出し、術理魔法の「万能工具マルチプル・ツール」と「理力の型マジツク・モールド」の魔法で、硬い外皮を除去し、中の実を砕いて粉にする。

　この「理力の型マジツク・モールド」による密閉容器は、壁が透明で砕ける様子が見えて楽しいね。

「あわわっ、みるみる内に粉になっていくです！　どうやってやがるのですか、サトゥー様！」

　驚いたレリリルの口調が乱れ、クロ呼びからサトゥー呼びに変わっていた。

「魔法で創つくった容器の中で、刃を回して実を砕いているだけだよ」

　万能工具マルチプル・ツールの魔法で作った刃を回すのには術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」を使った。

　そんな風に話している内に、二〇キロほどのトウモロコシ粉ができたので、粉を大袋に移し、次のコーンをセットしてトウモロコシ粉を大量生産する。

　並列思考スキルの助けを借りて、トウモロコシ粉の生産をする傍らで、粉を練ってコーンフレーク用の生地を作る。

「レリリル、悪いけどこの生地を表面がパリッとするまで焼いてくれ」

　薄く伸ばした生地をオーブンプレートに並べて、後はレリリルに任せる。

　さすがに並列思考スキルがあっても、発動済みの魔法三つを制御しつつ、さらに魔法を起動するのは面倒だったのだ。

「承知いたしました！」

　やがて、コーンが焼ける良い匂においが厨房に漂ってくる。

「クロ様、このくらいで良いですか？」

「ああ、丁度良い感じだ」

　うっすらと焼けてパリパリになった生地を摘つまんで口に入れる。

　食感は良いが、味が薄い。

「生地を練る時に、砂糖か牛乳でも混ぜた方が良かったかな？」

「持ってきますです」

　食材庫に走って行こうとするレリリルを止め、アイテムボックス経由で砂糖と牛乳を取り出す。

　その後、レリリル協力の下、何種類かのコーンフレークが完成した。

「後からミルクを掛けて食べるなら、プレーンなのが一番かな？」

「私も主食にするなら、その方が飽きが来ないと思うです」

　主婦力の高い家妖精のレリリルがそう言う事だし、オレはプレーンタイプのコーンフレークを大量生産して、屋敷へと戻った。

　もちろん、協力してくれたレリリルにも、コーンフレークと余ったトウモロコシ粉をプレゼントしてある。
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「久々のコーンフレークはうんまいわ～」

「パリパリ～？」

「ミルクととってもとっても合うのです！」

「ん、新食感」

　持ち帰ったコーンフレークを朝食に出してみたところ、年少組から絶賛された。

「面白い食感ですね。揚げ餃ぎよう子ざとも違うし、色々と使えそうです」

「牛乳を掛けて食べる他ほかにも、パフェなんかに入れても美お味いしいわよ」

　真剣に分析するルルに、アリサが助言している。

「生地を焼く前に、干し肉を砕いたモノを入れるのはどうでしょう？」

「ないすあいでぃあ～？」

「それは絶対、絶対、美味しい奴やつなのです！」

　肉好きなリザの提案に、同じく肉好きのタマとポチが諸もろ手てを挙げて賛同した。

　うん、その発想はなかったけど、確かに美味しそうだ。

「マスター！　幼生体達も満足していたと告げます」

「ちゃんとナナも食べたかい？」

「イエス・マスター！　幼生体に『あ～ん』をしてあげたと告げます」

　ナナの表情は相変わらずフラットだが、心持ち肌が艶つや々つやしている気がする。

「──旦だん那な様、お手紙です」

　食事を終えたタイミングで、ミテルナさんが数通の手紙とペーパーナイフを手渡してくれた。

　封ふう蠟ろうを外して中を読む。

「なになに？」

「太守夫人からとギルドからだ」

　前者はオレを心配する内容と子供達を法的にも私立養護院の所属にするために役人を派遣するという話が書かれてあった。

　後者は──。

「前に迷賊達を捕縛した件の報奨金を受け取りに来いってさ」

　前回迷宮に入った時に、ミーティア王女達を助けるついでに迷賊達を捕まえたのだ。

　あの時はオレに嚙かみついてくるソーケルの相手で疲れていたから、適当にギルドへ押し付けて事情聴取もまだ受けていない。

　たぶん、同行していた貴族子弟の護衛達が代わりに事情聴取を受けてくれていたはずだけどさ。

「賞金首の迷賊王ルダマンも捕まえたんだから、結構出そうよね」

　漫画なら目を円マークにしそうな顔で、アリサがぐへへと口元を緩めた。

「手配書には金貨一〇〇枚と書かれていたと報告します」

「うっひゃー、それは凄すごいわね！」

　ナナの情報に、アリサが拳を振り上げて喜ぶ。

「何か欲しい物でもあるのか？」

　必要な物は与えていたつもりだったけど、アリサは支出が多い事を気にしていたから、遠慮して言い出せなかったのかもしれない。

「わたしは別にないわ。それよりも、養護院の女の子達にリボンの一本でも装飾品を買ってあげて欲しいの。男の子達は──食べ物でいいんじゃない？」

「確かに身を飾る事なんて余りなかっただろうから、リボンというのはいいかもね」

　男の子にはカッコイイ感じのスカーフかベルトなんかでいいかな？

　その辺は養護院の院長と相談して決めよう。

「あら？　もう一通あるわよ？」

　アリサが床に落ちた手紙を拾い上げる。

「ほへ？　新人探索者講習会？」

　手紙に目を通したアリサが、変な声を出して首を傾かしげる。

「月に一度ある講習会に参加しろって事らしいわね」

　アリサが斜め読みした内容を仲間達に伝えながら、オレにその手紙を差し出す。

「講習会は五日後らしいから、迷宮探索再開はその後だね」

　普通は青銅証を手に入れた時に受けるモノらしい。

「しゃーないわね。どうせしばらくは養護院の手伝いが忙しいもんね」

「ああ、悪いね」

「いいって事よ！」

　オレの言葉にアリサが男前な笑顔で鼻の下を擦こする。

「おふこ～す？」

「ポチはいつだって頑張るのです！」

「ん、勤勉」

　アリサに続いてタマ、ポチ、ミーアも手伝いを宣言した。

　子供達にはもっと遊んで欲しいのだが、なかなか上う手まくいかないモノだ。
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「ルルは今日もロジーとアニーに料理を教えるのかい？」

　朝の炊き出し後に、ルルの操る馬車に乗って西ギルドへと向かう。

「はい、今日は芋団子や豆団子の作り方を教えて欲しいという人達にも教える予定です」

「さっきの人達だね」

　先ほどの炊き出し中に、厳いかつい顔の青年と中年男性が現れて、芋団子や豆団子の作り方を教えて欲しいと頭を下げてきたのだ。

　元より秘匿するような料理でもないし、なにより駆け出し探索者を支える料理が美味しくなるのに異論はないので、教えてあげることにした。

　もちろん、タダではなく、一ヶ月間の炊き出しへの労働力提供を条件にしてある。

　メインの料理は毎月変える予定なので、継続して料理人を確保できそうだ。

　既にパートタイムの主婦達でほとんどを賄えていたので、これで炊き出し事業は、オレ達が直接作業しなくても回るようになったと言えるだろう。

「私なんかが本職の料理人さんに教えて良いんでしょうか？」

「ロジーやアニーに教えるのと一緒だよ」

　深刻そうなルルに、心配無用だと告げる。

　その時、視界の片隅にあるレーダーに敵を示す赤い光点が映った。

　──誰だれだ？

　さすがに街中に魔物が出る事もないだろうと当たりを付けながらマップを開くと、その光点が迷賊王ルダマンや幹部連中のモノだと分かった。

　彼らを捕縛してから何日も経たっているのに、未いまだにオレに明確な敵意を持っているらしい。

「ご主人様、どうかされましたか？」

「いや、なんでもないよ」

　問い掛けるルルを笑顔でごまかして、雑談の続きに戻る。

　やがて、馬車は西ギルドの正門前へと到着した。

「それじゃ、私は駐車場でお待ちしています」

「なるべく早く用事を済ませてくるよ」

　ルルを笑顔で見送り、オレは表情を引き締めた。

　レーダーにあまり友好的でない人物を指す光点が他にも映っていたからだ。

「おや？　ペンドラゴン卿きようもギルドに用事ザマスか？」

「はい、ちょっとした雑用です」

「そうザマスか。昨日は私の散歩道のゴミを掃除してくれたようザマスし、ペンドラゴン卿は働き者ザマスね」

「奉仕活動は炊き出し事業の一環ですよ」

　緑貴族が浮浪児達を保護した件を遠回しに指摘してきたので、適当にはぐらかしておく。

　炊き出しは彼の上司に当たる太守夫妻が許可した事業だからヘタに否定できないようで、彼のニコニコ顔が能面のようになっている。

「ポプテマ殿は公用でギルドに来られたのですか？」

「私は夜の散歩に刺激がなくなったので、迷賊達を拷問──尋問しに寄ったザマス」

　再びニコヤカな顔に戻った緑貴族が、どこからともなく取り出した乗馬鞭むちをしならせて笑みを深める。

「迷賊を尋問ですか？」

「──気になるザマスか？」

　オレの質問に質問で返した緑貴族に首肯すると、「好奇心旺おう盛せいなのはいい事ザマス」と言ってひとしきり嗤わらった後、教えてくれた。

　彼は「魔人薬を密造していたソーケルの背後に、王都の大物貴族が潜んでいるのではないか」と考えて、その裏を取るために独自調査を進めていると教えてくれた。

「好奇心旺盛なペンドラゴン卿は、その貴族の名前を知りたくないザマスか？」

　笑みを深めて問う緑貴族の顔が、罠わなに誘う悪魔のようにも見える。

「いえ、特には──」

　君子危うきに近寄らず、って言うしね。

　王都の門閥貴族達の政争に巻き込まれる気はない。

「その答えはつまらないザマスね」

　心底つまらなそうに呟つぶやいた緑貴族が、オレに興味を失ったように手を振って、フットワーク軽く建物の奥に歩いて行った。





◆






「パレードですか？」

　職員に案内されて到着したギルド長室で、オレは老ギルド長から突拍子もない話を聞かされた。

「そうさ、探索者達や迷宮方面軍を悩ませていたルダマンや幹部連中を捕まえたんだ。あいつらを公開処刑する前に、偉大な功績を打ち立てたあんた達を迷宮都市中にお披露目するのさ」

「いえ、そういうのは遠慮しておきます」

　アリサ達なら喜びそうだが、オレはそういう催しには参加したくない。

　パレード単体なら恥ずかしいだけで済むが、今回の場合、その後の公開処刑まで最前列で見物させられそうなんだよね。

　グロいのやスプラッタなのは苦手なんだよ。

「おいおい、奥ゆかしいにもほどがあるだろ」

　固辞するオレに、椅い子すから立ち上がったギルド長がダメな孫を見るような目を向ける。

「名誉貴族ってのはこういう場で功績を周知させないと、なかなか永代貴族になれないんだぜ？」

「いえ、特に永代貴族になりたいわけでもないですから」

　悪いけど、オレには出世欲はないんだ。

　それに王様になりたいなら、適当な魔物の領域や主人のいない都市核シテイ・コアを探して制圧する方が手っ取り早いと思う。

　ギルド長が盛大なため息を吐つく。

「変わってるねぇ。出世して永代貴族になったら、美う味まい飯や美味い酒を好きなだけ飲み食いできるし、下位貴族や出入り商人から美人の嫁さんを娶めとり放題だぞ？」

　既に美味い飯や美味い酒は好きなだけ飲み食いしているし、何人もの嫁さんなんて御免被る。

　ボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさん一人が嫁になってくれたらオレには十分すぎるくらいだ。

　なんとなく、脳裏に憤慨するアリサとミーアの姿や悲しそうなルルが思い浮かんだが、オレは軽く首を振って罪悪感と共に意識の外に振り払う。

「まあ、いい。本人が喜ばないなら仕方ないね」

　ギルド長が肩を竦すくめて椅子に座り直す。

「公開処刑の最前列を確保──もいらないのか？」

「はい」

　オレの表情を読んだギルド長が不思議そうに尋ねてきたので、力強く首肯した。

「滅多にない見世物なんだぜ？」

「申し訳ございませんが──」

　公都の時もスルーしたけど、娯楽の少ない異世界では重犯罪者の公開処刑が娯楽の一つらしいんだよね。

　殺人者でも犯罪奴隷として強制労働に就かされるシガ王国では、公開処刑というのは珍しいようだ。

「まったく、どこまでも変わったヤツだ。さすがに報奨金くらいは受け取るだろ？」

「はい、頂きます。ルダマンの報奨金に関しては、半分をノロォーク王国の騎士ラヴナ殿にお願いします」

　オレの脳裏に巌いわおのように屈強な女騎士ラヴナの姿が思い浮かぶ。

　最終的に迷賊王ルダマンを捕まえたのはオレだが、その前にヤツと奮戦していたのは彼女だったからだ。

「そのラヴナ殿だが、自分はあんたに命を助けられただけだから、報奨金は全部あんたに渡してくれって言っていたぜ？」

「では、本人にお会いした時に手渡しておきましょう」

　巌の騎士の生き真ま面じ目めな性格なら、現金の受け取りを拒否しそうだし、折れた愛剣の代わりになる大剣でも用意しておこう。

　魔剣だと価値が高過ぎだし、鉄剣だと魔刃を出しにくいので青銅か魔物素材をベースにした大剣を作るのが良さそうだ。

　そんな事を考えていたオレの耳に、控えめなノックの音が届いた。

「──ギルド長」

「入りな」

　入ってきたのはギルド長の秘書官のウシャナさんとフードを被かぶった小中学生くらいの女の子だ。

　女の子がフードを下ろすと、細い髪質の青緑色のショートヘアが現れる。

「げっ、セベルケーア」

「失礼だよ。リリアン」

「その名前であたしを呼ぶな！」

　意外に可か愛わいらしいギルド長の名前を弄いじるのは酒宴の時で良いとして、セベルケーアと呼ばれた女の子に視線を向ける。

　彼女の髪の色と人族よりちょっと尖とがった耳が彼女の種族を表している。

　そう、彼女はミーアと同じエルフだ。

　ただし、ミーアの属するボルエナン氏族ではなく、研究好きのブライナン氏族のようだ。

　彼女のレベルは四三もあり、土魔法や森魔法を得意としているらしい。

　それにしても、酒の席でギルド長から聞いたセベルケーア嬢の武勇伝からは、想像できないほど可か憐れんな容姿だ。

「ボルエナンの静せい鈴りん？」

　オレが腰に下げた音の出ない鈴を見た女の子が、ハッとした顔でオレに視線を向け「黒髪」と呟いた。

『初めまして、黒髪の君。私はブライナンの森の乙女、モベリトーヤとケシルセーアの娘、セベルケーアと申す』

『ご丁寧にありがとうございます。私はシガ王国ムーノ男爵の家臣でサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します』

　セベルケーア嬢のエルフ語での正式な名乗りに、オレもシガ王国貴族としての名乗りを返す。

『……サトゥー？』

　そう呟いて少し首を傾かしげたセベルケーア嬢が、意味ありげに『九柱目の聖樹』と呟いた。

　──え？

　それはオレが世界各地の世界樹を救った時に、ハイエルフ達から授けられた称号だ。

　ハイエルフ達にはオレのサトゥーという名を明かしてあるが、ボルエナンの森以外のエルフ達には紫髪に仮面を着けた「勇者ナナシ」として広まっているはず。

　たぶん、セベルケーア嬢のカマ掛けだろう。

　幸い、無表情ポーカーフエイススキルのお陰で態度には出ていないので、首を傾げる演技だけでスルーしておく。

「なんだい、サトゥー。あんたエルフ語が話せるのか？」

「はい、仲間達と旅をしている時に学びました」

　スキルを、だけど。

「ふーん、それにしてもセベルケーアが自分から名乗るなんて珍しい。サトゥーに惚ほれたのか？」

「彼の身に着ける静鈴に敬意を表しただけさ」

　セベルケーア嬢が友達同士のような気安さで、ギルド長を邪険にする。

「あんたの里帰りの話は後で聞かせて貰もらうとして、土産はまだか？」

「まったく、リリアンは酒が好きすぎる」

「だからヤメロって言ってるだろ？」

　──あれ？

　よく見ると、ＡＲ表示されるギルド長の名前はリリアンではなく「ゾナ」だった。

　ここでは突っ込む気はないが、きっと「魂の名前」的な面白い逸話があるに違いない。

　酒宴の時にでも、セベルケーア嬢に尋ねてみよう。

「ブライナンの妖精葡萄酒ブラウニー・ワインをサトゥーにも自慢したいんだよ」

「サトゥー様に？」

「──様？」

　セベルケーア嬢の問いに付けたオレの敬称に、ギルド長が眉まゆを寄せる。

「セベルケーア、あんたなにか悪い物でも食ったんじゃないか？」

「失礼だよ、リリアン。私はいつも通りだ」

「いや、あんたとは長い付き合いだけどさ、あんたが他人に『様』なんて付けるのをあたしゃ初めて聞いたよ？」

　仲良しな二人の話を、ウシャナ秘書官が遮る。

「セベルケーア様、ご歓談を遮って申し訳ございません。先にギルド長にご報告しても宜よろしいでしょうか？」

　おっとギルド内部の話を聞いたら厄介ごとのフラグが立ちそうだ。

「では、私のお話は終わったようなので失礼します」

「お待ち下さい、士爵様」

　するりと退散しようと思ったのに、ウシャナ秘書官に止められた。

「士爵様にも関係ある話なので、ぜひご一緒にお聞き下さい」

　どうやら、ウシャナ秘書官からは逃げられないようだ。
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「相変わらず臭い場所だねぇ」

　ギルド長が鼻を摘まんで愚痴を言う。

　オレはギルド長達と共に、ギルドの地ち下か牢ろうへとやって来ていた。

　迷賊王ルダマンがギルド長に秘密を話す条件として、なぜかオレを帯同する事をあげたせいで、こんな場所に来るはめになったのだ。

「こちらです」

　ウシャナ秘書官が先導する。

　地下牢の特に厳重な一角に、ルダマンは捕らえられていた。

　ヤツは頑丈な鉄格子の中にいるのにも拘かかわらず、太い鎖で縛り上げられていた。ＡＲ表示によると「魔封じの鎖」という魔法道具マジツク・アイテムのようだ。

　ルダマンの怪力を封じるためのアイテムなのだろう。

　拷問まがいの尋問を受けているらしく、ルダマンの身体からだには真新しい傷や治りかけの痣あざがたくさんある。

「へへ、素早いお越しだな──」

　オレ達に気付いたルダマンが顔を上げる。

　──異形。

　仮面に隠されていた彼の顔の右半分は、鋼鉄製の鬼を連想させるような異相をしていた。

「はん？　魔人薬で変わった俺様の顔が珍しいか？」

　ルダマンがオレを睨にらみ上げる。

　どうやら、魔人薬の副作用であんな風に顔が変わってしまったらしい。

　さすがは異世界の禁止薬品だけはある。

「それで、ルダマン。あたし達に秘密を語りたいってのはどういう心境の変化だい？」

　そんなルダマンの様子を歯し牙がにも掛けず、ギルド長がルダマンに問い掛ける。

　ルダマンは異相に余裕を浮かべ、痛みなんて感じていないとばかりに傲ごう岸がん不ふ遜そんな顔で交渉してきた。

「助命嘆願ってやつだ」

「バカを言うんじゃないよ。あんたは、公開処刑だよ」

　司法取引を持ちかけたルダマンを、ギルド長は内容も聞かずにばっさりと切り捨てた。

「それが順当な所だろうが、クソみてえな貴族やお綺き麗れいな市民どもの見世物になるなんざまっぴらだ。俺様をムラサキに送ってくれねぇか？」

「自分の罪を振り返ってみるんだね」

　見世物っていうのは、さっきギルド長が言っていた公開処刑の事だろう。

「ムラサキというのは？」

　知らない単語があったので、ウシャナ秘書官に小声で尋ねてみた。

「犯罪奴隷で構成される王国軍の一部隊の俗称です」

　やっかいな魔物の排除や囮おとりを専門にこなす消耗率の高い部隊として有名らしい。

　後ろでこそこそ話すオレ達には頓とん着ちやくせず、ギルド長とルダマンはシリアスな感じに舌戦を続けている。

「あんたは西門前の首台で、無様な面を晒さらしな」

「けっ、ババアはダメだな──」

　にべもなく嘆願を却下されたルダマンがオレに視線を向ける。

「どうだ？　そっちのお優しい貴族様なら叶かなえてくれるんじゃないか？」

　なぜルダマンがそう思ったのかは分からないが、オレがそんな頼みを聞く理由はないと思う。

「俺達、迷賊をその場で殺さずに、わざわざ生きたまま捕縛するくらいだ。人を死なせるのが嫌いなんだろう？」

　ギルド長と一緒にオレを呼んだのは、オレの人殺しを忌避する気持ちを利用するためのようだ。

　どうやってオレがギルドにいるのを知ったのやら。

「人を殺すのは嫌いだけど、悪人が処刑されるのまで否定する気はないよ」

　オレはルダマンの訴えをそう切り捨てる。

「なら、あんたが興味を持つ情報を教えてやるよ」

　──興味を持つ情報ね。

　さっき緑貴族が言っていたような貴族同士の権力闘争に絡んだ話ならノーサンキューだ。

　そういえば、迷賊達を尋問すると言っていた緑貴族の姿はなく、既に西ギルドから立ち去った後だとマップ情報で確認できた。尋問したにしては早い。

　ウシャナ秘書官やセベルケーア嬢にでも、追い返されたのかな？

「ソーケルの後ろにいる黒幕の話ならいらないよ」

「ちっ──」

　オレの言葉にルダマンが舌打ちする。

　どうやら、ヤツの取引情報はソレだったようだ。

　そういう司法取引は緑貴族相手にやって欲しいね。

「なら、もう一つの方だ」

　舌打ちしたルダマンが、今度は自信ありげに続ける。

「俺達は破滅草や自滅茎を栽培するのに、何人もの女達を迷宮の一角に閉じ込めている」

　──なん、だと？

　最悪の想像がオレの脳裏を過よぎった。

　バキッという音が地下牢に響く。

　思わず、鉄格子を握にぎり潰つぶしてしまったようだ。

「怖こえぇ怖ぇ」

　ルダマンが冷や汗を搔かきながら、顎あごを仰のけ反ぞらせる。

「落ち着きなサトゥー」

「すみません、ギルド長」

　オレは深呼吸して荒すさんだ心を鎮める。

　この世界に来て精神ＭＮＤ値がカンストしたオレの心は、実にイージーに落ち着きを取り戻してくれる。

　義憤に駆られるのはいいが、ルダマン達に罰を与えるのはオレじゃなく、ヤツらに酷ひどい目に遭わされた娘達の権利だろう。

「言っとくが、俺様達は女達に手を出していないぜ？」

「はん、あんたら無法者が目の前の女達に何もしないわけがないだろうが！」

　嘯うそぶくルダマンをギルド長が一喝する。

　さすがに、オレもその話は信じられない。

「本当さ。女なんかちょっと遊んだだけで、すぐ壊れちまう」

　ルダマンの女性を同じ人間だと思わないような発言に、不快感が募る。

「魔人薬をやってる筋肉質な男か前に戦った女騎士くらいじゃなきゃ、楽しめないのさ」

　ルダマンの同性愛的な発言に、怒りが少し萎しぼんだ。

　その話が本当なら、今のところ女性達が性的な暴行を受けていないという話に信しん憑ぴよう性せいが出てくる。

　真偽はともかく、この話が終わったら、すぐさま救出に向かおう。

「それに『娘達は労働力であり、同時に畑を育てる肥やしなのだ』だったかな？」

　ルダマンが誰だれかの口調を思い出すように告げた。

「なんだいソレは？」

「俺様に破滅草や自滅茎の栽培方法を教えた黄衣の魔法使いが言っていた言葉さ」

　黄衣の魔法使いか……また新しい謎なぞ人物らしい。

　たぶん、黒幕とやらの関係者なんだろうけど、気軽に謎を増やすのは止やめて欲しいね。

「栽培だって？　さっきも言っていたね」

　ギルド長はオレと気になるポイントが違うらしい。

「見つけた群生地を刈り尽くさないようにするのは、栽培って言わないんだよ」

「それぐらい分かってるさ。黄衣が言うには娘達の恐怖と絶望が破滅草や自滅茎を育てるらしいぜ？」

　ルダマンが言っている事が事実なら、破滅草や自滅茎は瘴しよう気きを吸収して育つのだろう。

「ギルド長」

「ああ」

　ウシャナ秘書官とギルド長が視線を交わして頷うなずき合う。

「あんた、自分が何を言っているか分かっているのかい？」

「ああ、もちろんさ。そいつらのいる場所を教えてやる代わりに──」

「あんたは公開処刑にしない」

　ギルド長の言葉に、ルダマンがニヤリと獰どう猛もうな笑みを見せる。

「なら、俺様をムラサキに──」

「あんたはあたしが灰にする。王都からの許可が出るまで、ここで吼ほえていな」

　自分の要望が叶うと思ったルダマンを、ギルド長の冷たい言葉が地獄へと突き落とす。

「──な、なんだと！　女達の中には貴族の娘達もいるんだぞ！　おい、そこの貴族の小僧！　ババアを止めろ！　王都の上級貴族の娘だって──」

　ルダマンはなおも叫んでいたが、ギルド長は振り返る事なく地下牢を出る。

「ウシャナ、地下牢に誰も入れるな。それから、ルダマンと幹部連中の喉のどを潰して喋しやべれなくしておけ」

「はい、承知しました」

　苦い顔のギルド長が、有無を言わせない口調で命じる。

　さっきの栽培の話がそんなに重要な内容だったのかな？

「王都への手紙は──」

「手紙は使わん。今回の件は万が一にも漏らすわけにはいかん。太守に言って都市核間通信を使う」

　たしか、都市核の話は機密だったはずなのに、ギルド長は普通に漏ろう洩えいしてしまっている。

「サトゥー」

「はい」

「誓え」

「はい？」

　ギルド長がオレの襟首を摑つかんでもう一度「誓え」と告げる。

「何を誓えばいいのでしょう？」

　オレが内容を尋ねると、ギルド長が少し力を抜いて説明してくれた。

「魔人薬の材料が人工的に栽培可能だという事、先ほど聞いた栽培に必要な条件を他言しないと誓え」

「分かりました。その二つの内容について他言しない事を、王祖ヤマト様とペンドラゴン家の家名に誓います」

　今一つ重要性が分からなかったが、特に反発するような内容でもなかったので素直に誓った。

　オレに続いてウシャナさんが宣誓するかと思ったが、彼女は平民なので後ほど「契約コントラクト」スキルで縛られるそうだ。

「ギルド長、迷賊達に囚とらわれた人達の事ですが──」

「忘れな」

　オレの問いにギルド長が短く告げる。

「見捨てるのですか？」

　ちょっと棘とげの乗ってしまったオレの言葉に、ギルド長がギロリと睨み返してきた。

「好きで見捨てるとでも思うのかい？」

「では、なぜ──」

「迷賊のアジトは迷宮の奥深く、迷宮方面軍の追跡を避けるために第一級の危険地帯の奥にある。そんな場所から、五体満足かも分からない虜囚を何人、あるいは何十人も救出できると思うかい？」

　オレなら「帰還転移リターン」で余裕だが、確かに普通の救出部隊には難しいミッションだと思う。

「それに……」

　ギルド長が言いい淀よどむ。

　──まだ何かあるのかな？

「さっきの栽培の件だ」

「魔人薬の？」

「そうだ。自分が何を育てていたのか知らなければいい。だけど、もし虜囚達が自分の育てていたモノが何か知っていたら、シガ王国はそいつらも口封じしようと考えるだろうさ」

　どうやらオレが思っている以上に、さっきのルダマンの発言は危険な事だったようだ。

　苦々しげな顔で奥歯を嚙かみ締しめるギルド長も、本心では虜囚達を助け出したいのだろう。

　その後は言葉を交わすことなく、重い空気に包まれたまま地上へと戻った。

　地ち下か牢ろうへと続く階段は術理魔法で封鎖され、ギルドの高レベル職員が歩ほ哨しように配置された。

　オレはギルドの受付でルダマンや迷賊達を捕縛した報奨金を受け取り、陽光眩まぶしい屋外へと出る。

「やっぱり、太陽の光は気持ちいいね」

　オレは一つ伸びをして歩き出す。

　さて、迷賊のアジトに囚われた人達を助けに行こうか。







　迷賊退治





〝サトゥーです。「一匹いたら三〇匹いると思え」というのはゴキブリの事ですが、盗賊の類たぐいもなかなか繁殖力が旺おう盛せいのようです。盗賊系に効くホウ酸団子やホイホイが欲しいですね。〟






「さてと、まずはマップで迷賊のアジトを探すか──」

　迷宮別荘へと転移してきたオレは、クロの姿に変身してから、マップ検索で迷賊の拠点を調べた。

　大きな拠点が四つ。中小の拠点は一〇個以上あるようだ。

　迷賊王ルダマンを捕まえた場所から一番近い拠点の近傍に、迷賊ではない女性達のみが捕らえられた広間がある。

　位置的に先に迷賊を退治する必要がありそうだ。

　オレはマップの経路を調べつつ、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で要所を確認する。

「厄介だな」

　思ったよりも入り組んでいる上に、侵入しにくく逃げ出しやすい経路になっている。

　具体的には逃げる時には段差を飛び降りたり傾斜を滑り降りたりするだけになっており、侵入する時には一苦労しそうな箇所が幾つもある。

　確かに、これなら迷宮方面軍が迷賊を捕らえきれないのも分かる。

　真っ正面から正攻法で戦いに行ったら、難攻不落の城を攻めるような地形で使い捨ての手下を戦わせている間に、幾つもある脱出口から蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出してしまうのだろう。

「──オレは飛べるから関係ないけどさ」

　迷宮別荘でマップを閉じ、最寄りの刻印板の場所に「帰還転移リターン」する。

　次に仲間達がレベル上げに使う予定の半水没エリアの片隅だ。

　ここからだと、前に迷宮方面軍の人達を救出した区画を経由していくのが一番早い。

　オレは移動経路をマップにマーキングし、マーカーを可視化する事でナビのようにして高速移動を開始する。

　移動中に出会った魔物は、可能な限り間をすり抜けて無視した。

　二つの区画を通り抜け、初遭遇の魔物に好奇心を刺激されつつ、涙を吞のんで交戦を避ける。

「おおっ、天然モノのゴーレムだ」

　関節もないノッペリした外見なのに、普通に歩いてこちらに拳こぶしを振り下ろしてきた。

　それを軽快なステップで回避しながら、集まってくる色々な種類のゴーレムを眺めながら駆け抜ける。

　泥や石製が多く、中には青銅や鉄なんかの素材に転用できそうなのもいる。水晶製のはいたが、残念ながら銀製や金製のはいないようだ。

　マップ検索したら見付かるかもしれないが、それは救出作戦が終わってからにしよう。

　多種多様なゴーレム達が振り下ろす拳のアーチを縮地で抜け、オレはゴーレム区画を後にした。




「そろそろ迷賊エリアか──」

　段差や亀裂を天駆で飛び越え、迷賊の見張りがいる場所の近くまでやってきた。

　オレは斥候系スキルを全すべて有効に切り替え、通路を縮地で音もなく進む。

　──いない？

　レーダーには迷賊を示す光点が映っているのに、その場所には誰もいない。

　──いや、いた。

　見事な保護色で迷宮の壁に紛れている。

　オレは縮地でそいつの前に飛び込み、相手がオレに気付くよりも早く昏こん倒とうさせた。

　気を失うと保護色が解けるのか、灰色に近い肌色が露あらわになる。

　服までは保護色にできないようで、そいつは全裸だった。

　男の裸には興味がないので適当なボロ切れで隠して捕縛しておく。

　もっとも、女だったとしても、カメレオンのような魔物の顔になった相手にセックスアピールを感じるほど、上級者にはなれないけどさ。

　こいつも、ルダマンと同じく魔人薬の副作用で顔が変わってしまったのだろう。

　捕まえた迷賊は「理力の手マジツク・ハンド」で浮かべて運ぶ。

　放置しても良いのだが、連行するために戻ってきた時、魔物に食い散らかされたスプラッタな死し骸がいを見たくなかったので、こういう選択をした。

　さすがに、一人捕まえるたびに刻印板を設置して「帰還転移リターン」するのは面倒だったのだ。

「おっ、今度は罠わなエリアか──」

　この先の通路に幾つもの罠があると、「罠感知」スキルが教えてくれる。

　そして、その罠の先、通路の中央で居眠りする弱そうな迷賊がいた。

　実はこの迷賊も罠の一つだったりする。

　彼の手前には彼に調教テイムされたウォールスライムという透明な魔物が待ち構えているのだ。

　昔遊んだ名作テーブルトークＲＰＧで、こんな魔物を見たことがある。

　もし、レーダーに赤い光点が映らなかったら、迷賊を捕縛しようと天駆で接近してウォールスライムに突撃していたかもしれない。

「さて、こんなところで時間を喰くうのも勿もつ体たいない」

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で迷賊を背中から押して、ウォールスライムの中に埋没させた。

　当然ながら、パニックを起こした迷賊がウォールスライムの粘液の中で藻も搔がいている。

　オレはその間に罠の通路を天駆で飛び越え、こちらに触手を伸ばしてくるウォールスライムの核を礫つぶてで打ち抜く。

　続けてストレージから取り出した雷かみなり杖づえで、ウォールスライムの残ざん骸がいごと迷賊を感電させて無力化した。

「──うげっ」

　スライムの残骸の中で痙けい攣れんする迷賊は、粘液まみれでベトベトだ。

　無力化するのに直接殴ると服が汚れそうなので、ここまで運んできたカメレオン迷賊の頭をぶつけて気絶させ、「理力の手マジツク・ハンド」で迷賊を縛り上げた。

「こいつも、異相か……」

　この迷賊も一般的ではない容姿をしており、頭部の上半分が昏くらい水色の結晶で覆われていた。

　魔人薬の副作用で姿が変わってしまった者は、意外に多いのかもしれない。

　続いて「区画の主エリア・マスター」級の魔物が徘はい徊かいする回廊を横切り、毒虫や影小鬼デミゴブリン・アサシンが潜む細くて視界の悪い通路を縮地で抜けると、山城のような雰囲気をした迷賊達の前線基地に辿たどり着ついた。




「ここからが本番のようだ」

　見張りらしき男達が二人ほど弓を担いで談笑している。

　この前線基地に詰めている迷賊は一〇人ほどで、レベル三〇台のヤツが一人いる他ほかは、レベル二〇以下ばかりだ。

　確実に押さえるべきなのは、「疾走」や「悪路走破」などのスキルを持つ伝令役だろう。

　もっとも、騒音で本拠地の連中に伝えられたら意味がないけどさ。

　オレはマップで情報を確認したあと、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で目視確認をするか少し迷ったが、実行せずに魔法欄を閉じた。

　奇襲前に勘が良い迷賊がいたら感づかれるかもしれないからだ。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で担いでいたカメレオン男とスライム男をその場に転がし、閃せん駆くで見張りの前に飛び込む。

「──えっ」

「──おまっ」

　二人が有意の言葉を発する前に、掌打を打ち込んで気絶させた。

　前線基地には壁がないようで、下からは見えなかった迷賊達の様子が見える。

　勘の良い迷賊がオレに気付き、脇わき目めも振らずに逃げだそうと足に力を入れたのが見えた。

　──させないよ？

　オレは縮地で迷賊の前に飛び込み、「疾走」スキルを持っていた兎人の迷賊を素早く無力化する。

「なん──」

　続いて武器に手を伸ばした迷賊達を、流れるようなステップで撃沈していく。

　中には一撃を入れた瞬間に、赤い光を散らすヤツが交ざっていた。

　ＡＲ表示によると、「魔身付与」という名前の支バ援フ効果のようで、魔人薬を過剰摂取状態になっているヤツら特有のモノらしい。

「小こ頭がしら！」

　──おっ？

　昏倒させたはずの迷賊が、半身を起こして声を上げた。

　予想以上にタフだった迷賊に追撃を入れて、今度こそちゃんと昏倒させる。

　先ほどの赤い光を散らしていた一人だったので、「魔身付与」というのはバリア的なモノだけでなく、耐久力アップや身体強化などの効果もあるらしい。

　オレにとっては手加減が面倒程度の差だが、同レベル帯の人間が戦うなら苦労しそうだ。

「見ない顔だが、赤鉄の探索者か？」

　遮しや蔽へい物の陰から、大物ぶった余裕を見せながらアラサーの半裸男が現れた。

「アニキ、餓が狼ろう丸まるです」

　半裸の男が後ろから現れた全裸の男から、黒い刃やいばの槍やりを受け取った。

　全裸男の言う餓狼丸というのは、この魔ま槍そうの事だろう。

「まったく、お楽しみの最中にきやがって──楽に死ねるとは思うなよ」

　半裸の男が魔人薬らしき丸薬を飲み込むと、身体からだの表面に赤い縄状の魔法陣が浮かび上がって消え、両腕が漆黒の鱗うろこに覆われていく。

「魔装──黒こく鱗りん」

　半裸の男が決め顔で言うのと同時に、彼の額にあった瘤こぶが伸びて二本の角に変わる。

　なかなか中二病的な技名だが、わりとダークヒーローっぽくてカッコイイ。

「げははは、恐れおののけ！　この方は迷賊王ルダマン様の右腕、魔戦士カース様だ！」

　全裸男が偉そうな顔で、半裸男の紹介をしてくれた。

　──いや、そういうのはいいから、お前は服を着ろ。

「来いよ、暗器使い。言っておくが麻ま痺ひ毒の類いは俺様には効かないぜ？」

　オレは素手なのだが、仲間達が瞬く間に倒されたのを見て、半裸の男はオレが麻痺毒の短剣を隠し持っていると思ったようだ。

「どうした、怖いのか？」

　魔槍を一振りした半裸の男が威圧感を篭こめた顔で顎あごをしゃくる。

　こいつは「槍」スキルや「瞬動」スキルの他に、「反撃カウンター」という珍しいスキルを持っていた。

　そのため、こちらから攻撃させたいようだ。

　せっかくなので、このスキルが学べるように、こちらの攻撃を反撃可能な速度に落として行ってみよう。

　オレはストレージから安物の短剣を取り出し、瞬動にならない速度で踏み込んで、半裸男を突く。

「──っち。やるな暗器使いっ！」

　かなり手加減をしたにも拘かかわらず、半裸男は避よけるので手一杯で、カウンターを発動できなかったようだ。

　しかたない──オレは持っていた短剣を捨てて、あからさますぎるテレフォンパンチをお見舞いする。

「舐なめやがって！　餓狼魔貫撃！」

　半裸男が技名を叫びながら、カウンター攻撃を放ってきた。

　槍の周りを黒い靄もやのようなモノが渦を巻き、ドリルのように全すべてをえぐり取ろうと迫ってくる。

　──素直に喰らったら、痛そうだ。

　オレは魔力鎧よろいを纏まとった手で、命中する寸前の槍を払い、返す手でそのまま半裸男の顎を打ち払う。

　男の身体を覆っていた赤い光が砕けた。





＞「反撃」スキルを得た。






　よし、スキルゲットだ。

「ぐぉおおおお」

　半裸男が野太い悲鳴を上げながらも、その場に踏みとどまる。

　今の一撃で気絶させられたと思ったのだが、こいつはなかなかタフなようだ。

　オレは空いている手で男の肩を摑つかみ、気絶するまで打ち払った手を往復させる。

「──ぶばばばば」

　半裸男は何か言おうとしていたみたいだが、頰を連打されてはまともに話す事もできずに顔を腫はらして気絶した。

「アニキを放せ！」

　残った全裸男が曲刀を振り上げて襲ってきた。

　ここの迷賊はコイツで最後だ。

　有効にしたばかりの「反撃」スキルが、曲刀を避けてカウンターを入れるタイミングを教えてくれる。

　スキルの導くままに拳を振ると、いつもより少ない力で昏倒させる事ができた。

　まあ、誤差程度だけどさ。

「さて、こいつらを全部運んでいくのは面倒だな」

　オレは地面に転がる迷賊達を見回しながら、独りごちる。

　おあつらえ向きに地面が剝むき出だしになっている場所があるし、ここは迷宮の構造的に湧わき穴あなができなそうだから、ここに一時的な牢ろう獄ごくを作ろう。

　オレは男達を縛り上げ、地面が剝き出しになった場所に武装解除して集める。

　魔法欄から土魔法の「土壁ウオール」を選ぼうとした時に、迷賊達の間から雄お叫たけびが上がった。

「お、おでのスライムはさいきょぉおおおおおお！」

　二番目に倒したはずのスライム男が、早くも昏倒から復帰して襲いかかってきた。

　赤黒い光を帯びている様子を見る限り、いつの間にか魔人薬を飲んだようだ。

　彼を縛っていた縄は、指先から生えた水晶風の刃で切ったらしい。

「くらぅええええぇ」

「──うげっ」

　スライム男が口や鼻から粘液状の触手を伸ばしてきたのを見て思わず変な声が出た。

「びっくり人間コンテストかよ」

　ぼやくオレの視界に、粘液状の触手がパラサイトスライムというスライムの一種だとＡＲ表示された。

　名前からして、スライムを寄生させていたらしい。

　気絶させる時に雷杖で感電させていなかったら、このスライムが出てきて反撃してきたのかもね。

　ネトネトのこいつとは格闘戦をしたくなかったので、常時発動させている「理力の手マジツク・ハンド」で足を摑んで転ばせる。

　オレはヤツが起き上がる前に雷杖を取りだして、従僕のスライムごと電撃で痺しびれさせた。

「逃げられると思うな！」

　オレがスライム男にかまけている隙すきに逃げようとしていたカメレオン男を、ストレージから出した石槍で壁に縫い止める。

　魔人薬で異相に変わったヤツらは、自然回復速度も普通よりかなり速いらしい。

「くぇああああお」

　悲鳴まで人外な感じだ。

　オレはカメレオン男を前回より強めに殴って昏こん倒とうさせ、他の迷賊達とセットにして土壁ウオールの魔法で閉じ込めた。

　怪力で変人揃ぞろいの迷賊達でも、厚さ五メートルの土壁を崩すのは容易ではないはずだ。

　タフな事に、早くも目を覚ました半裸男の悪態が、小さな空気穴から聞こえてきた。

「後で回収にきてやる。大人しく待っていろ」

　オレはそう告げて、迷賊の前線基地を後にする。

　その後、いくつかの見張り台を制圧し、本拠地へと到着した。

　最初の帰還転移リターンから所要時間三〇分──ちょっと時間を掛けすぎかもしれない。




「油断大敵ってね」

　あくびをしてた本拠地の見張りを、こっそりと忍び寄って制圧する。

　オレは素早くマップと本拠地の地形を確認し、脱出路および迷賊達に囚とらわれた人達のいる区画への通路を確認した。

「封鎖っと」

　オレは土魔法の「土壁ウオール」で、四箇所の通路を塞ふさぐ長大な壁を作り出した。

　この大広間は地面が剝き出しになっていないが、普段の三倍から五倍くらいの魔力を篭めれば壁を作る事ができる。

　いつもより脆もろいが、そのかわりに分厚くしてあるから問題ないだろう。

「な、なんだ?!」

「迷宮のヤツ、本気出しやがった！」

「壁だと?!」

　慌てる迷賊達の言葉を無視して、オレは一箇所だけ下へ抜ける脱出口を塞ぐべく、閃駆で中央の建物を強襲する。

　──自在盾フレキシブル・シールド。

　建物と激突する寸前に、中級術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」を生み出して衝撃を緩和する。

　オレが激突した壁は発泡スチロールのように脆く砕け、轟ごう音おんと土煙で中にいた迷賊達をパニックに陥れる。





＞称号「強襲者」を得た。






「て、敵襲だ！」

「他の迷賊共か！」

「いや、こんなことができるのは魔族だけだ！」

　──誰だれが魔族だ。

　おっと、一人の迷賊が脱出口から逃げようとしている。

　オレは縮地でそいつの前に回り込み、そいつが持ち上げようとしていた石いし蓋ぶたを踏みつける。

「良い判断だが、少し遅かったようだな」

「ちっ、この仮面野郎！」

　迷賊が腰の剣を抜いて斬きりかかってくる。

　黒い刃の片手剣が赤黒い光を曳ひきながら迫ってきた。

「呪のろわれた魔剣か──」

　ＡＲ表示によると、片手剣は迷宮産の魔剣のようだ。

　呪われているという情報はＡＲ表示されていなかったが、一瞬だけ切り替えた瘴しよう気き視しで真っ黒だったので間違いないだろう。

　オレはストレージから取りだした安物の小剣で、迷賊の魔剣を切り払う。

　キンッと音がして、オレの小剣が折れた。

　やはり、安物は耐久性が低いね。

「無茶な突撃でヒビでも入っていたか？」

　オレの小剣が折れたのを見て、迷賊が嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべて片手剣を嫌らしい顔で舐める。

　今いま頃ごろ気付いたが、こいつの舌は蛇のように先が割れていた。

　よく見ると、腕も普通よりかなり長い。

「死にさらせぇええええ」

「命たまぁあ取ったるぅううううう」

　仲間が優位に立ったのを見てパニックが解けたのか、他ほかの迷賊達もダミ声を上げて襲いかかってきた。

　こいつらも、腕や足が虫やカニのような殻に覆われていたり、魔物のような毛が生えていたりしている。

　中には首から上が蛇の迷賊もいたが、そちらは蛇頭人という獣人の一種だった。

「うらぁああああ」

「でぇやあああああ！」

　四方八方から襲いかかる迷賊達を、ストレージから取りだした石いし槍やりで纏まとめて薙なぎ払はらう。

　軽く払っただけだが、全員が壁際まで吹き飛ばされていった。

「ど、どっから出しやがった」

「ちっ、魔法使いかっ」

「詠唱がなかったぜ。ありゃ、魔法道具マジツク・アイテムだ！」

　残念、ユニークスキルだ。

「お前ら！　クスリを使え！　出し惜しみはなしだ！　このイカレた仮面野郎を生かして返すな！」

　攻めあぐねる仲間達を見て、魔剣使いの迷賊が指示を出す。

　迷賊王ルダマンが留守中のリーダーはこいつのようだ。

「──余裕だな。魔人薬を飲んだ俺達は一〇レベル上の相手だって倒せるんだぜ」

　始末に困る魔人薬の処分が済むのを見ていると、リーダーが虚勢を張るように笑みを浮かべ、牙きばのような犬歯を見せた。

　悪いが、魔人薬で一〇レベル底上げしても、誤差だ。

　あと二八〇レベルほど足りないね。

「ウォオオオオ」

「キタキタキタァアアアア」

　迷賊達が次々と魔人薬を飲み干し、過剰摂取状態となった。

　彼らの身体からだの上に浮かんだ赤い縄状の魔法陣は、そのまま肌に吸い込まれ、彼らの異形を一段階上へと引き上げる。

　肘ひじから角が生え、上腕が裂けて刃やいばとなり、背中から翅はねや翼が伸びた。

　魔物と人のパッチワークのような姿だ。

「──歪いびつだな」

「へっ、魔人薬をやらないヤツには、この全能感は分かんねぇのさ」

　オレの呟つぶやきを拾った優男風の迷賊が、そう嘯うそぶく。

「迷賊王ルダマンが一の戦士、赤剣のガロン行くぜ！」

「一の戦士は俺様だ！　黒剣のアシロ──必殺『甲こう斬ざん剣けん』！」

「いきなりかよ！　奥義『溶岩流三連突き』！」

　漆黒の剣を構えたリーダーと紅色の剣を構えた優男が仲良く言い合いをしながら、同時に必殺技を繰り出してきた。

　魔人薬による身体強化もあって、凄すさまじい剣速だ。

　リーダーは斬撃、優男は突きらしい。

　もっとも、「先読み：対人戦」スキルのサポートがあるオレにとっては、避けるのも迎撃するのも自在だが、ここは迷賊達の心を折るためにも必殺技で返そうと思う。

　──閃光六連撃。

　かつて、公都でサガ帝国の勇者ハヤトから伝授された必殺技だ。

　閃光のような突きが六条煌きらめくと、至近を槍が通過した二人の迷賊が血ち飛沫しぶきを上げて吹き飛ばされていく。

　迷賊達は建物の壁を砕いて屋外へ投げ出され、室内に巻き起こった颶ぐ風ふうが残りのザコ迷賊達をノックアウトする。

　技に耐えられなかった石槍が手の中で崩れ、さらに轟音を上げて建物が崩壊してしまった。

　天駆で空に逃れたオレは、天井付近から迷賊達を見回す。

　石槍をかすらせてさえいないのに、余波だけで大した威力だ。

　さすがは勇者直伝だけあるね。




　最初の予定とは少し違ったが、屋外の迷賊達が呆ぼう然ぜんとして動けないようなので、今のうちに魔法欄から対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」を選択する。

　視界にＡＲ表示されるターゲットマークが、次々と迷賊達をロックオンしていく。

「──発射」

　口を開けて崩れた建物を見守る迷賊達に、頭上から最大一二〇発の「誘導気絶弾リモート・スタン」の雨を数セット喰らわせてやる。

　魔法の弾丸を受けた迷賊が次々と昏倒していくが、「魔身付与」の赤い光を散らせたヤツらは気絶までいかないか、気絶してもすぐに回復して物陰に隠れるのが見えた。

　魔人薬を過剰摂取したヤツらはなかなか面倒だ。

　オレは魔法欄から対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」ではなく、対魔物制圧用の「短気絶弾シヨート・スタン」を使用する。

　不可視の砲弾が降り注ぎ、迷賊と本拠地の設備を砕いていく。

　さすがに硬い甲虫の甲殻すら粉砕する「短気絶弾シヨート・スタン」を喰らって無事では済まないようで、ほとんどの迷賊達は重傷を負って気絶したようだ。

　一人だけ誘導機能のない「短気絶弾シヨート・スタン」を勘とダッシュで回避した迷賊がいたが、すぐにオレが掌打で昏倒させた。

「さて、次は人質救出作戦かな？」

　オレは四〇人ほどの迷賊を一箇所に集めて縛り上げながら呟く。

　多少疲れが出たのか、サトゥー口調になってしまったが、誰も聞いていなかったので別にいいだろう。

　マップを開いて位置を再確認する。

　拉ら致ちされた人達はここから数部屋向こうの広い部屋に監禁されているらしい。

　その方角から二人ほどの光点が近付いている。

「あん？　道を間違えたか？」

　一人は迷賊の男、もう一人は──。

「離せ！　この無礼者！」

「いいねぇ、上級貴族のお姫様は気が強くて」

　通路を封鎖した土壁の向こうから、二人の会話が聞こえてきた。

「ここで味見しちまうか？」

「私を穢けがせば身の代金が取れなくなるぞ！」

「くははははっ」

「何がおかしい！」

「あんたの親は、とっくにあんたを見捨てたぜ？」

「ば、ばかな！」

　なかなか、悲惨な話のようだ。

「高貴なお姫さんのそういう顔はそそるねぇ」

「な、何をする！」

「へっへっへっ、ルダマンのアニキがいない間に楽しもうぜ」

　布が破れる音がしたので、土壁を消して二人の前に躍り出る。

「だ、誰だ！　俺達の仲間に白髪はいねぇ！」

「仮面？」

　オレを見た二人が驚きの声を漏らした。

　今のオレは新作の「クロ」スタイルで、顔の上半分を白い仮面で隠している。

　頰ほお傷きずの下半分が仮面の下側から覗のぞいている感じだ。

「死ね！」

　ナイフを抜いた迷賊が襲いかかってくる。

　魔人薬を使っていないようなので、拉ら致ちスキルを意識しながら殺さないように悶もん絶ぜつさせる。

「これで、この辺りの迷賊は全すべてのようだ」

　オレはクロの姿の元ネタになった映画キャラの口調を思い出しながら声マネをする。

「あ、あの、救助を感謝いたします」

　窮地を救った二〇歳くらいの金髪の女性が、はだけた胸元を押さえながら礼を言う。

「私はエルテリーナ・ロンドルベールと申します。父は男爵ですが、祖父は軍閥に影響力のあるケルテン侯爵なので、あなたの望む以上のお礼は必ず」

　長い虜囚生活のせいか、貴族娘の肌は荒れて汚れ、臭においなどもいろいろとアレだが、身だしなみを整えれば、派手な顔立ちの美人になりそうだ。

　オレはアイテムボックスを開いて、胸元を隠すための布を差し出す。

「ですから、奥で捕らえられている人達も一緒に連れていって下さいませんか？」

「礼など不要だ。我は元より、迷賊に囚とらわれた者達を救助に来たのだから」

　自分を連れて逃げろ、ではなく、全員助けて欲しいと願う貴族娘を好ましく思いながら首肯する。

　普通なら無茶なお願いだが、オレなら特に問題なく実行できるしね。

「あ、あの、お名前をお伺いしても？」

「我は勇者ナナシの従者クロ」

　貴族娘が名を尋ねてきたので、迷賊退治をしながら考えておいた役割を告げる。

「ゆ、勇者様の？」

　驚く彼女の後ろで、迷賊の指がピクリと動くのが見えた。

　先に迷賊を片付けてこよう。

「しばし、待て」

「は、はい……」

　オレが四〇人ほどの迷賊達を宙に浮かべたのを見て、貴族娘が絶句した。

「い、いつの間に詠唱を？」

　さらに普通なら聞こえないくらいの小声で呟くのを、オレの「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　そう言えば、無詠唱って勇者や転生者の裏技しかないんだったっけ？

　クロは特に能力を隠す気はないけど、正体を特定されそうな情報はない方がいいだろう。

　これからは古代語辺りの言葉で「浮遊」や「転移」みたいに口で言って、「幻影イリユージヨン」の魔法で適当なエフェクトでも出して、神代の秘宝アーテイフアクトによるモノを使っていると言い張る事に決めた。

「で、でも、『理力の手マジツク・ハンド』でこんなにたくさん人を浮かべられるはずが……何かのスキルなのかしら？」

　彼女は魔法スキルを持っていないのに、術理魔法に詳しいらしい。

「我が主あるじから与えられた神代の秘宝によるモノだ」

「──秘宝」

　オレの言葉に、貴族娘が感嘆したように呟いた。

「すぐに戻る。移動せずにこの部屋で待っていろ、『転移』」

　オレは水筒を貴族娘に押し付けて、迷賊達を連れて迷宮内の別の広場に帰還転移リターンする。

　ここは二回目の迷宮探索で、仲間達が魔物を枯らした広場の一つだ。

　迷宮内でも土魔法が阻害されない土が剝むき出だしになった場所なので、迷賊達の一時保管用にこの場所を選んでみた。

　先に牢ろう獄ごくを作った迷賊の前線基地でも良かったのだが、他ほかの拠点の迷賊達も全て閉じ込めるのは面倒だったので、広いココにしたのだ。

　武装解除した迷賊達を牢屋予定地に置いて、天井までの分厚い土壁で閉じ込める。

　穴を掘って脱獄されるのを防ぐために床も土壁で固めてあるので、便利なスキルや怪力があろうと数日で脱出する事はできないだろう。

　一応、女性らしき迷賊もいたので、男女で分けて投獄しておいた。

　土魔法の「土壁ウオール」を使えば一瞬なので、大した手間はないしね。

　土牢に閉じ込めた迷賊達には、食料を与えていないが、数日分の水が入った樽たるを一緒に入れてあるから、飢えはしても死ぬ事はないだろう。

　──そうだ。

　オレは「蔦つたの館やかた」のレリリルに空間魔法の「遠話テレフオン」で話しかける。

『レリリル、もう少ししたら、迷賊達に監禁されていた人達を連れていく事になる。受け入れ準備を頼む』

『はい、サトゥー様！　個室で用意いたしますか？』

　レリリルの問いに少し思案する。

　監禁されていた人達は酷ひどい目に遭わされていたはずだし、一人にしない方がいいだろう。

『大部屋と数人単位で使える部屋をいくつか用意しておいて欲しい』

『はい！　承知しました！　大至急準備します!!』

　レリリルは元気良く快諾してくれた。

　オレは彼女に感謝の言葉を告げ、先ほどの貴族娘が待つ迷賊のアジト近くに設置しておいた「刻印板」へと「帰還転移リターン」する。





◆






「だ、誰だれ！」

　アジトに入るなり、包丁を構えた貴族娘が金髪を振り乱して誰すい何かしてきた。

　迷賊達が使っていた包丁を護身用に調達したようだ。

「待たせたな」

「ク、クロ様」

　──様？

「救助に向かうぞ」

「は、はい。ご案内いたします」

　先導しようとする貴族娘の肩を摑つかんで待ったを掛ける。

「男性に触られるのは厭いやかもしれんが、しばらく我慢しろ」

　オレはそう宣言して、貴族娘をお姫様抱っこで抱え上げる。

　貴族娘はビクリと震えたが、紅潮した頰や表情からして嫌悪感は抱いていないようだ。

「あ、あの？」

「怖かったら目をつぶっていろ」

「は、はい！　初めてなので優しく──」

　何か勘違いした発言をする貴族娘に、安全確保のための「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法をかけてから、連続縮地で監禁場所へと高速移動する。

　それにしても、迷賊に酷い目に遭わされていたはずなのに、さっきみたいな冗談が言えるなんて、この子はなかなか胆力があるようだ。

　オレはマップを頼りに高速移動を続け、ものの数十秒で目的地へと到着した。

「この岩の向こうか？」

「は、はひ、そうれす」

　高速移動で目を回した貴族娘が、呂ろ律れつの回らない言葉で肯定する。

　監禁場所と通路を塞ふさいでいた鋼鉄の支え棒と岩を退どけ、監禁場所の薄暗い広場へと足を踏み入れた。

　黒い粒の麦や暗赤色の実を持つ蕎そ麦ばのような作物が植えられた畑が見える。

　あれが魔人薬の主材料である自滅茎や破滅草らしい。自滅麦や破滅蕎麦と言った方が見た目に即していると思う。

　監禁されている人達の居住区は、最奥の方にあるようだ。

「エルテリーナ！」

「リーダー！」

　広場に入るなり、赤毛と栗毛の娘達が一緒に来た貴族娘に抱きついた。

　この二人は女性の探索者仲間で、どちらも貴族出身のようだ。

　紛らわしいので、最初に出会った貴族娘を金髪貴族娘と脳内で呼称しよう。

「お前達を救出に来た。全員をここに集めろ。ここから持ち出したい品があったら持ってきて構わん」

　オレの事を訝いぶかしげに見ていた娘達だったが、金髪貴族娘が頷うなずくのを見て歓喜の叫びを上げる。

　遠巻きにしていた人達が、彼女達の声に惹ひかれて集まってきた。

　この広間にいるのは四三人全員が女性らしい。

　なぜか、六人ほどが住居区画から離れた場所に引きこもったままだ。

「これで全員か？」

「他に薬くす師しが四人と錬金術士が一人います。ポリナに呼びに行かせているので、すぐに来ると思います」

「そうか」

　金髪貴族娘に首肯し、オレは集まってきた女性達に向き直る。

「本当に出られるの？」

「家族の所へ帰れる」

「あたし達助かるんだ……」

　さっきの貴族娘達以外は、喜びよりも戸惑いが大きいようだ。

　そうだ、一応、注意しておこう。

「これからお前達を迷宮の外に脱出させる」

　オレは全員が理解するのを待って言葉を続けた。

「だが、今すぐ家族の下に返してやるわけにはいかない」

　女性達の間から悲鳴や泣き声が上がったので、すぐに続きを口にする。

「お前達を解放する前に、他の場所に捕らえられた人達を救い出さねばならん。ほんの数日間だけ我慢してくれ」

　実はこの言葉は半分噓うそだ。

　彼女達がここで「魔人薬の材料を栽培していた」事を知ったシガ王国の偉い人達が、彼女達を始末してしまわないか心配だったので、その対策を練る時間が欲しかったのだ。

「このまま地上の隠れ家へ転移する」

「ま、待ってくれ！」

「待って下さい」

　筋肉質な女性と金髪貴族娘がオレを止めた。

「なんだ？」

「薬師を呼びにやらせたポリナが戻っていません」

　そういえばそんな話があったっけ。

「心配するな。そちらは後で回収に来る」

　オレは金髪貴族娘にそう告げて、筋肉質な女性の方を向く。

「お前の用件はなんだ？」

「向こうの拷問部屋に、あたしの仲間やこいつらの仲間の遺体がある。せめて探索者証か遺髪だけでも地上へ連れて帰ってやりたい」

　オレはマップを開いて拷問部屋とやらを確認する。

　間の通路には麻ま痺ひ毒や石化の能力を持った危険な魔物が徘はい徊かいしているようだ。

「拷問部屋への通路は危険だ。遺品なら我が代わりに回収してきてやる」

「お願いだ！　あたしを連れて行ってくれ。仲間達に弔いの言葉を掛けてやりたいんだ」

　オレだけで行こうとしたのだが、どうしても行きたいと筋肉女性が訴えたので、譲歩することにした。

「分かった。ただし、連れて行くのは二人までだ」

　あんまり多いと守るのが面倒だからね。

「ならば、私が姐あね御ごさんと一緒に行きます」

　直すぐさま名乗り出たのは金髪貴族娘だ。

　筋肉女性は虜囚達の間で「姐御さん」と呼ばれていたらしい。

「分かった。ではしばらく二人で待っていろ」

　オレは二人以外の女性達と荷物を「理力の手マジツク・ハンド」で持ち上げ、「帰還転移リターン」で地上の「蔦の館」へと転移する。

「こ、ここは？」

「お姉ちゃん、お日様だ！　お日様が見えるよ」

「外？　本当に外なの？」

　蔦の館の庭に転移した女性達が、空を見上げて涙を流す。

　オレは迎えに出てきたレリリルに後を任せて迷宮へと戻った。





◆






「ここが拷問部屋か？」

「ああ、あたしも来た事がないけど、この血の臭においは間違いない」

　迷宮に戻ったオレは、金髪貴族娘と姐御さんを連れて拷問部屋へとやって来ていた。

　それにしても……光源を松たい明まつにしたのは失敗だったかもしれない。

　血ち塗まみれの拷問器具や腐敗臭、それにハエのような小虫が集たかる穴、これらのスプラッタでホラーな雰囲気を、松明の揺れる炎が作り出す陰影が強調している。

　なんていうか、某超有名ホラーゲームにたとえると、正気ＳＡＮ値がガンガン削られそうな感じだ。

　その証拠に──。





＞「狂気耐性」スキルを得た。






　──とログに表示されていた。

　精神耐性や恐怖耐性との違いが少し気になるが、スキルポイントも大量に余っているし、この蝕むしばまれた気分を癒いやすためにもスキルを最大まで割り振って有効化アクテイベートしておいた。

「ガルツ、ザハナ、ボドリナ──アンタ達の無念はこの人が晴らしてくれたよ」

　姐御さんが穴の底の遺体を見下ろしながら呟つぶやく。

　オレは彼女の別れをジャマしないように、後ろからその姿を見守る。

「迷賊達は男の人を捕まえると、慰み者にした後に仲間になるか死ぬまで拷問を受けるか選ばせるんです」

　金髪貴族娘が小さな声で教えてくれる。

　この部屋と畑の部屋は通気口が繫つながっていて、この部屋の悲鳴がダイレクトに届くそうだ。

　まったく、迷賊達の悪趣味さに吐き気がしてくる。

「女性達はあの部屋に入れられて変な植物を育てさせられますが、十何日かに一度、迷賊達が現れて新しい女性を連れてきて、その代わりに一人女性を連れて行くんです」

　連れて行かれた女性は、拷問部屋で男性達同様に死ぬまで酷い目に遭わされるらしい。

　その悲鳴を聞かされるだけでも辛つらいのに──。

「自分が選ばれなかった事にホッとする自分が死ぬほど嫌いでした」

　涙声で独白する金髪貴族娘の頭を胸元に抱き寄せてやる。

　くぐもった声で泣く娘をあやしている内に、姐御さんは死んだ仲間達との別れを終えたようだ。

　仲間の探索者証を回収しに穴に入ろうとしていた姐御さんを止める。

　オレは穴の中にあった人骨や探索者証らしきモノを「理力の手マジツク・ハンド」でアイテムボックスに収納するパフォーマンスを見せつつ、こっそりと穴の奥に伸ばした「理力の手マジツク・ハンド」で触れて、丸ごとストレージに収納した。

　せめて、日の当たる地上の墓所に葬ってやりたかったからだ。

「クロ様、この魔法陣はなんでしょうか？」

　顔を背けて涙を拭ふいていた金髪貴族娘の指差す先には、ドクロや人骨で装飾された禍まが々まがしい魔法陣があった。

　瘴しよう気き視しを有効にしてみるとこの部屋全体が暗くなるほどの瘴気がある事が判明し、さらに魔法陣自体も瘴気や呪じゆ詛そを練り込むようにして構築してある事が判わかる。

　それにしても、これだけの瘴気があって、非業の死を遂げた遺骨が穴の中でアンデッド化していないのが不思議だ。

　恐らく、この魔法陣が抑制しているのだろう。

　魔法陣が載っている資料をパラパラ捲めくりながら、「画像検索でもあれば」なんて思ってしまった。

　──ん？　検索ヒット？

　なんと、ストレージは画像検索も可能だったらしい。

「狂気の増幅と拡散。負の感情を増幅して広範囲に撒まき散ちらす装置のようだ」

　オレは公都の地下で魔王を復活させた邪教徒「自由の翼」の連中が持っていた資料から、その事を知った。

　資料によると、黄肌魔族が連中の先祖に伝えた魔法陣らしい。

　連中が魔王復活のために使っていた「邪念壷カオス・ジヤー」や「呪じゆ怨おん瓶」が完成する前までは、この魔法陣が魔王を復活させる土壌作りに用いられていたようだ。

　もしかしたら、ルダマンが言っていた「黄衣の魔法使い」は、黄肌魔族の関係者なのかもしれない。

「破壊しますか？」

「勿もち論ろんだ」

　せっかく公都で魔王を倒したのに、こんなのを放置して再復活されたら面倒だ。

　オレは邪悪な魔法陣を聖碑の青い光で浄化する。

「青い聖なる光？」

「白髪の旦だん那な──クロ様が勇者様の従者っていうのは本当だったんだな」

　金髪貴族娘と姐御さんが、称賛と憧しよう憬けいの眼まな差ざしでオレを見る。

　いやいや、聖碑は誰だれにでも使えるから。

　青い光を出すのは、青液ブルーでカスタマイズしたオレの聖碑だけだけどさ。

　なお、ちょっとした考えがあるので、物理的な破壊は最小限にして拷問部屋を後にした。




「──ここから出たくない？」

　金髪貴族娘に案内されて行った薬師達の小屋で、オレは代表の錬金術士の娘からそんな言葉を聞かされた。

　なお、姐御さんは救出した人達を纏まとめさせるために、先に他ほかの娘達と合流させてある。

　どちらかというと、金髪貴族娘も一緒に置いてきたかったのだが、薬師の所に行かせたポリナという娘が心配だからと、強引にオレについてきたのだ。

「理由を聞こうか」

「私は錬金術士、そっちの子達は薬師ギルドの徒弟だったんです」

　それと出たくない理由が繫がらなかったので、黙って彼女達の言葉を待つ。

「私達はここで屍しかばね薬やくや魔人薬を作らされていました」

　彼女達が作ったという薬を見せて貰もらったが、屍薬や魔人薬はどれも品質が劣悪なモノばかりだった。

　たぶん、彼女達はこれらの薬を作るだけのスキルがなかったのだろう。

　迷賊の本拠地に残る魔人薬は劣悪じゃないモノもあったので、ルダマンは外部に材料を売却して製品を購入しつつ、自分達でも密造を進めていたようだ。

「外に連れ出されたら、屍薬や魔人薬を作った罪で晒さらし者ものにされた後、公開処刑されます」

　なら、ここで野垂れ死んだ方がマシだと錬金術士や薬師の娘達が訴える。

　ちなみに、たとえ脅迫されて行ったとしても、情状酌量の余地はないそうだ。

「迷宮都市の外に逃げれば良い」

「いいえ……」

　娘達は自分達の罪を悔いており、逃げ延びて自由に暮らすのに罪悪感を持っているらしい。

「事情は分かった。考慮してやるから、ここを出てから考えろ」

　オレは有無を言わせずに「蔦つたの館やかた」へと転移した。

　彼女達の葛かつ藤とうに付き合うのは、他の子達を救って迷賊を全すべて捕縛し終わってからだ。

　なお、この子達は確実に栽培の事実を知っているので、レリリルに言って他の娘達から隔離した部屋に収容しておいた。





◆






「なんだキサマは！　俺様を誰だと思ってやがる！」

「キサマなど知らん」

　対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」の雨を喰らっても元気に襲ってきた迷賊を殴り飛ばす。

　オレは金髪貴族娘や薬師達を「蔦の館」に送った後、他の迷賊アジトを順番に退治していった。

　虜囚がいる拠点はここが最後だ。

「まだまだぁああああ！」

　手加減が甘かったのか、迷賊が血塗れで立ち上がる。

　まったく、魔人薬を過剰摂取したヤツらは、中途半端にタフ過ぎて面倒だ。

「いい加減に寝ていろ」

　オレは赤く光る大おお鉈なたを振りかぶる迷賊の懐に縮地で飛び込む。

　いつもより手加減を少なめにして殴ると、迷賊の骨が粉砕される嫌な感触がオレの掌てのひらに伝わる。

「げぼほぁあああ」

　どうやら、殴る前にこいつの「魔身付与」効果は尽きていたようだ。

　瀕ひん死しの重傷を負った迷賊が血を吐きながら地面を転がる。

　死なれても後味が悪いので、前の迷賊拠点で押収した粗悪な魔法薬を振りかけておく。

「う、動くな！　この人族の娘を殺すぞ！」

　最初の方に倒した迷賊が復活して、慰み者にされていた女性を人質にしてオレを脅迫してきた。

「きゃははははは」

　女性は度重なる暴行に正気を失っているのか、首筋をナイフで傷付けられても、けたたましく笑うだけで怯おびえる様子もない。

「まったく、厭いやになる」

　迷賊のタフさも、ヤツらの所業も。

　心が壊れるほど酷ひどい目に遭わされた人達を助けた事は何度もあるけど、こればっかりは慣れるものじゃない。

　まるで、心に澱おりが溜たまるような気分だ。

「さっさと武器を捨てろ！　お、俺は本気だぞ！」

　迷賊のナイフが更に女性の首を傷付ける。

　オレは迷賊の脅迫を無視して縮地で飛び込み、頭部を粉砕しない程度の威力で殴りつける。

　ナイフを持つ迷賊の手は、複数本の「理力の手マジツク・ハンド」で押さえていたので、ピクリとも動かない。

　吹き飛んだ迷賊が、固定された手を基点に変な動きと骨折音を響かせていたが、それに対する同情や哀れみは湧わいてこなかった。

　オレはこの拠点の迷賊達を集めて、最初の拠点を制圧した時に作った牢ろう獄ごく部屋に「帰還転移リターン」で連行して、新しい土壁の牢獄に投げ込んでおく。

　幾つも並ぶ土壁の牢獄の中からは迷賊達の怒声が続いていたが、オレはそれに取り合わず、捕まっていた人達を助けに向かうため、先ほどの拠点へと戻った。

「ここも実がスカスカか……」

　これまで迷賊達の拠点の半数に、破滅草や自滅茎を栽培するための畑があった。

　だが、最初に訪れたルダマンの所有する畑以外は、いずれも畑の半分以上が枯れており、枯れずに残っているモノも大半が実を付けていなかった。

　最初の拠点とそれ以外の違いと言えば、あの怪しい魔法陣だ。

　恐らく、あの魔法陣こそが、魔人薬の素材栽培で重要なファクターを占めているのだろう。

「黄衣の魔法使いか──」

　たしか、ルダマンは自分達に栽培方法を伝授したヤツをそんな風に呼んでいた。

　もう一度ルダマンに会って、その辺の話を聞いてみた方が良さそうだ。

　ルダマンが収監されている地下牢は封鎖されているし、忍び込むのは最終手段として、先にギルド長達に魔法陣関係の情報を与えないとね。

「……あ、あの」

　躊躇ためらいがちな声に振り向くと、今にも死んでしまいそうなほど疲弊した数人の女性達がいた。

　先ほどの笑い続けていた女性は死体のように静かだ。

「許せ、少し考え事をしていた。今からお前達を安全な場所に連れて行く」

　オレの言葉に、女性達はようやく微かすかな笑みを浮かべてくれた。

「近寄れ──『転移』」

　オレは女性達を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかみ、「帰還転移リターン」の魔法で地上の「蔦の館」へと戻った。




「──クロ様！」

　オレを見つけるなり、黄色い声を上げて駆け寄ってきたのは金髪貴族娘だ。

　身だしなみを整え、化粧を施した顔は年より大人びて見える。

　安物だが貴族出身者には化粧品の他にドレスや靴なども与えておいた。

　なかなか派手な美女だが、女優と言うよりはビジネスの世界で映えるタイプの理知的な美女といった風体だ。

「見違えたぞ」

「ありがとうございます！」

　輝くような笑顔でハキハキと答える。

　オレがもう少し若かったら、彼女が自分に惚ほれていると勘違いしそうな勢いだ。

　彼女の後ろでは地味な女性が順番を待っていた。

「クロ様、私ども平民にまでこのような厚遇をありがとうございます」

「不足するモノはないか？」

「いえ、十分すぎるほどです」

　彼女はポリナという運搬人の女性で、最初の迷賊拠点で薬くす師し達を呼びにいっていた人だ。

　運搬人や探索者は粗野な人が多いのだが、彼女の丁寧な言葉には落ち着きと教養を感じる。

「クロ様、白さ湯ゆです」

「ああ、ありがとう」

　ポリナが差し出してくれた白湯を飲んで喉のどを潤す。

　白湯から上がる湯気の向こうで、姐あね御ごさんが先ほど迷賊達から助けた娘達を気遣って部屋に案内してやっているのが見えた。

「きゃはははは」

「落ち着け。すぐに楽にしてやる」

　姐御さんが心を病んだ娘に物騒な発言をしていたが、これは安楽死させるという事ではなく、レリリルの家魔法による治癒を施す事を指す。

　彼女以前にも何人か同じような娘がいたのだが、レリリルが使う家魔法の「傷心介護マインド・ケア」や「精神休養レキユプレーシヨン」で、心の平安を得ていたようだ。

　──さすがは家妖よう精せい。

　思ったよりもすごい魔法にレリリルを褒めたら、お調子者の子供のように鼻高々で胸を張っていた。

　レリリルによると、魔法の効果は一時的なものらしいが、今はそれでもいいと思う。

　今の彼女達に必要なのは、安息と癒いやしなのだから。

　そんな風にレリリルがケア役に回ったので、助けた娘達の世話はこの三人──金髪貴族娘のエルテリーナ嬢、運搬人のポリナ、姐御さんこと筋肉質な探索者のスミナ──に仕切らせている。

　金髪貴族娘は人に指示するのが上う手まく、運搬人のポリナは人望があり折衝や交渉が得意で、姐御さんは揉もめ事ごとを解決するのが巧みだった。

　なお、火事で救出したティファリーザ達五人は、レリリルの補佐や金髪貴族娘との連絡係に働いて貰っている。

　この子達が路頭に迷うようなら、オレが出資して事業でも始めさせたら面白いかもしれない。

「何か足りないモノはないか？」

「あ、あの……食料が、その……」

　金髪貴族娘が遠慮がちに口ごもるので、ポリナに視線を送って続きを促す。

「食料が不足しています」

「ならば、食料庫に出しておこう」

　そう言えば忘れていた。

　元々レリリル一人しか住んでいなかったんだし、救助した娘達の数が二〇〇人近い今では備蓄が不足しても不思議ではない。

　なお、救助した娘達の内訳は、探索者や運搬人が多く、薬師や錬金術士、神官や兵士、娼しよう婦ふなどの職種の者達も少数いた。

　身分では平民が圧倒的に多く、二割強が奴隷で、貴族階級も思ったよりも多い。

「何か食べたいものはあるか？」

「元々、雑草を囓かじるような生活でしたから、食べられるものなら多少傷んでいても大丈夫です」

　オレの問いに、ポリナが自じ嘲ちよう気味の笑顔で言う。

「なら、栄養のある食材にしておく。後で確認しておけ」

　この「蔦の館」には温度管理機能付きの食料庫があるから、米と野菜、ビタミン補充の甘味に数個の山樹の黄おう橙とう果実、それからトンサイズのクジラ肉や蛸型海魔オクトパス・クラーケンのブロックを一切れずつ入れておこう。

　でも、その前にちょっと確認しておきたい事がある。

「お前達は迷賊がお前達に何を作らせていたか知っているか？」

「はい、同じ拠点にいた錬金術士や薬師達が口論しているのを聞いて……」

「私は王立学院に通っていた時に、薬草辞典で見たことがあります」

　ポリナと金髪貴族娘が答える。

　賢明な事に、どちらも栽培していた作物の名前を口にしなかった。

「他ほかの者達もか？」

「いいえ、偶然聞いた者が他にもいるかもしれませんが、私の他は錬金術士と薬師達くらいだと思います」

「私は他言していないので、恐らく誰だれも」

　ふむ、思ったよりも少ないようだ。

「クロ様……」

　考え込んだオレを見て自分達の悪い未来を想像したらしく、ポリナと金髪貴族娘の顔色が悪い。

「そんな顔をするな。お前達を見捨てるつもりはない」

　どうしても闇やみに葬られてしまいそうなら、エルフ達のボルエナンの森に隠れ里でも作って貰って、そちらに移住させるという手もある。

　お節介が過ぎる気もするけど、中途半端なところで放り出すのは寝覚めが悪いからね。

「お前達二人に頼みがある。雑談の合間にでも、自分達が何を育てていたか知ってる者を探って欲しい」

　スパイみたいで悪いが、知っている者を選別するのは必要だ。

　真偽が簡単に判明できたら簡単なんだけど、オレが知っているのは審議官による判定くらいだ。

　助け出した中に審議官がいれば良かったんだけど、そんな都合の良い現実があるわけない。

　二人に調査を頼み終わった直後に、一つの光点が近付いてきた。

「クロ様！　あたしにも何か仕事はないか？　あれ？　何か深刻な話？」

　やって来たのは「姐御さん」の愛称で呼ばれている女探索者のスミナさんだ。

「スミナ、君は迷賊に育てさせられていた品が、ガボ麦とガボ蕎麦だと知っていたか？」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、自滅茎や破滅草を連想できないような適当な名前をでっちあげ、姐御さんにカマを掛けてみた。

　ポリナと金髪貴族娘が一瞬だけ驚いた顔をしたが、すぐにいつも通りの顔に戻る。

「へー、あの気味の悪い作物って、そんな名前だったんだね。もしかして、クソまずいガボの実の親しん戚せきか？」

「ああ、迷賊達がゴブリン軍団を作るために育てていたそうだ」

「うっひゃー、迷惑な話だね」

　オレが詐術スキルの助けを借りてでっちあげた話を信じたようだ。

　どうやら、姐御さんは育てていたのが魔人薬の材料だとは知らなかったらしい。

「あまり人に知られていい話ではない。ここだけの話にしておけ」

「あ、ああ、分かった」

　彼女がどの程度口が堅いか分からないが、「ここだけの話」というのは往々にして広まるモノだ。

　それに、姐御さんとの会話の途中で、廊下を通りかかった口の軽そうな娘が盗み聞きしていたから、明日あしたにでも全体に拡散するに違いない。

　自分達が何を作っているか知らなかった者も、この話を聞いて好奇心を満たしてくれるだろう。

　噓うそっぽい情報でも、知っているとそれなりに納得するモノだしね。




「それで、クロ様、何か用事はないかな？」

「ふむ、用事か──」

　オレは雑用を求める姐御さんに、迷賊の拠点で回収した道具や装備の再整備を頼む事にした。

　装備を失った彼女達にプレゼントしてもいいし、売却させて新しい装備代金の足しにして貰もらってもいい。

　中庭の一角にアイテムボックス経由で品々を取り出し終わる頃ころに、姐御さんが暇そうな娘達を集めて戻ってきた。

「くっさ」

「確かに凄すごい臭においだ──『消臭』」

　オレは悪臭に満ちたガラクタに魔法を掛けた。

「すっげー！　クロ様凄いよ！」

　臭わなくなった鎧よろいや道具類に姐御さん達が大げさに喜ぶ。

「迷賊の奴やつら、思ったよりも良い装備だよね」

「甲虫の甲殻鎧に迷宮土亀の大盾、それに蟷かま螂きり鎧まであるよ」

「武器も凄いぜ、蟷螂大剣に護衛蟻ガーデイアン・アントの刃腕から作った剣に、すげー、『蟻あり翅はねの銀剣』まであるじゃないか」

　探索者娘の一人が持ち上げた銀剣とは名ばかりの灰色の剣には見覚えがある。

　公都の闇オークションでも見掛けた魔物素材で作る魔剣の一種だ。

「一度でいいから、こんな剣を装備して迷宮で戦ってみたいね」

　姐御さん達が憧あこがれの篭もった瞳ひとみで、「蟻翅の銀剣」を見る。

「まったくだ。金貨三〇枚なんて、いつ貯ためられることやら」

「親方んトコの中古で、前に金貨二〇枚で出てたぜ」

「中古はすぐ壊れるからなー」

　どうやら、彼女達にとって憧れの装備のようだ。

　その銀剣を与えてもいいが、生あい憎にく一本しかない。

　素材の「精鋭蟻エリート・アントの翅」ならストレージに捨てるほどあるしレシピも分かるので、今晩にでも一本試作して簡単そうなら量産してプレゼントしてやろうかな？

　無闇に無償で与えるのは良くないらしいから、迷賊連行なんかを手伝わせる対価にでもしよう。

　その場を姐御さんに任せ、忙しく指示出しをしている金髪貴族娘の所に行く。

「我は迷賊退治に戻る。明日の朝にまた顔を見せる。何かあればレリリルに相談しろ」

「は、はい、クロ様！」

　オレは食料庫を先ほどの食材で満たした後、迷宮に戻り、虜囚のいない小規模な迷賊達のアジトを虱しらみ潰つぶしに制圧して回る。

　最終的に一〇〇人を軽く超える数の迷賊達を土壁の牢ろう獄ごく送りにした。

「ふう、疲れた……」

　取りあえず、迷賊捕縛と虜囚救助は完了したし、今日のところは勇者活動は営業終了だ。
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「──どうぞ」

　サトゥーの姿に戻ったオレが、迷宮から屋敷に「帰還転移リターン」で戻ってすぐに、執務室のドアがノックされた。

「おかり～」

「お帰りなさいなのです！」

「サトゥー」

　オレが声を掛けると年少組が雪な崩だれ込んでくる。

　どうやら、タマかミーアのどちらかが、オレの帰還を察知したようだ。

「おかえりなさい、ご主人様。迷賊退治の方は順調？」

　扉を閉めたあとに、アリサがそんな事を尋ねてきた。

「ああ、それなら終わったよ」

「──へ？」

　アリサのこういうマヌケ顔は、わりと可か愛わいいと思う。

「も、もう終わったの？　一箇所だけにしても早すぎない？　まだ半日も過ぎてないわよ」

「迷宮内の迷賊を虱潰しに捕まえたから、少なくとも上層や中層には一人も野放しにしていないよ」

　元々中層には迷賊が一人もいなかったけどね。

「す、凄すさまじいわね」

「ぐれいと～？」

「さすがはご主人様なのです」

「ん、偉い」

　仲間達の称賛にくすぐったくなりながら、執務室のソファーに腰掛けて疲れを癒やす。

「眉み間けん」

　アリサがそう言ってオレの眉間を指でつつく。

　知らないうちに眉間に皺しわを寄せていたようだ。

　オレは作り笑いでごまかしながら、自分の眉間を撫なでる。

　それがお気に召さなかったのか、アリサがムッとした顔になる。

「総員！　ご主人様抱き着き作戦を実行よ！」

　唐突なアリサの行動には慣れたつもりだったが、今日のは格別に変だ。

「にへへ～？」

「ベタベタ～なのです」

　タマが膝ひざの上で丸まり、ポチが右横にピタリとくっつく。

「独占禁止」

「半分こ～？」

「じゃ、わたしはこっち側ね」

　膝の上にタマとミーアが座り、左横に座ったアリサがオレの腕を抱き締める。

「──アリサ？」

「わたし達の魅力でご主人様のサツバツとした心の疲れを癒いやしているのよ」

　なるほど、どうやら心配をかけてしまったようだ。

　オレは子供達の少し高い体温に癒やされて、そのまま夕飯の時間まで眠ってしまった。
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「問題を整理しよう──」

　オレはメニューの交流欄にあるメモ帳を開いて、問題点を列挙していく。

・一つ、ギルド長やシガ王国政府は魔人薬の栽培方法を知るものを放置しない。

・二つ、魔人薬の栽培方法は、おそらく瘴しよう気きが重要なポジションを占めており、魔法陣と拷問部屋が重要だと思われる。

・三つ、魔法陣を伝授した「黄衣の魔法使い」はルダマンしか接触していない可能性が高い。

・四つ、ギルド長達は二つ目の情報を知らない。

・五つ、拷問部屋や囚人の存在だけでも、収穫量は激減するものの栽培自体は可能。

・六つ、娘達の内、どの程度の人数が自分達の栽培していたモノを知っているかは不明。

「──ふむ、思ったよりもなんとかなりそうだ」

　六つ目の程度にもよるが、五つ目の情報をギルド長達がどのように判断するかによって、娘達の今後がどうなるか決まりそうだ。

　それも、ギルド長にクロが信頼に値すると思わせることができれば、クロを後見人にする事で、娘達を自由に生活させてやれるかもしれない。

　ついでに、ルダマンから「黄衣の魔法使い」が魔法陣を設置して魔人薬の素材の栽培を教えた目的が聞けたら完かん璧ぺきって感じかな？

　考えがまとまったのを待っていたかのようにノックの音が響く。

「どうぞ」

「今大丈夫？」

　ドアの隙すき間まからアリサが顔を覗のぞかせる。

「ああ、大丈夫だ」

「あら？　思ったよりもいい顔に戻ってるわね。もしかして、心配事は片付いたの？」

「実行はまだだけど、なんとかなりそうだ」

　それもこれも、迷賊退治で荒すさんでいたオレの心を癒やしてくれたアリサ達のおかげだ。

　そう感謝の言葉を口にしようとする直前に──。

「なーんだ、せっかく相談に乗って、好感度を稼いでアリサちゃんルートに乗せようと思ったのに」

　──アリサが残念な発言をする。

　どこまで本気か分からないところがアリサらしい。

　せっかくだし、気分転換にアリサからクロの衣装について意見を聞いてみよう。

　ギルド長は太守の城地下の「都市核シテイ・コアの間」に篭こもって王都の偉い人と話しているようなので、しばらく時間があるのだ。

「なら、相談に乗ってもらおうかな」

「よーし、ばっちこーい！」

　野球選手のような動きでアリサが答えた。

　オレは苦笑しながら、アリサに椅い子すを勧める。

　もちろん、相談に乗ってもらってもアリサ・ルートに入る気はないけどさ。

「新しい偽装スタイルなんだけどさ──」

　オレは「早着替え」スキルの助けを借りてクロの姿になる。

「うわー、イケメンね。でも、ショタさがないからわたし的にはイマイチだわ」

　いきなりアリサのダメ出しが入った。

「勇者ナナシの従者クロという感じで行くつもりだ」

　オレは「腹話術」スキルの助けを借りて声と口調を作ってアリサに告げる。

　アリサがひょこっと近付いて、オレの襟元を引っ張って覗き込む。

「肌の色を変えているのは首までなのね」

　いつものセクハラかと思ったが、今回は違うようだ。

「全身に塗るのも面倒だからな」

「ふーん、手も塗ってるの？」

「いや、手は革手袋で誤ご魔ま化かす気だ」

「握手を求められたら困るんじゃない？」

「それは断るさ」

「ならいいけど──」

　そのためにも傲ごう慢まんな感じの性格で行こうと思っている。

　アリサが一歩引いて、今度は衣装を眺めだした。

「でも、衣装がありきたりよね。せっかくだし髪に合わせて白学ランなんてどう？」

「学ラン？　外国人タレント顔と合わないだろ？」

「そう？　手袋も五ご芒ぼう星せいのマークが付いた白いのにしてさ、『ムッハー！』『帝都よ、私は帰ってきた！』なんて言ったら似合いそうじゃない」

　──色々ネタがごちゃ混ぜすぎて、何が言いたいのかよく分からない。

「衣装はそのままで行くよ」

「えー、せめて軍服風にしましょうよ」

　オレは鏡を見ながら「幻影イリユージヨン」の魔法を重ねる。

　確かにこの髪型には似合いそうだ。

「それにロングの外がい套とうを着けて──色はどうするの？」

「そうだな、ナナシが白の狩かり衣ぎぬだしそれに合わせるか？」

「待って、それなら黒色にしましょう！　偉い人も言ってるわ！　『君は白光、僕は黒影』って！　だから、主人が白なら、部下は黒なのよ！」

　アリサの主張はよく分からないが、フランスを舞台にした超名作少女漫画で、そんなのがあった気がする。

「じゃあ、衣装は黒でいこう。外套も同色でいいか」

「髪も一房紫色が良いわね」

　アリサのリクエストに応こたえて前髪の一部を紫色にする。

　染料もあるし、出かける前にカツラを染めておこう。

「後は武装ね。使い捨てバズーカや機関銃なんて似合いそう」

　アリサもこの顔の元ネタを知っているのか、その映画で主人公が使っていた武器を挙げる。

「銃は止やめておくよ。ルルの主武装と被かぶる」

　もう少しメジャーな武器なら良いけど、シガ王国での個人用銃器は過去に廃れたマイナーなモノなのだ。

「なら、大剣かしら？　たしか、グレートなんちゃらって映画も出てたはずだし」

「元ネタは気にしなくていいよ」

　オレは幻影イリユージヨンの魔法で大剣を作って並べる。

「もっと大きいのがいいわ。『まるで、鉄塊』みたいな表現が似合うヤツ」

「竜が斬きれそうな感じか？」

　黒竜ヘイロンが斬れるような剣は人間に持てるとは思えないので、ワイバーンやヒュドラが斬れるくらいの大剣をイメージしてみる。

「いいわね。ついでに、もうちょっとオリジナリティーが欲しいわ」

「オリジナリティー、ね」

　剣の色を髪や服に合わせてみたが、アリサは気に入らないようだ。

「もっと、こう──」

　アリサが部屋を見回して、ヒントを探す。

　やがて、鏡に映った自分の姿を見て、何かに気がついたようだ。

「そうだ！　宝石よ！　剣を水晶みたいにしてみて」

　実用性は低そうだけど、どうせ飾りだから問題ない。

　それに魔刃を上に出せば、たとえ木刀でも中級魔族くらいまでなら余裕で倒せるだろう。

「こんな感じか？」

　オレは剣を透明にして、材質を変えてみたり、装飾に凝ってみたり、と色々なバリエーションを見せてやった。

　なんとなく、ゲームを作っていた頃ころの映像チームとのやり取りを思い出して懐かしくなる。

　こっちではもうビデオゲームを作るのは叶かなわないかもしれないけど、ボードゲームなんかのアナログゲームくらいなら、また作ってみたいね。

「ストップ！　今の装飾で、材質はアメジスト、剣先の装飾をサファイアにして、装飾の中央にルビーを嵌はめる感じにしてみて！」

　オレはアリサの言う通りに幻影を操作する。

「こんな感じか？」

「うーん」

　今一つ気に入らない感じだったので、幾つか並べてみる。

「なんていうかロマンが足りないのよね」

　──ふむ、ロマンか。

「蛇腹剣とか鎖くさり鎌がまとか、こう実用性より絵にした時にカッコイイ感じのヤツ」

　剣が回転してドリルになるようなヤツか？

「蛇腹剣や鎖鎌は今度作ってやるよ。それより、こんなのはどうだ？」

　オレは水晶の両りよう刃ば剣けんを中心線で左右に割り、根元に近い部分にビームの発振器のようなモノを付けてみる。

　ついでに、左側を赤水晶、右側を青水晶にして、それぞれ炎と冷気の幻影を纏まとわせてみた。

「いいわね！　実に厨ちゆう二に感溢あふれる感じよ！」

　どうやら、気に入ってくれたようだ。

「でも、材料はあるの？」

「ルビーやサファイアだと錬成に必要なボーキサイトを用意するのが面倒だし、今回は色ガラスでやるよ」

　ボーキサイト自体も錬成できるけど、ちょっと面倒なレシピなのだ。

　一方で、色ガラスはわりと簡単に作れる。オーユゴック公爵領を旅していた時に、色々と原料や染料を手に入れていたからね。
















「ええっ、剣サイズのルビーやサファイアも作れるの？」

　アリサが驚きの声をあげた。

　オリハルコンなんかの伝説の金属に比べたら簡単だ。

「普通に買った方が安いけどね」

「なーんだ」

　オレの答えにアリサが落胆する。

　ルビーやサファイアの錬成には、それらの宝石よりも遥はるかに高価な聖樹石──いわゆる「賢者の石フイロソフイウム」が必要になるのだ。

「どうせダミーだし、出かける前にでも作ってみるよ」

「そんなに早く作れるの？」

「炎や冷気は幻影にするし、真ん中のビームは幻影と光魔法の『光線レーザー』の合わせ技でやるよ」

　実際に戦う予定もないしね。
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「──ふう、思ったよりも簡単に作れた」

　オレは「蔦つたの館やかた」の地下研究室で、作ったばかりの色ガラスの大剣を光に翳かざしながら、独り言を呟つぶやく。

　オレの傍らには、等身大サイズのクロ人形に着せた軍服風の衣装もある。

　これまで仲間達の装備を作ってきた経験のお陰か、一時間と掛からずに作る事ができた。

「我ながらチートな事だ」

　そう自じ嘲ちよう気味に呟いて、大きく伸びをする。

　こうして悠長に工作を楽しんでいるのは、いつまで待ってもギルド長が太守城地下の「都市核の間」から出てこないからだ。

　偉い人との会議が長いのは、地球も異世界も変わらないらしい。

　不意に、壁際からピルピルと奇妙な音が聞こえてきた。音源の傍そばのランプが光っている。

　おそらく呼び出し音だろうと判断して、ランプの横にあるボタンを押す。

『クロ様、研究をお邪魔して申し訳ありません。金髪と地味がクロ様に用事だと言ってます』

　どうやら、金髪貴族娘のエルテリーナ嬢と運搬人のポリナが報告に来たようだ。

「分かった。すぐ戻る」

　オレはレリリルの声にそう答えて、居住区へと戻った。

「──私達二人と錬金術士、薬くす師し達を含めて一三人が知っていました」

　仕事が早いことに、夕方に頼んだ調査がもう終わったらしい。

　自分達が栽培していた品目を知っていた者は意外に少なかったようだ。

「そうか、思ったよりも少なくて安心した」

　オレはそう答え、この二人を含めた一三人を別の部屋に呼び出して、自分達がいかに危険な状態か告げ、保護する準備がある事を伝える。

　錬金術士と薬師達はなんとなく後ろめたそうな感じだったが、残りの五人は縋すがるように保護を希望した。

　たぶん、金髪貴族娘とポリナが事前に危うさを伝えておいてくれたのだろう。

　金髪貴族娘とポリナを除く一一人は他ほかの子達から隔離した部屋に移動して貰もらい、連絡役にはレリリルと二人に頼んだ。

　錬金術士と薬師達にとっては、元からいた部屋なので問題ないだろう。

　娘達が移動した後に、金髪貴族娘とポリナに偽情報の拡散について確認する。

「では、ガボ麦とガボ蕎そ麦ばだという噂うわさは順調に広まっているのだな？」

「はい、クロ様と姐あね御ごさんのお話を盗み聞きしていた娘の口が軽かったようです」

　ポリナが噂の拡散度について報告してくれた。

「そうか、十分に拡散しきったところで、我から口止めする事にしよう」

　完全に放置するよりも、口止めした方が信しん憑ぴよう性せいが増すからね。

　これなら、近日中にも娘達の大多数を、ここから解放できそうだ。





◆






「窓から、失礼」

　その日の夜、オレはクロの姿でギルド長の部屋に尖せん塔とうの窓から訪れていた。

「──きぃえぇええええええ！」

「年寄りの冷や水はその辺にしておけ」

　部屋に入るなり、戦闘狂のギルド長から長ちよう杖じようの突きが飛んできたが、今日はサトゥーではないので軽く捻ひねって長杖を取り上げた。

「我は勇者ナナシの従者クロだ」

「──勇者？」

　オレの言葉にギルド長が訝いぶかしげな顔で片かた眉まゆを上げた。

　彼女の周りに魔力が集まるのを感じる。

　どうやら、安心させようと勇者の従者を名乗った事で、逆に警戒させてしまったようだ。

「今代のサガ帝国の勇者はハヤト・マサキだったはず。そんな名前の勇者はあたしゃ知らないねぇ」

「不勉強だよ、リリアン」

　同室していたセベルケーア嬢が、ギルド長を窘たしなめる。

　ここには他に、ウシャナ秘書官もいた。

「あんた、知っているのかい？」

「ええ、とっても。勇者ナナシ様は私達エルフの危機を救って下さった偉大な方さ。リリアンにはシガ王国の旧王都で『黄金の猪王』を討伐した方だと言った方が伝わるかい？」

　セベルケーア嬢が滔とう々とうと語る。

「『黄金の猪王』を？　国王が言っていたあの世よ迷まい言ごとは、本当だったのか！」

　なんでも、シガ国王から──。

「公都に現れた『黄金の猪王』『黄色の上級魔族』『大怪魚の群れ』を、王祖ヤマトの再来である仮面の勇者が倒した」

　──という発表がされたそうなのだが、あまりに倒した相手が強大過ぎる上に、シガ王国軍の出動もなく、公都にも大した被害がないことから、シガ国王がシャロリック第三王子の失態を隠すために作った話だと断じる者が多かったらしい。

「信じたか？」

「マダだ。あんたが従者だって証拠は？」

「これでどうだ？　我が主から下賜されたモノだ」

　オレはストレージから出した短剣サイズの聖剣を取り出す。

　オリハルコンで剣を作る練習ついでに作ったヤツだ。

　魔力を流すと、短剣の刃から青い光が漏れた。

「青い光──まさか、聖剣なのか？」

「ああ、我が主あるじの聖剣に比べたら霞かすむが、上級魔族程度ならこの短剣で滅してみせるぞ」

　クロの公開レベルは五〇ほどに設定しているので、少々大言壮語が過ぎるかもしれない。

「……それで、ここに来た用件はなんだ？」

　ギルド長はまだ半信半疑のようだったが、オレの話を聞く気になってくれたようだ。

「迷宮内に蔓延はびこる迷賊どものアジトを襲撃した時に、奇妙なモノを見つけたのだ」

「奇妙なモノ？」

　オレは食い付いてきたギルド長を焦じらして、しばし間を空ける。

「そちらの二人は信用できるのか？」

「はん！　あんたよりはよっぽどね！」

　即答するギルド長に、セベルケーア嬢とウシャナ秘書官が満足そうな笑みを浮かべる。

「なら、言おう──迷賊のアジトに近い場所に、自滅茎や破滅草の群生地を見つけた」

「──群生地」

　ギルド長の眼光が鋭くなる。

「そうだ。それも、まるで人の手によって栽培されているかのような場所だ」

　オレの言葉に、ギルド長が渋面になる。

　地ち下か牢ろうで聞いたルダマンの言葉が事実だと分かったからだろう。

「それで？」

「どうやら、知っていたようだな」

「ああ、ちょいとルダマンってケチな迷賊から聞いたのさ」

　唾つばを吐きそうな顔で、ギルド長が言う。

「知っていたなら話は早い。シガ王国はアレをどうしたい？」

「灰も残さず燃やすさ。場所を教えな！　あたしが行ってきてやるっ！」

　ギルド長が即答した。

　実にスピーディーで良いね。

「では、速やかに行おう。連れて行ってやる──『転移』」

「──なっ」

　オレは三人を連れて迷宮にある自滅茎と破滅草の畑へと転移した。

「なっ、ここはドコだ?!」

「セリビーラの迷宮──さきほど言った群生地はアレだ」

　オレは畑を指差す。

　すぐに燃やそうとするギルド長をセベルケーア嬢とウシャナ秘書官の二人が止め、畑の植物が自滅茎と破滅草である事を確認しに向かう。

「……草が血ち塗まみれ？」

「土の間に骨がある──これは人骨だ」

　ギルド長の部屋に行く前に、オレが「贋がん作さく」スキルを使って偽装したモノだ。

　血は家畜や茶色狼おおかみ、骨はデミゴブリンのモノを使った。

　ウシャナ秘書官には鑑定アナライズスキルがあるが、オレの「贋作」スキルの方が高いし、ここは暗めだから真実がバレる事はないだろう。

「恐らく、この畑で強制労働させられていた者達の骨だろう」

「迷賊どもめっ」

　オレの虚言を信じたギルド長が唸うなる。

「殺しすぎたのか、我がココに来た時には迷賊達が自分で耕していた」

　明らかな噓うそだが、「詐術」スキルのサポートもあり、三人はすっかり騙だまされてくれたようだ。

　これで栽培に関かかわっていたのは迷賊がほとんどで、それ以外の娘達はいないか、いても少数だと誤解してくれるだろう。

「──間違いないね」

「はい、残念ながら間違いありません」

「よし、もういいね。一気に燃やし尽くすよ」

　畑をチェックしていた二人の報告を受けたギルド長が火魔法の詠唱を始める。

　さすがに、こちらに影響のあるような禁きん呪じゆクラスの魔法は控えたようだが、いくら開けた場所とはいっても上級火魔法はやり過ぎだと思う。

　オレは炎がこっちに届いた時のために、土壁ウオールの魔法と耐火性にすぐれたヒュドラの皮膜で作ったマントを準備する。

　セベルケーア嬢も土魔法の詠唱を始めた。

　どうやら、彼女もオレと同じ事を危き惧ぐしたようだ。

「……■■■　火炎地獄インフエルノ！」

　ギルド長の長杖の先から、紅ぐ蓮れんの炎が吹き出して一瞬の内に畑を焼き尽くし、広間を蹂じゆう躙りんしていく。

　案の定、炎と熱波がこちらまで広がってきたが、オレが手を出すまでもなく、セベルケーア嬢の分厚い「石壁ストーン・ウオール」の魔法が防いでいた。

「ここにいた迷賊は逃げたのかい？」

「そのうちギルドに突き出してやる」

「期待しないで待ってるよ」

　どうやら、ギルド長はオレが迷賊達に逃げられたと思っているらしい。

　彼女の炎が十分に畑と偽装痕あとを焼き尽くしたのを見届けてから、三人に声を掛ける。

　──ここからが本番だ。




「他にも見せたいモノがある」

　オレはそう言って、拷問部屋の妖あやしい魔法陣の所に案内した。

「こ、これは……」

「セベルケーア、あんた分かるかい」

「分からない。分かるのは邪悪なモノだという事だけだ」

　新たな情報が入るかと期待したが、三人とも知らないようだ。

　──まあ、いい。

　むしろ、好都合だと思おう。

「不勉強だな」

「あんたには分かるのかい？」

「無論だ」

　オレはムカつくような傲ごう慢まんな表情を作ってギルド長を見下す。

　素のオレにはこんな演技は無理だが、「無表情ポーカーフエイス」スキル先生のサポートでそれを成し遂げる。

「もったいぶらずに言いな」

　オレはギルド長の訴えを鼻で笑ってから口を開く。

「この魔法陣は瘴しよう気きを集め増幅する。なんのためか分かるか？」

「さっきの畑のためか」

　──よし、いいぞ。

　オレの望む回答に、内心小躍りしつつ、続きを口にする。

「ああ、先ほどの畑か──あんなモノは副産物に過ぎん」

「副産物？」

　オウム返しに食い付いてきたギルド長に、口元を皮肉げに歪ゆがめてしばし沈黙する。

「分からんか？　この魔法陣は魔王信奉者どもが、魔王を復活させる土壌を作るために用いるモノだ」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、でたらめな作り話を語る。

　魔人薬の素材栽培は副次的なモノだと、ギルド長達に印象づけて、ついでにルダマンと接触する理由にするためだ。

「魔王、だと？」

「そんなっ」

　予想外のオレの答えに、ギルド長だけでなくウシャナ秘書官も驚きを口にした。

「そう断言する根拠はあるのか？」

　セベルケーア嬢の問いに、オレは魔王信奉集団「自由の翼」の連中が持っていた書物に、似た魔法陣があった事とその魔法陣が黄肌魔族が伝えたモノだという情報を伝える。

　初めは信じていなかったセベルケーア嬢も、実物の資料を見せたら納得してくれた。

「黄色い上級魔族──ルダマンの言っていた黄衣の魔法使いってのはそいつかもね」

「王祖様の逸話にも、魔族が人に憑ひよう依いしたり化けたりする事例はいくつもあります」

　オレの予想と似た事をギルド長が呟つぶやき、ウシャナ秘書官が同意した。

　良い感じに誘導できてきた。

「ギルドの地下牢にいる迷賊はルダマンと言ったか？　そいつを我に尋問させろ。『黄衣の魔法使い』とやらの情報が欲しい」

「──ふん、良いだろう。尋問させてやる。ただし、あたしも同席するよ」

「好きにしろ」

　よし！　上う手まくいった！

　これで合法的にルダマンから情報を得られる。

　ついでに、問題点を栽培そのものよりも、栽培の陰で進行していた大事件に、彼女達の意識を誘導する事ができた。

　シガ王国関係者が魔法陣関連に注目している間に、栽培に関わっていた女性達をなんとかしようと思う。

「まさかとは思うけど、初めからルダマンに接触するのが目的だったんじゃないだろうね？」

「我はそれほど暇ではない。恐らく、迷賊どもの背後には魔王信奉者どもが潜んでいる」

　ギルド長のもっともな疑問を、新しい情報で封じる。

　確証はまったくないけど、黄肌魔族由来の魔法陣を伝授したという事は、魔王信奉者である可能性が高いので、噓ではないはずだ。

「魔王信奉者？　王都の『自由の風』みたいなお気楽集団かい？」

　オレの言葉にギルド長が首を傾かしげる。

　公都で会った魔王信奉者は「自由の翼」だったはずだから、彼女の言う「自由の風」はその類似団体なのだろう。

　お気楽集団という場違いな単語が気になるが、今はそれを正す時ではない。

「知らんな。我が出会ったのは『黄金の猪王』を復活させた『自由の翼』という邪教徒どもだ」

　深刻な顔のギルド長の目を見ながら続きを語る。

「ここでも魔王を復活させようと目もく論ろんでいたのだろう」

「そのための人質と拷問部屋か……魔人薬は魔王の配下を促成するために必要だったんだろうね」

　確かに本当にありそうな話だ──って、オレがその気になってどうする。

　これがゲームなら魔王復活のフラグが立ちそうだが、今代の「魔王の季節」は公都地下に復活した「黄金の猪王」を討伐した事で終わっているはずだし、次は六六年後だから大丈夫なはず。

　──魔王復活の預言があった場所は七つ。

　不意に、そんな記憶が脳裏に浮かんだ。

　そういえば公都でテニオン神殿の巫み女こ長から聞いた預言話の中には、この迷宮都市セリビーラもあったっけ。

　なんとなく、自分でフラグを立ててしまったような気になったが、「本当に復活してきたら討伐すればいいや」と脳内の葛かつ藤とうを中断した。

　前に戦った「黄金の猪王」は歴代でも最強クラスだったみたいだし、今はあの時よりも攻撃魔法や装備類も強化されているから、前のようなギリギリの死闘にはならないだろう。

　それこそ、神様クラスでも出てこない限りはね。

「さて、情報を共有したところで、後始末をするか──」

「任せな、魔法陣を構成する魔術ごと焼き払ってくれる」

　ギルド長の魔法で拷問部屋を焼き払い、迷賊のアジトをセベルケーア嬢の土魔法で物理的に使用不可能な状態に潰つぶさせる。

「魔王復活を企たくらむ魔王信奉者か──やっかいな奴やつらだね」

「それよりもギルド長、この方の話が真実なら、この魔法陣がなければ栽培は成功しないのでは？」

　オレの「副産物」という単語をウシャナ秘書官が思い出してくれた。

「魔法陣がなくても育つだろうが、効率は格段に落ちるだろう」

　これは真実だ。

　多くの気体と同様に、瘴気も放置すれば拡散していく。

「なら、余計な犠牲は減らせそうだね」

　オレはそう告げるギルド長を無関心な目で見下ろしつつ、内心でガッツポーズを決める。

　──目的達成だ。

　これで事情を知らない子達は先に解放できる。

「帰りも送ってくれるんだろうね？」

　セベルケーア嬢の仕事を見守っていたギルド長が、そんな事を言い出した。

「何を言ってる？」

「あんたまさか、あたし達を迷宮の奥に置き去りにする気かい？」

　オレの言葉を誤解したギルド長が怒気を滾たぎらせる。

「だから、何を終わったつもりになっているんだと言ったのだ」

「──は？」

「これから、三箇所ある畑を全すべて焼いて貰もらう」

　気の抜けた声を上げるギルド長に、オレは徹夜仕事の始まりを告げた。

　魔法陣がない畑を確認して、さっきの情報が事実である事を確信してもらわないといけないからね。

「そんなに魔力は──」

「『譲渡』」

　続かないと言おうとしたギルド長に「魔力譲渡マナ・トランスフアー」を使う。

「──魔力が回復した？」

「いけるな？」

「ああ」

　ギルド長がニヤリと笑う。

「これなら行ける。魔人薬の元を片っ端から焼き払ってやるよ」

　頼もしい発言をするギルド長を連れ回し、その日の内に全ての畑を灰に変えた。

　充満していた瘴気はギルド長達を送り返してから、オレの精霊光と聖碑の合わせ技で浄化しておけば大丈夫だろう。





◆






「──起きろ」

　迷宮から戻ったオレは、疲れた顔のギルド長を急せかして地ち下か牢ろうのルダマンの所に面会に来ていた。

　眠気でダウンしたセベルケーア嬢は来ていないが、ウシャナ秘書官は眠気も見せずに同行している。

　ルダマンが唸うなり声をあげて、オレを睨にらみつけた。

　同じ房にいた幹部迷賊達も、獣のように吠ほえて強面に怒りを漲みなぎらせる。

「喉のどを潰してあるのか──『ヒール』」

　オレはそう告げて、魔法欄から回復魔法を実行する。

「夜よ闇やみに紛れて俺様達を消そうって寸法か？」

　勘違いしたルダマンが、牙きばのような犬歯を見せて威嚇してきた。

「今日は聞きたい事があって来た」

「俺様が喋しやべるとでも？」

　オレはアイテムボックスから、シガ酒の小瓶を取り出す。

　蓋ふたを開けると、シガ酒の芳香が地下牢に広がった。

　なお、地下牢の臭気で鼻が曲がりそうだったので、既に生活魔法の「消臭デオドラント」でクリーンな空気にしてある。

「酒か──そんなモンで買収できると思われるたぁ、このルダマン様も安く見られたモンだぜ」

　ルダマンが怒りも露あらわに吐き捨てる。

　彼は下戸だったのかな？

「なんだ、末期の酒は不要か？」

　オレがそう言って酒瓶をアイテムボックスに戻そうとすると、他ほかの迷賊達から悲鳴が上がった。

　ルダマンが手下を睨み付けて舌打ちする。

「ちっ、受け取ってやる」

　オレは栓をした酒瓶を鉄格子の向こうにいるルダマンに投げ渡す。

「上等な酒だ──」

　ルダマンは一口飲んだ酒瓶を手下に投げ渡しながら、こちらに向かって顎あごをしゃくる。

「何が聞きたい？　俺達に魔人薬を作らせていた黒幕の名前か？」

「黒幕──ソーケルの事などどうでもいい」

　ルダマンの問いに首を横に振る。

　ソーケルが黒幕ではないことは分かっているが、その背後にいる上級貴族の名前はそれほど知りたいわけではない。

「ソーケル？　あんなトカゲの尻しつ尾ぽじゃなくて、門閥貴族の──」

「我が知りたいのは、お前達に魔人薬の作り方を教えたという『黄衣の魔法使い』についてだ」

　ルダマンが黒幕の名前を言いかけていたが、オレはそれに被かぶせるように問い掛けた。

　本当に門閥貴族が黒幕なら、使い捨てにする迷賊に自分の素性を正しく伝えるとは思えないしね。

「大した事は知らねぇ」

「拷問部屋の魔法陣もそいつから教えられたのか？」

「ああ、ありゃあ、五年ほど前に黄衣が自分で作ったモンだ」

　尋問スキルや交渉スキルが最大のせいか、ルダマンがスラスラと情報を語ってくれる。

「ヤツが何のために作ったか知っているか？」

「あん？　そりゃあ──」

　答える途中で、仲間達から戻ってきた酒瓶を呷あおろうとして、「ちっ空か」と呟いた。

　酒瓶の口を指で摘つまんだルダマンが、オレの方に突き出して左右に揺する。

　露骨な催促だが、この程度は経費の内だ。

「調子に乗るんじゃないよ」

　これまで黙って見守っていたギルド長がルダマンに嚙かみつこうとしたので、無言で遮って後ろに下がらせる。

「構わん」

　オレは次の酒瓶と硬い干し肉の塊を投げ渡す。

「──へっへっへっ、分かってんじゃねぇか」

　干し肉を囓かじり、酒瓶を傾けたルダマンが満足そうに告げる。

「それで？」

「あいつは魔人薬の素材を育てるためのモンだって言ってやがったが、俺様は違うと踏んでる」

　ルダマンがギラリと瞳ひとみを輝かせる。

「ほう？　そう思う理由は？」

「壷つぼさ」

　──壷？

　なかなか謎なぞワードが出てきた。

「半年ほど前に黄衣が魔法陣の補助器具だと言っていた奇妙な壷を持ち去ったんだが、その直後から、自滅茎と破滅草が尋常じゃないくらい育つようになった」

　自滅茎と破滅草──どちらも栽培されていた魔人薬の材料だ。

「つまり、黄衣が必要だったのはその壷の方だと言いたいわけか？」

「ああ、間違いねぇ。初めのうちこそ自滅茎や破滅草を何割か回収してやがったが、途中から興味がなさそうだった。それに壷を持ち去って以来、一度も顔を出さないってのが答えだろう」

　ふと、脳裏に一つの壷が思い浮かんだ。

「その壷はこんな形をしていなかったか？」

「どうして、テメェがそれを？」

　取りだした壷を見て、ルダマンが驚きを見せた。

　その壷は、かつてムーノ男爵領で暗躍していた魔族が、魔王復活のために瘴しよう気きを溜ためていた品だ。

　公都の地下で魔王を倒した後に魔王信奉集団のアジトから回収した中に、同タイプの壷や瓶があった。

「──そ、それは？」

「邪念壷。魔王復活のために用いられた邪悪な術具だ」

　ギルド長の問いに答える。

　それを聞いたギルド長だけでなく、迷賊の間でもどよめきが起こった。

「こちらの瓶は見覚えがないか？」

「ああ、知ってる。そっちは半年に一回くらい黄衣の使い魔が交換に来てたぜ」

　呪じゆ怨おん瓶を見たルダマンが首肯する。

　この呪怨瓶も邪念壷と同様に、魔王復活のために瘴気を集める術具だ。

「最後にもう一つ──黄衣が最後に姿を見せたのはいつだ？」

「半年以上前に壷を回収したのが最後だ。瓶も全部回収していたし、それ以後は使い魔も姿を見せてないぜ」

　ふむ、半年以上前というと、オレが公都で魔王や黄肌魔族を倒したのより前だ。

　時系列で考えると、ここから回収された呪怨瓶や邪念壷が、公都の魔王復活に使われた可能性が高い。

「なあ、白髪の旦だん那な。あんたそこのババアより偉いんだろ？　俺様をムラサキに入れてくれないか？　叶かなえてくれるなら、黄衣の正体を教えてやるぜ？」

　酒だけでペラペラ喋ると思ったら、この要求を叶えるための布石だったらしい。

　黄衣の正体には興味があるが、さすがにオレの一存ではムリなので、後ろのギルド長を振り返る。

　苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔のギルド長が、嫌そうに頷うなずいた。

　魔人薬が蔓まん延えんする可能性よりも、魔王復活を企む魔法使いの正体の方が重要なようだ。

「言ってみろ」

「黄衣の正体、それは──魔族だ。それも下級なんかじゃない。中級あるいは昔話に出てくるような上級魔族だ」

　オレの予想通り「黄衣の魔法使い」の正体は「黄肌魔族」の可能性が高そうだ。

「曖あい昧まいだな。そう考えた根拠は？」

「アイツは魔人薬で強化された俺様の拳こぶしを、なんの強化もしていない手で受け止めやがったのさ」

「それだけか？」

　根拠としては弱い気がする。

「ああ、あとは目だ」

「目？」

「そうだ、絶対強者の目だ。魔人薬で強化された何十人もの荒くれ者達に囲まれても、蟻ありを見下ろすような無関心な目をしてやがった」

　思い出しても冷や汗が出ると、ルダマンが続けた。

「他には何か特徴はなかったのか？」

「顔はどこにでもいるような感じだったぜ。黄土色の肌や黄色い角は珍しかったが──」

　ルダマンが意見を求めるように仲間を見回す。

「後はしゃべり方が変なヤツだった」

「デスデスってキモかったわね」

　たしか、黄肌魔族の語尾がそんな感じだったはず。

「ワシが鑑定しても、黄衣の情報が全然見えなかったぞ」

「魔族を使い魔にしてなかったか？」

　──おいっ。

　迷賊達がツッコミ所の多い会話をしていた。

「魔族を使い魔にしていた、というのは事実か？」

「ああ、ワシが鑑定した。レベル三〇ほどの下級魔族だった」

　鑑定アナライズスキル持ちの老迷賊が自信ありげに告げる。

　これは確定と考えていいだろう。




「上級魔族の暗躍……このセリビーラに魔王が復活しようとしているのか」

　地下牢から戻る途中で、青い顔をしたギルド長が冷や汗を拭ぬぐいながら、内心の不安を吐露する。

「心配無用だ。魔王が復活したら我が主あるじが滅ぼす。それに十中八九復活はない」

「ずいぶんな自信だね」

「忘れたのか？　黄肌魔族は既に我が主が、公都で滅ぼしている。ルダマンが言っていただろう？　黄衣とやらが現れたのは半年以上も前だと。奴やつらが集めた瘴気は、公都の地下で魔王を復活させるのに用いられた後だ」

　既に事件は解決済み。

　大山鳴動して鼠ねずみ一匹──っていうのとはちょっと違うかな？

「迷賊達については任せた。ムラサキに入れてやれとは言わぬが、打診程度はしてやれ」

　迷賊のやってきた事は許せないけど、正体不明の「黄衣の魔法使い」とやらが黄肌魔族らしいと分かって、オレの心配事の種を一つ減らしてくれたし、このくらいの口添えくらいはいいだろう。

「分かった。だが、公開処刑の代わりに見せしめの石打ちはさせる。それで生き残ったら、ムラサキへの打診をしてやる」

「それで十分だ」

　ギルド長の言葉に首肯する。

　彼女の言っていた「石打ち」というのは、古代からある残酷な処刑方法だったはずだ。

　普通なら確実に死んでしまうが、魔人薬でタフになった迷賊達なら生き延びるかもしれない。

　オレは後の事をギルド長に任せて、西ギルドを去った。

　ソーケルの背後にいる門閥貴族の素性については、オレが追及しなくても魔人薬嫌いのギルド長が追及してくれるだろう。
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「迷賊を尋問した荒すさんだ気分のまま帰りたくないし、気分転換でもしてこようかな？」

　オレは独り言を呟つぶやいて思案する。

　ギルドを出たのは夜も更けきった後だったので、歓楽街で遊ぶこともできず、そのまま「蔦つたの館やかた」の地下研究所に行って、姐あね御ごさん達に与える装備類を作る事にした。

　もちろん、仲間達に与えているような規格外な装備ではなく、魔物素材を使ったチープなヤツだ。

「まずはお手て頃ごろな迷宮蟻メイズ・アント装備からかな？」

　オレはそう呟いて、エルフの賢者とも言われるトラザユーヤ氏の残したレシピ集を眺める。

「まずは簡単なモノからいこう」

　革バンドやヒモで調整するフリーサイズの蟻あり甲殻の胸当てや肩当て、ついでに手甲や足甲も作ろう。

　万能工具マルチプル・ツールも便利だけど、一番便利なのは爪つめの先に出す魔刃だ。

　比較的低レベルの魔物の素材だと、ほとんど抵抗なく穴開けやカットができるのがいい。

「やっぱり、趣味の工作は楽しいね」

　いつの間にか鼻歌を口ずさむくらいだ。

　床に並べてだと分かりにくいので、アリサ達の装備を作った時に使ったマネキンに装備させて形を整える。

　ちなみに、このマネキンはゴーレム製作技術を流用してあるので、全身の関節が動くポーズ人形としても使える。

　ゴーレムやリビングドールじゃないのは、ストレージに収納できないからだ。

「ちょっと地味かな？」

　鎧よろいの形状でファンタジーな女性らしさは出たと思うけど、イマイチ地味な感じだ。

　これでも悪くないと思うのだが、迷宮都市で見掛けた探索者達は、派手なのがデフォルトみたいだったので、もう一工夫してみたい。

「おっと、いいものがある」

　工作中に出た端材が目に入った。

　これをちょちょいと加工して、鎧に付け加える。

　防御力には何の寄与もないが、「人はパンのみにて生きるにあらず」とも言うし、遊び心は必要だよね。

「ちょっとアニメ風にし過ぎたかも」

　ファンシーで日曜朝の番組な感じになったけど、防御力は金属甲かつ冑ちゆう並みだから問題ないだろう。

　もっとも、これだけだと隙すき間まだらけのエロ過ぎる装備になってしまうので、インナー代わりの革鎧と革のスカートも縫い上げる。

　可か愛わいい中にも、清せい楚そな色気を感じる絶妙なカットラインを追求してみた。

　革は大量に余っているシーサーペントのモノを使ってみた。仲間達の偽装装備に使っている鎧井守ハード・ニユートよりも弱いが、迷宮方面軍や一般的な赤鉄級の探索者達の防御力並みなので問題ないはずだ。

「ブーツが結構面倒かも」

　仲間達のブーツは特に靴底は滑らず摩耗せず、長時間歩行に負担が少なく、軽く静音性に優れる、というハイレベルなモノだが、素材が色々と普通ではないので、姐御さん達に与えるのは問題がありそうだ。

　ここは普通に、頑丈で滑りにくいヒュドラ革を靴底に使って、それ以外はシーサーペントを使う事にした。

「よし、これで量産しよう」

　ひな形ができたので、行程を最適化しつつ量産する。

　迷宮蟻の死し骸がいから甲殻を剝はがすのが面倒だったが、「理力の手マジツク・ハンド」と「並列思考」を組み合わせた技で、サクサクと作業をこなしていく。

　一度に四〇セットくらい同時に作れるので、数を作るのも楽ちんだ。

「ふむ──」

　並んだ同種の鎧セットを見下ろして思案する。

　全員お揃そろいにしようかと思ったけど、姐御さんやベテランの子達にはちょっと良いのを用意してみるかな？

　単純に同じのを作るのに飽きたというのもあるが、二〇代後半以降の女性達に、このファンシーな装備は辛つらいかもしれないと気がついたからだ。

　彼女達の分は、インナーをおとなしめにして、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの甲殻を使ってみよう。

　兵蟷螂の甲殻はそのまま使うには少し大きすぎるので、大まかにカットしてから土魔法の「研磨ポリツシユ」でゴリゴリと削って大きさを調整する。

　デザインを似かよわせたので、パッと見は蟻装備と変わらないが、防御力は倍以上ある。

　盾は迷宮甲虫の背甲を適当にカットして、持ち手を付けたくらいなので余り工夫はない。

　ちょっと疲れたので、甘味を補充しながら彼女達に与える武装を思案する。

「ふむ、魔力の流しやすさは青銅剣より若干上で、青銅剣や鉄剣より軽く、攻撃力はその分低い感じか……」

　手持ちの資料を見ながら、各種魔物の剣腕や巨大棘とげを素材にした武器を軽く作ってみた。

　資料通り作ったのだが、安価なタイプは今一つ性能が低い。ゲーム的に考えるなら、駆け出し技術者のスキル上げには丁度良い感じといえるだろう。

「おっと、本命のレシピは別の資料だったか」

　オレは独り言を呟きながら、資料を捲めくる。

　こちらは疑似的な魔剣や魔ま槍そうの類たぐいを作るための武器のようだ。

　昼間に姐御さん達が憧あこがれの眼まな差ざしで見ていた「蟻あり翅はねの銀剣」も載っている。

「──ふむ？　銀色と灰色のまだら？」

　早速「蟻翅の銀剣」を作ってみたのだが、オレの知る銀剣と違って、ただの灰色ではなかった。

　レシピにもう一度目を走らせる。

「温度管理が重要──か」

　さっきもレシピにある温度に、プラスマイナス１℃の誤差以内で作業を進めたが、これではまだ管理が甘かったようだ。

「ふふふ、手て強ごわい方が燃える」

　オレはちょっとだけ研究ハイになりながら、小数点以下九桁けたまでゼロが並ぶような精度を目指して温度管理を行う。

　普通にやっていたら絶対にムリなので、「気体操作エア・コントロール」で部屋の気温を均一にし、薬液などの水温も「液体操作リキツド・コントロール」の魔法で温度のバラツキを抑制してやる。

　さらには「魔力操作」で錬成装置の魔力伝達遅延を補助して、それを成し遂げていった。

　そして──。

「銀色だ」

　綺き麗れいな銀色の剣を片手に、その出来映えにニヤリと笑みを浮かべる。

　確かに、これなら「銀剣」という名にふさわしい。

　オレは失敗作のまだら銀剣をストレージに回収し、完成品の銀剣用に雅みやびな鞘さやを用意する。

　次は護衛蟻や兵蟷螂の剣腕を使った魔物素材の剣を作ってみようかな？

　そんな事を考えながら、姐御さん達のスキルに合わせた武器を大量に生産していく。

　魔剣というほど高性能ではないが、迷宮方面軍の制式装備と同等以上なので、このくらいで自重しておいた方がいいだろう。

　余り高性能にし過ぎると、余計な好奇心を刺激される奴らが増えそうだしね。

　何事も、ほどほどが一番だ。
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「うわぁ、新品の装備だ！」

「すげぇ、見なよ！　護衛蟻の剣腕を使った魔剣だ」

「こっちは蟷螂かまきりの大剣に鎧もセットじゃん！」

「すっごーい！　クロ様って何者なの？」

「この鎧着てもいいのかな？　怒られないかな？」

「おおっ、薔ば薇ら棘とげ槍やりもある！」

「この盾なんて、甲虫の背甲の削り出しだよ！」

「凄すごすぎっ。一体幾ら出せば作って貰もらえるのかわかんないよね」

　翌朝、量産品の装備を「蔦の館」で匿かくまっている探索者達に見せたところ、こんな風に絶賛された。

　これだけ喜んで貰えると作った方も、クリエイター冥みよう利りに尽きるってものだね。

　ちょっと良い気分になりながら、周りを見回す。

「──綺麗」

　姐御さんはただひたすらに、オレが作った銀色に輝く「蟻翅の銀剣」に見み惚ほれていた。

　今更、それは見本だから返してくれとは言えない雰囲気だ。

　この剣は作るのが大変だったので、もう同じモノを作る気がなかったのだが、ここまで惚れ込んでくれたのなら、プレゼントしてもいいだろう。

「あれが本物の『蟻翅の銀剣』なのですね」

「ああ、温度管理を失敗すると灰色になるのだ」

　いつの間にか横に立っていた金髪貴族娘が、銀剣を翳かざす姐御さんを羨うらやましそうに見る。

「あちらの方が良かったか？」

「い、いいえ！　クロ様に頂いたこの服や細剣に不満などありません！」

　彼女やその仲間である貴族娘達にも、他ほかの探索者達同様の装備を与えようと思ったのだが、今後は探索者から足を洗うという話だったので、護身用に金属鎧風の騎士服と鋼鉄製の細剣を与えておいた。

　実用性よりも華やかさに重きを置いたので、お嬢様騎士団とでも言いたくなるような非現実的な可愛さがある。

「まずは、スミナ達に迷賊を連行させて西ギルドから報奨金をせしめ、その金で迷宮都市内にお前達が自立まで暮らせる長屋か家を確保させよう」

「クロ様、このままここに居てはご迷惑──ですよね？」

「その通りだ。我にはやらねばならぬ仕事が多い」

　上目遣いに問う貴族娘に、オレはキッパリと言い切った。

　レリリルによる癒いやしが必要な者達や「栽培」の詳細を知っている者達にはしばらく滞在して貰うが、他は先に解放してしまう予定だ。

「そうですよね……クロ様は勇者様の従者様なのですから」

　意気消沈した金髪貴族娘をフォローするのはクロのキャラに合わないので、軽くスルーして横に控えていた運搬人のポリナに視線を向ける。

「お前達に相談がある」

「相談ですか？」

　オレがポリナに相談したのは、解放した人達に偏見の目が向かないようにカバーストーリーを考える事だ。

「『青い人』の隠れ里に匿われていたというのはどうでしょう？」

　そう提案してきたのは、ポリナではなく金髪貴族娘の方だった。

　なかなか立ち直るのが早い。

「青い人？」

「はい、ご存じありませんか？」

　金髪貴族娘の説明によると、その呼び名の元となった青い肌の人達の俗称で、迷宮奥にある迷宮村にごくごく希まれに出没するそうだ。

　青い人はともかく、迷宮村というのは興味があるので、今度仲間達と一緒に見物に行こうと思う。

「私も聞いた事があります」

　ポリナが控えめに自分の知る情報を教えてくれた。

　魔物の領域奥深くで迷子になっていると出会うらしい。

　こちらから敵対したり暴言を吐いたりしない限り向こうは何もしないそうだが、攻撃すると容赦なく殺されてしまうそうだ。

　女は様々なタイプの美女ばかりで、男も美男でワカメのようなウェービーで特徴的な前髪をしているらしい。

　他にも、霧のようになって消えてしまう、なんて逸話もあった。

「話を聞いていて思ったが、青い人の正体は吸血鬼ヴアンパイアではないのか？」

「いいえ、クロ様。サガ帝国の『血吸い迷宮』経験者から聞いた事がありますが、吸血鬼は言葉も解さぬ青黒い獣みたいな存在だそうです」

　オレの予想を、金髪貴族娘が否定する。

　この娘は博識だ。なんとなく、セーリュー市で出会った「なんでも屋」のナディさんを連想してしまう。

「そうだな──」

　オレは先ほどのアイデアを黙考する。

「──良いだろう。その案で行こう」

　オレはそう決断し、手順を金髪貴族娘、ポリナ、姐あね御ごさんの三人でカバーストーリーを詰めた。





◆






『これは何の騒ぎだ！』

『あたし達はクロ様親衛隊さ。これからクロ様が奇跡を見せてくれるから、黙って見てな』

　迷宮奥から、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で転移先の準備ができているか確認してみると、姐御さんとギルド職員がなにやら揉もめていた。

　先に迷宮上層第一区画から出して転移先の空間を確保させておいたのだが、もうちょっと交渉上手な者を付けておいた方が良かったかもしれない。

　オレは姐御さんが言った「クロ様親衛隊」という単語を聞かなかった事にして、迷賊達を捕らえていた土壁を消していく。

　もちろん、迷賊達が逃げないように、全すべての牢ろう屋やを囲む長大な土壁で封鎖済みだ。

「うぉおおおお！」

「やるぜ！」

　土壁を消した途端、飢えた野獣のような目をした迷賊達が襲ってきた。

　オレは対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」と対魔物制圧用の「短気絶弾シヨート・スタン」の魔法を叩たたき込こむ。

　前者だと耐えるヤツが居たので、「魔身付与」という支バ援フ効果を持つ者やレベル三〇以上の幹部迷賊に後者を叩き込んだ。

　次々に昏こん倒とうする迷賊達の間を縫って、毒針で隙を突こうとした者もいたが、危機感知と拉ら致ちスキルの合わせ技で、何をする隙すきも与えずに昏倒させた。

　まったく、毒針なんてドコに隠していたのやら……。

　まず、面倒な魔身付与が使えないように「魔力強奪マナドレイン」で迷賊達の魔力を枯渇させ、ストレージにあった魔力を吸収する「棘蔦足ソーン・フツト」の蔦つたで縛り上げる。

　この蔦を使った魔封蔦という魔法使い用の拘束系アイテムのレシピもあったので、今度ヒマを見つけて作ってみよう。

　続いて、迷賊達を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんで、姐御さん達の待つ迷宮ギルド前へと「帰還転移リターン」した。

「うわっ、どこから現れた──」

「クロ様！　お勤めご苦労様です！」

　驚くギルド職員の声を遮る大声で、姐御さんが出迎えてくれた。

「拘束した迷賊達をギルドへ連れて行け。そこの職員、人手が足りん。迷賊を牢屋へ連行するのを手伝え」

　オレが偉そうに告げると、職員が懐疑的な顔を見せたが、迷賊の中に有名なヤツがいたようで、そいつを目にした途端、急に協力的になった。

「なんの騒ぎかと思ったら、あんただったのかい」

「ギルド長か」

　眠そうな目をしたギルド長が人ひと混ごみの向こうから姿を現した。

　セベルケーア嬢はいないが、ウシャナ秘書官は一緒だ。

「昨日の拠点にいた迷賊達だ。畑で作業していたらしき者達も捜してみたが、周囲にはいなかった。おそらく迷賊達に殺されたか、迷賊の黒幕が始末したのだろう」

　オレは「詐術」スキルの助けを借りて、後半に適当な話をでっち上げた。

　いずれ、ギルド長達は「青い人達の集落に匿われていた」と主張する元虜囚達の存在に気付くだろうけど、その彼女達は破滅草や自滅茎ではなく「ガボ麦」や「ガボ蕎そ麦ば」を作っていたと思い込んでいる。

　それに破滅草や自滅茎を効率よく育てるのに必要な魔法陣の作り方が分かるのもオレくらいのはずだし、大丈夫だろう。

　藪やぶをつついて蛇を出すようなマネを、ギルド長やシガ王国の偉い人がするとは思えないしね。

　もし、ダメそうなら、彼女達をどこか遠い国に逃がしてやろうと思う。

　オレはギルド長から口止め料込みの報奨金をせしめ、その金を姐御さんに渡して、下町の外れに長屋を幾つか纏まとめて契約させた。

　二〇〇人弱の大所帯なので、一区画まるごと借り切った感じだ。

「ポリナやエルテリーナ達は後から合流するが、それまではスミナに任せる」

「は、はいクロ様！　あたし達にお任せ下さい」

　姐御さんと四六人の探索者達が、誇らしげに胸を張って請け合ってくれた。

　とは言っても、姐御さんに丸投げして、以後は知らんぷりするほど薄情ではないつもりだ。

　彼女達が自立するまで、何ヶ月か援助してやるとしよう。

「後日、エチゴヤという商人を送る。困った事があれば相談しろ」

　オレはそう告げて、当面の生活費を与えておく。

　なお、エチゴヤなんて偽名は持っていないので、後でティファリーザに命名して貰う必要がありそうだ。

「それから、この迷賊達の装備は適当に売却して、生活費の足しにしろ」

　防具は捨て値だろうけど、魔物素材の武器なんかはそれなりの値段で売れると思う。

　さすがに呪のろわれた武器や魔法道具の類たぐいは、危ないのでオレが保管している。

　この後、「蔦の館」に残っている探索者以外の者達を何日かに分けて、解放していく予定だ。

　これは後日の話だが、主人の居ない奴隷達は解放して長屋に合流させ、主人の生存している奴隷達は主人の下に返す予定だったのだが、その目もく論ろ見みは大きく外れた。

　主人の下に返そうとした奴隷達は主人が救出時の礼金支払いを渋って所有権を放棄したために、オレの所有物となってしまったのだ。

　奴隷達の多くはそのままクロの奴隷でいる事を望んでいたが、道具的に使われるような奴隷はオレには必要ない。

　しばらくは保護も兼ねて、彼女達の意志を尊重してそのままにするが、いずれ、この長屋区画を解散する時に、まとめて奴隷から解放しようと思う。

　オレは晴天の下で、活気溢あふれる元虜囚の娘達を眺め、今は幸せそうなその姿を楽しむだけにした。







　新人探索者講習会





〝サトゥーです。研修は新社会人の最初の難関となるそうです。学ぶ方が勉強になるのと同様に、教える方も漠然とした事柄を復習する事になって、意外と得られる事も多いのです。〟






「捕まえちゃうぞ～？」

「うわぁああ」

「きゃはははは」

「タマちゃん、速ーい」

　サトゥーの姿に戻って屋敷に戻ると、隣の空き地で年少組と養護院の子供達が一緒になって楽しそうに遊んでいた。

「あ！　ご主人様なのです！」

　オレを目ざとく見つけたポチが尻しつ尾ぽを振りながら駆け寄ってきた。

　アリサとミーアも空き地の反対側に集まる子供達の中にいる。

　向こうは女の子ばかりで、空き地の草で何か編んで遊んでいるようだ。

「あぅ、捕まっちゃった。いーち、にー、さーん──」

　ハンデを付けて、わざとゆっくり追いかけていたタマが、逃げていた子に軽くタッチした。

　捕まった子が数を数えながら、周囲を見回しているので、「鬼ごっこ」で遊んでいたのだろう。
















「おかり～？」

　タッチしたタマがブンブンと手を振ってきたので、オレも振り返してやる。

　同じ年とし頃ごろの子と遊んで楽しかったらしく、笑顔がいつも以上にキラキラと輝いている。

　頭を擦り寄せてきたポチを撫なでながら、思わぬ表情を引き出してくれた養護院の子供達に心の中で感謝した。

　このお礼は食べ物がいいだろう。

「──きゅー、じゅー、待て待てー」

　数え終わった子が走り出すと、遠巻きに休憩していた子供達が歓声を上げて逃げ始める。

　やっぱり、子供達は元気なのが一番だね。

「ポチも逃げなくっちゃ、なのです！」

「うん、楽しんでおいで。怪け我がをしないようにね」

「はいなのです」

　こくりと頷うなずいたポチが子供達と合流する。

　遊びに夢中になりすぎたポチ達が、他ほかの子供達を怪我させないように、何か腕力抑制アイテムを用意した方が良いだろう。

　怪我は魔法薬で治せるけど、怪我を負わせた事がポチ達のトラウマになったら嫌だからね。




「ルル、夕飯の支度はもう始めちゃったかい？」

「ごめんなさい、まだなんです」

　叱しかられたと思ったのか、ルルが美び貌ぼうを曇らせる。

「別に謝らなくていいよ。今日は皆にハンバーグを作ってやろうと思ってね」

「久しぶりですね。きっとタマちゃんもポチちゃんも大喜びです」

　オレの問いかけの意味を理解したルルが、ほっとしたように清せい楚そな笑みを浮かべた。

「今日はセリビーラ鈍牛のお肉を使いますか？」

「それじゃ足りないだろうから、噴進狼ロケツト・ウルフとヒュドラの肉を使うよ」

「え？　牛肉も二、三〇人分くらいならありますけど？」

　ルルの疑問で、彼女の誤解が分かった。

「今日は仲間達の分だけじゃなくて、メイドの子達や養護院の子達にもハンバーグをふるまってあげようと思ってね」

　ルルがちょっと困った顔になる。

　たぶん、養護院の子達の食事には贅ぜい沢たくな物を出さないようにしよう、というアリサや養護院院長の方針に反している事を指摘するか迷っているのだろう。

　誤解はすぐに解くとして、こういう表情のルルもなかなか可か愛わいい。

「心配しなくても、今日だけだよ。メイドの子達は養護院の子供集めの時のご褒美、養護院の子達は養護院スタートの記念にって感じかな？」

　オレの言葉にルルの困り顔が解除された。

　普段は質素な食事でいいと思うけど、やっぱり何かの記念日くらいはプチ贅沢を楽しみたいよね。

「──とはいえ、ここで一〇〇人分以上のハンバーグを作るのはちょっと大変だね」

「はい、普段の食事は簡単なものなので、空き地に竈かまどを作って調理しているんです」

　なるほど……最近はあちこちを飛び回っていたから、そんな苦労があったのを知らなかったよ。

　大工さんには子供達の寝室の次に厨ちゆう房ぼうを優先して貰もらおう。

「なら、今日も外でやろうか」

「はい、ご主人様！」

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」でリザとナナを呼び、食材や挽ひき肉にく機を空き地の竈の傍そばに運んで貰う。

「にく～？」

「お肉さんがいっぱいいっぱいなのです！」

　食材の近くではタマとポチが嬉うれしそうにしていた。

　なぜか、子供達はその様子を文字通り指を咥くわえて見ている。

　きっと、まだ年長組には馴な染じんでいないのだろう。

「タマ隊員、ポチ隊員」

「あい！」

「はいなのです！」

　オレが呼びかけると、タマとポチが真ま面じ目めな顔で姿勢を正した。

「これより、ハンバーグ作戦を執り行う！」

　オレもタマとポチに合わせて真面目な口調で告げると、二人の目が頼もしい輝きを帯びた。まるで、困難な作戦に挑む歴戦のツワモノのようだ。

「タマ隊員とポチ隊員はリザ軍曹が切り分けたブロック肉を、このマシーンで挽き肉にする重要な役割を任せる」

　オレの言葉に二人がこくりと頷いた。

「ハンバーグのできは、この作業に掛かっているといっても過言ではない」

　本当は過言だけど、ここはノリを重視した。

「二人の奮戦に期待する」

「あいあいさ～」

「マッスィーンはポチにお任せなのです！」

　挽き肉機に取り掛かろうとしたタマとポチだったが、手動ハンドルが一つしかない事実に愕がく然ぜんとし、なぜか二人で仲良く一緒に回し始めた。

　いやいや、交代でやろうよ。

「おー！　今日はハンドリバッグね！」

「むぅ？　はんどり？」

　アリサがハンバーグに新しい名前を付けながら寄ってきた。

　ミーアも一緒だ。

「子供達が間違って覚えるだろ」

　オレがそう窘たしなめると、口々に「はんどりばっぐ」と囁ささやき合う子供達に、本当はハンバーグという料理だと訂正していた。

「あれが、はんばーぐ」

「あんなにお肉使うんだ」

「いいなー、お屋敷の子は」

「あたし達も一度でいいから食べてみたいね」

　遠巻きにした子供達が、羨うらやましそうにこっちを見る。

「へん！　俺は自分で稼いで食べてやる」

「俺も大人になったら探索者になる」

「あたしも！」

「おっきくなったら、いっぱいいっぱいはたらくよ」

　おお、前向きだ。

　この都市の子供達はかなりポジティブらしい。

「何言ってるのよ。あの量をわたし達だけで食べきれるわけないでしょ。あんた達の分ももちろんあるわよ──ね、ご主人様？」

「そうだよ。私立ペンドラゴン養護院の創立記念にね」

　アリサが養護院の子供達に語り掛けた後、言葉の最後でオレに確認してきたので肯定してやる。

「そーりつ？」

「おいしいのかな？」

「たぶん、美お味いしいよ」

　子供達はお腹なかがペコペコのようなので、調理を急ぐとしよう。




「涙がぁああ」

「溢れるぅうう」

　玉ねぎを刻んでいたメイド幼女達が、うるうると涙と鼻水を流している。

　これは「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」でガードできるのだが、せっかくの定番イベントなので、彼女達にも「玉ねぎで涙が溢れる」というのを体験して貰った。

「繊維を潰つぶすからですよ。こういう風に切れば涙はでません」

　ルルが優しく玉ねぎの切り方を教えてあげている。

　既に達人の域にあるルルの包丁さばきに、メイド幼女達が感嘆の吐息を漏らした。

「マスター、こねる作業は順調だと告げます」

　腕まくりしたナナが、ハンバーグのタネをこねる工程を行っていた。

　ここが一番大変なようで、ミテルナさんや新メイドのロジーとアニーの二人も参戦している。

　オレは彼女達が丸めたハンバーグを両手の間を往復させる事で、空気を抜いて鉄板の上に並べていく。

「若様、遊んでる？」

「食べ物で遊んじゃダメなんだよ？」

「違うわよ、あれはハンバーグをもっと美味しくする魔法の技なのよ」

　子供達の勘違いをアリサが訂正した。

「まほー？」

「そうよ、ご主人様は『奇跡の料理人』って呼ばれているんだから！」

　アリサの言葉が信じられないのか、子供達の物問いたげな視線がミーアに向かう。

「ん、真実」

「うわー、本当なんだ」

「若様、すごい」

「ちょ、ちょっと！　その反応にはアリサちゃん、ちょっと『おこ』なんだけど！」

　子供達の反応にアリサが死語で憤慨する。

「わー、アリサちゃんが怒った～」

「逃げろ～、怒ったアリサは怖いぞ～」

　子供達が楽しそうな悲鳴を上げて逃げ出し、アリサも怒ったフリをして追いかけていく。

　アリサ達にはこれからも子供達との潤滑役を頑張って貰いたい。

「旦だん那な様、鉄板があつくなったよ──です」

　竈に置いた鉄板の状況を、見張っていたメイド幼女が報告してくれた。

　まだ上う手まく敬語が使えないようだが、日に日に良くなってきている。

「ありがとう、いい感じだね」

　鉄板に手をかざすと、調理スキルが鉄板の状態をなんとなく教えてくれる気がする。

　オレは丁度良いタイミングで、鉄板にハンバーグを並べていく。

　じゅう、という美味しそうな音に、獣娘達の視線が飛んできた。

　しばらく間を置いて、肉の焼ける香りが広がると、子供達の視線ときゅるきゅるというお腹の虫の合奏が聞こえてくる。

「皆！　もっと美味しくするわよ」

　アリサが子供達に向かって叫ぶ。

　事前に打ち合わせしてあったのか、ミーアがアリサの言葉を盛り上げるようなＢＧＭを奏でている。

「どうやるの？」

「応援するのよ！」

　代表して質問した子に、アリサが芝居がかった仕草で答える。

「おうえん？」

「がんばれ～って？」

「違うわ！」

　アリサがチッチッチと口で言いながら、唇の前で指を横に振る。

「歌よ！」

　歌で戦争を止める銀河の歌姫のような大きな振りで、子供達に宣言する。

「皆の応援する力を歌にのせて、ハンバーグをもっともっともーっと美味しいスーパー・ハンバーグに変えるのよ！」

「すごーい！」

「たのしそー」

　アリサのネーミングセンスがオレと同レベルと判明したのはともかく、アリサはハンバーグ作りの見学を一つのイベントに昇華させようとしているらしい。

「どんな歌なの？」

「魂の歌よ！　わたしの歌に続けぇえええ！」

　アリサがどこかで聞いたアニメソングのような歌を歌い出す。

　何かのアニメの替え歌のようで、ハンバーグの調理手順を歌った歌詞のようだ。

　アリサがノリノリで歌うのを聞いて、一人また一人と子供達も一緒に歌い出した。

　聞き覚えのある声に視線を向けると、ミンチ作りを終えたタマとポチもアリサの左右を陣取っている。

「ご主人様、私も焼き班に参戦します」

「ありがとう、ルル」

　子供達の歌声に、ルルも口元が綻ほころんでいる。

　こういう晩御飯準備もなかなかいいね。





◆






「うまー」

「おいしー」

「美味美味～？」

「やっぱりハンバーグ先生は無敵に素敵なのです」

「うん、ムテキだね」

「むぐっ、ステキだよ」

　子供達が一心不乱にハンバーグを味わう様子を見守る。

　人数が多すぎたので、サイドメニューがフライドポテトと各種茸きのこのバターソテーくらいなのは許して欲しい。

「きっと、あたしの歌が効いたのよ」

「えー、僕らの歌だよ」

　子供達の中からそんな会話を聞き耳スキルが拾ってきた。

　どうやら、純真な子供達はアリサの冗談を真に受けてしまっているようだ。

「美味しいね」

「ポチちゃんやタマちゃんが自慢するはずだよ」

　配はい膳ぜんを終えたメイド幼女達も、ハンバーグに舌鼓を打っている。

「ポチお嬢様、タマお嬢様と言いなさい」

　そんなメイド幼女達を、屋敷から戻ってきたメイド長のミテルナさんが窘める。

　彼女は屋敷の警護のために留守番をしている侍ペアに、夕飯のハンバーグを届けていたようだ。

「やはり、ご主人様のハンバーグは別格です」

　リザが目を細めて、真しん摯しに咀そ嚼しやくしている。

　尻しつ尾ぽの先がリズミカルに動いているから、きっと満足いく味だったのだろう。

「ううっ、やっぱり、まだまだご主人様には届きません」

「ルルの向上心が好ましいと称賛します」

「ん、がんば」

　ハンバーグを食べて悔しそうなルルを、ナナとミーアが応援している。

　ミーアの皿には半分ほどのハンバーグと、山盛りの茸ソテーが載っていた。

　意外な事に、ミーアのハンバーグの残り半分は、獣娘達の皿ではなくアリサの皿の上だった。

「ちょっとー、そんな目で見ないでよー」

　オレの視線を感じたアリサが、なにやら抗議する。

　どうやら、大食いとは思われたくなかったようだ。

「ガキんちょ達の相手はカロリーを消費するのよ」

「はいはい、ほどほどにね」

　大学時代に付き合っていた彼女のダイエットに付き合わされた事があるが、あれはなかなかストレスが溜たまるのだ。

　アリサの言葉を適当に流していると、レーダーに映る青い光点──知り合いの誰だれかが近付いて来るのが分かった。

「ほうほう、屋外で食事とは野趣あふれる感じなのじゃ」

　短いドリルツインテールを揺らして現れたのは、ノロォーク王国のミーティア王女だった。

　その横には「巌いわお」という字が似合いそうなノロォーク王国の女騎士ラヴナ殿が護衛についている。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ミーティア様」

「うむ、サトゥー殿も息災そうでなによりじゃ」

　ミーティア王女は養護院の青空食堂を見回して、大人のような表情で頷うなずく。

　見た目はアリサと同じくらいの幼女にしか見えないので、そういう表情をするとおませな子供が背伸びをしているようで、実に微ほほ笑えましい。

　本人に言ったら傷つきそうなので、絶対に口にできないけどさ。

「何か急ぎの事件でもございましたか？」

　日没前とはいえ、一国の王女がうろうろと散歩するような時刻じゃない。

「うむ、レーテル殿から、サトゥー殿が困っておるようじゃと耳にしたのでな」

　彼女の言うレーテルというのは、子供達の虐待事件で相談した太守夫人の名前だ。

「何か手伝えることはないかと思って足を運んだのじゃが──」

　子供達の和わ気き藹あい々あいとした食事シーンを見て、既に問題が解決したのを悟ったらしい。

「それはわざわざありがとうございます」

　オレは無駄足をさせた詫わびではなく、オレ達を気遣ってくれた彼女の気持ちに感謝の言葉を返す。

「子供達と同じような物しかありませんが、宜よろしかったらご一緒にいかがですか？」

「ふむ、良いのか？　誰かの食事を取り上げたりせぬのかや？」

　なかなか気遣いのできる幼女だ。

「大丈夫です。お代わり用に大量に予備がありますから。ラヴナ殿もご一緒にどうぞ」

「ならば、頂くとするのじゃ」

「うむ、馳ち走そうになろう」

　二人のためにテーブルと椅い子すを運ばせ、綺き麗れいな食器を用意する。

　さすがに炊き出し用の粗末な食器を王女に使わせるのは躊躇ためらわれたのだ。

「おおっ、なんと柔らかい肉料理なのじゃ！」

　ハンバーグを一口食べたミーティア王女が、目を見開いて驚きを口にした。

　従者のラヴナ殿は感想もなしに無心で食べている。

　瞬く間に、彼女の皿が空になった。

「お代わりをどうぞ」

「う、うむ、かたじけない」

　オレが代わりの皿を差し出すと、巌の騎士はいそいそと受け取った。

　ハンバーグは子供達用のサイズで作ったので、体格の良い彼女には物足りなかったのだろう。

　次の皿も瞬く間に平らげた彼女だったが、子供達のお代わり争奪戦を見て、以後のお代わりは遠慮していた。

　タマとポチが口火を切ったお代わり戦争は、お腹なかぽっこりの子供達を量産して終結を迎える。

　途中でハンバーグが尽きて、そこで終わりにせずに、ヒュドラ肉のステーキを焼いたのはやり過ぎだったかもしれない。

「実に美味じゃった。王族のわらわでも、これほどの食事は数えるほどしかした事はないのう」

　ミーティア王女が満更リップサービスでもなさそうな声で称賛してくれた。

「お姫様でもご馳走だったんだ」

「すごい美お味いしかったもん」

「えへへ～、なんだか凄すごいや」

　子供達がミーティア王女の話を聞いて驚きの声を上げた。

「また、食べられるかな？」

「無理じゃない？」

「いつもは無理だけど、年に数回くらいはいいかもね」

　子供達の問いかけの視線にそう答える。

　養護院院長も頷いてくれていたので、頻度的にも問題なさそうだ。

「わーい」

「やったー！」

「今度はいつ食べられるのかな？」

「もっと先だよ」

「先っていつ」

「先は先だ」

　子供達らしい会話が聞こえて来た。

　とくに日付を答えると、約束を破った時の子供達の落胆が怖いので、明言を避けた。

　安請け合いしたあげくに、休日に遊びに行く約束を反ほ故ごにするお父さんにはなりたくないからね。




「そうだ、ラヴナ殿」

　食事のついでに行う事ではないが、昨日作った魔物素材の大剣を格納鞄ガレージ・バッグから取りだした。

　戦蟷螂ウオー・マンテイスの剣腕を使った大剣は巨大すぎて使い手を選びそうだったので、巌の騎士用に使って貰もらおうと思ったのだ。

　この大剣のみ製作者を変えてあるので、後々問題になる事はないと思う。

「出入りの商人が置いて行ったのですが──」

「ほう？　魔物素材の大剣か？　少し振らせて頂いても宜しいか？」

「ええ、どうぞ」

　巌の騎士の願いを快諾する。

　公都の知り合いや旅の間に見掛けた感じだと、シガ王国の貴族や貴族に仕える人達は、魔物素材の武器を嫌っているようだったが、巌の騎士や彼女の仕えるミーティア王女に忌避感はなさそうだ。

「すっげー」

「うわぁ、あお人すおいね」

　巨大な剣を自在に振り回す巌の騎士を、子供達が羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げる。

　迷宮都市という土地柄のせいか、彼女のような達人は憧あこがれの対象となるのだろう。

「見た目は無骨だが、バランスの良い素晴らしい大剣だ」

　剣を振り終わった巌の騎士が、篝かがり火びを反射する刃やいばに恋する乙女のような瞳ひとみを向ける。

「何より、魔力の通りが青銅剣など比べものにならないほどいい」

　あれ？　魔力操作で魔力が通りやすいように調整はしたけど、そんな風に絶賛するほどじゃないと思うんだけど？

　鋳造魔剣に比べたら八割程度の効率しかないしね。

「迷宮都市の武具屋で試した魔物の素材の大剣とは、まるで別物だ。有名な方の作品なのであろう？」

「ヘパイストスという新進気鋭の刀匠の作品だそうです」

　オレの言葉を聞いたアリサが、食後のお茶を吹き出してルルに叱しかられていた。

　たぶん、「ヘパイストス」と言う名前が、ギリシャ神話の鍛か冶じの神様から付けられていると知っていたからだろう。

　もちろん、言うまでもないが、オレの偽名の一つだ。

「──ヘパイストスか。きっと歴史に名を残す名匠となるだろう」

　アリサが笑いを堪こらえて震えているのが視界に入ったが、軽くスルーして巌の騎士の称賛を受け取る。

「出入り商人が次に寄った時に伝えさせましょう」

　巌の騎士が後ろ髪引かれる顔で大剣をオレに差し出す手を、優しく押し返す。

「ペンドラゴン卿きよう？」

「それはそのままお持ち下さい。その大剣は迷宮都市の腕の立つ武人に使って貰って欲しいと頼まれているのです」

「どういう事だ？　私はこれほどの名剣を買い取れるほどの金子は持ち合わせていないぞ？」

「お代は結構です。宣伝のためですよ。広告塔のような扱いで申し訳ありませんが、剣の事を尋ねられた時に、ヘパイストス氏の名前を宣伝して頂けたらそれで十分だそうです」

　訝いぶかしげな巌の騎士に、予あらかじめ考えておいた言い訳を告げる。

　こっちの世界で広告塔なんて見たことないけど、単語はちゃんとあるようだ。

「これほどの剣をか？」

「作り手は失敗作だと言ってたそうですよ？　重く大きすぎて、地元では使い手がいなかったそうです」

　大剣に惹ひかれつつも遠慮する巌の騎士の背中を、詐術スキルの助けを借りて後押ししてやる。

「彼のためにも使ってあげてくれませんか？」

「ラヴナ、これ以上の遠慮はヘパイストス殿にもサトゥー殿にも失礼なのじゃ」

「はい、ミーティア様」

　主人に言われてようやく踏ん切りがついたようだ。

「ペンドラゴン卿、この大剣は大切に使わせて頂く」

「使っていて気がついた事があったら教えて下さい。出入りの商人が来たら伝言しておきます」

「うむ、承知した」

　雄々しく答えた巌の騎士が、巨大な剣を背負った。

　やっぱり、彼女はこのスタイルが一番似合っているね。





◆






「うわっ、わたし達ってば浮いてるわね」

　ハンバーグ祭りから数日が過ぎ、今日は探索者ギルドの新人探索者講習会を仲間達と一緒に受講に来たのだが、アリサが言うように明らかに浮いていた。

　周りは年季の入った服に、手作り感満載の武器を持った中学生くらいの子供達ばかりだ。

　人族だけでなく、虎人のような獣人や蜥蜴とかげ人もいる。

「あ、あの！　きょ、教官の方でしょうか？」

　後からギルドの訓練所の扉を開けて入ってきた少女が、オレ達に問い掛けてきた。

　彼女はチェイン・メイルや鋼鉄製のメイスを装備しており、さらに丸盾を背負っている。

　ＡＲ表示によると、近隣領主に仕える士爵家の娘さんらしい。

「いえ、あなたと同じ受講者ですよ」

　彼女の視線はナナとリザの方を向いていたが、オレが代表して答えた。

「も、申し訳ありません。私はダリル士爵の子、ジーナ──」

「若様！　どうして若様がここに？」

「ご無沙汰、若様。もしかして、若様も教官に？」

　ジーナ嬢の言葉を遮ったのは、前に迷宮内で魔物の連鎖暴走トレインから助けた「麗しの翼」の二人だった。

　どうやら、今日の教官役は彼女達らしい。

「おう、揃そろってるな？」

　手に木剣を持った熊くまみたいなヒゲ面の探索者が、こちらに向かって歩いてくる。

「ドゾン様？　今日は教官が多いの？」

「いや、俺様とお前ら二人だけのはずだ──」

　教官役の三人は顔見知りらしい。

　様付けで呼ばれているが、ドゾン氏は平民の探索者だ。

「そっちの貴族様は新人探索者講習会に来た受講生か？」

「はい、そうです」

「へ？　若様みたいな凄すご腕うでが？」

「何かの間違いじゃなくて？」

　ドゾン氏の問いに頷うなずくと、「麗しの翼」の二人が驚きの声を上げたので、ギルドから受け取った手紙を見せて納得して貰った。

　最初にそんな問答があったものの、講習会は恙つつがなく行われた。

「──とまあ、そんなワケで、初めの内は芋狩りか豆狩りをしてんのが食いっぱぐれねぇぞ」

　ドゾン氏の講義を新人探索者達が真剣な顔で聴いている。

「ただし、なんでか分からねぇが、芋と豆ばっかり狩っても強くならねぇんだ」

　駆け出しでレベル一ひと桁けたの探索者でも、まったくレベルが上がらないそうだ。

「だから、三人以上で組んで、芋や豆を狩るついでに迷宮鼠メイズ・ラツトや迷宮蛾メイズ・モスを見つけたら、率先して狩っていけ」

　後者は魔コ核ア以外、ほとんど金にならないそうだが、レベル上げのためには狩った方が良いそうだ。

　タマとポチがふんふんと頷いているのが目に入った。

　君達のレベルだと意味がないからね？

「同じ所に出る『絡み菜種エンタングル・レープシード』は狩らないの？」

「あー、あれはたまに迷宮饅まん頭じゆう屋が買ってくれるが、基本は買い手がいない。しかも芋や豆よりしぶといから、可能な限り戦闘は避けろ」

　新人探索者の一人から出た質問に、ドゾン氏が立て板に水な感じで答える。

「菜種なら油が取れるんじゃないの？」

「ああん？　油ならゴブリン狩って肉屋だろ？」

　アリサの疑問を拾ったドゾン氏に、何を言っているんだコイツという目で見られる。

　確かに圧搾や溶剤が必要な植物性油に比べて、オイル・スライムで得られる油の方がイージーだからだろう。

　手っ取り早く植物性オイルが手に入りそうなので、後で手持ち資料にレシピがないか調べてみよう。

「続けるぞ──」

　質問で逸それた話をドゾン氏が元の話に軌道修正した。

「その鼠や蛾を狙ねらって、ゴブリンや迷宮蟻メイズ・アントが出る事があるが、防具が揃うまでは絶対に手を出すな。特に迷宮蟻は硬い。まともな武器がなけりゃ、教官のこいつらでも苦労するんだぜ？」

　ドゾン氏の言葉に「麗しの翼」の二人がたははと苦笑する。

「馬ば鹿かにすんな！　ゴブリンくらいなら、俺達でも狩れる！」

　威勢のいい子がドゾン氏に食ってかかる。

「ハグレならな？　芋や豆の所には数匹で行動する強つえぇのが出るんだ。もしかち合ったら、煙玉か閃せん光こう玉を投げて、すぐに逃げろ」

　嚙かみついてきた子に拳げん骨こつをおとしたドゾン氏が、他ほかの人達に忠告する。

　ドゾン氏が「閃光玉を持っていないヤツは手を上げろ」という質問に手を挙げたのはオレ達だけだった。

　ひとしきりドゾン氏に探索者としての心構えを説教された後、煙玉と閃光玉の見本を一個ずつ貰った。

　西ギルドの売店で売っているそうなので、今度迷宮に行く前に大人買いしておこう。

「お前らも聞け！　俺様達探索者は身体からだが資本だ。怪け我がをしたら負けだと思え！」

　ドゾン氏の言葉に、タマとポチの二人がモノ言いたげに首を傾かしげる。

「魔法薬は～？」

「そんな高価なモンを使ってたら採算が取れねぇよ」

　タマの質問にドゾン氏が肩を竦すくめる。

「そうなのです？」

「タマ、ポチ」

　リザがタマとポチに向かってお口チャックのポーズをすると、二人も慌てて同じポーズをして口を閉ざした。

「魔法薬をふんだんに使えるのは金持ちか貴族様のパーティーか、赤鉄の探索者くらいのもんだ」

　そうなのか？

　そこまで高いモノじゃなかったと思うんだが……。

　オレが内心で首を傾げている間に、話題が魔法薬から泊まり込みの遠征の話に変わっていた。

「お前らには早いかもしれないが、泊まり込みで遠征するなら、予定日数の倍は保存食を用意していけ。運搬人は必ひつ須すだぞ。水が重いからな」

　なるほど、誰だれでも水みず石いしや「奈落の水袋ウエル・バツグ」を持っているわけじゃないからね。

「若様は泊まり込みで遠征してるんだろ？　どのくらいだ？」

「はい、だいたい七日くらいですね」

「七日?!　そんな嬢ちゃん達を連れて七日？　無茶しやがるな」

　ドゾン氏が呆あきれたように言う。

　オレ達には別荘のような拠点があるから平気だけど、確かにジメジメした地下で長々と野宿するのは大変そうだ。

「お前らはマネするなよ。普通は三日から四日くらいだ。蟷螂かまきり区画や甲虫区画で張り込む奴やつらは半月くらい篭こもってるが、ありゃ補給部隊を別で用意できるからだ。マネしたら死ぬぜ」

　シャワーもなしに半月も迷宮に篭もるなんて、聞いただけで頭がかゆくなりそうだ。

　オレが身を震わせている間に座学は終了し、今度は実技となった。

　ドゾン氏や「麗しの翼」の二人が手分けして、新人探索者に立ち回りを教えている。

「なぁなぁドゾン様は魔刃が使えるの？」

「使えるかっ！　そんなすげぇ技が使えたら、探索者なんざやってねぇよ」

　新人探索者の興味津々な質問に、ドゾン氏が肩を竦める。

　その言葉に、ポチとタマが顔を見合わす。

　さっきのお口チャックの指示が効いているのか、二人から不用意な言葉は出てこなかった。

「魔刃が使えるのに探索者なんてやってる変人は、ジェリルやザリゴンなんかの一部だけさ」

　オレの横でアリサが「ザコリンも魔刃が使えるのね。意外～」と失礼な事を呟つぶやいていた。

　仲間達の取得状況を見る限りでは、魔刃がレアスキルなのは魔力を通しやすい武器が一般的ではないからだと思う。

　木もく魔ま剣けんのような練習用の武器が広まれば、魔刃使いも増えそうだ。





◆






「いいのか？　幾ら貴族でも、こんな人数で？」

「ええ、構いませんよ」

　講習会が終わった後で、ドゾン氏を始めとした講師達とその場にいた新人探索者達を誘ってギルド近くの酒場へとやってきていた。

　もちろん、誘ったオレの奢おごりだ。

　飲みニケーションというわけでもないのだが、ドゾン氏達や新人探索者達から色々と有用な話や普通の探索者達の常識を知る事ができたので、そのお礼に酒や食事を奢ろうと思ったのだ。

「うわあ、俺達、こんな店で食べるの初めてだ」

「おいっ、キョロキョロするなよ。田舎者だと思われるだろ」

「いいじゃん、田舎者なんだから」

　新人探索者達は落ち着かない様子だが、別に高級酒場というわけではない。

　銀貨一枚もあればたらふく食べて、たっぷり飲めるくらいの店だ。

「ボク達も一人前になったら、こんなお店に気軽に入れるようになるのかな？」

「ごめん、あたしらも年に数回しか来られないんだ」

「えっ、そうなの？」

「あはは、武器の整備代や骨ほね鎧よろいや探索服の修繕費がけっこうかかるんだよ」

　新人探索者と「麗しの翼」の二人の会話が聞こえてきた。

　一人前の探索者でも資金繰りはなかなか大変なようだ。

「ドゾンさん、何にしましょう？」

「まずは、人数分のエールとすぐ出せる肉を頼む」

　ドゾン氏が「とりあえず生」のような感じで、給仕のお姉さんにエールを頼んだ。

「この子達には果実水をお願いします。あとお薦めの料理を沢山かな？」

「どうせならメニューの端から端まで全部行きましょうよ」

　成人しているリザは飲ませても良い気がするが、彼女は酔うと寝てしまうので控えさせた。

　仲間達に酒はまだ早いので果実水に切り替える。

「あ、あの良いんですか？」

「ええ、それでお願いします」

　アリサのバブルな注文に、給仕のお姉さんが引いていたが、その手に金貨を数枚先払いし「足りなくなったら言って下さい」と伝えておく。

「ずいぶん羽振りがいいな。嬢ちゃん達の装備もすげぇし、食うのもままならないやつらに炊き出しまでやってるそうじゃねぇか。貴族ってだけじゃ、そこまで稼げないだろ？」

「ええ、砂糖航路の交易で少し」

　ドゾン氏の疑問に手て頃ごろな答えを返しておく。

　実際、砂糖航路での収入は「竜の谷」で得た初期資産の一パーセントにも満たないけど、多くの人に納得させるのに便利な言い訳なのだ。

「コウエキってそんなに儲もうかるのか？」

「ご主人様の場合、人脈が凄すごいから。ララギの王様と友達じゃなかったら、あんなに稼げないわよ」

「王様と友達?!」

「すげー！　若様、すげー！」

　新人探索者の疑問にアリサが答えた。

「なんじゃ、サトゥー殿ではないか」

「こんばんは、ミーティア様」

　通りかかった馬車から降りてきたのはノロォーク王国のミーティア王女だ。

「か、可か愛わいい」

「若様の知り合いってみんな可愛いよな」

「良いトコの子かな？」

「俺も赤鉄の探索者になったら嫁に貰もらえないかな？」

「ダメよ、殿下は隣国の王女様だから」

　なんて会話が新人探索者とアリサの方から聞こえてきた。

　──ん？

　西ギルドに緑貴族が入っていくのが見えた。

　迷賊達の尋問かな？

　緑貴族の動きをレーダーで見ていたら、黄色い光点が映った。

　これは敵対的でない魔物の表示だ。

　そちらに視線をやると、黒くろ豹ひようのような魔物を二頭従えた女性が歩いていた。

「ああ、あれは調教師テイマーの従魔だから心配無用だ」

「従魔を従えた探索者は初めて見ました」

「そうか？　従魔やゴーレムを使役する探索者は多いぜ？　さすがに死霊使いや召喚師は、俺様くらい長く探索者をしていても滅多にお目にかかれないけどな」

　オレの視線に気付いたドゾン氏がそんな話をしてくれた。

「ほら、あそこに人形使いのルンがいる。もうちょっとしたら、ゴーレム兵団のジッゴも迷宮から戻ってくるだろうから、見られるかもな」

　ルン氏の人形というのは、レンガで作ったマリオネットのようなモノだった。

　動きがぎこちないが、ＡＲ表示によるとそれなりの戦闘力を持っているようだ。

「エールと作り置きの煮豆、それに肉にく串ぐしを置いていくわね。すぐに煮込みを持ってくるから、これでも飲み食いしてて」

「おう、ありがとよ」

　給仕のお姉さんが持ってきてくれたエールや果実水で乾杯し、新人探索者達が肉串に喰らい付く。

　新人探索者に負けじと獣娘達も肉串の争奪戦に参加する。

「うめぇ！」

「肉なんて久々だ」

「うちの村なんて、収穫祭や冬支度の時だけだよ」

　肉を確保した子達が、舌鼓を打ちながらそんな話をしていた。

　すぐにテーブルの肉串は尽き、乾き物でエールを飲んでいると、通りかかった探索者達がドゾン氏に挨あい拶さつして通り過ぎていくのを幾度も見掛けた。

　彼は面倒見が良さそうだし、探索者達に顔が広いようだ。

「スミナ！　スミナじゃねぇか！」

　珍しくドゾン氏の方から通りを行く探索者を呼び止めた。

　彼女は迷賊から救出した姐あね御ごさんだ。

「ドゾン様！　久しぶり」

「長いこと見ないから死んだかと思ってたぜ」

　姐御さんとドゾン氏が旧交を温める。

「それにしても、随分羽振りが良さそうな装備だな。貴族にでも仕官したのか？」

「まっさかー、あたしがお貴族様に仕えられるわけないじゃん」

　姐御さんがカカカと笑う。

「でも、もっと凄い人に仕えてるんだよ」

「誰だ？」

「秘密さ。その内有名になったら教えてあげるよ。この装備や剣もそのお方から貰ったんだよ」

　鞘さやに入ったままの銀剣をポンと叩たたいて、姐御さんがニヤリと微ほほ笑えむ。

　そして、ドゾン氏にだけ見えるように銀剣を少しだけ鞘から抜いてみせた。

「おい、スミナこりゃあ──」

「そうさ、伝説にある本物の銀剣さ」

　驚くドゾン氏に、姐御さんがハンサムな感じにウィンクする。

「スミナ──魔剣に負けないだけの腕を持てよ」

「応ともさ！」

　ドゾン氏の忠告に、姐御さんが当然だと頷うなずいた。

　先ほども銀剣の整備方法を懇意にしている職人に教えて貰いに行っていたと胸を張る。

「──スミナの姐御！」

「おっと行かなきゃ。ドゾン様、今度酒でも飲もう」

　仲間に呼ばれた姐御さんが、そう言って人ひと混ごみの向こうへ駆けて行った。




「随分賑にぎやかだな、ドゾン様のとこの新人か？」

　姐御さんと入れ替わりに、一人の探索者が立ち止まってドゾン氏の傍そばに来た。

「よう、ジェジェ。これは新人探索者講習会の若いやつらさ」

　ドゾン氏の知り合いらしき探索者に、なんとなく見覚えがある。

「へー、そうなのか──って、あれ?!　若様！」

　向こうもこちらの事を知っているようだ。

　リザが「最初にセリビーラの迷宮へ入った時に出会った血ち塗まみれパーティーの人達です」と教えてくれた。

　何気にリザは人の顔を覚えるのが上う手まい。

「あの時は助かった！　今日はあの時のお礼に奢らせて貰うぜ」

「万年金欠の『赤い氷』にしちゃ、豪ごう気きじゃねぇか」

「若様にはうちの仲間が命を救われたんだよ」

「宜よろしかったら、ご一緒しませんか？　皆さんの知見を若手に語ってあげて下さい」

　ジェジェ氏がここの勘定は自分が持つと言っていたが、水増し魔法薬二本くらいで金貨数枚の払いをさせるのは悪い。

　その代わり、オレ達や新人探索者達に、迷宮での失敗談や面白エピソードを聞かせて貰う事になった。

　そんな感じで、ジェジェ氏の後も、ちらほらとドゾン氏の知り合いの探索者が酒場に増えていき、今度はオレの知り合いまで増えだした。

「──賑やかだね」

「ギルド長、今日の仕事は終わったんですか？」

「いいや、白髪の従者サマが仕事を増やしてくれたおかげで、当分は酔よい潰つぶれる事もできないよ」

「前から、酔い潰れるほど吞のむのは止やめろと言ってるだろ」

「うるさいよ、セベルケーア」

　ギルド長とセベルケーア嬢の二人だ。

　エールを頼もうとするギルド長の注文をセベルケーア嬢が止め、水と夕飯らしき料理を頼む。

　新人探索者達はギルド長やセベルケーア嬢の顔を知らないようだったが、「赤い氷」のジェジェ氏や「麗しの翼」の二人はギルドのお偉いさんの登場に腰が引けていた。

「あれれ～？　ペンドラゴン士爵とギルド長が仲良く酒を飲んでるよ～」

　路地から聞こえたひょうきんな声に目を向けると、そこには迷宮方面軍の狐きつね将校と隊長氏のコンビ、それからお忍びのエルタール将軍の姿があった。

「隊長、あの酒瓶から癒着の気配がするよ」

「うむむ、確かにビンビンと響いてくるぞ」

「隊長、親おや父じギャグは寒いよ～」

　狐将校の余計な一言に、隊長氏の拳げん骨こつが落ちる。

　この二人は相変わらずのようだ。

「閣下もご一緒にいかがですか？　ここの料理はなかなかいけますよ」

「食通のペンドラゴン卿きようの勧めなら間違いあるまい」

　エルタール将軍がオレの背後の空席に腰掛ける。

　そちらの卓にいた探索者達が、エルタール将軍の偉い人オーラに当てられて他ほかへ移動していた。

「今日は貸し切りなので、好きな料理を頼んで下さい」

「それって、勘定は士爵様持ちって事？」

「ええ、そうです」

　嬉うれしそうな狐将校に首肯する。

　やったー、と叫んでバンザイした狐将校の頭に、隊長氏の拳こぶしが降るお約束を見届けてから、給仕のお姉さんに、料理と酒をエルタール将軍達の卓に運ぶように頼む。

「はーい、すぐにお持ちしますね。こちら、先ほどの注文の品になります」

　オレ達の卓に幾つもの肉料理の皿とシチュー鍋なべが置かれた。

　シチュー鍋の横には小さな鉢とひしゃくが置いてあり、各人がセルフサービスで注ぐシステムのようだ。

「異国のお姫様に、ギルド長に、将軍様？」

「若様って一体何者なんだ？」

「やっぱ、赤鉄の探索者ってすげぇ」

「馬ば鹿か野郎！　あんな規格外なのを赤鉄の標準にするんじゃねぇ」

　リザとルルが甲か斐い甲が斐いしく取り分けてくれる間に、他の卓の探索者達からそんな声が聞こえた。

　成り行きで知り合ったミーティア王女はともかく、後者の二人はただの飲み友達なんだが……。

「ご主人様、どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　ルルが手渡してくれた蟻蜜酒アント・ミードを受け取る。

「ペンドラゴン卿と新人探索者達の未来に！」

「「「乾杯！」」」

　エルタール将軍の音頭で、本日何回目になるか分からない乾杯を交わす。

　大人達は楽しく杯を重ね、子供達や若者は旺おう盛せいな食欲を満たしていく。

「美味です」

「カリコリうみゃ～？」

「こっちの肉はくにゅくにゅで美お味いしいのです」

　この店は肉料理が多彩なせいか、獣娘達がとても楽しそうだ。

　これからもたまに外食をしよう。

「ご主人様、こっちのしぐれ煮も美味しいわよ」

「キノコシチュー」

「ありがとう」

　アリサとミーアの差し出す料理に手を付ける。

　しぐれ煮は口の中でホロホロと崩れ、口の中に旨うまみが広がっていく。

　キノコシチューは毒どく茸きのこ風の浮遊物に抵抗があったが、味は普通に美う味まい。ピリカラ風味が癖になる。唐辛子とは違った独特の香辛料だ。

　どちらも、エールよりはワインや蟻蜜酒が合う。

　美味い料理に美味い酒を味わいながら、友人や知人達と和わ気き藹あい々あいとたわいない雑談に興じるのがこの上なく楽しい。

　空に昇った満月を見上げ、蟻蜜酒のグラスを掲げる。

　やっぱり異世界でも、平和が一番だね。





＞称号「幹事」を得た。

＞称号「宴会部長」を得た。









　魔の誘い





〝俺様の名はルダマン。ケチな山賊の小せがれとして生まれ、一旗揚げようと迷宮都市にやってきた。順風満帆だったのは最初だけ。迷賊王なんて呼ばれていい気になっていたが、今じゃ──。〟






「──牢ろう屋やの中ってか」

　臭く汚い床に転がって呟つぶやくと、天井との間に手下が不細工な顔を覗のぞかせた。

　どいつもこいつも、魔人薬のやり過ぎで顔が崩れている。

「どうする頭」

「ムラサキに入れたって、公開処刑や炭鉱送りよりマシってだけだ。お偉いさんや騎士どもの盾代わりに使われるだけだぜ」

「隷属の首輪で縛られる前に逃げちまおう！」

「俺の剛力なら格子だって曲げてみせる！」

「ああ、そうさ。あたい達なら素手でも戦える」

　そんな事は俺様も考えた。

　だが、この牢ろう獄ごくは魔力を吸い上げる魔法陣が張り巡らされている。

　俺様の「身体強化」スキルも「捨て身」スキルも全く使えない。

　もっとも、万が一、スキルが使えたとしても、この井形を組み合わせたような格子じゃ抜け出せないだろう。

　そもそも抜け出せたところで、アジトまで勇者の従者とやらに制圧された後だ。

　適当な商会に押し込んで武器や金を強奪しても、逃げ出せる先は西の砂漠か南にある魔物の領域のいずれかだ。

　どっちも、ムラサキや炭鉱と比べたってマシな境遇だとは思えない。

「機会を待て」

「ルダマンの旦だん那な、機会って言ってもよぉ」

　いつもは「お頭」「お頭」って言っていた自称右腕のカースが、侮るような顔で愚痴を垂れる。

　カースの頭を摑つかんで、地面に叩き付けてやった。

　床に汚い模様が広がり、慈悲を乞こうカースの悲鳴が響く。

「機会は機会だ」

　俺様は手下達を睨ねめ付つけながら、ゆっくりと言い含めるように告げる。

「その内、ヤツらから接触がある」

「ヤツらって黄衣の野郎か？」

「魔族が来るかよ」

　バカな手下の言葉をぶった切る。

「ソーケルの陰に隠れて、俺様から買い集めた材料で魔人薬を作っていたヤツらさ」

　後をつけさせたヤツは始末され、そいつらの首は俺様達のアジト手前に晒さらされていた。

　王都や分岐都市ケルトンで密造した魔人薬を売りさばこうとした時も、あっという間に売人が抹殺された。大丈夫だったのは王家直轄領の南端にある貿易都市くらいだ。

　ヤツらが今でも俺様達を必要としているか不明だが、それでも一度くらいは接触してくる可能性が高い。

　そんな事を考えていた俺様の耳に、地下牢を封鎖する閂かんぬきが外れる音が届いた。




　──キタ。




　足音が聞こえる。

　それも一人分だけだ。

　牢番なら少なくとも二人一組で動く。

「待ってたぜ」

「おやおや、まるで私がやってくるのを予想していたような口ぶりザマスね」

　現れたのは緑色の服に包まれた老貴族だ。

　まだ俺様が迷賊になる前、迷宮都市で裏仕事をやっていた頃ころに会った事がある。

　たしか、王都の門閥貴族どもの暗部を担当する腐れ野郎──。

「──ポプテマ伯爵」

「家督は息子に譲ったから、前伯爵ザマス。今はポプテマ相談役というチャーミングな呼ばれ方をする事が多いザマスね」

　ポプテマが気味の悪い言葉遣いで喋しやべる。

　俺様の知るポプテマは、もっとカミソリのようなキレのある話し方だったはず。

　──アンタは誰だれだ？

　口から飛び出しかけたその言葉を、俺様は寸前で止めた。

　きっと、それを口にする時は交渉が終わる時だ。

「そうかい──それより本題に入ろうぜ」

「小物はせっかちザマス」

　ヤツのムカつく仕草に、バカ共がいきり立つ。

　気の弱いヤツなら萎い縮しゆくする声や格子を叩たたく音にも、ヤツは涼しい顔だ。

「もったいぶるなよ。前にペンドラゴンの小僧がギルドに来てるって伝言を寄よ越こしたのもあんただろ？」

　ポプテマの野郎は俺様の言葉に答えず、三日月のような笑みを浮かべた。

「望み通りムラサキ送りが決まったそうザマスね。王都の貴族達の捨て駒ごまになれて満足ザマスか？」

　嘲あざけりの言葉に、先の読めないバカ共が騒ぎ立てる。

　ここで熱くなったら、この野郎の思おもう壷つぼだ。

「黙れ！　話が終わるまで口を閉じていろ！」

　格子を蹴け飛とばして叫ぶと、怯おびえたバカ共が鎮まる。

　幹部連中は最初から騒いでいない。抜け目なくポプテマとの距離を測っているようだ。手の届く距離に来たら捕まえて人質にする気だろう。

「もう少し憤ふん怒ぬや憎悪を浴びせて欲しかったザマスよ」

　ポプテマがムカつく顔で首を横に振る。

「それで？　ここに来たのは口封じか？　それとも取引か？」

「それは勘違いザマス」

　ポプテマが広い袖そでを探りながら、肩を竦すくめる。

「私と魔人薬密造者は別口ザマス」

　なら、コイツは何のために。

「ここ最近、迷宮都市の瘴しよう気きが薄まって困っていたザマスよ」

「瘴気ってのはなんだ？　分かる言葉で話せよ」

　俺様は顎あごをしゃくって、先を促す。

「学がない賤せん民みんは嫌ザマスね──ああ、あったザマス」

　ポプテマが袖の奥から緑色の石みたいな物を取り出した。

　──なんだ？

「召喚珠だまザマス」

　地面に投げ捨てられた緑色の珠が割れ、中から流れ出た黒い液体が禍まが々まがしい魔法陣を描いていく。

「ザマスザマス、登場ザマッス」

　ポプテマの野郎と同じような語尾をした緑色の異形が現れた。

　巨大な目玉に手と翼と尻しつ尾ぽを付けたような妙な生き物だ。

「──ま、魔族」

　鑑定アナライズスキルを持つ手下が呟く。

　魔族にしちゃあ威圧感が少ない。下級ってトコか？

　つまり──。

「黄衣の仲間か」

「仲間と言えば仲間ザマスね。大昔からの盟友というか腐れ縁ザマス」

　ポプテマの言葉に、目玉魔族がクケケケと嗤わらう。

　そんな目玉魔族の奇行を無視して、ポプテマがそいつに歩み寄る。

「桃色のから借りてこられたザマスか？」

「ザマスザマス、当然ザマッス」

　目玉魔族の傍らに現れた黒い穴から、桃色をした饅まん頭じゆうのような塊を取りだした。

　それを見た瞬間に、心臓を摑まれたような悪寒と恐怖が湧わき起こる。

　ヤバイ。

　あれはヤバイ。

　目玉魔族なんて比べものにならないくらいヤバイやつだ。

「それは、なんだ？」

「心地よい感情ザマス」

　怯えをねじ伏せ、ポプテマを睨にらみ付ける。

「すらいむぅううううううう！」

　向かいの牢獄で、スライム馬ば鹿かが格子に張り付いて吠ほえる。

　馬鹿が……あんなモノがスライムなワケがないだろう。

「おやおや、格子から手を伸ばすほどプニ玉が欲しいザマスか？」

「くれー！　スライムをおでにくれー！」

　ポプテマが目玉魔族に顎をしゃくる。

「はやくぅー！」

「やめろ！　馬鹿野郎！」

　俺様の声は届かず、スライム馬鹿が目玉魔族から桃色の塊を受け取った。

「いつまでも、おでと一緒」

　いつもアイツがスライムにするように、大口をあけて一息に飲み干す。

「ぐけっ、元気過ぎ」

　ベコリとヤツの腹が膨れる。

「ごば、暴れれ、ぐべぼば──」

　スライム馬鹿の身体からだが輪郭を失い、肌が透き通り桃色の粘液状に広がった。

　そしてそのまま勢いを緩めず、同じ牢屋の手下共を吞のみ込んでいく。

「うわぁあああ」

「た、助けてくれぇえええ」

「お、お頭ぁあああああ」

　手下共が助けを求めて格子から手を伸ばす。

「ザマスザマス、恐怖ザマッス」

　目玉魔族が楽しげに飛び跳ねて手を打ち合わせる。

　桃色の粘液は一部屋分の手下達を吞み込み、下っ端達の牢屋の方へと触手を伸ばしだした。

「お頭、あいつら生きてやがる」

　自称右腕のカースが言うように、粘液の中の手下達は生皮を溶かされながらも、藻も搔がく手を止めていない。

「当たり前ザマス。プニ玉は生き物から恐怖と苦痛と憎悪を搾り取るためのものザマス。殺したら搾り取れないザマスよ」

「ザマスザマス、搾取ザマッス」

　ポプテマの横で目玉魔族が踊り狂う。

「な、なぜ、ワシらを選んだ？」

　俺様の横で手下の一人が叫んだ。

　たしかに取り込むだけなら、わざわざギルドの牢獄まで来なくてもスラム街で十分だ。

「一般人は脆もろくてダメだったザマス」

　ポプテマの野郎は既に試したらしい。

「その点、魔人薬で半分魔物になったお前達なら頑丈ザマスし、同胞を食い物にし続けて、魂もほどよく腐っていて丁度いいザマス」

「ザマスザマス、最適ザマッス」

　半分魔物、か。

　内心で呟つぶやきながら、自分の異相を触る。

「プニ玉の中で生き足あ搔がいて、迷宮都市を瘴気で汚染していくザマス」

「ザマスザマス、整地ザマッス」

　ポプテマの言葉に、目玉魔族が合いの手を入れる。

　瘴気ってのが何か分からねぇが、こいつらを見ている限り、碌ろくでもない事は分かる。

　なんとか、逃げねぇと最悪の死に様が待ってそうだ。

「瘴気ってのは何のために集めるんだ？　なんなら集めるのを手伝ってやるぜ？」

　逃げ出す足がかりを探しながら、矛先がこっちにこないように会話を繫つなぐ。

「陛下の再臨を促すために決まっているザマス。わざわざ手伝って貰もらわなくても──」

　言葉の途中でポプテマが沈黙する。

　よく知らねぇが、陛下ってのは国王の事だったはず。

　再臨が何か分からねぇ。たぶん、シガ国王を嵌はめるための罠わなを張るって感じだろう。

「──良い感じに魂が淀よどんでいるザマスね。少し憎悪が強すぎザマスけど、悪くない感じザマス」

　何を言っているのか意味が分からねぇが、このまま粘液に喰くわれるのを回避できそうだ。

「あれはあるザマスか？」

「ザマスザマス、土産ザマッス」

　踊っていた目玉魔族が、動きを止めてポプテマに巾きん着ちやくのようなモノを手渡す。

「短角シヨートホーンだけじゃなくて、長角ロングホーンもあるザマスね。丁度いいザマスね」

　ポプテマが巾着から、禍々しい角のような物を取り出した。

「選択肢をあげるザマス」

　ヤツはそう言って、俺様に長い角を投げ渡してきた。

　このままでも武器になりそうだが、受け取った時の感触からして、何らかの魔法道具マジツク・アイテムか呪じゆ物ぶつの類たぐいだろう。

「それで、選択肢ってのは？」

「簡単ザマス。その角を額に当てて、ちょっとした合い言葉を唱えるだけザマスよ」

「隷属の首輪の類いか？」

「失礼千万ザマス。それは我が神から下賜された神宝ザマス」

　──神宝？

　アーティファクトってヤツにしては禍々しい。

　さっきのプニ玉とやらよりはマシだが、五十歩百歩だ。

「適合すれば、魔人薬なんて目じゃないほど強くなれるザマス」

「シガ八剣よりもか？」

「その長角ならば、なれるザマス」

　手に握りしめた長角を見つめる。

　罠なのは間違いない。

　だが、シガ八剣──シガ王国最強の剣士よりも強くなれる。

　その言葉は力こそ全すべての世界で生きてきた俺様には、あまりにも魅力的に聞こえた。

「お、お頭？」

　心配そうな手下の声を無視して考える。

　魔人薬でさえ、ヒトのカタチを崩してしまう副作用があった。

　それ以上の力を得るこの長角なら、ヒトとしての全てを失うかもしれない。

　だが、それでも。

　粘液に喰われて生殺しの拷問状態が死ぬまで続くよりは、よっぽどマシだ。

「嫌なら、プニ玉で瘴気の素になってもいいザマスよ？」

　俺様の心を読んだようなポプテマの挑発を、鼻で笑ってやる。

「いいだろう使ってやる」

「お、お頭、ダメだ。そいつだけはダメだ」

　手下の声を無視して、ポプテマに顎をしゃくる。

「合い言葉を教えろ」

「素晴らしい覚悟と悪者面ザマス。この長角を使うに相応ふさわしいザマス」

　人のことを言えない邪悪な顔でポプテマの野郎が笑みを作る。

「この長角に適応して首尾よく力を得られたなら、陛下に会わせてあげるザマス」

「はんっ、国王との謁見なんてまっぴらゴメンだ」

　国王への反逆ってのは面白そうだ。

　シガ八剣と思う存分殺し合う、なんてのもいいかもな。

「さっさと合い言葉を教えろ」

「『我が憎悪を糧に暴虐の力を』──意味が分からないと困るザマスね。『憎しみをエサに力を』ザマス」

「ムカつく野郎だぜ」

　わざわざ言い直したポプテマを睨み付け、角を額に押し当ててポプテマの言葉を繰り返す。

　もちろん、簡単な文言の方だ。

　合い言葉が終わると同時に、長角から激痛が全身へと広がる。

　激痛と共に身体がねじ切れるように脈打つ。臭く汚い床の冷たさが心地好よい。

「ぐるＲＵＲＵＧＡおぅがぁあ」

　耳障りな悲鳴が牢ろう屋やに響き渡る。

「さあ──いかなる相手も滅ぼせる無敵の存在へと進化するザマス」

　骨がメキメキと身体を突き破り、俺様の身体が人ではない何かに変わっていく。

「ＡＡＡＡＨＨＨＨＨＨＷおぉおおおおお」

　うるさいと怒鳴りつけた悲鳴が、自分の声だと気付いたのは、痛みが引き始めてからだ。

　身体の痛みが治まり始めると同時に、今度は濁流のような感情が入り込んできた。

　怖おぞ気け、憤ふん怒ぬ、恨み、嫉そねみ、憎悪、昏くらい念が俺様の心を染め直そうと暴れる。

「な、ＭＥめＲＹＵＵＵるなっ」

　自分を塗りつぶし、別の何かに変えようとする力に抗あらがう。

「迷賊王ルダマン様を舐なめるんじゃねぇ！」

　小汚い天井に向かって、全力で吼ほえる。

　やがて、俺様を食くい潰つぶそうとしていた昏い念が、脈打ちながら身体の奥に沈んでいく。

「驚いたザマス。まさか長角を使っても自我を保てるとは思わなかったザマスよ。これは嬉うれしい誤算ザマス。さすがは希代の大悪党。心の底まで魔族と同じ──」

　ポプテマの野郎が拍手をしながら牢屋に近付いてくる。

　──バカがっ。

　俺様は刃やいばのように鋭く変わった腕を一いつ閃せんする。

　鋼鉄の格子諸もろ共とも、ポプテマの野郎が上半身と下半身に分かれて床に転がっていく。

　その無様な姿に笑いがこみ上げてくる。

　良い気分だ。

　その気持ちに浸りながら、空に向かって哄こう笑しようする。

「か、頭？」

「身体が、魔物みてぇに」

「あ、あれは、ま、魔族だ」

　──魔族？

　そうか俺様は魔族に生まれ変わったのか。

　全能感が俺様を包む。

「た、助けて」

「ルダマンのアニキ……」

　手下達が怯おびえる目でこちらを見る。

　ああ、なんて心地好いんだ。

　こいつらの泣き叫ぶ声が聞きたい──。

「まったく、乱暴ザマス」

　慌てて声の方を振り向く。

「なんで生きてやがル」

「こ、これでも、上級魔族の一角。この『擬体アバター』が滅んでも、自分の城で目覚めるだけ、ザマス」

　ポプテマが血を吐きながら嘯うそぶく。

「……へ、変ザマス。どうして、『擬体』を捨てられない、ザマスか？」

「ザマスザマス、当然ザマッス」

　戸惑うポプテマを見下ろして、目玉魔族が嘲あざけるように嗤わらう。

「──思い出した、ザマス」

　訝いぶかしげに下級魔族を見上げたポプテマが血を吐きながら呟く。

「私は魔族に攫さらわれて──精神支配されて、いたのか？　それとも、人格の上書きを──」

　よく分からない独り言を呟いていたポプテマの瞳ひとみが光を失っていく。

「ザマスザマス、道化ザマッス」

　目玉魔族が腕を振ると、桃色の粘液がポプテマの半死体を吞み込んだ。

「おい、目玉。ポプテマが言っていた陛下ってのは誰ダ」

　いくら大国でもシガ王国の国王が、人を魔族に変えられるわけがない。

「ザマスザマス、基本ザマッス」

「いいから言え」

　目だけで嗤う目玉魔族を蹴け飛とばしながら命じる。

　聞くまでもないが、一応確認だ。

「ザマスザマス、陛下ザマッス」

　目玉魔族が粘液の上を転がりながら嗤う。

　粘液が触手を伸ばし、目玉魔族を搦からめ捕る。

「ザマスザマス、魔王──」

　言葉の途中で目玉魔族は粘液に引き摺ずり込まれ、瞬く間に溶けて消えた。

　やっぱり、陛下ってのは魔王か。

「……お頭」

　怯える手下を無視し、俺様の爪つめで引き裂いた牢ろうの格子を押し広げ、ポプテマを殺した時に落ちた巾着を摑つかむ。

　鋼鉄すら引き裂く爪では上う手まく持てず、破れた袋の隙すき間まから何本もの角がボロボロと地面に転がった。

　さっき受け取った長角と、もっと短い短角ともいうべき呪具が床にこぼれ落ちる。

　俺様は幾本かを拾い上げ、牢の中で怯える手下共を見回す。

　これは楽しい事になりそうだ。

　覚悟のあるヤツは共に暴れ、覚悟のない愚図は粘液の餌え食じきにさせる。

　俺様は掌てのひらの角を差し出して覚悟を問う。




「お前達はどうする？」




　俺様の言葉に手下達は──。







　迷宮都市決戦





〝サトゥーです。荒事は食事が終わってからにして欲しいものです。せっかく美お味いしいものを食べて幸せになっている時に、騒動を起こすような輩やからには鉄てつ槌ついを下すべきでしょう。〟






「うにゅ？」

「タマ、どうしたのです」

　ポチの訝しげな口調に振り向くと、タマが背筋を伸ばし耳を立てて周囲を見回していた。

　──このパターンは。

　嫌な予感を覚えながら、レーダーとマップを拡大表示する。

「おやおや～？　なんだかギルド前の様子がおかしいよ？」

「職員が飛び出してきたな、火事でもあったのか？」

　狐きつね将校とドゾン氏の声が耳に飛び込んできた。

　オレはマップで見つけた情報に目を剝むいた。

　マジか──。

　地ち下か牢ろうに収監されていた迷賊達の赤い光点の集合が、いつの間にか現れていた別の巨大な赤い光点──というか赤い領域に吞のみ込まれて地上へと上がってくる。

　マップの詳細情報によると「プニ玉」という名前のスライム系の魔物らしい。

「リザ！」

　オレはマップを閉じながら立ち上がる。

　リザは手にしていた肉にく串ぐしの肉を口に詰め込んで、傍らに立てかけてあった魔ま槍そうを摑んだ。

「うにゅ！」

「エふマえーまジーェへンんシひーーならののでれすふ」

　そんなリザの姿に緊急事態を察したのか、タマとポチが猛烈な勢いで目の前の皿の肉を口に詰め込んで立ち上がり、足下に置いてあった兜かぶとをつま先で拾い上げた。

　二人とも詰め込みすぎて口がパンパンに膨らんでる。

「やっかい事か？」

「やべぇ、気配がするぜ」

「え？　なに？」

　探索者達は経験の差で緊急事態を把握できている者とできていない者に分かれた。

　特に新人探索者は暢のん気きに食事を続けたままの者も多い。

「うわぁあああああああ！」

「な、なんだありゃああ！」

　通りの誰だれかの叫びに先んじて、ギルドの入り口から桃色の水が吹き出た。

　いや、あれはさっきマップで発見した──。

「マスター、巨大スライムだと告げます」

　兜のベルトを固定しながら、ナナが無表情に告げた。

　ギルド前の広場にあふれ出た桃色の水がぶよぶよと波打ち、桜さくら餅もち形に丸まって停止した。

　桃色の巨大スライムの傍らに、詳細情報がＡＲ表示される。

　あまりの巨大さに身構えてしまったが、レベル四〇ほどのスライム型の魔物だ。

　スキルや種族固有能力に「再生復元」「吸収」「増幅」「瘴しよう気き生産」というのがある。

　最後の「瘴気生産」以外はあまり気にしなくて良いだろう。最後のも倒してから、オレの精霊光を全開にしてやれば、そう時間も掛からずに浄化できるだろうしね。

　それよりも、この桃色巨大スライムをギルドで暴走させたのが何者かという事の方が重要だろう。

　そして、それはオレがマップ検索するよりも先に、自主的に現れた。

「ご主人様、何か出てきました！」

「黒い影～？」

「変わった鎧よろいを着たヒトなのです」

　獣娘達が言う桃色巨大スライムの陰から現れた黒い影は、ＡＲ表示によると中級や下級の魔族だ。

　魔族達が逃げ惑う人達を睥へい睨げいして哄笑している。

　中級が二体、下級が一〇体ほどいる。

　マップによると、他にも西ギルドの建物内でウロウロと徘はい徊かいしている下級魔族一体がいるようだが、そっちは逃げ遅れた人もいないようなので後回しにしよう。

「ま、まさか魔族？」

「魔王が復活したわけでもないのに、あんな数の魔族が現れるかよ」

　アリサの呟つぶやきを、ドゾン氏が呆あきれた声で否定する。

「キンクリ、見えるか？」

「ちょ～いと待ってね──」

　そのドゾン氏の隣で、隊長氏が遠とお見み筒づつを構えた狐将校に尋ねる。

「──げげっ、本当に魔族だ。しかも情報が見えないのが二体いる。真ん中の大きい二体──たぶん、中級だよ」

　狐将校の言葉に、新人探索者達が顔を青ざめさせ、店内の給仕達と一緒に脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「私の死地はここのようだ」

　エルタール将軍がミスリルの剣を手に歩み出す。

「ギルド長、私が時間を稼ぐ。詠唱が終わったら、私もろとも魔族と巨大スライムを焼き払え」

　後ろを見ずに告げるエルタール将軍の姿が、物語の主人公っぽくてカッコイイ。

　レベル四一の将軍、レベル三七の隊長氏、レベル五二の魔法使いであるギルド長、レベル四三のセベルケーア嬢あたりがいれば、そんなに絶望的な状況じゃないと思うんだけど、せっかくの雰囲気が壊れそうなので流れに乗っておく。

　手に負えない分はオレが担当すればいいしね。

「まったく老人使いが荒いね」

　ギルド長が酔い覚ましの魔法薬を飲みながらぼやく。

「だけど、あんたと一緒に焼くのはお断りだよ。適当に足止めしたら、逃げな」

　ギルド長に続いて「私が合図する」とセベルケーア嬢が請け合った。

「ついてこいバフマン」

「お供します」

　隊長氏がエルタール将軍の後に続く。

「おいらは遠慮したいな～」

　頭を庇かばう狐将校の発言に、いつもの拳げん骨こつは降らなかった。

「キンクリ、迷宮方面軍に伝令に走れ」

「分かったよ～、閣下と隊長も死なないでね～」

　敬礼して狐将校が飛び出していく。なかなか俊足だ。

「……　■■■■　鋼鉄守護アイアン・プロテクシヨン」

　セベルケーア嬢が詠唱を終える。

　鋼鉄が纏まとわり付くような不思議なエフェクトと共に、騎士服のみのエルタール将軍の防御力が、全身甲かつ冑ちゆうなみになった。

　もちろん、オレも彼女の魔法のタイミングに合わせて、「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」を掛けておく。

　セベルケーア嬢が不思議な表情を一瞬だけ浮かべたが、ちらりとオレに視線を走らせたあと納得していた。

　確認すると藪やぶ蛇へびになりそうな気がするのでスルーする。

「へー、これが前勇者の従者様の支援魔法か──じゃあな、ギルド長。俺様も将軍閣下の手伝いに行ってくるぜ」

　パンパンと自分の腕を叩たたいたドゾン氏が、巨大な鉄槌を担いでエルタール将軍の後ろを追いかけた。

　彼の発言が事実なら、セベルケーア嬢は前勇者の従者だったらしい。

　今度、酒の席で逸話を聞かせて貰もらおう。

「ラヴナ殿、ミーティア王女を安全圏にお連れするついでに、太守閣下にこの件を伝えてくれませんか？」

「承知！」

「ま、待つのじゃ、ラヴナ──」

　オレの頼みを聞いた巌いわおの騎士が、ミーティア王女の小さな身体からだを小こ脇わきに抱いて酒場から駆け出していく。

　酒場に残っていた「麗しの翼」の二人には、近隣住民への避難の呼びかけを頼んだ。

「それじゃ、オレ達も行こうか？」

　オレがそう声を掛けると、仲間達が一瞬だけ意表を突かれた顔をした。

　準備万端のくせに置いて行かれると思っていたようだ。

「そうこなくっちゃ！」

「はい、ご主人様！」

「タマがんばる～？」

「ポチも活躍するのです！」

「イエス・マスター」

「ん、任せて」

「私も頑張って狙そ撃げきします」

　すぐにいつもの調子を取り戻したアリサが叫ぶと、他ほかの子達も口々に気合いの篭こもった言葉で威勢の良い声を上げた。

　相手はせいぜいレベル三〇から四〇ちょい。

　中級魔族は仲間達よりもレベルが高いが、建物内の下級一体以外は要注意スキルや魔法系スキルを持つ魔族がいないので、オレがサポートする限り問題ないだろう。

「待ちな、サトゥー」

　なのに、なぜかギルド長に止められた。

「なんでしょう？」

　早く応援に行かないと、エルタール将軍達が怪け我がをしそうだ。

「中級魔族は下級とは一線を画すんだ。将来有望なあんた達をこんな場所で失うわけにはいかない。ここはあたしら大人に任せて太守と合流して再起を図りな」

　ギルド長がいつもとは別人のような大人な態度で言う。

　彼女の決死の表情からして、エルタール将軍と同様にここで魔族達や巨大スライムに敗北すると考えているらしい。

「大丈夫ですよ」

　オレは彼女達を安心させるように微ほほ笑えむ。

　中級っていっても、魔コ核アを狙ねらって斬きれば妖よう精せい剣でも一撃だし、下級との違いはレベルくらいだよね。

「慢心は身を滅ぼ──」

「ゾナ、いいから行かせておやり」

　ギルド長の言葉を遮って、セベルケーア嬢がオレ達に行けとジェスチャーで示してくれた。

　なにやらギルド長がセベルケーア嬢に嚙かみついていたが、じゃれ合いを眺めるほどのんびりした状況でもないので、仲間達を連れて酒場の外に出る。

　なぜか、ギルド前広場までの地面が点々と燃えていた。
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「ご主人様、来ます！」

　リザの見上げる方向から、放物線を描いて無数の火炎弾が飛んでくる。

　それらはオレ達から離れた場所に着弾し、映画で見たナパーム弾のように地面に燃え広がって、そのまま黒煙を上げて燃え続けていた。

　黒煙のせいで視界が悪いが、周囲を見回すと、ギルド前広場のそこかしこで探索者らしき人達が下級魔族や下級魔族の放った下僕と戦う姿が見える。

　迷宮都市という土地柄のせいか、勇猛果敢な者が多いようだ。

　血ち塗まみれになりながらも、哄こう笑しようしながら戦うバトルジャンキーがそこかしこにいる。

　中には瀕ひん死しの重傷を負って倒れている者もいたので、「理力の手マジツク・ハンド」が届く範囲にいる者は「理力の手マジツク・ハンド」経由で魔法薬を浴びせて強引に回復させた。

「ご主人様、そんな派手な事して大丈夫？」

「ああ、大丈夫だよ」

　アリサは目立つことを嫌うオレが、不思議技を大盤振る舞いするのを心配してくれたようだ。

　神のように世界を俯ふ瞰かんする存在がいるならともかく、普通の人達にとっては「誰かが魔法薬を掛けていってくれた」あるいは「どこかから回復魔法をかけられた」程度の認識だろう。

「うぉおおおお！　俺はまだ戦えるぜ！」

「バケモノ共を倒せぇええええ！」

　中には自分の実力も考えずに魔族に再戦を挑む愚か者もいたが、そんな自殺志願者はスルーして周囲を見回す。

　エルタール将軍達は既に先せん鋒ぽうの中級魔族との戦いを始めているようだ。

　こうしてみると、中級魔族はなかなかデカイ。

　エルタール将軍も結構な長身なんだけど、その倍はある。

　ＡＲ表示によると、黒い昆虫のような外骨格をしたその中級魔族は、レベル四四もあるらしい。

「ご主人様、あそこ～？」

　タマが指差す先では、巨大スライムの後方に控える蜥蜴とかげ型の下級魔族が、仰のけ反ぞらせた喉のどを不穏に赤く光らせている。

　先ほどのナパームもどき弾の射線から逆算して、そいつが犯人だろう。

　もう一体の銀色をした八本腕の中級魔族が護衛についているので、ギルド前広場にいる探索者達も手が出せないようだ。

　そして、今まさに下級魔族は次弾を放とうとしていた。

「あわわ、危険がピンチなのです！」

　ポチがわたわたと慌てる。

　──させないよ？

　オレはストレージから取りだした礫つぶてを、下級魔族の赤く光る喉に向けて投とう擲てきした。

　礫は音速を超えそうな勢いで飛ひ翔しようし、下級魔族の喉を穿うがつ。

　その衝撃でなにかが起こったのか、下級魔族の喉が破裂し、吹き出したナパームもどきが周囲の魔族に引火して面白い事になっている。

「ご主人様、来ます」

　リザの警告に視線を向けると、斜め前方から下級魔族が向かってきていた。

　──ＤＥＲＩＤＥＲＩＤＥＬＹＥＥＮ。

　下半身が蜘く蛛も、上半身が蟷かま螂きりになったような女性型の魔族が、奇声を上げて襲ってくる。

　四本ある蟷螂の腕は全すべて剣や斧おののような武器になっているようだ。

「あきれす・はんた～？」

「とー、なのです！」

　軸足を刈ろうとタマとポチが、魔族の足下に飛び込む。

「魔刃よ、我が槍やりに宿れ──」

　リザが魔槍に魔刃を纏わせて、魔族の正面から突撃していく。

　その横には大盾を構えたナナが少し遅れて追従していた。

　足を止めた魔族が、四本の腕を伸ばしながら四人に振り下ろす。

「こそっと『隔絶壁デラシネーター』」

　魔族の腕がアリサの作った障壁に阻害され、その隙にタマとポチが魔族の前脚を斬り裂く。

　魔族の鈍にび色いろの乳房が八つに割れ、八本の棘とげとなってリザとナナを狙う。

「ジョロウグモのような色気がないと批評します！」

　ナナが挑発スキルを乗せた謎なぞな言葉を叫ぶと、リザを狙っていた乳房棘がすべてナナに標的を変えた。

　理術の自在盾フレキシブル・シールドと身体強化で膂りよ力りよくを増したナナの大盾が、八本の乳房棘を折り曲げながら弾はじく。

　大盾と自在盾フレキシブル・シールドの外側に流れた乳房棘が、分厚い石畳を砕いてめり込んだ。

「──螺旋らせん槍撃！」

　リザの必殺技が魔族に放たれ、蜘蛛の胴体を深く刺し貫く。

　──ＤＥＲＩＤＥＲＩＤＥＬＹＥＥＮ。

　魔族の悲鳴に眉まゆも動かさず、リザが槍を更に捻ひねり込むと、槍の周りを螺旋状に回転していた魔力の刃やいばが、ねじり込むように魔物の体を更に深く抉えぐっていった。

「えいっ！」

　ルルの放った輝炎銃の弾丸が、複眼になった魔族の右目を撃ち貫く。

「……　■■　血液爆散ブラツド・ブラスター」

　ミーアの水魔法が魔族の血に干渉し、血液の刃となって傷口を押し広げ、その頭部を爆発させた。

　この間の「青い人」の話で思いついて作った吸血鬼ヴアンパイア風の体液干渉魔法なのだが、これはミーアに言って封印させよう。

　だって、スプラッタ過ぎて、悪夢を見そうな感じだからね。

　──ＤＥＲＩＤＥＬＹＥＥＥＥＥＮ。

　人型の上半身を力なく垂らした蜘蛛の下半身が、二つに裂けて大きな牙きばを見せた。

「……　■■■■■。熱いの行くわよ！」

　詠唱を終えたアリサが仲間達に向けて叫ぶ。

「シールドバッシュでノックバックと宣言します」

　ナナが大盾を蜘蛛の身体に叩き付けて魔族を後退させ、反動でナナも魔族と距離を取った。

　リザは華麗なバックステップで距離を取り、ポチは地面を転がるようにシャカシャカと魔族から離れる。

　タマはいつの間にかオレの横に戻っていた。

　まるで忍者みたいだね。

「豪火弾ブラスト・シヨツト！」

　その割れた口に、アリサの放った単体攻撃用の中級火魔法が飛び込み、魔族を内側から焼き上げる。

　これだけの攻撃を食らっていながら、魔族の体力は四割ほどしか減っていない。

　下級でも魔族だけあって、なかなかタフだ。

「ルル、魔核を狙って」

「は、はい！」

　アリサの攻撃で顔を覗のぞかせていた魔族の魔核を、ルルに狙撃させる。

「弾かれたわね」

「ああ、なんらかの障壁があるみたいだ」

　アリサが指摘したように、輝炎銃の弾丸が魔核に命中する直前で、魔核が赤い光の膜に阻まれていた。

　オレは手の中に取りだした小石を手首のスナップで投げてみる。

　礫が命中する寸前にも、同様の膜が現れて小石を砕いたが、小石の破片から運動エネルギーを奪いきれなかったようで、散弾状になった小石の破片に魔核が粉こな微み塵じんにされていた。

「くろもや～？」

「靄もやになって消えちゃったのです」

　魔核を砕かれた魔族は、いつものように黒い靄となって消えてしまった。

　タマとポチは死し骸がいが残らなかったのが残念なようだ。

　最近は魔物の肉に抵抗がなくなってきたけど、さすがに半分くらいヒトガタなのは食べたくないよ。

「若様！　横だ！」

　後ろから誰かの叫びが届く。

　オレ達の近くで戦っていた赤鉄の探索者が、血しぶきを上げて倒れる姿が見えた。

　戦っていた相手の姿は見えない。

「相手は姿を消すぞ！」

　血塗れで倒れた探索者を救出していた中年男性が忠告してくれる。

　迷宮で倒したカメレオン迷賊みたいなヤツかな？

　オレは妖精剣を抜き放ち、見えない魔族を一刀両断にする。

　──ＧＵＨＥＯＯＯＯＨ。

　末期の悲鳴を残して魔族が黒い靄となり、ソフトボール大の魔核を残して消え去った。

「さすがはご主人様です」

「ぐれいと～？」

「ご主人様は凄すごく凄いのです」

「マスターを称賛すると告げます」

　ああ、そういうのは戦いが終わってからにしよう。

　レーダーに映っていたし、ＡＲ表示が追従していたから、普通に場所が分かったしね。

　後ろから「すげぇ、どうやって見えない敵を」とか「一撃で魔族を」なんて声が聞こえてきた。

　言い訳は後日するとして、とりあえず先ほどの助言に、感謝のジェスチャーを返しておく。

「次、来た～？」

「サクサク行くわよ～」

　オレ達は下級魔族を蹴け散ちらしながら、エルタール将軍の下へと向かう。

　仲間達の訓練に徹すると周辺被害が増えそうなので、仲間達の攻撃に交ざって一撃を入れて戦闘時間を短縮する。

「何者だ、あいつら」

「女や子供ばっかりなのに、ジェリルやザリゴンのトコ並みだぜ」

「知らないのか？　あいつらはギルド長の秘蔵っ子だよ」

「酒と肴さかなで吞のん兵べ衛えギルド長に取り入ったのかと思っていたが、これほどの腕前とは！」

　オレ達の戦いを見た探索者達の声が聞こえてくる。

　どの探索者も満まん身しん創そう痍いだった。

　レベル的に魔族より強いはずの探索者達も大おお怪け我がをしている者が多い。

　普通の魔物よりも、魔族は手て強ごわいようだ。

「これ魔法薬です。使って下さい」

「メ、メイドがどうして、こんな場所に？」

「感謝……する、ぜ」

　放置すると死にそうな者には、ルルに言って魔法薬を配らせている。

　配布用の水増し魔法薬だが、応急処置程度の効果はあるだろう。

　なお、さっきと違って距離が近いので、「理力の手マジツク・ハンド」経由の魔法薬散布は自重している。

「危ない！　後ろだ！」

　薬を飲んでいた探索者の一人が叫ぶ。

　ルルの背後から、熊くまのような大柄の下級魔族が襲いかかる。

　もちろん、熊型魔族の接近は気付いていたが、「理力の手マジツク・ハンド」を準備するだけで、そのまま見守っていたのだ。

　ルルは傍らに置いていた輝炎銃を構える時間がないと見るや、すぐに別の行動へと移った。

「──えいっ！」

　ルルの可か愛わいいかけ声と同時に、熊型魔族が宙を舞う。エルフの里で学んだ護身術だ。

　熊型の方も華きや奢しやなルルに投げ飛ばされるとは思っていなかったようで、反撃さえ忘れた顔のまま地面を転がっていく。

「すげぇ……」

「メイドって、すげぇんだな」

「タダのメイドじゃないのかもしれん」

「じゃあなんだよ」

「メイドの中のメイド、伝説のメイド王に違いない」

　非現実的な光景に探索者達が逃避を始めてしまった。

　逃避はいいとして、ルルは女の子なんだから「王」じゃなくて「女王」だと思う。

　──ＧＵＲＯＲＯＲＯＷＮ。

　熊型魔族が怒りの咆ほう哮こうを上げる。

「次の獲物はアイツよ！」

「承知！」

　アリサのポインティングで、獣娘達が熊型魔族に殺到する。

　ルルもパンパンと手を払い輝炎銃を摑つかむ。

　自分を見つめる探索者達の視線に、ルルが怯おびえたように一歩引く。

「──あ、あの？」

　ルルは戸惑いながらメイド風の一礼をして、仲間達の所へと逃げ出すように駆けて行った。

「俺達も負けてられねぇ」

「古参探索者の意地を見せてやるぜ！」

「「「応！」」」

　彼らの逃避は終わったようだ。

　気合いを入れるのはいいが、命を大事に戦って欲しい。
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『その程度か！　オッサン！』

「──閣下！」

　キンキンと響く声と隊長氏の野太い声が前方から聞こえてきた。

　オレは目の前の視界を防ぐ魔族を横に蹴けり飛ばし、後を仲間達に任せて前へ踏み出す。

　どうやら、この魔族と戦っている間に、エルタール将軍がピンチに陥ったようだ。

　オレやセベルケーア嬢の防御魔法付与だけだと、中級魔族と戦うには不足していたのだろう。

「やらせん！」

『ザコは引っ込んでやがれ！』

　大盾を構えた隊長氏がエルタール将軍のカバーに入ったが、甲虫のような外骨格をした魔族に蹴り飛ばされてしまう。
















　ドゾン氏は一番に場外へ飛ばされていたようで、少し離れた場所で美人神官から治癒魔法をかけて貰もらっていた。

『見つけたぜ、ペンドラゴン』

　オレの方に顔を向けた魔族がそんな言葉を発した。

　魔族にしては語尾も普通だし、流りゆう暢ちようだ。

「悪いけど魔族に知り合いはいないよ」

　そんな軽口を言いながら、エルタール将軍が魔法薬を飲む時間を稼ぐ。

　ついでにマップを操作して魔族の詳細情報を開いた。

　さっきは魔族達のレベルと特殊能力しか確認していなかったんだよね。

『この顔を忘れたか』

　バゴンッと音がして、外骨格の兜の面頰フエースガードが開いて中に人族風の顔が現れた。

　造形は人だが、黒に近い暗赤色の肌をしているので、鎧よろいを着た人族には見えない。

　だが、その顔には見覚えがある。

「──ルダマン」

　オレの呟つぶやきに、迷賊王ルダマンがニヤリと口角を上げた。

　ＡＲ表示される情報に視線を走らせる。

　種族は「魔族」「魔人」と二重表示になっていたが、名前欄がルダマンだった。

　たぶん、だけど、前にルダマンが言っていた黄衣──黄肌魔族の一味が人を魔族に変える「短角シヨートホーン」か「長角ロングホーン」をルダマンに与えたのだろう。

　ルダマン以外の魔族は、普通に種族「魔族」で名前なしだった。

　瞬まばたき一つにも満たない間に思考を終え、戦いと並行してマップ検索で該当者を探す。

　それらしき存在はいない。近くに緑貴族がいたが、どうも巨大スライムの腹の中らしい。

　他ほかには見当たらないので、こいつに聞いてみよう。

「いつから、ニンゲンを止やめて魔族に？」

『ついさっきだ』

　ルダマンが右腕を斧おのの形に変える。

　なかなか器用だ。

「誰に角を貰った？」

『今の俺様に勝ったら教えてやるさ』

　オレの質問に、ルダマンが厭いやらしい笑みを浮かべた。

　どうやら、オレの質問に答える気はないらしい。

『お前には借りがある。楽には死なせてやらねぇぜ』

　舌した舐なめずりしながら、ルダマンが宣言する。

『四肢を潰つぶして動けなくしてから、お前の目の前でガキどもを順番に殺して、女どもを蹂じゆう躙りんしてやるぜ』

　──うん、殺そう。

　ルダマンの挑発に、思わず物騒な思考が脳裏を過よぎった。

「一つ忠告していいかな？」

『なんだ？　恥も外聞もなく命いのち乞ごいするなら耳をかしてやるぜ？』

「──面頰は閉じた方がいい」

　オレの忠告の寸前に、ミーアの水魔法「刺激の霧マスタード・ミスト」がルダマンの顔に炸さく裂れつする。

『ぐぉおおおおおおおお』

　魔族になっても痛覚はあるらしい。

『殺してやる！　殺してやるぞ、ペンドラゴン！』

「できるかな？」

　エルタール将軍と隊長氏の方は回復が終わりそうだ。

　ドゾン氏は──と視線を向けたが、さっきまでいた彼や神官の姿がない。

『──ご主人様』

　アリサから空間魔法の「遠話テレフオン」が届いた。

『スライムが動き出したわ。移動はしていないけど、触手を伸ばして死にかけの人達を吞のみ込んでいるみたい』

　アリサの言葉に、オレは並行思考でルダマンと会話しつつ、スライムの半透明な身体からだを見る。

　スライムの底の方に、何十人もの人影があった。

　マップで詳細を確認するとそのほとんどが生存している事が判わかった。

　不思議な事に、瀕ひん死し状態まで体Ｈ力Ｐゲージが減ると、一定値まで回復する。

　恐らく、スライムの持つ「再生復元」スキルによるものだろう。

　そしてその理由は、スライムの横にＡＲ表示される「瘴しよう気き生産」という種族固有能力と吞み込まれている人達の苦く悶もんの表情が全すべてを物語っている。

　恐らく、あの人達は瘴気を生産するための材料なのだろう。

『よそ見してんじゃねぇえええ！』

　豪快に振り下ろされた黒光りする斧を、妖よう精せい剣で受け流す。

　ためしに、斧と接触する箇所をピンポイントで守るように魔刃を張ってみた。

　魔力操作が難しいが、消費魔力は普通の魔刃よりも少ないようだ。誤差だけど。

『うらぁああ』

　斬ざん撃げきに続いて飛んできたルダマンの蹴けりを、垂直跳びで回避する。

　そこに後ろで控えていた仲間達も参戦してきた。

「あきれす・はんた～？」

「すらっしゅー、なのです！」

　タマとポチが定石通りに軸足を刈ろうと、ルダマンの足下に飛び込む。

　同時にリザが牽けん制せいで蹴り足の腿ももを魔槍で狙う。

「危ない！」

　ルダマンの尻しりの辺りに生えていた魔族の短い尻しつ尾ぽが、枝分かれしてタマとポチを頭上から貫かんと降り注ぐ。

　オレは慌てて阻止しようと「理力の手マジツク・ハンド」を向けるが、それは過保護過ぎたようだ。

「緊急回避～？」

　タマがポチを蹴飛ばし、その勢いでお互いに尻尾の雨を回避していた。

　トゲトゲの尻尾は石畳を貫き、瓦が礫れきと土つち埃ぼこりを周囲に撒まき散ちらす。

　それでも攻撃の手を止めていなかったリザの突きがルダマンへと迫る。

　ルダマンは軸足だけで跳躍してリザの突きを避けつつ、オーバーヘッドキック風に滞空中のオレを蹴り飛ばそうとしてきた。

　──丁度いい。

　オレはルダマンの蹴り足をモロに喰らって、巨大スライムの方へと飛ばされた。

「「「ご主人様！」」」

　仲間達の悲痛な声に胸が痛むが、これはわざとだ。

『──大丈夫？』

『ああ、もちろん』

　アリサが遠話テレフオンで問い掛けてきた。

『ぶじ～？』

『良かったのです』

　遠話テレフオンにタマとポチの声まで聞こえてくる。

　心配させてゴメンと言う直前に、巨大スライムへと激突した。

　服を溶かされてはかなわないので、激突直前に魔力鎧を張って浸食を防ぐ。

『上級空間魔法の「戦術輪話タクテイカル・トーク」に切り替えたの。戦闘中なら、こっちの方が便利でしょ』

『いい判断だ』

　アリサの機転を褒めながら、レーダーを確認する。

　こっちに全力疾走していたリザのマーカーが止まり、仲間達の方へと引き返すのがレーダーで分かった。

　どうやら、心配させてしまったようだ。

『マスター、戦闘指示を希望します』

　ナナの言葉に、レーダーの光点を確認する。

　オレと入れ替わりにエルタール将軍達が戦闘に復帰したようだ。

『矢面は隊長氏と将軍に任せて、リザ達は牽制に徹してくれ』

『承知いたしました』

　魔族化したルダマンは仲間達よりもレベルが高いので、オレがいない場所で直接矢面に立たせるのは避けたいのだ。

『こっちはスライムに吞まれた人達を救出したら戻る』

『手伝う』

『ミーアはリザ達のサポートを頼む』

　スライムの中心付近で止まったオレは、救出すべき人達をマップにマーキングしていく。

　思ったよりも多い。

　原形を保っている者は全員生存しているようだ。

　とは言っても、このまま悠長にスライムを切り分けて助けていたら、遅からず犠牲者が出てしまうだろう。

　オレはマップの３Ｄ表示でマーカーの位置を確認しつつ、十本の指先に長く細い魔刃を伸ばす。




　──斬。




　赤い細線が内側からスライムを照らし、次の瞬間、絶命したスライムは桃色の液体となって地面に広がった。

「スライムの核は潰した！　早く怪け我が人にんを運べ！」

　物陰からこちらを窺うかがっていたギルド職員や探索者に向かって叫ぶ。

　なぜか、このスライムには核がなかったのだが、そんな事は関係ないくらいにみじん切りにして倒してやったので、外部から見た事実は一緒だろう。

　──あれは。

　視線の先に、上半身だけの緑貴族が転がっていた。

　周囲を見回してみたが、彼の下半身は見当たらない。恐らくスライムに溶かされてしまったのだろう。

　嫌いな相手だし、状況的にルダマン達を魔族へ変えた張本人な気もするんだが、死にかけている者を見捨てるのは、ちょっとばかり後ろめたい。

　オレは彼の上半身の傍そばに行き、傷口に中級魔法薬をかけながら、魔法欄から選択した中級回復魔法を重ね掛けしてやる。

　さすがに失った下半身が生えてくるようなミラクルは起きない。

「ペンドラ──」

　僅わずかに目を開けた緑貴族が、言葉の途中でオレの腕の中で脱力した。

　気を失ったらしい。「憎まれっ子世にはばかる」というが、瀕死の状態から生き延びたようだ。

　後で尋問するとして、今は緑貴族の身柄を駆け寄ってきたギルド職員に押し付ける。

『ご主人様、ヘルプ！』

　アリサの救援要請に、仲間達の方に駆け出す。

　ナパーム蜥蜴とかげ魔族の護衛をしていた銀色の中級魔族が、仲間達を窮地に陥れていた。

　獣娘達が軽々とあしらわれ地面に転がされる。

　追撃しようとする銀色中級魔族を阻止すべく、ナナが獣娘達の前に立たち塞ふさがった。

　銀色中級魔族の八本の腕による連撃がナナの体勢を崩し、続く刺突がナナの顔面へと迫る。

　──危ない！

　オレは閃せん光こう玉を中級魔族の顔面に投げつけた。

　新人探索者講習会でドゾン氏に貰ったヤツだ。

　閃光が周囲を白く染めた一瞬で縮地を使い、閃光が消える前に中級魔族の腕を蹴り飛ばして元の位置に戻る。

　中級魔族の腕が千切れて飛んでいき、ギルドの尖せん塔とうの一つを倒壊させていたが、必要経費だと割り切っておこう。

　尖塔一本よりもナナが大怪我をしなかった方が重要だ。

「魔族！」

　──ＫＩＬＬＫＷＹＥＥＥＬＫＩＬＬＬＬＬＬ。

　オレの挑発スキルを乗せた叫びに、銀色中級魔族が突撃してきた。

　全身が剣でできているような姿をしている。

　七本の腕による連続突きを妖精剣で捌さばき、仲間達が魔法薬を飲んで態勢を立て直すのを見守る。

　それにしても、レベル四〇とは思えないほどの鋭い突きだ。

　リザ達が苦戦するのも分かる。

「サトゥー殿、魔族と距離を取れ！」

　感心しながら攻撃を捌いていると、後方からセベルケーア嬢の叫びが聞こえた。

　オレは銀色中級魔族のランスのような手を摑つかんで、遠心力の助けを借りてギルド長の方に投げ飛ばす。

「……■■　豪炎球ブラスト・ボール！」

　ギルド長の声と共に、紅ぐ蓮れんの渦を巻きながら灼熱の砲弾が放たれた。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして、着地と同時に逃げる事を考えているらしき銀色中級魔族を空中で摑む。

　無様に空中を蹴るポーズのまま、豪炎球ブラスト・ボールが命中し炎と爆風が周囲に撒き散らされる。

　もの凄すごい熱気が流れてきた。

　余波の炎と熱で火傷やけどをしそうなほどだ。

「──やったか?!」

　ギルド長が余計な一言でフラグを立てた。

　炎の中で藻も搔がく銀色中級魔族は、まだ半分以上体力ゲージが残っている。

　オレは炎をブラインドにして縮地で接近し、魔刃を帯びた石槍で銀色中級魔族の魔核を貫いて倒す。

「ありがとうございます、ギルド長！」

　オレは炎と一緒に黒い靄もやになっていく魔族を確認しつつ、遠くの陣地で長ちよう杖じようを構えるギルド長に礼を言う。

　彼女のお陰で「単独で中級魔族を倒す」という問題行動を取らずに済んだ。

「お待たせしました、ご主人様」

「怪我は大丈夫かい」

　治療を終えたリザ達が駆け寄ってくる。

「救援が遅れて済まない」

「いいえ、私達が不ふ甲が斐いないばかりに──」

「そんなの後よ！　将軍の中級魔族討伐を手伝わないと、そろそろヤバいわ」

　オレの詫わびに謝罪で返すリザを、アリサがバッサリと切り捨てる。

「そっちはいいよ。それよりも、向こうを頼む」

　オレはアリサに、下級魔族相手に苦戦する探索者達の方を指差す。

　援軍がもうすぐ来るけど、放置したらその前に力尽きそうなんだよね。

「おっけー！　将軍の方はいいの？」

「そっちはオレがサポートしてくるよ」

　鼠ねずみをいたぶる猫のようなルダマンを見ながら告げる。





◆






「代わります。魔法薬で回復してください」

　ルダマンの斧おのが生えた腕うでを妖精剣で受け流し、荒い息をするエルタール将軍に声を掛ける。

「す、すまん、ペンドラゴン卿きよう」

『逃がすかよっ！』

　後退するエルタール将軍に止とどめを刺そうと、ルダマンがオレの頭上を飛び越えていこうとする。

　それを地面から生えた石柱が邪魔をした。

　恐らく、後方にいるセベルケーア嬢の魔法だろう。

　苛いら立だたしく石柱を破壊したルダマンに、今度は轟ごう音おんを上げて巨大な火球が飛んできた。

『ちっ、さっきから煩わしいババア共だ！』

　ルダマンが身体からだの前方に黒い障壁を張って、「豪炎球ブラスト・ボール」らしき火弾に耐えた。

　レベル五二の専業魔法使いが放っただけあって、ルダマンの障壁を一撃で砕き、ヤツの甲虫のような外骨格を変色させ、体中の関節から湯気をあげさせている。

「──よそ見をしてていいのかな？」

　そのまま見ていると、ギルド長達の陣取る場所に雪な崩だれ込みそうだったので、ルダマンの側面から斬きりかかる。

　ヤツは斧が生えた腕で迎撃してきたが、それを受け流して腕の途中から切断してやった。

　けっこう硬かったが、接触の瞬間に魔刃を付けた妖精剣なら余裕だ。

『何者だ、テメェ』

　ルダマンが荒々しい声で叫ぶ。

　魔族になってからキンキンとした声質に変わったので、今一つ迫力に欠ける。

「貴族で、赤鉄の探索者、かな？」

『あのエルタールのミスリル剣でも傷一つつかない俺様の腕を、一撃で斬り裂くテメェの正体を聞いてるんだよ！』

　そんなに硬いヤツだったのか。

　拳こぶしと蹴り技で距離を取ろうとするルダマンの懐から離れず、時間稼ぎに徹する。

「ギルド長の火魔法でガタが来たんじゃないのか？」

『抜かせ！』

　オレは適当な事をいいながら、エルタール将軍が前線に戻ってくるのをレーダーで確認する。

　ルダマンが硬いままだと後々面倒そうなので、牽けん制せいに見える斬ざん撃げきでルダマンの体表に無数の傷を付けて脆もろくしておいた。

「待たせたな、ペンドラゴン卿」

「ギルド長の魔法で、魔族の装甲が脆くなっているようです」

「それは重畳」

　疲労の濃い顔でエルタール将軍が答える。

　お疲れのようなので、早く決着してしまおう。

　オレはエルタール将軍を攻撃しようとするルダマンを邪魔し、ルダマンが攻撃を回避しようとするのを妨害する。

『ちっぃいいい、お前ら、手伝え！』

　ルダマンが生き残りの魔族に向かって叫ぶ。

　だが、それに答えるべき魔族はもう残っていない。

「外道に落ちた身を後悔しろ！」

　エルタール将軍の剣がルダマンの片足を深く斬り裂いた。

　たまらず膝ひざをついたルダマンに、セベルケーア嬢の「鋼天槍衾スピアーズ・フイールド」の魔法が炸さく裂れつし、地面から生えた銀色に輝く無数の槍が襲いかかる。

『ぐおぉおおおＯＯＯＯＷＨ』

　頭を仰のけ反ぞらしてルダマンが咆ほう哮こうする。

　そこに幾つもの魔法の砲弾が襲いかかった。

「ようやく来たか──」

　広場の向こうから迷宮方面軍の大型ゴーレムがやってくる。

　今のは大型ゴーレムに運ばれてきた魔法使い達と魔力砲によるもののようだ。

　そして、太守の城のある東側からは──。

「──斬岩剣！」

　赤い光を曳ひきながら現れた巌いわおの騎士が、必殺技をルダマンの腰に叩たたき付ける。

　巌の騎士の後ろに続くのは太守の護衛騎士の一人だ。
















　他ほかの三人の護衛騎士達は太守の守りに残っているらしい。

「シガ王国制式剣術──奥義『桜花一いつ閃せん』」

　さらに魔刃を帯びた太守の護衛騎士が、横よこ薙なぎの必殺技を巌の騎士の反対側から繰り出した。

　剣から散る薄赤い光の細片が、桜の花びらが散るようにも見える。

　なかなか綺き麗れいな技なので、今度マネしてみよう。

　二人の後方では魔力砲を積んだ荷馬車を押した衛兵達が、砲列を整える姿が見えた。

　なかなか優勢になってきた。

　アニメなら主題歌のＢＧＭが流れてきそうな感じかな？

『ズゥワコＤＯもおおＧＡＡＡＡＡＷＨ』

　叫ぶルダマンの顔に、大小の火弾が命中した。

　今度はギルド長とアリサだ。

　ミーアは回復や支援に専念しているので、攻撃はしていないらしい。

　よろめいて地面に突いたルダマンの右手を石槍で縫い止め、くるりと身体を回転させて、ヤツの左腕を妖よう精せい剣で切断する。

「閣下！」

「滅びろ、ルダマン！」

『るロＵＵＵＡＧ！』

　魔刃を帯びたエルタール将軍のミスリル剣が、ルダマンの首を斬り落とした──ようだ。

　探索者や兵士達の歓声が広場に響き渡る。

　オレは首がバウンドする音と黒い靄となって消えるルダマンの身体で判断したので、目視はしていない。

　エルタール将軍による処刑をお膳ぜん立だてしたものの、魔族化した人間の死ぬ姿を見たくなかったのだ。

　オレは生首に背を向け、仲間達の方へと歩む。

「にゅ！」

　リザに抱えられて死体のポーズを楽しんでいたタマが、ピクンッと耳を震わせ、顔を撥はね上げた。

　──レーダーに映る赤い光点。

　オレは素早く光点の方を振り返る。
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「ザマスザマス、運搬ザマッス」

　緑色で奇妙な口調の下級魔族が、桃色巨大スライムの残ざん骸がいで濡ぬれる石畳から、滲にじみ出でるように現れるところだった。

　巨大な目玉が大部分を占め、その目玉から直接腕と翼が生えている。セーリュー市で初めて見た下級魔族の色違いタイプのようだ。

　目玉魔族は周囲を見回し、仲間が誰だれもいないと気付いて、持っていた包みを落とした。

　ＡＲ表示によると、落とした包みの中身は迷賊を捕縛した時に押収した魔人薬の丸薬だったらしい。

　たぶん、ルダマンの指示で回収に行っていたのだろう。

「ザマスザマス、無様ザマッス」

　目玉魔族が眼下に落ちていたルダマンの首を拾い上げて、リズミカルにお手玉を始める。

「まだ、魔族がいたのね」

「そうみたいだな」

　オレはアリサに答えながら、地面に刺さったままの石槍を抜く。

　犯罪者のものでも、遺体を辱めるのは不快だ。

　それに目玉魔族のレベルは三〇しかないが、「精神魔法」「影魔法」といった厄介なスキルを持っているので、早めに倒しておきたい。

「ザマスザマス、再生ザマッ──」

　目玉魔族の下に怪しい魔法陣が生まれたので、阻止すべく石槍を投とう擲てきして目玉の中央を貫く。

　魔法陣はすぐに消え、目玉魔族は痙けい攣れんしながら桃色の水たまりに落ちた。

　その次の瞬間──。

　間かん歇けつ泉せんのように桃色の水が吹き上がり、体長一五メートルほどもあるヒトガタの何かを作り上げていく。

　ＡＲ表示によると、レベル五〇もある中級魔族らしい。

　名前が──ルダマンとなっていた。

　負けたら再生巨大化なんて特撮の怪人みたいなヤツだ。

　ルダマンには再生なんて能力はなかったので、桃色スライムが復活してルダマンを取り込んで再生したといった感じだろう。

「再生怪人のくせに元より強いなんて、お約束の分かっていないヤツね」

　アリサも「能力鑑定ステータス・チエツク」スキルで、再生ルダマンの情報を読み取ったらしい。

「──あの死に損ないめ」

　エルタール将軍がヒトガタの顔を見上げて吐き捨てる。

　迷宮方面軍が攻撃しているが、魔力弾も実体弾も体表に吸い込まれるばかりで、全然効いていないようだ。

　ナナシかクロに変身して倒してしまいたいが、こうも四方に人がいる状況だとやりにくい。

　ここはギルド長の上級攻撃魔法で倒して貰もらうのが良いだろう。

　──ＰＷＥＥＥＥＥＮＮ。

　崩壊と形成を繰り返す不定型な再生ルダマンが、咆哮を上げてこちらを見下ろす。

　──ＤＯＯＯＯＲＡＷＡ。

　憎悪に歪ゆがむ瞳ひとみはオレを見ているようだ。

　どうやら、嫌われてしまったらしい。

「ギルド長！　ルダマンを迷宮門前に引きつけます！　詠唱が終わったら合図して下さい」

　オレはそう叫んで、瞬動にならない速さで無人の迷宮門前に走る。

　再生ルダマンが一歩踏み出す度に轟音が鳴り響き、石畳が陥没し震動で足が浮く。

『皆は待機──いや、離れた位置から援護射撃を頼む！』

　オレは繫つないだままの「戦術輪話タクテイカル・トーク」で皆にそう指示しておいた。

　ギルド長の上級攻撃魔法は範囲が広いからね。

　──ＧＷＯＯＯＯＮＷＮ。

　怪獣映画の登場人物みたいな気分になりながら、迷宮門前へと辿たどり着つく。

　再生ルダマンはノロノロした動きだったが、身長が一〇倍も違うと実際の速度はかなり速いようで、あっというまに追いつかれ、巨大な拳が地面に降り注いできた。

　拳は地面を陥没させ、桃色の水の飛沫しぶきを飛び散らせる。

　飛び散った飛沫を浴びた石が白煙を上げた──どうやら、あれは酸らしい。

　オレはピョンピョンと飛び跳ねながら、拳や酸の飛沫を避ける。

　逃げながら再生ルダマンに話しかけてみたが、すでに言葉を解するほどの知性や理性も残っていないようだった。

「ペンドラゴン卿を援護しろ！」

　隊長氏の号令で、迷宮方面軍のゴーレム達が迷宮門前広場へとやってきた。

　六メートル級のゴーレム達が巨大な再生ルダマンの前では、就学前の子供のように頼りない。

　迷宮方面軍の他の部隊もギルド前広場に展開を終了し、いつでも発砲できる状態のようだ。

「戻れ！　準備ができたぞ！」

　しばし逃げ続けたあと、エルタール将軍の叫びが広場に響いた。

　どうやら、ようやくギルド長の詠唱が終わったようだ。

　ゴーレム達が再生ルダマンの足に抱きついて、オレの脱出を支援してくれる。

　再生ルダマンはオレがよほど憎いのか、足に摑つかまったゴーレム達を引き摺ずりながら追いかけてくる。

　それを巨大な手が止めた。

　砕かれた石畳の地面から生えた手は、瞬く間に超巨大ゴーレムの上半身へと成長して、再生ルダマンの腰に抱きついて移動を阻止する。

「急げ！　ペンドラゴン卿きよう！　そのゴーレムは長く保もたない！」

　セベルケーア嬢の叫びと仲間達の応援の声が聞こえる。

　オレがすり鉢状の迷宮門前広場から脱出するのと、ギルド長の長ちよう杖じようから紅ぐ蓮れんの奔流が生まれるのはほぼ同時だった。

　上級火魔法の「火炎地獄インフエルノ」は迷宮門前広場を炎で満たし、再生ルダマンの身体からだを蒸発させながら焼き上げていく。

　──ＵＯＯＯＯＯＯＯＯＨＨＨＨＷＮ。

　再生ルダマンは悲鳴にも似た咆哮をあげながら炎の中へと崩れていった。

「お疲れ様。これで一件落着かしら」

　夜よ闇やみを焦がす巨大な火炎の柱を眺めながら、アリサが濡れたタオルを差し出してくれた。

　オレは顔に付着した土つち埃ぼこりを拭ぬぐいながら、炎に視線を向ける。

　既にヒトガタを保てず、粘液の集合体のように成り果てているようだ。

　だが、未いまだに再生ルダマンの体力ゲージはゼロになっていない。

　残り一割を切った辺りから、体力ゲージの減少速度が鈍化し、波打つようにプラスに振れる瞬間さえあった。

「まずいな」

「──え？」

　オレの呟つぶやきに仲間達が心配そうな顔になる。

　念のために、ギルド長やセベルケーア嬢の状態を確認したが、止とどめを任せるのは無理そうだ。

　どちらも魔力が枯渇し、さらに魔力回復薬の使いすぎで過剰摂取状態になっていた。魔法薬を使いすぎると、ゲームみたいにクールタイムが必要になるようだ。

　術理魔法の「魔力譲渡マナ・トランスフアー」は魔法薬とは別枠だと思うが、この場で使うわけにもいかない。

「大丈夫だよ」

　こんな時の事も考えてある。

　オレはストレージを操作し、最後の詰めの準備を行う。

「──でも」

　アリサが前よりも巨大なヒトガタに戻りつつあるルダマンを指差す。

　安心させるために、年少組の頭を撫なでながら微ほほ笑えんだ。

「大丈夫」

　オレは再生ルダマン改の上空を指差す。

「黒い影～？」

「誰かいるのです！」

　タマとポチの声に、ギルド長達の視線もそちらに向かう。

「え、あれって──」

　アリサに「内緒」のポーズをしてウィンクする。

「何者だ」

「あれは勇者ナナシの従者クロだ」

「勇者の従者？」

　ギルド長とエルタール将軍の声が後ろから聞こえる。

　そう、空中にいるのはクロの衣装を着せた関節可動マネキンだ。

　自力で空を飛ぶ機能なんてないので、オレが「理力の手マジツク・ハンド」で浮かべている。

　もちろん、あの場所に出したのも、「理力の手マジツク・ハンド」経由だ。

　鑑定されないように、最高レベルの認識阻害アイテムを装備させてある。

『魔族に魂を売った愚かな迷賊よ』

　オレは腹話術スキルで、クロ人形から声を出す。

『勇者様より授かりし、正義のチカラで汝なんじを滅ぼそう』

　再生ルダマン改が空に向かって腕らしきモノを伸ばす。




　──チェックメイトだ、ルダマン。




　オレはストレージから「理力の手マジツク・ハンド」経由で、あるモノを取り出す。

　かつて、虚空と呼ばれる場所で、手に入れたモノだ。

　──閃せん光こう。

　目を焼く眩まばゆい光が視界を白く染める。

　──轟ごう音おん。

　光に一瞬だけ遅れて、鼓膜を破るような猛烈な音が生じた。

　世界樹のクラゲ退治をするときに、世界樹が放った稲妻の一部だ。

　あの黒竜ヘイロンすら撃退する世界樹の稲妻を受けて、再生ルダマン改が黒い消し炭になって崩れていく。

　末端がいつもの魔族の死亡時のように、黒い靄もやとなって消える。

　マップ上のマーカーも消えたし、これで一件落着だろう。

　ルダマンを魔族に変えたヤツは聞けなかったけど、その辺は桃色巨大スライムに吞のまれていた緑貴族に教えて貰えばいい。

「終わったのかい？」

　ギルド長が「赤い氷」のジェジェに支えられてやってきた。

「ええ、そのようですね」

「そうかい。あいつには借りができたね」

　既に回収したので、ギルド長が見上げた空にはクロ人形の姿はない。

「復旧が大変そうですね」

「あたしゃ疲れた。その辺はウシャナとセベルケーアに任せるよ」

　迷宮門前は電撃で溶けて酷ひどいことになっている。

　ギルド前広場も石畳が剝はがれて地面がベコベコだ。

「あんた達も、お疲れさん。後始末は他ほかのヤツに任せて、あんた達も帰って休みな」

　ギルド長はそう言って、ギルドの方へと戻っていった。

　さて、オレ達も今日は安眠を貪むさぼるとしよう。







　エピローグ





〝サトゥーです。一人のんびりと趣味のプログラムをするのも楽しいですが、大勢のクリエーター達と一緒に意見をぶつけ合いつつ製品を作り上げるのもまた楽しいのです。〟






「シガ八剣に推挙、ですか？」

「うむ、今すぐというわけではないが、シガ八剣筆頭のジュレバーグ殿に紹介してやろう」

　例の魔族ルダマンが暴れた日から数日後の朝。

　呼び出されて訪れた迷宮方面軍のエルタール将軍の私室で、オレはそんな話を聞いていた。

「貴公はレベルがまだ足らぬが、中級魔族を相手に戦えたのだ。石頭のジュレバーグ殿とて、無下にはすまい。いきなりシガ八剣は無理でも、聖騎士団への入団は認めよう」

　善意一〇〇パーセントなのは分かるんだけど、正直言って困る。

「戦うといっても、中級魔族から逃げ回っていただけで、有効打はほとんど与えられていません」

「それは君のレベルが低いからだ。鍛えれば解決する」

　エルタール将軍が脳筋な発言をした。

「現に中級魔族を相手に三度も生き延びてみせたではないか」

「逃げ足は速い方ですから」

　スライムと合体したルダマンから逃げ回っていたせいか、「逃げ足王」という不思議な称号をゲットしたんだよね。

「ペンドラゴン卿、回避が上う手まいことは誇れる事だぞ。生き延びれば、経験を積んで再戦できるのだから」

　エルタール将軍の言葉には同意する。

　レベル制の世界だと、ＲＰＧのように経験を積めば強くなれるからね。

　さて、普通の言い訳だと諦あきらめてくれそうにない。

　エルタール将軍には悪いけど、キッパリと断ろう。

「将軍閣下、申し訳ありませんが推挙の件はお断りさせて下さい。私が仕える主はムーノ男爵ただお一人です。迷宮都市に来たのも、仲間達を鍛えて男爵領の復興に役立てるためなのです」

　そんな事実はないが、断り文句に良さそうなので使ってみた。

「そうか……君がそこまで忠義を示すとは、よほど徳の高い素晴らしい領主なのだろうな」

「はい、とても」

　エルタール将軍の言葉に、笑顔で首肯する。

　ムーノ男爵は亜人や人族の区別なく接してくれる良い人だからね。

「分かった。これ以上は勧誘しないでおこう。だが、気が変わったら来たまえ。いつでも君を推挙してやる」

「ありがとうございます。その時は必ず」

　エルタール将軍もようやく納得してくれたようだ。




「閣下～、ペンドラゴン士爵のお土産で、甜まくわ瓜うり酒を作ってきたよ～」

　場が弛し緩かんしたタイミングを狙ねらったように、狐きつね将校が手ずからワゴンを押して入ってきた。

　彼の言う甜瓜酒というのは、小ぶりなメロンを半分に切って作った器に、ウイスキーを注いだものらしい。

「昼間から酒か──」

　エルタール将軍が呟く。

　いつもは彼に拳げん骨こつを落とす隊長氏も、今日は復旧工事の指揮を執っていて、ここにはいない。

「このくらいじゃ酔わないでしょ？」

「それもそうだな」

　狐将校の言葉に、エルタール将軍が頷うなずく。

　いいのか、それで。

「良い甜瓜だな。エルエット侯爵領の最上級品か？」

「最上級品かは分かりませんが、産地はご明察の通りです」

　お茶会で知り合った貴族さんが、奥さんの実家から届いたと言って、大量のメロンをお裾すそ分わけしてくれたのだ。

　件くだんの貴族さんにはお返しに、メロン・シャーベットでも贈ろうと思っている。

「ささ、ペンドラゴン士爵もどうぞ～。内側からメロンを崩して、果汁と酒を混ぜながら食べると美お味いしいんだよ～」

　狐将校が甜瓜酒の載った皿とスプーンを手渡してくれた。

　せっかくだし頂いてみよう。

「いけますね」

「でっしょ～」

　思わず感嘆の言葉が口から零こぼれた。

　メロン果汁とウイスキーが意外なほどに合う。

　食べ進めるうちにメロン果汁とウイスキーの割合が変わって味が変化するのも楽しいね。

「ブランデーにも合いそうですね」

「シガ酒もあうよ～」

　なんだか癖になりそうな味だ。

　高い位置にあるエルタール将軍の部屋の窓から、乾いた風が流れ込んでくる。

　風と冷えたメロンで涼をとり、酒飲み友達とたわいない話を交わす。

　なんだか、盆休みに戻った田舎で、祖じ父いさん達と梅酒を飲んだ日を思い出す。

　今度はお手製梅酒を作って、持ってこよう。

　あと、風鈴もね。





◆






「旦だん那な様、ここから先は馬車で入れないようです。駐車場に回しましょうか？」

　迷宮方面軍の駐屯地での酒盛りを終え、オレは屋敷の新人メイド、アニーの操る馬車で西ギルドへとやって来ていた。

　もちろん、既に酔いは醒さめているし、酒の匂においの方も生活魔法で消してある。

　朝から酒臭い雇い主なんて、アニーも嫌だろうからね。

「いや、ここで降りるよ。ちょっと視察してくる」

「分かりました。では、私はギルドの駐車場に馬車を回してお待ちしています」

　アニーと別れたオレは、復興作業の行われているギルド前広場を眺めながら、ギルドへと繫つながる仮設歩道を進む。

　今日はエルタール将軍だけでなく、ギルド長や太守夫人にも呼び出されているのだ。

「「あ、若様！」」

　ギルド側から来た女性二人組の「麗しの翼」が大きく手を振ってくる。

「これから迷宮ですか？」

「うん、そうなんだ～」

「ここの工事で運搬人が足りないらしくて、あたしらも赤鉄の遠征隊に交ぜて貰もらえる事になったんだ」

「この遠征でだいぶ借金が返せるよ」

　最初に出会った時の「連鎖暴走トレイン」で作った借金がまだ残っているらしい。

　オレは餞せん別べつに水増し魔法薬数本を差し出す。

「え、若様、いいの？」

「ありがとう、若様！」

　喜ぶ二人を見送った後、工事する人々を眺める。

　隊長氏の野太い声の先では、迷宮方面軍のゴーレム達が重機代わりに資材を移動している姿があった。

　工事現場の中には年端のいかない子供達の姿もあったが、こちらは重労働ではなく、相応の仕事が割り振られているらしい。

　朝の炊き出しの時に聞いた話では、復旧工事の現場では朝とお昼に食事が支給されているそうだ。

　そのせいか、都市内だけでなく、近隣の村落や街からも出稼ぎ労働者が集まり始めている。

　この労働者増加の波に合わせて、「蔦つたの館やかた」に保護していた人達も徐々に解放して、先発の探索者班の暮らす長屋に合流させている。

「そこの若様、ボーッとしてたら危ないよ」

「後ろ通りまーす」

　見覚えのある娘達が箱を抱えて駆けていく。

　行き先はギルド近くの屋台が並ぶ一角だろう。

　やがて、揚げ物の良い香りが漂ってくる。

「コロッケ屋の最後尾はこちらでーす」

「串くしカツ屋の最後尾はこっちだよ」

「揚げ芋屋はこちら～、待たせずサクサクなの！」

　三つの行列の最後尾には、それぞれの料理の絵を描かいた看板を持った子達が立っている。

　これらの看板の絵「踊るコロッケ」「勝利する串カツ」「羽ばたくフライドポテト」を描いたのはタマ画伯だ。

　タマが一緒に描いていた渾こん身しんの名作「木漏れ日のハンバーグ」は、額に入れて養護院の食堂に飾られている。

　最近では眺めるだけでなく、拝む子までいるようだ。

「あ、ししゃくさま！」

　看板持ちの横にいた幼女がオレを指差して叫ぶ。

「頑張っているね」

　幼女の頭を撫なで、看板持ちのアルバイトをしている養護院の子達に、「みんなには内緒だよ」と言い含めて一個ずつ飴あめをプレゼントしておく。

　そして、行列の先頭では養護院の年長の子達と、「蔦の館」で保護していた女性達が一緒になって屋台をやっていた。

「あ、若様っす！　ルルちゃんとこのご主人様が来てるっすよ」

　メイド服で売り子をしていた赤毛のネルが、裏方でコロッケを揚げていたルルを呼ぶ。

　ネルとルルが仲良く働いているのには、少々事情がある。

　迷宮にトラウマを持った子がそれなりにおり、生活費を稼ぐ手段が身を売る以外にない者がかなりの割合だったので、「クロに窮地を救われた礼」として彼女達に屋台とコロッケなどのレシピを提供したのだ。

　ルルが一緒に働いているのは、実践の指導役である。

「ご主人様、いらっしゃいませ！」

　ルルが弾はじけるような笑顔を輝かせる。

　ここが少女漫画の世界なら、隣のコマにも花が飛び散りそうなくらい可か愛わいい。

　残念ながら、屋台の後ろでレジスター代わりにお釣り計算をさせられているティファリーザと談笑するシーンは見られなかった。

　姐あね御ごさんや金髪貴族娘は屋台の担当ではないようだ。

「邪魔をして悪いね。通りかかったついでに様子を見に来ただけなんだ」

「若様、お土産っす」

「ありがとう、ネルさん」

「ネルって呼び捨てでいいっすよ」

　オレはコロッケや串カツの入った包みを受け取って、ギルドへと向かった。
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「良い匂いだな、串カツか？」

「はい、差し入れです」

　オレはネルやルルから貰った揚げ物の包みを、ギルド長の執務机の片隅に置く。

「揚げ芋もある」

　包みを覗のぞき込んだセベルケーア嬢が、コクコクと頷く。

　彼女はミーアと違って肉料理も普通に食べるのだが、フライドポテトがお気に入りらしい。

　新人探索者講習会の時にドゾン氏が言っていた「絡み菜種エンタングル・レープシード」から取った植物油を使っているので、わりとヘルシーなのだ。

「ウシャナ、とりあえずエールだ。串カツにはエールが合う」

「仕事を終えるまで、お酒はダメです」

　ギルド長のリクエストを、ウシャナ秘書官が笑顔で却下する。

「それでご用件はなんでしょう？」

「しゃーない。揚げ物は冷めたら味が落ちる。喰くいながら話そう」

　ギルド長が串カツを囓かじりながら話し始める。

「まず、例の栽培の件だが、あっちは栽培に『特殊な魔法陣』が必要な事が判わかった」

「では箝かん口こう令れいは解けたと考えていいのでしょうか？」

「いいや、効率は悪いが一応育つらしいから、箝口令はそのままだ」

　そのため、先日の事件で生き残った迷賊達の内、幹部クラスの生き残り数名は予定通り公開処刑にされるものの、残りは犯罪奴隷に落とした上で言葉を封じ、「碧へき領りよう」と呼ばれる魔物の領域を開拓する奴隷損耗率が非常に高い場所へ連れて行かれるそうだ。

　なかなか酷ひどい扱いだが、彼らの所業から考えたら因果応報としか言いようがないので、特に同情する気はない。

「それで本題の方だが──」

　そこでギルド長が真ま面じ目めな顔で少し言いい淀よどむ。

「この間の魔族の件だ。サトゥーはコレを見たことがあるかい？」

　ギルド長が懐から布に包まれた短角シヨートホーンと長角ロングホーンを取りだして、テーブルの上に並べた。

「こちらは短角ですね。そちらは──もしかして、短角と同種のモノでしょうか？」

　オレは長角を見たところで一拍おき、詐術スキルと無表情ポーカーフエイススキルの助けを借りて初見を装った。

「そっちは見なかった事にしな」

　オレが頷くと、ギルド長は二種の角を懐に収納した。

「その角の出所は分かっているのですか？」

「ああ、ポプテマだ」

　オレの問いにギルド長が即答する。

「──ポプテマ殿が自白したのですか？」

「ああ、全すべて素直に吐いたよ。本人に聞きたい事があるなら太守の所に行きな」

　マップ情報によると太守公館地下の牢ろう獄ごくや貴人用の牢にも使われる尖せん塔とうにはおらず、太守の城の別館に監禁されているようだ。

「ところで、クロのヤツから何か接触があったかい？」

「いいえ、全くありません」

「なら、あれ以来現れたのはここだけって事か……」

　例の事件の晩にクロの姿でギルド長の私室を訪問して、姐御さん達の庇ひ護ごを頼んでおいたのだ。

　翌日、サトゥーとして何食わぬ顔でギルドを訪問した時に、クロの訪問と姐御さんの話を聞かされたので、渡りに船とばかりに揚げ物のレシピなどを提供してみた。

　適度な距離感で援助できるので、なかなか重宝している。

「もし、クロから接触があったら教えておくれ」

「はい、必ず」

　もちろん、クロとしてギルド長に用事があったら、直接くるから伝言する機会はないだろうけどさ。

　その後、ウシャナ秘書官からギルド復旧工事関係で寄付を頼まれたので、他ほかの貴族達から嫉しつ妬とや反感を買わない範囲で資金提供しておいた。
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「──ポプテマ殿？」

　太守夫妻と共に訪れた部屋で見たのは、白い光の棺ひつぎの中に横たわる上半身だけのポプテマの姿だった。

　緑に染めていた髪を剃てい髪はつにし、化粧やマニキュアをしていないのもあるが、オレの知る緑貴族とは印象の違う老人だった。

　ただし、土気色の顔で微動だにしておらず、まるで死んでいるようにも見える。

「生きておられるのですか？」

　ＡＲ表示で生きているのは分かっていたが、状況を確認するために太守夫人に聞いてみた。

「ええ、今は太守の力で無理やり生き延びさせているの」

「尋問のためにですか？」

　オレの問いに太守夫人は静かに首を横に振った。

「いいえ。六神殿の神官達の神聖魔法で、魔族による洗脳が解かれたポプテマは、既に洗いざらい全ての事柄を自供したわ」

　魔族みたいな印象のヤツだと思ったけど、まさか魔族に洗脳されていたとは思わなかった。

　ムーノ男爵領でも魔族執政官の精神魔法による洗脳は、鑑定アナライズスキルでもＡＲ表示でも判定不能だったっけ。

　精神魔法が忌み嫌われるというのも納得できるね。

　なお、洗脳を見破ったのは神聖魔法やスキルではなく、ヘラルオン神殿の老神官長の勘だったそうだ。

　熟練の職人が僅わずかな誤差を見抜く的なヤツだろう。

　神殿の数が一つ足りないのが少し気になったが、そちらは何か事情があったのだろうとスルーする。

「あなた、始めていただける？」

「うむ」

　太守夫人の言葉に、太守が重々しく頷うなずく。

「セリビーラ市の御霊みたまよ、太守が願う、力の宝冠をこの身に──■　装着イクイツプメント」

　太守の額に環状の光が生まれ、その光が消えると青い結晶でできたサークレットが現れた。

　たぶん、都市核シテイ・コアの力を使うためのアイテムを召喚したのだろう。

「では、仮死の封印を解く。ペンドラゴン卿きよう、手短に頼むぞ」

　説明なしだが、なんとなく分かった。

　恐らくポプテマを都市核の力で仮死状態にする事で、延命しているのだろう。

「仮死化、『解除』」

　太守が都市核への合い言葉コマンドワードを唱える。

　すると、ポプテマを包む白い光が消え、彼の唇や指先に痙けい攣れんのような動きが生まれた。

「ぐぅおぉおおおおおおおおぅっ」

　ポプテマの口から絞り出すような悲鳴が生まれた。

「あなた、麻酔を」

「う、うむ。■　無痛リムーブ・ペイン」

　太守が都市核を使うと、ポプテマの悲鳴が止まり、荒い息をつきつつも会話ができる状態になった。

「ペンドラゴン卿、か──」

　オレに目を留めたポプテマが掠かすれた声でオレの名を呼んだ。

　太守夫人に背中を押されて、彼の口元に耳を寄せる。

「君には、色々と、迷惑を、掛けた、ようだ」

　途切れ途切れの声でポプテマが囁ささやく。

　太守の麻酔で痛みはないはずだが、かなり苦しそうに見える。

「き、君には謝罪と感謝を」

　脳内補正しつつ彼の言葉の続きに耳を傾ける。

　洗脳が解けてザマス口調ではなくなっているせいか、なんとなく違和感がある。

「君の善意が魔族の企たくらみを遅滞させた。その功績は大だ」

　サトゥーとしての行動というと、浮浪児達を養護院に保護した件かな？

　今一つ魔族の企みがなんだったのかよく分からない。

「君の善意がなければセリビーラ市は誰だれも気付かぬ内に蝕むしばまれ、魔王復活の苗床にされていただろう」

　うん、オレも気付かなかった。

　というか、魔族達はセリビーラ市で本当に魔王復活を企んでいたようだ。

「君が遅滞させ、勇者の従者とやらが派手に動いたせいで魔族達は焦り、あのような短絡的な手段で、迷宮都市を短期で魔王復活の苗床にしようとしたのだ」

　もしかして、魔族がまだ残ってたりして？

　そう思って検索してみたが、迷宮都市やそれを含む国王直轄地に魔族の存在はなかった。

　迷宮都市を見下ろす山々に、少し気になる存在を見つけたが、そちらの対処は後でいいだろう。

「心配無用だ。あのような強引な手段が失敗した以上、当分の間はセリビーラ市での魔王復活はない」

　オレの心を読んだようにポプテマが告げる。

「あれだけ目立つマネをすれば、王国上層部やサガ帝国の勇者の注目が集まる。狡こう猾かつな魔族はそれを隠かくれ蓑みのにして、別の場所で魔王復活を画策するだろう」

　それは過去の歴史からも明らかだとポプテマが言う。

　つまり、この迷宮都市は大丈夫だけど、他で魔王復活があるかもしれないって事か。

　そういえば公都でテニオン神殿の巫み女こ長さんから聞いた話だと、魔王復活の預言は公都以外にもあったんだっけ。

　てっきり、他の六カ所は外れたんだと思っていたのに……。

「故に──」

　ポプテマがゴホゴホと咳せき込む。

　口の端から血が流れる。

「そのくらいにしておきなさい」

　太守夫人がハンカチで彼の血を拭ぬぐう。

「君の行いはこのセリビーラ市を救った、とポプテマは言いたいのだ。後ほど私から『セリビーラ聖守勲章』を授与する」

　咳き込むポプテマに代わって、太守が話す。

　勲章の価値は分からないが、自分の行動が是とされるのは素直に嬉うれしい。

「最後にもう一つだけ」

　ポプテマが震える声で言う。

　まるで遺言を告げるかのようだ。

「私が害した無む辜この民に、ポプテマが詫わびていたと伝えて欲しい。迷宮都市にある個人資産の全てを君に預託する。私の愚行で傷付けた者達に分配してやってくれ──」

　そう言ってポプテマは静かに瞼まぶたを閉じた。

「あなた！」

「う、うむ。■　仮死化フリーズ・ライフ」

　死へと至ろうとするポプテマを、太守が使う都市核の力が押しとどめた。

「間に合ったようだ」

「お疲れ様です、あなた。ポプテマにはまだやって貰もらう事がありますからね」

　瀕ひん死しのポプテマにさせる事といったら、血縁者との最後の挨あい拶さつか事件の黒幕として王国に差し出すかのどちらかだと思うが、太守夫妻の態度からして前者だと思われる。

　その後、勲章授与式の日程を聞いてから、太守の城を後にした。
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「転生魔族どもとプニ玉のお陰で、迷宮都市に瘴しよう気きが満ちたはずザマス」

　迷宮都市を見下ろす峠の一つで、怪しい緑衣の男がそんな独り言を呟つぶやいていた。

　口調は緑貴族だったポプテマとそっくりだが、容姿は似ても似つかないマッチョな男だ。傍らには翼を畳んだワイバーンが控えている。

　斥候系のスキルを全てオンにしてから縮地の連続で接近したので、まだ男もワイバーンも、オレに気付いていないらしい。

「あとは邪魔さえ入らなければ瘴気に蝕まれた者達の怨えん嗟さが迷宮に浸透し、そう遠くないうちに陛下の再臨が叶かなうザマス」

　男は暗緑色の外がい套とうの裾すそを払い、舞台上の俳優のように大仰に両手を広げた。

　緑衣の男が言うように、瘴気視を有効にした視界には迷宮都市から陽炎かげろうのように瘴気が上るのが見える。

　どうやら、まだ魔族の企みは完全に潰しきっていなかったようだ。

　瘴気は後で消しておこう。

「せいぜい、短い春を謳おう歌かするザマス。ホーッホホホッー」

　険しい顔立ちに似合わないホホ嗤わらいが峠を木霊こだまする。

　いや、緑色のアイシャドーや口紅とは合っているのかもしれない。

　マップやＡＲ表示によると、男の種族は「人族」と「擬体アバター」と二重で表示されていたので、単に怪しいヤツという認識で確認に来たのだが、どうやらポプテマを操っていた緑の上級魔族関係で間違いないようだ。

「次は桃色の手伝いザマス。プニ玉の借りとはいえ面倒ザマスね」

　悪の大幹部のような顔で振り向いた男が、岩の上に座るオレを見て固まった。

　せっかくなので、フレンドリーに小さく手を振ってみる。

「な、何者ザマス！」

「──勇者ナナシ」

　誰すい何かする緑衣の男にそう答える。

　その声でようやくオレに気付いたワイバーンが翼を広げて威嚇のポーズを取った。

「迷宮都市で何を企んでいたのかな？」

「ホッホッホーッ」

　緑衣の男は哄こう笑しようするだけで答えない。

「神出鬼没の私を捕まえられたら教えてあげるザマス」

　ヤツは懐から二つの白い玉を取りだし、その玉に生じた魔法陣から緑色をした二体の下級魔族が姿を現した。

　ヤツ自身は足下の影に沈んでいく。

　下級魔族を囮おとりにして逃走しようというのだろう。

　──させないよ？

　オレは下級魔族を無視して縮地で距離を詰め、半ばまで影に沈んだ緑衣の男を蹴けり飛ばす。

「ぐぉおおおお、キ、キサマ何をしたザマス！」

　緑衣の男が苦しそうに呻うめく。

「な、なぜ擬体への攻撃が本体に届くザマスか！」

　蹴る時に聖刃と魔力鎧よろいの中間のような感じにしたのが効いているらしい。





＞「聖光鎧」スキルを得た。






　新しいスキルが派生したので、スキルポイントを割り振って有効化アクテイベートしておく。

「や、やめるザマス。や、やめ、やめろぉザマァアアアアアアアアアス!!」

　新しいスキルの使い勝手を確認がてら、青い光に包まれた足で執しつ拗ように蹴飛ばしていたら、緑衣の男がキレてしまった。

　背後から襲ってきた下級魔族達や緑衣の男を救出しようとしたワイバーンは、指先に出した聖刃で既に殲せん滅めつしてある。

「『擬体』越しに私自身にダメージを与えるとは……さすがは赤青黄の古参魔族を滅ぼしただけあるザマス。まったく規格外の化け物野郎ザマス」

　ふらふらの緑衣の男に失礼な事を言われてしまった。

　オレは得たばかりの「聖光鎧」を再発動して、拳こぶしに青い光を帯びさせる。

「なら、お前もここで滅べ！」

　青い残光を帯びた拳が、緑衣の男の顔面を打ち貫く。

　男はその場でぐるりと半回転し、頭で地面を抉えぐりながら滑っていく。

「ザ、ザマァアアアアアアアアアス」

　特撮の怪人のような叫びを上げた緑衣の男が、緑色の靄もやとなってパンッと弾はじけて消えた。

　派手に爆発して欲しかった気もするが、そこまでお約束を求めてもしかたないだろう。

　オレは地面に落ちていた下級魔族の魔コ核アを拾い上げ、ワイバーンの死し骸がいもストレージへと収納する。緑色の靄となって消えた「擬体」は魔核を落とさないようだ。

　擬体にマーカーを付けて泳がす事も考えたが、同種の「擬体」が王家直轄領の北端都市にもいたので、マーカーはそちらにつけてこちらの擬体は鬱うつ憤ぷん晴ばらしに破壊したのだ。
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　気になった事があったので、オレは天駆で空に舞い上がる。

「──あれは魔法陣か？」

　瘴気視を有効にして、上空から見下ろした迷宮都市には瘴気で黒く描かれた魔法陣のようなモノが見える。

　オレの記憶が正しければ、その経路は緑貴族だったポプテマの散歩コースに等しい。

　妙なコースを選んでいたのはオレへの嫌がらせではなく、魔法陣をなぞるためだったようだ。

　もっとも、オレの屋敷がある辺りや下町の一部がぽっかりと白く薄まっているので、既に魔法陣は破断していて機能していない。

　オレは屋敷に「帰還転移リターン」して戻り、精霊光を全開にして魔法陣を消すために散歩する。

　今のところ迷宮都市には、ミーア以外に精霊視スキルを持つ者がいないから別にいいだろう。

「ポチちゃん捕まえた！」

「あうう、また捕まっちゃったのです」

　タマやポチに与えたパワー抑制魔法道具マジツク・アイテムはちゃんと効果を発揮しているようだ。

　空き地で遊ぶ子供達に手を振って、散歩を続ける。

「ミーアちゃんの曲はいつ聴いてもいいねぇ」

「ああ、力が湧わいてくるよ」

「むぅ、大げさ」

　貯水池の近くで、老人達に囲まれたミーアを見掛けた。

　どの老人達も笑顔で生き生きとしている。

「またね～？」

「ありがたやありがたや」

　農家沿いに歩いていると、塀の上をぴょんぴょんと跳ねるタマとその後ろ姿を拝む老婆を見掛けた。

「お祖ば母あちゃん？」

「さあ、お飲み。猫耳の子が薬草をくれたよ」

　老婆が煎せんじた薬を病床のお孫さんに与えていた。

　そういえばタマは薬草を覚えたり、採取したりするのが上う手まかったっけ。

　農家の並ぶ辺りを通り過ぎ、民家が並ぶ北門近くへとやってきた。

「ふははー、大量大量！」

「やったね、アリサちゃん！」

「これで晩ご飯は大盛りだね！」

「幼生体よ、私も褒めて欲しいと告げます」

「あはは、ナナってば面白～い」

　前方から子供達を引き連れたアリサとナナが大荷物を抱えて歩いてきた。

　ベリアの生えた辺りに罠わなを設置して、ベリア鼠ねずみや砂すな土竜もぐらを沢山捕まえてきたそうだ。

「なんだか、夏休みのカブトムシ取りを思い出すわ」

　そう言ってアリサがひまわりのような笑みを浮かべる。

　アリサの子供時代はなかなかワイルドだったようだ。

　そのまま「蔦つたの館やかた」のある自然公園や貴族街をのんびりと歩く。

「ご主人様、お供します」

　迷宮都市を一周し、西門まで戻ってきたところで、リザと合流した。

　彼女はトレーニングのために迷宮都市の外周をランニングしていたらしい。リザにランニングを薦めたのは例によってアリサだ。

　銀色の中級魔族との戦いで、後れを取ったことを気にしているようだったので、気晴らしにいいと思ったのだろう。

「ランニングは楽しかったかい？」

「──はい」

　余り好みじゃなかったらしい。

「そろそろ迷宮探索を再開しようか」

「はい、ご主人様」

　オレの何気ない一言に、リザが凜り々りしい笑みを浮かべて即答した。

　ここしばらくは「跳ね芋ホツピング・ポテト」や「歩き豆ウオーキング・ビーンズ」の収穫に出かける以外で、迷宮に入っていなかったからね。

「なら、明日あしたからでもさっそく行こう」
















「はい、皆に伝えてまいります！」

　オレを置き去りにしてリザが駆けて行く。

　子供達の笑い声や労働者達の威勢の良いかけ声をＢＧＭに、リザの後ろ姿を見送る。

　その尻しつ尾ぽはリズミカルに揺れていた。

「そんなに迷宮が楽しみなのかな？」

　オレは一つ呟いて、雲一つない迷宮都市の青空を見上げる。

　精霊光全開で迷宮都市中を歩き回った甲か斐いあって、迷宮都市を覆っていた瘴気も綺き麗れいさっぱりなくなった。

　これで魔族達が迷宮都市で企たくらんでいた魔王復活も潰ついえたと考えていいだろう。

　露店通りまで来ると、オレを呼ぶ威勢のいい売り子達の声が聞こえてきた。

「若様！　肉料理に合う香辛料が入ったんだ。買っていかないか！」

「こっちのエルエット産の岩塩も見ていってよ」

「ビスタール公爵領名物の胡ご麻まダレも入荷したてだよ！」

　迷宮に入るなら、肉や野菜に合う調味料の補充は必ひつ須すだよね。

「味見してからでもいいかな？」

　オレはそう言って売り子達の露店を覗のぞきに向かう。

　明日は迷宮日和になりそうだ。







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　このたびは「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一一巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！




　さて、本編の見所を語る前にアニメ化のお話から参りましょう。

　本巻の帯で発表されているとは思いますが、デスマのアニメを制作してくださる会社の「ＳＩＬＶＥＲ　ＬＩＮＫ．」様にお邪魔させていただき、大沼監督を始めとした制作スタッフの方や製作委員会の方々とお会いしてきました。

　主に監督やシナリオ担当の方とお話しさせていただき、本作の世界観や重視しているポイントなどを熱く語らせていただきました。

　作品の方向性や背景や作画時の方向性など、当初予想していたよりも色々な事柄を打ち合わせる事が多くて、驚かされると同時にすごく勉強になったものです。

　また、このあとがきを書く少し前に、サトゥーとアリサのテープオーディションにも参加させていただきました。

　ここで驚いた事が二つ。

　一つ目が合計一四〇人もの声優さんが応募してくださっていた事です。

　多くの声優さん達が真剣に演じてくださっているのを聞けたのは非常に励みになりました。

　そして二つ目。

「声優さんって、すごく層が厚い！」という点です。

　プロにこういう事を言うのは失礼でしょうけど、どの方も皆凄すさまじく上手い！

　アニメで良く耳にする有名声優さん達だけでなく、フレッシュな新人声優さん達も、皆揃そろって見事にサトゥーやアリサを演じてくださっていたのです。

　これまで自作の朗読をしていただいた経験がなかったので、嬉うれし過ぎて年とし甲が斐いもなく身もだえしました。

　思わず「全員採用！」と言いたくなるくらいです。

　ですが、いくら甲乙付けがたくても、テープオーディションである以上、選抜する必要があります。

　引き受ける前に「大変ですよ」と言われていたのですが、予想以上にヘビーでした。

　あくまで原作者による選別は、スタジオオーディション前の絞り込みの参考程度の為だと分かっていても、真剣に演じてくださっている声優さん達に失礼にならないように、繰り返し繰り返し何度も耳を澄ませて聞き続けました。

　キャラに合うかどうか、脳内イメージ通り演じていただけるか、内面を出すシーンで嫌みにならずに演じてくれるか、そういった事をメモしつつ、最後にはゲシュタルト崩壊しつつも、特に合う数名ずつを選んだのです。

　このあとがき後にはスタジオオーディションにもお邪魔させていただく予定ですが、そちらは次巻か活動報告やＳＮＳ等でレポートできたら、と思っております。ご期待ください。




　少しアニメ関係のお話が長くなってしまいましたので、そろそろ本巻の見所を語るとしましょう。

　今回は迷宮都市編のパートⅡです。

　前巻までと同様に、エピソードの軸はＷＥＢ版と似ていますが、書籍版オンリーの登場人物や発生イベントの差異によって、展開や結末はＷＥＢ版とは大きく異なっているので、ＷＥＢ版既読の方でも楽しんでいただけると自負しております。

　例のザマスのあの人を中心に、とある人の敗者復活も挟みつつ、物語は様々なイベントを経て最後の結末へと集束していくのです。

　本巻を読み終わった方は、ぜひもう一度、全てを知った上で一〇巻から読み直してみてください。

　謎が多いあの人の行動の意味や理由が分かる事でしょう。

　もちろん、デスマの売りである本編ストーリー以外のサブイベントも充実しています！

　サトゥーの魔物素材工作や炊き出し＆養護院の子供達との交流、新たな登場人物の追加などが目白押しです。

　そして、バトルも！

　いつもは裏方のサトゥーも、本巻では妖よう精せい剣を片手に迷宮都市存亡の危機に立ち向かいます。

　彼が誰と肩を並べて戦うのか──。

　ここで語るとネタバレになるので、それはぜひ本編をお読みください。




　謝辞の前に一つ告知を。

　あやめぐむさんによるコミカライズ版「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の五巻が同時発売されているはずです。

　町並みや人々の細やかな描写や仲間達の愛らしい表現がとても素敵なので、未読の方はぜひ一度お手にとっていただけたら幸甚です。

　原作小説の挿絵では描かれていないキャラも見られて二重にお得ですよ～。




　では恒例の謝辞に移りたいと思います。

　担当編集のＡさんとＫ氏のお二人による指摘や改稿アドバイスで様々なシーンの可読性や臨場感がアップしました。作者が見落としがちな事を的確に指摘していただけて本当に助かっています。

　これからもご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるＳｈｒｉさんにはどんなにお礼を言っても言い足りません。

　今回の見所は銀髪のティファリーザです！

　──と言いたいところですが、作者の一番のお気に入りはアホ毛と八重歯が可愛いネルだったりします。

　本巻でもネルの出番は中盤で終わりだったのですが、イラストに魅せられて急きゆう遽きよ他のキャラの出番を奪って終盤に再登場し、出番のないはずの次巻にも登場させてしまいました。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝に関わったすべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、迷宮都市編Ⅲでお会いしましょう！


愛七ひろ


















　最強の鑑定士って誰のこと？　～満腹ごはんで異世界生活～　電子特別お試し版　（著：港瀬　つかさ　イラスト：シソ）
















　突然、異世界転移した男子高校生の釘宮悠利。ダンジョンで迷子になった所を《真紅の山猫》の冒険者達に保護される。

　転移した際に鑑定系の最強技能【神の瞳】を得ていたが、そんなことにはお構いなし！　元々の料理の腕や細かい作業が好きということが高じてアジトの料理担当に収まり、周囲の人々の胃袋を摑んだり、異世界にないものを生産したりとチート能力の無駄使いオンパレード！

　色々やらかしては怒られつつも、まったり異世界ライフをエンジョイ中!!








プロローグ　気づいたらダンジョンの中でした









　釘くぎ宮みや悠ゆう利りは、いわゆる乙オト男メンだった。

　綺き麗れいなものと可愛かわいいものが大好きだった。家庭科の授業も大好きだ。料理も裁縫もお掃除も、洗濯だって彼は大好きなのである。だがしかし、ここで間違えないで貰もらいたいのは、彼はあくまで乙男であって、女性になりたいわけではない。あくまで普通に男の子として、家庭科が好きで、綺麗なものと可愛いものが好きなだけである。

　幼少時、幼稚園時代ぐらいまでは、彼の人生は平和だった。男の子達はチャンバラごっこに忙しく、女の子のおままごとになんて付き合ってくれない。その中で、嫌な顔一つせずに、一緒に遊んでくれる悠利は実は地味にモテモテだった。「悠利ちゃんはパパね！」と笑顔で誘われて、おままごとを楽しんだ日々は平和で、幸せだった。

　だがしかし、小学校も高学年にさしかかると、そうはいかない。

　女子は女子らしく、男子は男子らしく。誰だれが決めたか知らないが、世間一般の常識はそうなるわけで、子供達もそれに従うのだ。男子でありながら女子が好むようなものが好きと公言する悠利は、異物とされた。男子には「女みたいで気色悪い」と言われ、女子には「男の子なのに、変」と存在を真っ向から否定された。それでも自分の性質は変えることなど出来ず、悠利はぼっち生活を堪たん能のうしていた。

　別に、ぼっちでも良かったのである。

　可愛いものや綺麗なものを眺めているだけで、幸せだった。母親の家事を手伝っている時間は、とてもとても楽しかった。家庭科の授業は彼にとって大好きな時間で、頑張れば先生に褒められた。なお、悠利はどちらかと言うと内向的で自己評価は低いが、勉強も運動も標準以上にこなせるスペックは持ち合わせていた。内向的というのも、単に趣味が乙男なために、インドア派だという影響だ。よって、残念なのはその乙男な性質だけである。

　ただし、可愛いものや綺麗なものが好きなくせに、悠利は自分には無む頓とん着ちやくだった。多分、磨いたらそれなりに見栄えがするだろう素材だが、無頓着。髪は無造作に伸ばしているので、男にしては長めの短髪。前髪で目元が殆ほとんど隠れてしまっている。もっとも、見えたとしても洒落しやれっ気けの一つも無い黒縁の丸眼鏡があるだけだが。

　そんなわけなので、乙男な性質を合わせて、彼は女子にも男子にも見下されていた。

　さて、そんな乙男の釘宮悠利であるが、今現在。

「……ここって、どこ…………？」

　学校から帰る途中で唐突に光に包まれたと思ったら、見知らぬ場所（石造りのダンジョンっぽい）に突っ立っているのであった。








第一章　保護者が出来ました









　きょろきょろと少年は周囲を見た。だがしかし、見慣れた風景は一つも無い。おかしい、何故なぜだろう、どうしてこうなった。そんな心の声が聞こえてきそうな表情で、釘くぎ宮みや悠ゆう利りは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　彼が今いるのは、ゲームやアニメでよく見る、石造りのダンジョンだった。そういえば、中学時代の同級生がハマっていたゲームに、ダンジョンＲＰＧがあった。悠利の乙オト男メンな性質を笑いもせずに、「好きなモノを好きと言って何が悪い！」と周囲に怒鳴ってくれた、数少ない友人（女子）である。その彼女から薦められて、悠利もプレイしたゲームである。理由は、「キャラデザが可愛いから、釘宮君でも楽しめると思うよ！」というものだった。

　なお、そのゲームの名前は『突撃☆ダンジョン学園』というシリーズだった。

　余談である。

「……うん、現実逃避してる場合じゃないよねぇ……？」

　着慣れた学生服に、飾りっ気のないシンプルな学生鞄かばん。……表面的には飾りは無いが、内側にはお気に入りのマスコットを入れたり、身の回りの品をそれとなく男子でも使えるデザインの綺麗＆可愛いもので揃そろえているのだが。とりあえず、自分は帰宅途中でこの場所に飛ばされてきたらしい。伊達だてにラノベやゲームのサブカルに慣れ親しんでいる現役男子高校生（ただし乙男）ではない。自分が不可思議な状況に巻き込まれているのを理解するのは早かった。

　早かったのだが、しかし。

「……ダンジョンって、魔物出るんじゃないのかなぁ……？　流石さすがに僕、戦えないけど……」

　まさに、それである。

　ギャッギャというよく解わからない鳴き声が、遠くから聞こえる。それでもこの場所に居続けても仕方ないので、悠利はゆっくりと歩き出した。ふと、興味が引かれて壁に視線を向けた瞬間、ぶぉんと眼前に現れた妙な画面に、思わず瞬まばたきを繰り返した。

　それは、まるでオンラインゲームなどでよく見かける、ステータスメニューのようだった。半透明のそれは、まるでそこにあるのが当然と言いたげに、悠利の眼前にある。手を伸ばして触れてみても、触ることは出来なかった。その代わり、視線を向けた先が、まるでクリックされたかのように反応して、情報が開示されていく。






──迷宮名：異邦人の抜け殻

　　ランク：Ｄ＋　　材質：石　　環境状態：良好　　ダンジョンマスター：健在








　以下略、様々な情報が現れたのだが、悠利はざっと流し読みをする。これが何を意味するのか、何なのか。そんなことは解らない。ただ、乙男とはいえ、彼もまた、ゲームやアニメを愛するオタクである。よって、この情報が頼りになるかも知れない、と判断したのだ。

　……普通、いきなり異世界に飛ばされて、いきなりよく解らない能力に目覚めたら混乱するのだろうが、悠利は平然としていた。彼はどこか天然っぽい部分があって、色々とズレているのだ。乙男ゆえにおっとりしており、他人の敵意に対してものほほんと対応する。そんな彼の、のれんに腕押し、糠ぬかに釘くぎ、ただの豆腐、などと友人達に揶や揄ゆされる性格が、功を奏した瞬間であった。

　ざっとスクロールした情報の中に、気になる項目があった。それをピックアップしてみると、こうなる。









──現在探索中：クラン《真紅のスカーレツト・山猫リンクス》











　クラン、というのはおそらく、パーティーなどのチームのことだろう。悠利はあまりやらないが、オンライン系のゲームではよく聞く用語らしい。そして、この情報が示すのは、現在このダンジョンに、人間がいるということだ。いや、人間では無いかも知れない。ここは異世界なのだ。だがしかし、とりあえず、誰かに会える。そうすれば情報が貰える。悠利の中での重要度は、そこで決定した。

　どこに行けば会えるのかは不明だったが、とりあえず歩き出す。学生鞄を片手に、学生服の男子高校生がぽてぽてと歩く。……なお、小柄で細身の悠利は、制服が学生服というのもあって、割と中学生に間違われる。おかしい、この間十七歳の誕生日を迎えたはずなのに、と本人が思うこともあるが、周囲には「いや、普通。お前は中坊っぽい」と言われるだけなので、細かいことは気にしないようにした。

　そうして、物音がする方へと歩き続けて、しばらく。こそりと通路から室内を覗のぞき込んだ悠利が見つけたのは、五人ほどの人間の集団だった。一団のリーダーなのか、声を出して指示を下しているのは、スキンヘッドの青年。その指示の通りに魔物に斬きりかかっている剣士っぽい青年、格闘家っぽい少女、援護射撃をしている弓兵っぽい女性、そうして最後に、大量の鞄を腰に下げた何かよく解らない少年。彼らがクラン《真紅の山猫》だろうか？　と悠利は思った。

　思ってとりあえず、決めた。

「戦闘が終了したら声をかけさせて頂きます」

　ぺこりとお辞儀をして、魔物に見つからないように壁に張り付く。一団は結構強そうである。戦闘に慣れているというべきだろう。これなら魔物もさっさと退治されるよね～、と暢のん気きに思いながら、悠利は彼らを見つめていた。

　それにしても、異世界に突然吹っ飛ばされて、気づいたらダンジョンの中。オマケに自分はよく解らない能力を有しているらしい。その状態でも悠利は、暢気だった。むしろ、割と運が良いいと思っている。何故ならば、右も左も解らない場所で、とりあえず人間を発見できたからだ。ココが異世界ならば、会話の通じない種族もいるかも知れない。それを思えば、普通に自分と変わらないっぽい人間を発見できたのは良いことだと思っている。

　……なお、基本的に悠利は楽観的な人種である。

　ふと興味が湧わいて、悠利は自分の手を見つめてみた。壁を見たら情報が出てきたので、同じように自分を見たら、ステータスが見えるのでは無いかと思ったのだ。そしてそれはアタリで、ぶぉんという音と共に、先ほどのような妙な画面が現れた。




[image: ]




「……うん、色々おかしい気がする」

　いくら悠利が細かいことを気にしない性格だとしても、ツッコみたいステータスだった。能力値パラメータが低いのは、一般人の男子高校生だから構わない。この世界において、自分が色々最弱へっぽこだろうというのは予測済みだ。ただ、自分の職業と技能について、色々ツッコミを入れたいだけだ。それに、レベルと能力値と技能レベルのバランスがどう考えても異常だった。あと、運の値もオカシイ。

　まず、職業だ。探求者って何のことだ。そこは普通に学生で良かったのではないか、と。それともこの世界には学生がいないのだろうか。或あるいは、この世界の学校組織に所属していないから、悠利の職業として認められないのか。そもそも、探求者とは何をする存在で、どんな能力を持っているのか。意味が解らなかった。

　それに、技能も意味が解らない。まず、一番上にあった【神の瞳】だ。どんな技能か解らない上に、レベルが[image: ]なのである。数字ですら無かった。レベルがＭＡＸでカンストしているとかでもなかった。[image: ]って何だ、と悠利は思う。

　思って、じぃっと技能項目の【神の瞳】の部分を見つめた。上手うまくしたら、より詳細な情報が出るかと思ったのだ。そして、その予感は的中した。流石、サブカルに馴な染じみのある現代っ子。






──【神の瞳】

　　鑑定系最上級技能スキル。

　　ありとあらゆる真実を見通し、全ての事象を見抜く能力を持つ。神より授けられた技能であり、後天的に取得することは不可能。また、この技能を持つ者を、鑑定系職業ジヨブの最上位である探求者と呼ぶ。








「……うん、普通にチートだった」

　ぽつんと悠利は呟つぶやいた。鑑定という技能が、どれほどの効果を持っているのかを悠利は知らない。ゲームによって、その重要度は変わる。だが、探索系のゲームなどでは、鑑定の技能があるかないかによって、難易度が大いに変わることぐらいは、解る。そして、この説明文を見る限り、おそらく、この世界において鑑定の技能はそれなりにランクの高い技能であろうことが、察せられる。

　あと、謎なぞの職業も技能のせいだと判明した。ついでに探求者の項目も確認してみることにした。自分を知ることは大切である。それが世界を知る第一歩だ。多分。






──探求者

　　鑑定系の最上位の職業。

　　技能【神の瞳】の保持者であり、全ての事象を鑑定することが出来る。また、その真実を見抜く性質から、ありとあらゆる物の作製にも長じている。サブ職業として調合師、錬金術師などを身につける者も多い。

　　探求者の前には全ての偽りは意味が無く、古いにしえ神の代行者として崇あがめられていた。が、技能【神の瞳】を授かる者が少なく、現在は確認されていない。








「……あ、これ駄目なヤツ」

　悠利は現実を理解した。

　自分の職業とか技能を把握した瞬間に、絶対に偉い人に知られてはいけないタイプのものだと理解した。巷ちまたによくあるラノベだと、職業がバレて偉い人に面倒くさいポジションを与えられる可能性がある。そういうのは必要ないと思う。

　悠利が求めるのは、平穏と平和と乙男趣味を堪たん能のう出来る世界だ。出来るなら、異世界らしく、愛らしい妖よう精せいとか麗しいエルフとか癒いやし系の獣人とかと触れあって生きて行きたい。……なお、年とし頃ごろの男子であるが、彼にその手の邪よこしまな下心は存在しない。ハーレムというよりは、仲良くお友達になって、一緒に買い物に行きたいとかいう、女子のノリである。流石は乙男。

「うん、何か聞かれたら、鑑定士って答えておこう。駆け出しですって」

　そこは素直に異世界から迷い込みました、でも良いのかも知れないが、面倒ごとに巻き込まれそうな予感がしたのだ。この世界において、召喚者とか迷い込みとかが一般的かどうかで、悠利の今後が決まる。とりあえず、《真紅の山猫》に接触するときには、鑑定士と名乗ることに決めた悠利である。

　気を取り直して、他ほかの技能に目を向ける。料理だの裁縫だのと、実に乙男らしい技能が並ぶ。あと、レベルが地味に高いのが気になった。個人レベルは１なのに、技能レベルが50というのはどういうことだろうか。色々と理解不能だ。

　これは、いわゆる異世界転生のチートとか言うのだろうか。だがしかし、別に悠利はそんなことは望んでいない。異世界で英雄になりたい願望も、美少女を侍はべらせてハーレムを作りたい願望も、魔王を倒せるぐらい強くなりたい願望も、存在しない。しいていうなら、綺き麗れいで可愛かわいいものを堪能したい。それだけだ。

　そんな悠ゆう利りにとって、何か色々チートっぽい自分のステータスは、不必要な物に思えた。

　いや、一応、異世界に放り込んだ神様とかの優しさなのかも知れない。でも、それならそれで、もうちょっと目立たない感じに調節をして欲しかった悠利である。だって、明らかに現在一人もいないだろう、絶滅危き惧ぐ種しゆレベルの職業にされたって、何も嬉うれしくない。あと、何かを期待されても、何をするつもりも無いのに。

　とりあえず、明らかに不審者の自分が彼らに声をかけて、受け入れて貰もらえるかどうかが重要だと悠利は思った。




　　　　◇◇◇




　悠利が思考の海から引き戻されたのは、背後で魔物の断末魔の声がひときわ大きく聞こえたからだ。あ、戦闘終わったのかも知れない。そんな暢気なことを考えながら、悠利はひょこっと廊下から室内を見た。石造りの部屋の中、先ほど見た《真紅の山猫》の面々が、武器をしまいながら軽く汗を拭ぬぐったりしている。どうやら、やはり、無事に終わったらしい。

　それじゃあ、ご挨あい拶さつをしよう。悠利は一歩足を踏み出そうとして、《それ》に気づいて、思わず腹の底から絶叫した。

「全員壁際に移動してください！」

　その叫びに、驚きながらも反射神経が良かったのか、《真紅の山猫》の面々はとっさに壁に張り付くように移動する。次の瞬間、頭上から部屋の中央部分に向けて、がしゃんと天井が落ちてきた。天井というか、吊つり天井というか、いわゆるお約束な罠トラツプで、その場に残っていたら串くし刺ざしになったであろうことは間違いなかった。

　どぉんと地面をゆるがすような音がして、ついで、ギリギリギリと鎖を巻き上げる音がする。見つめていれば、吊り天井はそのまま何事も無かったかのように戻っていき、普通の石造りの天井に戻った。……ダンジョンの罠は基本的にえげつない。悠利が声をかけなければ、《真紅の山猫》の面々は今頃吊り天井の下敷きだろう。

「……助かった、が……。誰だれだ、小僧」

「……えーっと、迷子、です。初めまして」

　一同を代表して問いかけてきたのは、スキンヘッドの青年だった。スキンヘッド＋右みぎ眼めに眼帯をしているので、物もの凄すごく厳いかつい。ぶっちゃけ強面こわもてに見える。だがしかし、よく見れば顔立ちも眼まな差ざしも理知的で、落ち着いた雰囲気をしている。虹こう彩さいの色が、光の加減で七色に変化しているように見える、不思議な瞳をしている。

　迷子と名乗った悠利を、胡う乱ろんげな目で見ているのはスキンヘッドの青年だけだ。他の四人は、口々に悠利に礼を言いながら近寄ってきた。ぽすぽすと頭を撫なでられたり、力一杯握手されたりと、思いっきり歓迎されている。……いやまぁ、九死に一生を得たので、彼らにしてみたら、悠利は命の恩人なのだろう。

　悠利が吊り天井の罠に気づいたのは、勿もち論ろんのこと、技能【神の瞳】のおかげだった。魔物が倒されたら発動するタイプのえげつない罠だったらしい。魔物の消滅と連動するように、吊り天井が落ちてくるだろう部分が危険を示す赤色に明滅したのだ。それが危険だと理解して、悠利はとっさに壁際へ、罠の範囲外に逃げるようにと彼らに叫んだのである。

　未いまだに悠利には自分の技能がどんなチートか解わかっていないのだが、多分コレは、チートである。明らかに。普通、鑑定というのは、目の前にあるものを調べて、その情報を入手するための技能のはずなのだ。よって、その発動は任意であって、先ほどの悠利のように、意図していないのに危険を伝えてくるような、危機回避能力のようなものは付随していない……はずだ。少なくとも、悠利の知っている鑑定系の能力というのは、そういうものだった。

「俺の名前はアリー。クラン《真紅のスカーレツト・山猫リンクス》のリーダーをしてる。さっきは助かった。で、お前の名前は？　迷子ってのはどういうことだ？」

「僕の名前はユーリです。実は、気づいたらこの奥の部屋にいたんですけど……」

「……転移の罠か何かで吹っ飛ばされたか」

「……多分」

　実は異世界から転移してきました、なのだが、そこは黙っておく悠利。どこまで彼らに話せば良いのか解らない。異世界転移のお約束では、こうして最初に知り合う人達は割と良い人だったりするが、それでも、用心はした方が良いと思ったのだ。……伊達だてに、スクールカースト最下位でぼっち生活が長かったわけではない。一応の用心ぐらいはする。

　アリーはじっと悠利を見ている。見定めようとしているのかも知れない。そこで悠利は、チリチリとした感覚を覚えた。静電気に似ているが、何かちょっとだけ不愉快な気分になる。眉まゆを寄せて、それを振り払うように、軽く頭かぶりを振った。

　その瞬間、アリーが驚いたように目を瞠みはり、悠利の襟首を引ひっ掴つかんで他の面々のいない場所まで移動した。

　わー、流石さすが異世界の人ー。力持ちー。などと能天気なことを考えていた悠利は、眼前で真剣な顔をしているアリーに、首を捻ひねった。このスキンヘッドの青年が、何を気にしているのか全然解らない。……いや、確かに悠利は身元の知れない怪しい迷子であるが。

「……お前、何者だ」

「……ただの迷子ですけど？」

「……職業は」

「……鑑定士、です」

「噓うそをつけ！」

　べしんと頭を叩たたかれて、悠利は痛いと呻うめきながら蹲うずくまった。思いっきり叩かれてしまった。パーだったのが救いだが、これがグーだったらどうなっていたことか。ちらりと見た自分のステータスに、悠利はしくしくしたかった。だって、今の一撃だけで、ＨＰが半分になっている。ヒドイ話である。

　ぶっちゃけ、能力値は底辺へっぽこである。まぁ、レベルが１なので仕方ない。あと、学生服には神の加護とやらが付与されているようだが、それのレベルも[image: ]っぽいが、防御力はそんなに上がっていないようだ。だって普通に痛かったので。

　悠利は涙目でアリーを見た。スキンヘッドの青年は、小動物みたいに涙目でうるうる見上げてくる悠利に、ちょっとだけバツが悪そうな顔をした。一応、叩いたことは謝ってくれたのだが、追及の手はやまない。

「……小僧、お前、俺のステータスが視えるか？」

「……はい？」

　首を捻りつつ、悠利はアリーに意識を集中する。お約束で、ステータス画面は現れた。相変わらず、ぶぉんという音と共に見えるステータス。何かそこだけオンラインゲームみたいだなぁと暢のん気きに思いながら、ちゃんと見えたので頷うなずいた。

　……なお、悠利は一応用心しようとしていただけで、本来の性格が暢気で楽天的だというのを伝えておきたい。

　悠利が頷いた瞬間、アリーが天を仰いだ。喩たとえるならば、オーマイゴッドな雰囲気だ。日本語で表現するなら多分、何てこったいが一番近い。意味が解らずに首を捻りまくる悠利であるが、アリーはそんな悠利の姿にますます脱力している。

「……俺のステータスが視えるお前が、鑑定士なわけがねぇ。鑑定系の技能は、自分より上位者のステータスは視みえないんだからな。その証拠に、さっきお前、俺の鑑定を拒絶しただろう」

「……うわぁ」

　ぼそりと耳元で、多分背後の仲間達に聞こえないように配慮してくれただろう言葉に、悠利はやっちまったという気分だった。用心していたつもりが、自分で地雷を踏み抜いてしまった。今の発言から、アリーは鑑定系の中でもレアな技能を持っているか、レベルが高位かのどちらかだ。そのアリーのステータスを楽々見てしまった自分の存在が、規格外だと彼に教えてしまったことに、悠利はがっくりと肩を落とした。

　彼が求めた平和と平穏が、遠ざかっていく足音が聞こえた気がしたので。

「……とにかく、詳しい確認は後にする。俺らと一緒にダンジョンから出るぞ」

「……はい？」

「迷子なんだろうが。命の恩人で、戦い慣れてなさそうなお前を残すのは気が引ける。……あと、詳しく確認しないで放置すると、面倒そうだ」

「はーい。よろしくお願いしますー」

　すちゃっとお遊び敬礼みたいな感じで返事をした悠利に、アリーは盛大にため息をついた。スキンヘッドに眼帯という出いで立たちで怖そうに見えるが、中身は割と普通に面倒見が良くて繊細っぽい。繊細というか、常識人というのだろうか。とりあえず、何だかんだで情報を手に入れられそうなので、悠利はホッとした。

　正直、バケモノ扱いされて、ここに取り残されたらどうしたら良いいか解らなかったので。何せ、魔物となんて戦えないし、食料も持っていないので、魔物に殺されるか飢え死にするかの二択だ。罠には引っかからないだろうけれど。

　そんなこんなで、悠利はアリーの仲間達と一緒にダンジョンを出ることになった。何でこんなところで迷子か、という疑問に関しては、ダンジョン間を移動する罠もあるので、そのせいじゃないかと言われた。そうじゃないのだけれど、そうかも知れないと言葉を濁しておいた。あと、出身地を聞かれたので、一応ちゃんと日本ですと答えたのだが、「ニホン？」という顔をされたので、辺境の小国ですと答えておいた。間違ってはいない。
















「それにしても、ユーリの出で立ちは変わってるね」

　にこにこと笑いながら話しかけてくるのは、格闘家の少女、レレイ。

　赤毛の短髪に、金色の瞳ひとみの少女だ。彼女の瞳はまるで猫の瞳のように虹彩が細くなるときがあって、首を捻っていたら、獣人の血を引いているのだと教えてくれた。母親が人間で、父親が猫獣人らしい。……ステータスを見れば一発で解るのだろうが、それはプライバシーの侵害になると悠利は思ったし、アリーにも、失礼になるから勝手に見るなと言われた。それならアリーが悠利を見ようとしたのはどうなるのかと言い返したかったのだが、不審者の確認だと言われたら、反論は出来なかった。

　……あと、普通はアリーの鑑定に気づくことはないそうだ。つまりアリーはそれだけ高位なのだろう。ちらりと見ただけの技能スキルを思い出して、何となく強そうだもんなぁと悠利は思った。なお、そんなアリーの職業ジヨブは、真しん贋がん士だった。字面から何となく、真偽を見抜くとかそういう意味なんだろうなと悠利は思っている。

「変わってますか？　僕の故郷では、学生はだいたいこの恰かつ好こうですよ」

「学生？　ユーリは金持ちなのか？」

「いいえ。僕の故郷は子供は基本的に学生です。学んでから仕事に出るんですよ」

　驚きよう愕がくしたように問いかけてくるのは、剣士の青年であるブルック。

　緑の髪に黒い瞳をしたブルックは、クールなイケメンという雰囲気の持ち主だ。洋風の侍という感じだろうか。騎士では無いのだ。雰囲気が何となく侍っぽいのである。だがしかし、出で立ちも見た目も西洋風なので、騎士の見た目に侍の内面が滲にじんでいるという感じだろうか。

「ふへぇ～。学校に通えるなんて、金持ちだけだと思ってたぜー」

「まぁ、所変われば品変わると言いますし」

「……何だソレ？」

「その土地によって特色や意味が違いますって意味の言葉です」

「ユーリは頭が良いんだな。流石、学校に行ってるだけはあるなぁ！」

　凄すごい凄いと褒め称たたえてくるのは、シーフのクーレッシュ。愛称はクーレ。

　一行の中では一番年齢が低いらしく、聞いてみると悠利とさして変わらないとのこと。それだけに、クーレッシュは悠利に親近感を抱きつつ、興味津々だ。オレンジ色の瞳をまん丸に見開いて色々と質問してくるクーレッシュに、悠利はにこにこ笑いながら答えている。

　……何だかんだでクーレッシュはコミュ力が高かった。

「それにしても、不運だったな。祖国から遠く離れてしまうとは」

「……そうですねぇ……。でも、皆さんみたいに優しい人に出会えたので、運が良かったです」

「ふふふ。それは我らもだ。ユーリのおかげで死なずにすんだからな」

「お役に立てて良かったです」

　くしゃりと悠ゆう利りの頭を撫でて笑うのは、弓使いの女性、フラウ。

　凜りんとした雰囲気の、凜り々りしいとしか言えない女性である。ぶっちゃけ、姐あね御ごと呼びたい雰囲気だ。紺色の髪をきつく縛ったポニーテールにしていて、茶色の瞳は女性にしては鋭い。だが、決して狐きつね目めなどの印象では無い。ただただ、凜々しいのだ。……悠利は心の中で、「和装して貰もらったら、絶対に任にん俠きよう映画の姐あねさんになる」と思っているが、言っても通じないので黙っている。

　そんなこんなで、悠利はかなり好意的に彼らに受け入れられて、ダンジョンの中を歩いていた。途中、魔物が出たら《真紅の山猫》が退治をする。悠利は時々、彼らが気づけなかった分の罠などについて口を挟む。そんな感じである。

　かくして、何だかんだで悠利は、異世界での同行者を得ることが出来たのであった。




　　　　◇◇◇




「それじゃ、詳しいことを話して貰おうか」

　目の前に置かれた水をちびちび飲みながら、悠利はこくんと頷いた。

　ここは、クラン《真紅の山猫》の住すみ処かである。王都ドラヘルンの外れ、冒険者達がたくさん住み着いている一角に、《真紅の山猫》の住処はある。今は引退して楽隠居な先代が購入した屋敷は、悠利の感覚で普通に豪邸であった。見た目が豪ごう奢しやというより、サイズが豪邸なのだ。







　この続きは現在配信中の『最強の鑑定士って誰のこと？　～満腹ごはんで異世界生活～』にてお楽しみください


(C)Tsukasa Minatose, Siso 2017










愛七ひろ

HIRO AINANA

関西在住の現役プログラマー。ＷＥＢ小説を読む内に読専から書き手に転向。ほのぼのとしたハッピーエンドな話を好む。ただいま絶賛禁酒中。



















カバー・口絵・本文イラスト　shri

装丁　coil












デスマーチからはじまる異い世せ界かい狂きよう想そう曲きよく　11








愛あい七ななひろ





カドカワBOOKS





2017年8月10日　発行





ver.002





©Hiro Ainana, shri 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

カドカワBOOKS『デスマーチからはじまる異世界狂想曲　11』

2017年8月10日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only
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